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当研究所は、発足いらい本年3月をもって満7年を経過しましたが、この間、   

研究施設や研究組織は国立公害研究所設立準備委貝会（座長：茅 誠司束京大   

学名誉教授）の整備方針に基づいて次第に充実されて参りました。  

施設や組織の整備に伴い、研究活動も本格化し、研究対象分野も当初計画の   

相当の部分を取扱うまでに拡充してきました。また、一部の研究分野では、所   

内における基礎的研究の段階から、野外における実地研究の段階にまで進んで   

きております。  

ここに、昭和55年度における研究活動の状況をとりまとめ発刊しうる段取り   

となりました。これが当研究所の活動に対する各方面の方々の御理解を深める   

のに役立つことを望むとともに、私共の今後の研究活動について広く御意見を   

賜わり、かつ御支援と御協力が得られることを願う次第であります。  

昭和56年6月  
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国 立 公害研究所長  

近 藤 次 郎   
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1．概  況  

国立公害研究所は、昭和49年3月、我が国の環境研究の中心的役割を果たすために、環境庁の  

附属機関として、筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特色は、理工学分野、生物、医学  

分野、さらには、人文・社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構成され  

ており、大学の研究者等所外の専門家の参加を待て、研究を学際的に実施すること、及ゾ環境研  

究の基盤を確立するために必要な大型実験施設を駆使し、野外の実地調査研究と併せ、研究をプ  

ロジェクト化して、総合的に実施することにある。   

本研究所は、発足以来、組織及び施設の整備を進め研究体制の強化に努めてきており、ほぼそ  

の骨格が整ってきたところである。これまでに主要な大型実験施設が完成し、機構の拡充とあい  

まって、研究活動も本格化する時期を迎えている。   

このような状況のもとにおいて、55年度は大型実験施設関連を［ト山こ10課題の特別研究（うち  

4課題は新規、 

た。   

昭和54年度中における主な活動は、次の通りである。  

（1）機構については、50年度に現在の10部となり、その後は各部の内容の充実に重点を置いて  

整備を進めてきた。55年度においては、大型実験施設の完成及び研究活動の活発化に伴い、大気  

環境部に、光化学スモッグに関連して問題とされている粒子状汚染物質（エアロゾル）について  

の研究を担当するエアロゾル研究室を新設し、環境保健部l；、環境汚染と人の健康影響、特に高  

血圧、糖尿病、癌等との因果関係を解明するための研究を担当する人間生態研究室を新設する筆  

内部機構の充実を図った。   

定月については、エアロドーム（レーザーレーダー、エアロゾルチャンパー）等の大型実験施  

設に関連する研究及び新規特別研究の推進体制の強化、研究の進展に伴って本格化する野外調査  

の体制の強化に重点を置いて拡充を図っており、55年度においては、研究部門10名、情報、技術  

部門5名及び事務部門1名を増月した。これにより55年度未の機構走月は、10部、2課、33室236  

名（うち研究部門145名、情報、技術部門55名、事務部門36名）となった。  

（2）施設の整備については、昭和55年度中に、動物実験棟m（ズートロンⅠ…水質、土壌等の  

汚染に関連して、動物に重金属等を経口投与しで生休への影響を研究する施設）等を完成した。  

また、植物実験棟Ⅲ（ファイトトロンロ…土壌汚染物質の陸域生態系における循環について研究  

する施設）及び騒音影響実験棟（騒音が人間の心身に与える影響等を研究する施設）については、  

引き続き建設を進めているのに加え、新たに共同研究棟（悪臭、特殊毒物等に関する研究等のた  

め共通して利用する施設）の建設に着手した。   

これらの施設が完成することにより、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染及び騒音についての大型  

実験施設がそろい、本構内に設置すべき施設の殆んどができあがることとなる。したがって、施  

設整備の重点は、今後、実地研究の場としてのフィールド実験施設の整備に移行することとなり、  

55年度においては、臨湖実験地設建設に着手した。  

（3〉 予算については、研究所の運営に必要な経費として、4，233育万円、また施設の建設に必要  
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な経費（建設省所管）として、1，739百万円が計上された。さらに原子力利用研究に必要な経費（科  

学技術庁一括計上）として33百万円が計上された。  

（4）研究活動については、大型実験施設の軽備及び研究者の増員により、また所外の研究者の  

協力のもとに年ごとに活発化している。研究内容は、真の社会ニーズに対応した目的拇向型の研  

究に重点を置いているが、一方環境研究分野は、複雑な要因のからみあったむずかしい問題を抱  

えており、いまだその研究の基礎が確立されていないものが多いため、基礎的な研究分野をも重  

視して進めている。   

昭和55年度における研究活動としては特別研究として   

①大気汚染物質の単¶及び複合汚染の生体に対する影響に関する実験的研究   

②有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等の土壌生態系に及ぼす影響と浄化に関する研究   

③臨海地城の気象の特性と大気拡散現象の研究   

④複合大気汚染環境の植物影響に関する研究   

⑤環境中の有害物質による人の慢性影響に関する琴礎的研究   

⑥海域における富栄養化と赤潮の発生機構に関する研究   

⑦炭化水素～窒素酸化物硫黄酸化物系光化学反応の研究  

（診陸水域の富栄養化防止に関する総合研究   

⑨環境汚染の遠隔計測評価手法の開発に関する研究   

⑲環境試料による汚染の長期モニタリング手法に関する研究   

なお、これらの特別研究を遁めるに当たっでは、大学等所外の研究者との連携を密にして実施  

している。   

さらに、経常研究としては、環境悪化が人の健康及び生活環境に与える影響、環境汚染現象、機  

構の解明、環境汚染の計潮技術方法の開発、環境に関する知見を活用した組合解析等について、  

継続及び新規の課題およそ120課題について実施した。  

（5）このほか、環境情報システムについては、大気汚染及び水質汚濁に関するデータベースの  

整備を進めるほか、国連環境計画（UNEP）の国際情報源照会制度（INFOTERRA）についても、  

さらに情報源の登録を拡大するなどの所要の作業を進めた。  
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2．調 査 研 究  

2．1特 別 研 究＊   

2．1．1大気汚染物質の単一および複合汚染の生体に対する影響に関する実験的研究   

【研究捜当部）環境生理部：環境生理研究室・環境病理研究室・慢性影響研究室・急性影響研究室  

技術部：生物施設管理室  

（研究期間〕昭和52年4月－57年3月  

【研究概要〕大気汚染物質の生体影響を研究する際、実験動物の感受性に留意することが必要で  

ある。各種動物の感受性を比較する研究が、病理学的方法により昭和52年～54年まで紺ナられた。  

これに関連し本年度はマウスの系統別の感受性の差異を酸化的障害に対する肺の防禦機能面から  

生化学的に追及した結果、病理学的知見との間に高い相関が認められた。これと並行してNO2、又  

はオゾン（03）のラットへの影響を生理学的、生化学的方法により検討する研究が行われた。比  

較的低濃度の短期暴露実験でも呼吸循環機能への影響が示唆され、血液や血清成分についても多  

様な変化がみられた。さらに新しい手法の発展に伴い、赤血球膜の糖脂質、リン脂質、酵素活性、  

肺のSH化合物、肺胞表面のリン脂肪酸組成等、肺の酵素活性、過酸化脂質についても量的量的変  

動が観察された。さらに呼気分析による生体影響を解析する方法が確立され、肺の酵素活性との  

関連が研究された。   

また以上の観点とは異なる研究として生体防禦反応への影響が検討され、NO2急性・亜急性暴  

露がマウスの細胞性免疫、二次抗体産生能に影響を及ばすことが観察された。   

これらの基礎研究とならぴ、動物実験棟内に設置された慢性暴露チャンバーを用いた実験では  

第1回目が終了（27か月暴露）した。長期暴露に由して、供試動物の老化による生理性状の変化  

が重要な問題であり、この生理性状の面における変化と暴露動物の反応との差を、新しい検索法  

を開拓しつつ検討することが急務であると考える。既に第2回慢性影響実験としてNO2の最高濃  

度0．4ppm18か月間のシリーズが開始されている。今後さらに基礎研究の成果を基にして再現性を  

確認して行〈予定である。  

〔発 表〕K－42   

研究課題 り NO2等に対する各種動物の感受性について  

〔担当者〕嵯峨井勝・市瀬草道・鈴木 明・局 博一・織田 肇・竹中参二  

〔内 容〕動物種及び系統間でNO2や03に対する感受性に著しい相違があることが死亡率や呼吸  

系の病理学的研究から明らかとなっている。これらの感受性の相異を肺の抗酸化性防御機能面か  

ら生化学的に明らかにすることにより、これら汚染物質の毒性発現のメカニズムを解明し、ヒト  

ヘの影響を評価するためのデ→タを得ることを目的とした。   

55年度は52～54年度に竹中らが行った高濃度NO2暴露によるマウスの系統聞での感受性（LC50）  

及び病理形態の相違と、肺の酵素的防御機能の関連性について検討した。系統の異なるマウスの  

間では遺伝的に肺の抗酸化性防御系酵素活性や抗酸化性物質含量等が臭っており、竹中らによっ  

＊〔発表〕に記載きれた記号は5草成果発表一覧の記号に対応する。  
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て報告されたNO216時間暴露によるLC50とめ間で高い相関性が認められた。またNO2暴露群でも  

同様の高い相関性が認められ、これらの防御系酵素及び抗酸化性物質は生体防御上の重要な因子  

であり、脂質過酸化値は感受性と直接関連する因子であることが示唆された。  

〔発 表〕K－48，ト1  

研究課題 2）NO2等が生体の生理性状に及ぽす影響について  

（担当者〕鈴木 明・局 博一・市瀬孝道・織田 峯  

（内 容）53年度及び54年度には、高濃度のNO2をラットに暴露すると、呼吸数の増加や心拍数  

の減少が起こることが示された。とくに、20ppm以上では迷走神経の活動促進に起因する不整脈が  

出現することがわかった。55年度は、10～40ppmのNO2暴露により、ラット血液中にNOtとNOぎ  

が生成、増加することが確められ、循環機能に与える影響などを調べた。一方、マウスに5～20  

ppmのNO2を急性暴露した実験では、肺における換気能に変化の生じることが示唆された。また長  

期間にわたる低濃度慢性暴露実験を行った結果、4ppm、9か月間暴露のラットで動脈血酸素分  

圧の有意な減少が起こることがわかった。  

〔発 表）K－44，K－58，K59，ト2，f－20，f－21，f－22，f－27   

研究課題 3）NO2等が生体の免疫反応に及ばす影響について  

〔過当者）藤巻秀和・清水不二雄  

〔内 容）今までに、NO2の急性・亜急性暴露の液性一次抗体産生能に及ぼす影響を明らかにし  

た。55年度は、NO2の二次抗体産生能に及ぼす影響、及び、細胞性免疫反応に及ぼす影響を解明  

することを目的とした。   

NO2の暴露条件は、液性一次抗体産生能の時と同じ条件で行った。20ppmの急性暴露実験では、  

対照群に比べて暴露群で有意に二次抗体産生能は低下した。また、1，6、6．4ppmの亜急性暴露実  

験でも、抗体産生の抑制傾向が認められた。   

次に、“ln vilro’’の組み換え実験に′おいて、急性星霜では、primedT cellの方が、primed B  

ce11より強く影響をうけており、細胞群の中で影響のうけ方にちがいのあることが明らかとなっ  

た。ところが、亜急性暴露では、特異的な細胞群への影響は、認められなかった。   

細胞性免疫反応として、，遅延型過敏反応を用いて、NO2の影響を検索した結果、6．4ppmの亜急  

性暴露で3回の実験のうち1回で、対照群に比べ、暴露群で有意な低下が認められたが、一定の  

傾向は、認められなかった。  

〔発 表）K－47，卜19，f－28，f29・   

研究課題 4）NO2等が生体に及ぼす生化学的影軌＝ついて  

（1）SH化合物に及ばす影響  

〔担当者〕河田明治  

〔内 容）NO2、オゾン暴露がラット肺中のSH化合物に及ばす影響を明らかにするため、グルタ  

チオン（還元型：GSH、酸化型：GSSG）、非タンパク性SH（NPSH）、タンパク性SH（PSH）  

量の変動について検討した。   

0．4、1．3、4ppmNO2を3か月間暴露した雄ラット肺のNPSHは、0．4ppm暴露群で変化がなく、  

1．3pprn暴露辟で約5％の増加傾向を示し、4ppm暴露廊で約20％の有意な増加が見られた。GSH  

ではNPSHとほぼ同じ結果が得られたが、すべての暴露群においてGSSG、PSHには変化が見ら  
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れなかった。   

この3か月間暴露の結果と、これまで行った急性暴露および低濃度長期暴露実験の結果とを併  

せ考えると、4ppmNO2暴露においては暴露開始後に肺のNPSHは急速に増加して約1週間】後に一  

定値に達し、以後その値は変化することなく持続し、老令において減少する傾向があると推定さ  

れる結果が得られた。   

2及び4ppmオゾン暴露においては、ラット肺のNPSH、GSHは急速に減少したが、0・8ppmに  

おいては、NPSH、GSHともに有意に増加し、GSSGも増加する傾向を示した。  

〔発 表）K－61，f－6，f－7  

（2）NO2の肺胞表面のリン脂質脂肪酸組成に対する影響の解析  

（研究旭当者）小林隆弘  

〔内 容〕NO2急性暴露後の肺胞洗浄液を用いることにより肺胞表面でのリン脂質の脂肪酸組成  

の変化を検討し肺組織中のリン脂質の脂肪酸組成の変化と比較した。   

NO2急性暴露（20ppmNO2、12時間）によってラット肺胞洗浄液中のリン脂質は増加した。ま  

たこのリン脂質脂肪酸組成のうち、パルミナン醸、ミリスナン酸、パルミ・トレイン酸は有意に相  

加した。またステアリン酪、オレイン酸、リノール醸＼アラキドン酸は有意に減少した。またこ  

れらの脂肪酸組成の暴露時間（12、24、36時間）に伴う変化も併せて検討した。以上の結果を肺  

組織におけるリン脂質脂肪酸組成の変化と比較すると、パルミチン較の割合が増加するなど多く  

の点で増減の傾向が一致することを見出した。  

〔発 表〕K－51a，F－4，ト11  

（3）過酸化物代謝系に及ほす影響  

〔担当者〕嵯峨井勝・市瀬草道．  

〔内 容〕オキシダントに対する生体の防御システム上して知られている過酸化物代謝系はNO2  

暴露によって複雑な変化を示すが、亜急性および慢性暴露に？いてこれらの量効果関係を呼気  

ガス分析法による脂質過酸化の変化と合せて研究しヾ耐性獲得の機作および生理活性物質（Cyclic  

AMP）による生体調節の変化にういての知見と合せて、・毒性評価の指標の確立をはかることを目  

的とした。   

本研究はNO2の急性、亜急性および慢性暴露による過酸化物代謝酵素系の変化と脂質過酸化の  

相関性の研究の一環として行われ、55年度は0．4、1．2および4ppmのNO24か月亜急性暴露と0．04、  

0．4および4ppmNO2の9か月、18か月、27か月慢性暴露ラットについて分析を行い、過酸化物代  

謝系の細胞上活画分酵素、抗酸化性物質及び呼気中耳タン測定による脂質過酸化の変化を調べた。  

連続4か月暴露の辣急性実験では過酸化物代謝酵素系ならびに抗酸化性物質の変化は53－54年度  

の高濃度急性実験の場合と同様の増加傾向を示したが、その後徐々に活性が低下し対照群に近ずく  

傾向を示した。また呼気中エタンi拭帽三による脂質過酸化は54年度と同様の変動パタ「ンを示し、  

その変動はNO2濃度の低い場合は低く更にその生成時期が遅れるこ上が明らかとなった。一方、慢  

性暴露ではGPェ活性は対照群と変りなかったがGPJと共役して働くGR及びG6PD活性は4ppTn群  

で高い値を示し、これら防御機構に関与する酵素活性の変化は∵般に暴露の延長に共って低‾Fす  

る傾向を示したが、GSH－S－tranSferaseの場合には18か月日で対照群より低い値を示した。、ま  

た呼気中エタン分析による過酸化脂質生成は9か月と18か月で共にNO2の3濃度間で量」効果関  

係を示し暴露期間の延長につれてその生成量は増加する傾向を示した。またNO2、・03の長期暴露  
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による生体影響解明の基礎資料とするため、老令ラットの脂質過酸化現象の解析を4か月、・12か  

月、22か月、32か月令の老令ラットの呼気中エタン、エチレン、ブタン、ペンタン分析によって  

測定した。老令ラットほどこれら炭化水素の産生量は高く、加令との間に対数的直線相関を示し、  

その産生豊からペンタンが最もよい指示であることが明らかとなった。  

〔発 表〕K49，Fr8，F－9，f13，f－14  

（4）膜透過及び解糖系酵素に及ほす影響  

（担当者〕持立克身・三浦 卓  

（内 容〕NO2・オゾン等の大気汚染物質による赤血球酵素への影響を検索し、これらガスの影  

響指標を見出すとともに、作用機作を解明する糸口を得ることを目的としている。   

ラットに4ppmのNO2を暴露すると、赤血球膜に存在しイオンの透過に関与しているナトリウム、  

カリウムATPaseは暴露開始後1日目から高い活性を示し4El白まで高い値を維持した。暴露開  

始後7日員に活性は対照群と同じレベルにまで低下したが、10日目には再び高い値を示した。一  

方、赤血球のエネルギー生成に関与している解糖系の酵素活性は多様な変化を示した。しかしな  

がら、律速段階を触媒しているホスホフルクトキナーゼとピルピン酸キナーゼの活性は、NO2暴  

露開始後・1日目では対照群より低い値を示し、以後7日目まで経時的に増加し対照群より高い値  

を示した後iO日日には再び低‾Fした。以上の結果から、4ppmNO2を暴露したラットでは、赤血球  

のイオン透過及びエネルギー生産に影響を受けている可能性が示唆された。  

〔発 表〕K53，f－34  

（5）膜成分に及ばす影響  

〔担当者〕彼谷邦光・三浦 卓  

〔内 容〕NO2、オゾン等の大気汚染物質が生体膜に及ぼす影響指標を検索し、これらのガスの  

生体膜への作用機作を解明する糸口を見出すことを目的としてし－る。   

昭和54年度において4または10ppmのNO2をラットに連続暴露すると赤血球膜の脂質組成と糖  

質の含量が変化することを明らかにした。昭和55年度は、4ppm NO2と0．4または0．8ppmオゾン  

を各々単独で1日8時間の間欠暴露を10日間行い、赤血球膜の脂質組成と糖質の含量の変化を比  

較検討し以下の結果を得た。   

シァル酸含量は、NO2暴露によって暴露開始後1日目に対照群よりも高い値を示したが7日員  

には有意に低い含量を示した。オゾン暴露では7臥引こ始めて有意に高いシァル酸含量が観察さ  

れた。   

ヘキソース含量は、NO2およぴオゾン暴露によって暴露開始後1日目には対照群より低い値を  

示した。しかしながら、暴露期間の経過に伴ない、NO2暴露では対照群よりも有意に高い値とな  

るのに対してオゾン暴露では対照群よりも低い値を維持した。   

全リン脂質に占めるりゾホスファチジルエタノールアミンの割合は、NO2暴露によって暴露開始  

後4日目に有意に高い値を示したのに対して、オゾン暴露では7日目以降に対照群よりも高い値  

が観察された。   

全脂肪酸に占めるアラキドン酸の割合は、オゾン暴露の場合暴露期間中対照群のレベルに留っ  

たのに対して、NO2暴露の場合暴露開始後1日日と10日目に有意に高い値を示した。   

以上の結果から、NO2とオゾンの間欠暴露はともに、赤血球膜のシァル酸含量の増加とヘキソ  

ース含量の低下及びリゾホスファチジルエタノールアミンの割合の増加をもたらすが、オゾン暴  
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霜の影響の発現はNO2暴露の場合に比べて遅延することが示唆された。更に、NO2暴露によって  

観察されたアラキドン醸の割合の増加は、10日間の暴露期間中には認められず、NO2とオゾンの  

影響が異なることが示唆された。  

〔発 表〕K－51b，K5乙 F－1，fも f⊥31  
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2．1．2有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等の土壌生態系に及ぼす影響と浄化に  

関する研究   

（研究捜当部〕水質土壌環境部：土壌環境研究室・陸水環境研究室・水質環項計画研究室  

生物環境部：陸生生物生態研究室  

技術部：生物施設管理室  

〔研究期間〕昭和53年4月一56年3月  

〔研究概要〕有機廃棄物の緑農地への還元は、年々増加の・・・・・途をたどりつつある廃棄物の処理、  

処分対策として、また、資源の有効利用の面からも積極的に進められようとしているが、従来の  

研究は、その作物生産面での効果に主眼が置かれており線農地への還元が土襲環境全体に与える  

影響の総合的ほ掘はなされていない。   

本研究は、有機廃棄物の緑農地への還元に伴う土壌の物理、化学的性質や土壌植物生態系の  

変化、含有成分の地下浸透等の直接的影響を解明する。また、含有される合成有機化合物や重金  

属の土壌十植物生態系での挙動をも同時に解明し有機廃棄物の土壌還元に伴う土壌環境影響を総  

合的に評価するとともにその浄化に関する基礎的資料を得ることを目的とする。   

これらの研究目的を達成するために下記の4研究課題を設定し、昭和52年度末に完成した土壌  

環境実験棟（ペドトロン）を中心に実験ほ場、’有底枠試験地、水生生物、水質実験棟及び水理実  

験棟等を利用して昭和53年度より開始された。  

研究課題：  

1）土壌・底質環境における合成有機化合物の分解と挙動に関する研究   

2）土壌・底質環矧こ及ぼす有機廃棄物の影響に関する研究   

3）土壌環境における有機廃棄物随伴重金属等の影響と挙動に関する研究   

4）環境汚染物質の土壌処矧こ関する研究   

53年度は、各種実験装置、施設の整備と予備実験が行われ54年度よりこれらを利用した試験研  

究が開始された。以下に3年間の研究成果の概要を研究課題ごとに述べる。   

課題1）各種汚泥の凝集剤や土質安定剤に使用されている合成高分子凝集剤ポリアクリルアミ  

ド誘導体（PAM）の土壌・柚物生態系に与える影響と土壌中での挙動に関する実験が行われ、培  

養液栽培法によって低濃度のカナオン系PAMが植物生育に対する阻害性を示し、その阻害性はカ  

チオン基導入率と関連すること、土壌混入PAMは、砂土と水稲の場合を除いて植物生育阻害性を  

示きないこと、低濃度カナオン系PAMが土壌藻類の生育阻害を示すこと、土壌微生物によりPAM  

が分解されることが明らかにきれた。   

土壌・底質中での物質の挙動に関する基礎研究では、①エンドレス循環水路を用いて底泥から  

流水への物質の溶出実験、②底泥流選管路を用いる底泥の巻き上げ現象の解明実験及び③降雨発  

生装置付土壌カラムによる土壌吸着物質及び非吸着物質の浸透機構に関する実験が行われ、①で  

は、従来の開水路法と比較して数々の利点を有すること、底泥からの物質の溶出速度及び累加溶  

出星は数式化できること、溶出は複雑な水理現象であること、②では、粘土の流送形態は3つに  

大別され、物性と含水比に密接に関係すること、有機物の混入とその種類によって粘土の流送抵  

抗力が変化すること、③では、土壌非吸着性物質は降雨の浸透と同様の機構で浸透し、吸着性物  

質は持続的供給がある場合、表土から順次下方に向って飽和吸着量に達してい〈ことなどが明ら  

かにされた。  
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農地に散布される農薬の土壌残留、と，溶脱機構の解明のために除草剤（シメトリン）を対象に実  

験が行われ、土壌構成物質のなかでは粘土画分がもっとも払い吸着能力を有すること、土壌中枯  

物遺体も吸弟能をもつことが明らかにされた。   

課題2）53年鹿の子備尖験と基礎データーの収集に続き、54年度には地温制御大型ライシメー  

ター、′卜型ラインメーター、実験ほ場、有駄枠試験地を利用して宗果題3）、■4）の一部を包含する生  

活廃水系‾F水汚泥の畑土壌への施用が、土壌の物理性、化学性、微生物性、約物の生育、汚泥成  

分の地下浸透等土壌環境に与える影響を総合的に解明するための試験を開始し、55年度はヾ下水  

汚泥を連用して継続した。また、55年度においては、‾F水汚泥及び化学肥料中成分の土層l月での  

挙動を自然条件‾Fで追跡するために実験ほ動こポーラスカッ70を埋設した。これらの人工及び自  

然環境下での研究によって、下水汚泥の施用による土壌の保水力、通気性呼物理性の改善、PH、  

塩基置横谷蓑等土壌化学性の変化、土壌微生物の変化とフロラの特徴ならびにその増減パターン、  

植物生育に与える影響等汚泥兼用が土壌一桁物生態系に与える影響について総合的に解明さオ止。  

なお、下水汚泥以外の有機廃棄物施用土壌については現地調査によりその特徴が解明された。ま  

た汚泥It】成分の挙動に関しては、NO3LN、Ca、Mg、Na、K、Cl、C、の下層への浸透とその速  

度ならびに浸透パターンが明らかにされた。また、化学肥料施用と下水汚泥施用の水虎負荷の州  

違も明らかにされた。   

課題3）有機廃棄物随伴基金属の由来、土壌環矧こ与える形撃とその挙動を解明するための研  

究を実施した。生活廃水の生物処理汚泥■1」亘托金属の濃度範囲と由来を調査し、銅と亜鉛が水道水、  

カドミウムが魚介及び肉業頁を主たる起源とすること、トイレットペーパーは杵々の苅金属を含有  

することなどが明らかにされた。また、活性汚泥法及び剛射1j触法による廃水の生物処孤坦矧こ  

おける汚泥への薫金属の濃縮が明らかにされた。   

有機擬乗物の施用による詑金属の土壌蓄楕が現地鯛端と生活系‾ド水汚泥施川ラインメーター尖  

験とほ功夫験により明らかにされるとともに、そこに生育する地物による重金属の吸収、箸碩が  

明らかにされた。一方、土壌水採取法を用いて下水汚泥中基金届の土壌中での挙劫が追跡された  

が、これら重金属の‾ド層土への浸透は認められなかった。   

課題4）下水汚泥等汚泥の土壌中での分解性が検討され、分解は温度に強〈影響され、低温で  

はほとんど分解されないが、高温では易分解性物罵の分解が知期聞に急激に起り、かつ汚泥施用  

韮を変えてもその分解率は一定であること、25由C、■5かf＝用の生活系‾F水汚泥（返送汚泥）「いの  

炭素の分解率は60－80％であり、下水汚泥には分解され易い部分と分解に長期刑を要する部分が  

あることが明らかにされた。また、‾F水汚泥中窒素の土壌中における無機化とその後の形態変化  

及び土壌中での挙動が詳細に追跡されるとともにNO2Nの生戌が自然条件下の二L填でも起るこ．  

とが明らかにされた。この他、汚泥■いのリン醸の土壌∫l】での形態変化や分解生成物の検索等の研  

究が実施された。   

なお、53年度及び54年度の研究成果の一部は、本特別研究の小職報告誤として山版された。  

研究課題 t）土壌・底質環境における合成有機化合物の分解と挙動に関する研究  

〔捜当者〕藤井観博・久保井 徹・向井＋哲・村岡浩爾・‘大坪1玉川f巨柘摘武彦・乱日 放・細見  
正り卜竹下俊二・谷上H沢道彦（客員研究月巨石塚略j貴（客員研究員卜佐藤邦明（客  

員研究員）・陶野郁雄（客月研究員）  

〔内 容）本課題の目的は、有機廃棄物小に含有きれ有機廃棄物の土壌への還元に伴って土壌に  

負荷される合成高分子凝集剤や界面活性剤及び農地に散布される農薬等合成有機化合物の二】ニ壌中  
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での分解と挙動及び土壌植物生態系に与える影響を解明すること及び、これまでほとんど解明さ  

れていない底質環境における物質の挙動を基礎的研究によー）解明することである。   

55年度は54年度に引続き植物生育に与える高分子凝集剤の影響に関する研究を実施するととも  

に、農地に散布される農薬の土壌中での挙動に関する研究を実施した。なお、底質環矧こおける  

物質の挙動及び土壌環境における物質の浸透機構に関する基礎的研究は、54年度で完了している。   

農地に散布される農薬の土壌残留及び溶脱機構を明らかにするために、二種類の土壌を用いて  

除草剤（シメトリン）を対象に実験を行い、二L壌構成物質のシメトリン吸着能力は、粘土画分≧  

シルト画分≫細砂画分≫粗砂画分の無機粒子の順であり、粗砂画分から分維された植物遺体に少  

なからぬシメトリン吸着能があること、及びこのシメトリンの吸着は比較的脱着され易い状態と  

比較的脱着され難い状態とに大別され、前者は、粗砂と細砂の画分及び植物遺体で多いのに対し  

て後者はシルト及び粘土画分で多いことを明らかにした。  

〔発 表〕K28，K29，KF30，K31，K－32，K－33，e－7．e12，e－13，e－14，er22，  

e41  

研究課題 2）土壌・底質環境に及ぼす有機廃棄物の影響に関する研究  

【担当者〕藤井固博・久保井 徹・服部浩之・広木幹也・山口武則・大羽 裕（客員研究月）・  

松坂泰明（客員研究眉）・和田秀徳（客員研究員）  

〔内 容〕本研究課題の目的は、下水汚泥など有機廃棄物の土壌への施用が、土壌の物理性、化  

学性、土壌微生物相などの土壌生態系、植物の生育、地‾F水水質などに与える影響を明らかにす  

ることによって有機廃棄物が施用された土壌の特質を解明すること、及び底質に負荷きれた下水  

汚泥など有機廃棄物の底質生態系や水質に与える影響を明らかにすることである。   

55年度は54年度に開始きれた地温制御大型ラインメーター、実験ほ場及び有底枠試験地を用い  

た下水汚泥の土壌還元に伴って土壌環境が受ける影響を解明するための研究を下水汚泥を連用し  

て継続するとともに、実験ほ場内に土壌水採取装置を設置し、自然条件‾Fにおける施用下水汚泥  

中成分の地下浸透の追跡を開始した。なお、底質（水田）環境に関する研究は、底質（水田）用  

大型ラインメーターの土層安定化が研究期間内に達成されず実施できなかった。  

（1）土壌に施用された下水汚泥中成分の地下への浸透を自然条件下で追跡するために公告研別  

団地ほ場に6層位にわたってポーラスカッ70を埋設し、土壌水を採取しうるようにした。また、  

これを用いて石灰凝集下水汚泥及び化学肥料中成分の地下への浸透の追跡を開始した。  

（2）実験ほ場及び有底枠試験地において2年間にわたり石灰凝集下水汚泥の連用試験を実施し  

た。ほ場試験において根物（ナス、コムギ、陸稲、フグンソウ、カブ）の生育は汚泥施用量の増  

加に伴い良好となるが、その程度はほ場間差が認められること、ナス、コムギでは株当りのN、  

P、K、Ca、Mg及びNa含有量は、汚泥の土壌施用量が増大すると増加すること、この傾向は比較  

的生産力の低いほ場（別団地A1、B－1）において顕著で、特に肥沃度の低いやせたほ場では汚  

泥の施用晶に対応して増加する傾向がみられること、植物体中の各元素含有量は化成肥料区、汚  

泥施用区、無肥料区の順に低〈、乾物生産の順位とほぼ一致すること、ナス及びコカプ両者につ  

いて養分吸収の特徴をみると、乾物当りのNa含有量は汚泥の土壌施用量が増加すると増力ロするが、  

乾物当りのK含有量は逆に減少すること、汚泥施用最の増加とともに土賛pHが上昇すること、汚  

ぎ尼の施用により土壌中の微生物数は富化し、とくに硝酸化成細菌の増加が著しいこと、土壌微生  

物の増加は汚泥施用後短時間のうちに起るが汚泥の適用によりきらに早くなること、気象条件な  

どによる変動も大きいが、概ね室内実験（ビーカー、小型、大型ライシメーター実験）により待  
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られた知見が野外実験においても同様に得られることなどが、明らかにされた。また、有底枠試  

験では土壌（砂貿、沖棉、男ポク、淡色黒ポク）聞で差が認められるが、ほ場実旗で得られたと  

同様の結果が得られること、土壌微生物に与える下水汚泥施用の影響は、土壌微生物数の少ない  

砂賓土壌で顕著であること、土層浸透水の水質に土壌間差が認められるが、いずれの土壌におい  

ても下水汚泥施用区の水質が化学肥料施用区の水質より向上していく傾向があることなどの結果  

を得た。  

（3）地温机御大型ライシメーターを用いて、2年間にわたり石灰凝集下水汚泥（ほ場試験と同  

一汚泥）の連用試験を実施し、植物（コマツナ）の生育は、汚泥の施用により増大するが、生育  

後期に異常集が党規すること、汚泥由来の多量成分（かレシウム、塩素、硝酸等）が年間約100cm  

の速度で下層へ浸透すること、汚泥の施用により土壌pHが上昇すること、塩基置換容量等土壌化  

学性の変化が起ること、汚泥施用土壌が乾燥し易くなること、下水汚泥の施用により土壌中の微  

生物が富化され、タンパク質分解蘭、アン宅こア酸化細菌、亜硝酸酸化菌の消長と土壌中のアン  
モニア、亜硝酸、硝酸態窒素の消長が対応していることなどの結果が得られた。  

（4）大分、北海道における有機廃棄物施用土壌の現地調査の結果、‾F水汚泥を施用することに  

より、細菌、色素耐性菌、硝化細菌が冨化するなど他の有機質資材と異った効果を持つことなど  

が明らかとなった。  

（5）54年12月に完成し沖椅水田土壌を充てんした水1日、底質用大型ラインメーターの土層安定  

化操作を実施したが、土壌は沈下を続け55年度末でもなお沈下巾であった。   

は）底質生態系のうち、土壌微生物に与える下水汚泥等有機廃棄物砥用の影響を解明するため  

主要微生物である嫌気性微生物の簡易測定法の検討を進め、ロールチエー7●法、嫌気パック法の  

実用化をはかった。  

〔発 表）K－28，K－34，K¶35，K－36，K37，K38，K－40，E－52，e－21，e－23，1  

eL24，e．25，e42，e43，eL45  

研究課題 3）土壌環軌こおける有機廃棄物随伴重金属等の影響と挙動に関する研究  

〔担当者）須藤隆一・田井偵吾・矢木修身・細見正明・藤井画博・高松武次郎・久保井 徹・  

山口武則・高橋英一一（各月研究員）‥針葉憎一（客員研究月）・高村義親（客月研究員）  

（内 容〕本研究課題の目的は、生活廃水及び都市下水などの処理に伴って大量の汚泥が発生す  

る。この汚泥に含有される重金属等の由来と存在形態を明らかにするとともに土壌へ還元された  

場合の土壌環境中での形態変化、挙動、植物による吸収、移行、蓄積及び地下水への溶出などに  

ついて明らかにし、有機廃棄物の土壌還元を随伴する重金属の面から検討することである。   

55年度は、54年度の生活廃水の回転円板処理過程における重金属の挙動に関する研究に続いて、  

生活廃水の生物処理における重金属の挙動を明らかにするために微小動物の大量培養法の検討を  

行った。また、‾F水汚泥中重金属の土壌への蓄積と植物による吸収を明らかにするために、下水  

汚泥鴨用土壌及びそこで栽培した各穐植物の成分分析を宿った。  

（1）廃水の生物処矧こおける食物達郎を通しての重金属の濃縮過程を明らかにするために回転  

円板処理過程に出現する微小動物（貧毛類と輪虫類）の分離と大量培養法について検討し、徴′ト  

生物の大量培養法を確立し、その増殖特性を明らかにした。  

（2）下水汚泥の施用が土壌の重金属レベルに与える影響を小型ラインメーター及び大型ライシ  

メーターの土壌について調査し、小型ラインメーター試験て価鉛が、大型ラインメーター試験で  

は、亜鉛、銅、鉛、カドミウムが増加することを明らかにした。  
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（3）下水汚泥施用土壌で栽培した植物の汚泥中重金属に開しては、植物体中の亜鉛及びマンガ  

ン含有量が、下水汚泥施用量の増加に伴づて増加することか明らかになった。  

（4）下水汚泥施用土壌の下層土中の土壌水中には重金属は検出されなかった。  

〔発 表）K－28，K－37，K－39，K－41，e－5，e6，e－56，   

研究課題 4）環境汚染物質の土壌処理に関する研究  

〔担当者〕藤井閲博・久保井 徹・服部浩之・米山忠克・青田富男（客員研究月）・矢崎仁也（寄  

月研究月）  

〔内 容〕本研究課題の目的は、土壌中における有機廃棄物の分解性及び分解生成物の検索とそ  

の消長、分解生成物の植物生育に与える影響などを解明し土壌環境のもつ有機廃棄物の分解力を  

推定する。また、課題1～3）及び4）で得られた結果から有機廃棄物の緑農地への還元を総合的に  

評価することである。   

55年度は、53、54年度に引き続き土壌中での下水汚泥中窒素の形態変化と炭素の分解に関して  

検討を加えた。  

（1）淡色黒ポク土執こよる下水汚泥中炭素の分解率は、250CJ14日間の条件‾Fで、10～18％、  

石油化学系工場廃水汚泥中炭素の分解率は、23－30％であり、汚泥添加後1～5日間で急激な分  

解が起ること、汚泥添加量の増加に対応して分解される炭素量も増加するが、分解率はほぼ－・定  

であること、一方、これらの汚泥中窒素の無機化率は、30、60％であり、CノN比の小さい汚泥ほ  

ど無機化率が高いこと、汚泥施用量を変えても窒素の無機化率はほぼ一定であることが明らかに  

された。  

（2）54年度において黒ポク土壌に生活廃水処理場返送汚泥を混合して行った小型ライシメータ  

ー実験の土壌分析結果から、汚泥中の炭素は、■5か月間に60～80％が分解され、′窒素の30～50％  

が表層土（施用位置）から消失することが明らかにされた。  

（3）実験ほ場及び有底枠における2年間の石灰凝集汚泥の連用試験の結果、汚泥中の窒素の無  

機化は、汚泥施用後短期間に起り、－汚泥を1連用する‘ことによって、それがさらに早まることが明  

らかにされた。  

（4）汚泥中のり．ン酸は、分解され植物に吸収されるが、火山灰土壌では、・土壌に吸着され、水  

溶性リン酸は、汚泥施用後わずかに増加するだけであるが、塩化カリウム液で抽出されるリン酸  

は∴汚泥無地用土顎より著しく増加すること、火山灰土壌以外の土壌への汚泥の施用は土壌中の  

水溶性リン酸量を増加させるごとが二汚泥施用土壌の現地調査により明らかにされた。．  

（5）ニトロサミン分析計を用いた土壌中N－ニトロソ化合物の抽出及び分析法を確立したが、  

下水汚泥等各種汚泥施用火山灰土壌でのニトロソ化合物の生成は認められなか．った。  

〔発 表〕K二▼28，K－30，K34，占43■  
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2．1．3臨海地域の気象q寺性と大気拡散現象の研究   

〔研究担当部〕大気環境部：大気環填計画研究室・大気物理研究室・エアロゾル研究室  

計測技術部二分析呈  

技 術 部：理工施設管理室  

〔研究期間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔研究概要〕我国の場合、大規模発生碩である大都市、工業地幣のほとんどは、臨海地域に位置  

している。したがって、ここから発生する汚染質の周辺地城への移流、拡散の問題は、我国の大  

気汚染制御の上からは極めて重要である。臨海地域では、海陸の表面温度及び粗度の急激な変化  

に伴って、日中、内陸部に浸入した海風は、地面からめ熟的・機械的擾乱のために臨海地域で急  

激な変質を受け、また一般風の弱い場合には、臨海地城全体を覆う大規模な循環流、いわゆる海  

陸風循環流が形成される。大気汚染が問題となるのは、まさにこのように一般風の弱い場合であ  

る。   

本研究は、臨海地域における気流の変質、局地風の発生、大気安定度の急変に伴う汚染物繋の  

拡散の形態と機構の変化などに関する個々の基礎研究を行うとともに、臨海地域の気象特性と大  
気拡散現象とを・・・・・体としては握するために、野外調査、風洞シュミレーション、数値シミュレー  

ションの三つの側面からのアプローチを試み、もって大気汚染の定量的な予測手法の確立と、大  

気汚染の低減、制御を計るための指針を与えることを目的としている。   

本年度までに、大気圏・水圏などの大きなスケールの流れ場、及びその中での汚染質の挙動一  

般を支配する機構であるところの成層乱流の輸送機構に関する基礎研究を行った。更に実際に臨  

海地蟻で発現する混合屑、逆転屑の構造、局地風として重要な海陸風と山谷風などの個々．の気象  

現象とその中での拡散に関して、風洞、水槽を用いたシミュレーションを行い、同時に数値実験  

を行った。その結果、個々の気象現象については理論的にも、実験的にもほぼ研究目的は達成さ  

れたので、その成果を「国立公害研究所研究報告一流体の運動及び輸送過程に及ぼす浮力効果」  

第17号及び「国立公害研究所調査報告一第1回大気・乱流シンポジウム」第14・引こまとめた。  

研究課題 り 環境用風洞による大気汚染のシミュレーションに関する研究  

〔担当者〕柵田洋匡・小川 靖り」、森 悟・光本茂記・宮野 武・上原 清  

〔内 容〕臨海地城では、海陸の温度差、粗度の急変に伴って気流が変質して、安定度が海岸か  

らの距離、高度によって変化する変形気流場（逆転層、混合層などの内部境界屑）が形成される。  

更に、マクロに見ると臨海地城全体を覆う局地風である海陸風循環流が形成される。本研究の目  

的は、このような臨海地城特有の気象現象の基本的なメカニズムの解明と、これを風洞、水槽l月  

に再現してその中で拡散実験を行い、大気汚染予測のための風洞（水槽）シミュレーション手法  

を確立する事である。   

成層乱流の基礎研究では、乱鱒鱒造及び乱流輸送に及ばす大気安定度依存性を室内実験により  

明らかにし、その妥当性を実際の大気中でも検証した。新しい知見として、汚染質などの乱流輸  

送過程に対する安定度依存性は、接地気層（低煙源の場合）とその上空（高煙源）では著しく異  

なり、上空での乱流拡散係数は大気安定度の変化によって数千倍の差異を生じることを示した。  

それらの現象を統－・的に説明する乱流理論として、乱流スペクトル理論を提出した。   

内部境界屑の研究では、混合屑と逆転層の発達を風洞でシミュレートし、汚染質や熱の拡散過  
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桜を追跡した。その結果、高濃度大気汚染は低煙源の場合、接地逆転層が形成されたとき発生し、  

高煙源の場合、海風浸入時混合層が形成されたときに、いぶし型汚染としてもたらされる事か明  

らかになった。また、これらの実験結果は上記の理論により高精度で予測できる三Iiを示した。   

海陸風の研究では、特殊水槽を設計、製作して、海陸風のシミュレーションに成功した。その  

結果、海陸風は基本的には次のメカニズムから構成されている事がわかった。すなわち、朝凪時  

に地面温度の急上昇に伴って、陸地部に一様に細胞状対流が生じ、これが混合層を形成する過程、  

混合屑の形成に伴って生じる海陸の圧力差によって海風が生じるが、これが陸地部に浸入する際、  

地面からの急激な加熱によって、海岸線に直角なロール状の対流が発達する過程、夜間陸上に一  

様に冷気が形成され、これが重力流となって海上に流出する過程（陸風）より成っている。これ  

らは従来の研究で見出されていなかった重安な現象である。  

〔発 表〕K－74，K－76，K－77，D－5，D－6，d－6，d－7，d－8，d10，d－11，d15，  

d－73，d－74  

研究課題 2）大気中の気流の立体構造に関する研究  

3）マルチトレーサーガス実験による乱流拡散の研究  

〔担当者）植田洋匡・小川 靖・光本茂記・小森 倍・宮野 武・若松仲司・鈴木 睦・鵜野伊  

津志・竹内延夫・清水 浩・笹野泰弘・杉本伸夫・福山 力・村野健太郎・泉 克幸  

・溝口次夫  

〔内 容）本研究は臨海地域について、様々の気象状況下での気流の立体構造と、汚染質の移流・  

拡散過程のメカニズムの解明を目的とし、更に実際の大気汚染の動態の把握を目的とする。対象  

として、（i）海岸線が単調で内陸部が平担な最も単純な場合の他に、我が国ではほとんどがそうで  

あるように、（ii）海崖線屈曲、内陸部平担、（iii）内陸部の背後に丘陵、山岳がある場合、（iv）背後に湖  

がある場合の典型的な地形について、特に海陸風循環流の構造とその日変化、地形の効果に重点  

をおいて野外観測を実施した。同時に、トレーサーガスの拡散実験と大気汚染質の濃度測定を行  

って、大気汚染予測のための＝風洞シミュレーション、（ii）数値シミュレーションのための検証デ  

ータを得た。   

野外調査については、その測定手法もいまだに確立されていないため、本研究ではレt●ザー・  

レーダーによるリモート・センシング手法、航空機による風向・風速の測定手法及びカイツーン  

による上空の乱流制定手法の開発を行って、従来のものと合わせた総合的な観測手法を確立した。   

これらを用いて、昭和55年8月11日～14日相模時の海上及び内陸部にわたって、船、航空機、  

地上測器を用いた大規模観測を実施し、複雑な地形効果を含んだ海陸風とその中での大気汚染の  

動態のは握を試みた。これによって、海上、陸上それぞれ50kmにも及ぶ海陸風場のフローパター  

ンとそれの日変化の検出に成功した。同時に、大気汚染質の陸上、海上での拡散、変質過程が測  

定できた。   

一方、ミクロな気象現象のメカニズムの研究として、次の観測を実施した。まず、逆転層の構  

造とその中での拡散機構の研究を筑波で実施した。これには、 

的に追跡するという手法を開発してそれを用いた。また、混合層の発達過程とその中での拡散機  

構の研究の－・環として、地表の建物や起伏などの複雑な要素の影響をさけるため海上に発達する  

混合層の観潮を実施した。これらの結果は、風洞シミュレーション及び数値シミュレーションの  

結果と対比して、良好な一致を得ている。  

〔発 表〕K－66，K69，Kp70，D、15，Dp19，dp43，d－44，d－45  
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研究課題 4）臨海地域の気流・汚染濃度の予測モデルの開発  

〔担当者〕相田洋匡・小川 靖・若松伸司り」、森 悟・光本茂記・鵜野伊津志・鈴木 睦・宮野 武  

〔内 容〕臨海地城の種々の地形、気象条件について、気流及びその中での汚梁物質の移流・正  

数を予測する数値干潮手法の開発を目的とする。   

モデルとしては、いわゆる物理モデルを対象とする。本研究では、これに高次の乱流輸送理論を  

を導入し、更に、乱流拡散に最も大きな影響を及ばす大気安定度として、局所的な安定度パラメ  

ータであるリチャードソン数を導入した大気拡散理論を確立する。このようにして構成される偏  

微分方程式を解いて、複雑気流場と大気汚染濃度を同時に求めるための数値計算プログラムを開  

発することを目的とする。   

大気拡散の数値予測の研究では、昨年度までに、任意個数の素反応から成る化学反応を含む非  

定常三次元の拡散シミュレーションのための汎用プログラムを開発した。本年度は、NOを含む排  

ガス・ジェットが周囲流体を巻き込みながら発達し、周囲流体q】の03と反応してNO2に転化して  

ゆく過程を追跡し、同時に風洞実験をも行って、予潮の精度を確認した。   

気流の予測としては、モニタリング・ステーションや特別観測などから得られた風の測定値に  

基づいて、全体のフローパターンを推定するものと、気圧配置などの境界条件だけからフローパ  

ターンを決定するものとがある。前者については、本年度、客観解析手法に基づ〈70ログラムを  

開発し、南関東特別観潮の解析に応用して良好な結果を得た。   

後者については、まず二次元気流場の予測プログラムを用いて海陸風の構造とその中での大気  

汚染物質の移流、拡散をシミュレートした。その結果、海陸風の季節変化に関して、陸地温度の  

日平均値と海面温度との差によって海陸風の構造は著しく変化し、この温度差が陸地温度の日変  

化の振幅の悠に達すると、循環流自体が形成されない事を示した。また、海陸風が卓越した状況  

での大気汚染の特性を明らかにした。すなわち、排出源近傍では2山型、遠方では1山型の日変  

化があり、その振幅は遠方ほど大き〈なる事、総量規制などの観点からは日変化だけでな〈経日  

変化が重要で、両統後1日目と2日目では汚染濃度は50％以上増大し、その後は20％程度日々増  

大する事を示した。   

また、乱流拡散に及ぼす安定度依存性が接地気象とその上空では相異する事実を考慮に入れた  

気流予測モデルを用いて、混合層などの内部境界層の発達とその中での乱流拡散を予測し、その  

妥当性を風洞及び野外実験により確認した。  

〔発 表〕d－7，d10，d19，d－93，d－74  
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2．l．4複合大気汚染環境の植物影響に関する研究   

岬究担当部〕生物環境部：生理生化学研究室・陸生生物生態研究室  

技術部：生物施設管理室  

（研究期間）昭和54年4月一昭和57年3月  

〔研究職要〕本研究は、複合大気汚染環境の植物影響を解明し、植物保護に係る生活環境基準検  

討のための基礎資料を収・集する。あわせて野外条件下における複合大気汚染環境評価のための植  

物指標の開発及び複合大気汚染に対する植物群落の環境浄化機能を検討することを目的とする。  

54年度には本研究に先立って昭和5153年既に実施された単¶汚染ガスの植物影響の研究の継続  

として、SO2、NO2、03など単一汚染ガスの植物影響について生理生化学的ならびに生態学的な  

観．・．気力、ら、汚染ガスに対する植物の防御機構ならびに植物の光合成、蒸散、気孔運動ならびに乾  

物生長への影響を実験し、汚染ガス暴露による植物の障害発現の機作を検討してきた。本年度は  

これらめ研究成果をふまえて、さらに汚染ガスに対する植物の抵抗性の種別差異を生理生化学的  

視点から検討するとともに、NO2＋03、SO2＋03などの混合ガス暴露による柄物の各様生理機能  

や乾物生長の変化を追及した。その結果、単一・汚染ガス暴露の場合と異って比較的低層度の組合  

せの場合に、共有するガスそれぞれの単一ガス暴露の効果を加算した以上に喜作用が顕著となる  

相乗作用の存在が確認された。また、混合ガス暴露時の植物のガス吸収能力は汚染ガスに対する  

抵抗性の強い植物では著しく減少することが確認された。植物のガス吸収能評価のための熱赤外  

画像計測システムの開発をすすめ、葉温変化から蒸散速度、ガス吸収速度を推定するためのモデ  

ル式を導入した。   

大気汚染環境評価のための柄物指標の開発では、イネやポプラを用いて植物計の実用化テスト  

及び菓面における可視害党規度の自動計測手法の開発をすすめた。また、リモートセンミングに  

よる広域環境評価法の開発に関連して現地調査を実施した。以下に各分担課題について研究内容  

を概説した。  

研究課題 り 複合大気汚染ガスに対する植物の抵抗性に関する生理生化学的研究  

〔担当者〕菅原 淳・近藤矩朗・渡辺恒雄・田中 浄・島崎研一郎・榊 剛・滝本道明（各月研  

究員）・西村光雄（客貝研究員）・山臼1晃弘（客員研究員卜浅釦告二（客員研究月）・  

藤伊 正（客員研究貝）・庄野邦彦（客員研究員）・手塚修文（客員研究員卜内宮博文  

（客月研究月）  

【内 容〕複合大気汚染ガスの影響及び抵抗性の機作を解明するために、植物棄中の代謝産物、  

酵素活性、エネルギーレベル等の生化学的変化、細胞膜の透過性、光合成機能、植物ホルモン等  

の生理的変化を調べるとともに、70ロトプラスト、無傷葉緑体等を恥－ることにより、細胞レベ  

ル、細胞下レベルでの詳細な研究を試みた。以下に主な成果の概要を記す。   

汚染ガスに暴露したソテマノの気孔のアブサインン酸（A8A、気孔閉鎖ホルモン）に対する感  

受性を調べると、オゾン（03）、二酸化窒素（NO2）によって感受性は増大したが、二酸化硫黄  

（SO2）によっては変化しなかった。これは汚染ガスによるABA依存の銅L閉鎖の機作がガスの  

種類によって異なることを示唆している。   

亜硫酸ナトリウムをホウレンソウ棄片に与えて電子伝達反応阻害と亜硫酸の葉緑体への取り込  

みの関係を調べた。光照射下において、亜硫酸イオンもSO2と同様、光化学系Jを阻害し、Na2  
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35 so3の35Sの葉緑体への取り込みは暗黒下より多かった。DCMUを加えると系II阻害が抑制さ  
35 

れ、sの葉緑体への取l）込みも抑制された。   

ホウレンソウの光合成電子伝達反応に対するSO2、NO2、03の単独及び混合ガスの影響を調べ  

た。光化学系Ⅰ及び［に対するNO2の阻害効果が03によって増大すること、光化学糸口に対する  

SO2の阻害効果が著しい場合、03の共存により保護されることが明らかになった。   

ソラマメ葉肉細胞プロト70ラストを単離し、低prIで亜硫酸ナトリウム処理した後にpHを中性に  

変え、NaH14co3を与えて炭酸の取り込み及び固定を調べると、亜硫酸は炭酸固定阻害と同時に  

炭酸の取り込みも阻害することが明らかになった。   

ホウレンソウをSO2に暴露して炭酸固定系酵素の変動を調べると、フラクトースー1．6一ニリン  

酸フォスファターゼ、NADP一グリセルアルデヒドp3J）ン酸脱水素酵素、リブロースー5一  

リン醸キナーゼの3捜のSH酵素が速やかに失活した。SH酵素は低濃度H202によって阻害される  

ことが知られているので、葉内H202の増加、SH酵素の失活、光合成低下の経時変化を比較する  

と、いずれも同様の変動を示したので、SO2暴露時の炭酸固定低下はH202によるSH酵素の失暗  

が原因であると考えられる。   

SO2暴露時における可視告は、葉のタンパク部分が影響を受けたため発現すると考えられるの  

で、傷害発現におけるプロテアーゼとプロテアーゼインヒビターの関与を検討した。プロテアー  

ゼ投与により、SO2暴露による傷害党規が耶重した。また、H202を与えると傷告が発現し、プロ  

テアーゼ活性も増大した。これらの結果はSO2による傷害にプロテアーゼが関与していることを  

示唆している。  

〔発 表〕K7，Kp8，K－9，K10，K－12，K－13，K14，K15，K16．HJ5，Hr6，  

H7，Hr8，h－11，h12▼h－13，h15，hr16，h－17，h19，h－20，h－21，  

Il－24，h－25，h－39   

研究課題 2）複合大気汚染ガスに対する植物の抵抗性に関する生態学的研究  

＝旦当者〕戸塚 績・古川昭雄・米山息克・伊藤 か岡野邦夫・名取俊樹・可知直毅・清水英  

幸・及川武久（客員研究月）・松岡羞浩（客眉研究月）・牛島忠広（客員研究員）・矢  

崎仁也（客員研究員）・河野恭成（客員研究員）・笹川英夫（各月研究員）  

【内 容〕複合大気汚染ガス暴露による柵物の可視障害発現の過程を究明するとともに、柵物の  

基本的生理機能である光合成・呼吸・蒸散、同化産物の転流などに及ぼす混合ガスの影響を実験  

的に解析した。さらに混合ガスの低亀鑑長期暴露の植物の乾物生長への影響を実験するとともに、  

野外条件下に生育する植物への大気汚染の影響を調査した。以下に主な成果の概要を記す。   

可視障害発現に関する汚染ガスの相乗効果の機作を明らかにするた捌こ、ヒマワリ棄を0・2ppm  

O3＋2．OppmNO2で処理した結果、葉に顕著な曝書が発現したが、禁中における亜硝酸の蓄積や  

脂質の過酸化が認められず、共有する03が葉内の亜硝酸還元系を破壊して顕著な障害発現をもた  

らしたものでないことが判明した。－・方、SO2＋03混合ガス処理でSO2被害に類似した障害が発  

現したが、これは0。による膜の透過生が増大し、SO2の葉内吸収を促したためと推察された。   

ヒマワリ葉の光合成、呼吸速度に及ばすNO2＋03混合ガスの影響を調べ、NO2が低濃度のとき  

03の共存により光合成活性は相乗的に阻書された。しかしNO2が4．Oppmと高濃度のときは03の  

共存はNO2による光合成阻害を著しく緩和した。  

0．1ppmO3＋0．1ppmNO2混合ガスでヒマワ））個体を12日間暴羅処理した結果、NO2や03の単独処  

理では認められなかった乾物生長量の抑制が明らかに認められ、NO2＋03の乾物生長に対する相  
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来的な阻害効果を示した。   

－・方、植物の生殖生長に対する汚染ガスの影響を検討するために、水稲（品種：日本晴、中京  

旭）の幼稚形成期に10～15日間、0．4ppmNO2と0．1ppmO3をそれぞれ単独で暴露した。その結果、  

NO2処理により菓身のN含量が増加し、幼聴の生長も促進されたが、03処理では幼穂の生長促進  

は認められなかった。   

茨城県下の鹿島臨海工場地帯及びその周辺に生育しているクロマツの生育状況（伸長生長）を  

大気汚染状態を異にする3地点において調査した。ゴンベルツ関数を適用して調査資料を整理し  

た結果、初期生長率と予想される樹高の最大値が3地点において明瞭な差を示した。この差が大  

気汚染度の差異によるものか否かは今回の調査では明らかにできなかった。   

硫化鉱製錬所の周辺地域の優占種として知られているイタドリの汚染ガス抵抗性を調べた結果、  

イタドリのSO2吸収能は低く、しかも吸収されたSO2の単位童あたりの光合成阻害度もSO2に感  

受性の高いヒマワリと比較して著しく低く、イタドリのSO2に対する高抵抗性が明らかとなった。  

〔発 表〕K1，K－2，K－3，K4，K5，K6，H1，H8，H21，H、22，H－23，  

h1，h－2，h－3，h22，h－23，h27，h－34，k－10  

研究課題 3）植物指標による複合大気汚染環境の評価方法の研究  

【担当者〕戸塚 縮・相賀一郎・藤沼康実・町川 考・大村 武（客員研究員）・佐藤 光（客月  

研究員）・牛島忠広（客眉研究員）∵矢吹万寿（客眉研究眉）・青木正敏（客員研究員卜  

松岡義浩（客員研究員）  

〔内 容〕局所的な複合大気汚染鱒境の数量的評価方法を開発するために、前年度にひきつづき、  

特定の汚染ガスに特異的高感受性を示す植物を検索して、植物指標による環境評価法の開発を継  

続するとともに、植物計の実用化をはかるために野外実験を実施した。一方、広域の環境評価の  

ためのリモートセンシング手法に関する基礎資料を収集するとともに、特定な地域において大気  

汚染環境評価と植物活性度の地域的変化を測定し、両者の関係を検討した。以‾Fに主な成果の概  
要を記す 

生理生化学的活性による環境評価法を開発するためにホウレンソウを2ppmSO2に暴露し、活  

性酸素防御系酵素活性の変動を調べると、カタラーゼ、グルタチオン還元酵素が速やかに失活し、  

パーオキンダーゼ、スーパーオキンドジスムターゼは比較的安定であ った。カタラーゼ、グルタ  

チオン還元酵素活性が周囲のSO2濃度の指標になりうる可能性が示唆きれた。   

大気汚染ガスに高感受性の水稲の突然変異株を開発するための一環として、本年度は日本在来  

稲でSO2、03に対して高感受性であるLO182の受精卵に突然変異誘起剤（NMU）を処理して得ら  

れたF2をガススクリーニングし、より高感受性の個体が得られたので、特性調査のためのF3を採種  

した。また、SO2感受性に関与する遺伝子は前年度の報告で優性関係のない1対の遺伝子である  

ことが明らかになっており、LO182と染色体が1本多いtrisomic系統の稲と交配し、SO2感受性  

に関与する遺伝子がどの染色体上に位置するかを検討するために、形質分柾調査用のF2を採種し  

た。   

野外条件下の大気汚染環境を指標植物の生長星の変化や可視障害発現度によって評価するため  

の植物計の閲発に関して、これまでに大気汚染物質に対する特性や育成方法が確立しているポプ  

ラ・イネを千葉県農業試験場の大気削ヒ温室と非浄化温室及びその周辺の屋外に配置して、植物  

計としての有効性と実用上の問題点を調査した。イネ・ポプラ共に乾物生長量が非浄化温室で若  

干減少したが、有意差はなく、落葉数・葉色で顕著な差があり、指標性が高かった。しかし、イ  
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ネでは差が認められなかった。この結果、野外条件下の低暴露ドースでの大気汚染指標植物とし  

て、ポプラの落莫数・葉色等の簡便に計測できる指標が有効であると考えられた。また、より高  

精度な植物計として実用化するには、適切な指標の組み合せによる評価方法の開発と均一一な指標  

植物の育成が必要であることが示唆された。   

昨年度に赤外カラー写真を撮影した大阪府堺市城に50地点の調査地点を設定し、8月25日～9  

月8日及び10月17日－10月31日までの2臥大気汚染膿度、気温を測定するとともに、各地点に  

植栽されているサンゴジュ乗を採取した。採取した菓の面楷、乾重量、重金属及び硫黄の含有量  

を測定した。各地点における大気汚染の総合評価指数と稟乾重及び菜面積との聞に相関々係の成  

立を示唆する結果が得られた。  

〔発 表〕Kr20，K－23，Kr24，H－11，H－13，i－16  

研究課顎 4）陸上植捌こよる複合大気汚染環境改善の方法に関する研究  

〔担当者〕戸塚 緯・名取俊樹  

〔内 容〕植物群諸による複合大気汚染ガスの吸収能を評価する数学モデルの開発に必要な基礎  

資料を収集するために、本年度は混合ガスに対する植物のガス吸収能横間差異を検討した。  

0．1ppmSO2＋0．1ppmNO2及び0．1ppmNO2＋0，1ppmO3の比較的低濃度の混合ガスで、汚染ガス  

に対する抵抗性の異なる7種類を用いて実験した。使用した植物は高抵抗性梯として知られてい  

るキョウチタトウ及びマサキ、やや強い種としてアオキとトウカエデ、中程度の抵抗性を示す株  

としてサンゴジュ、抵抗性の弱い種としてシラカシとケヤキを選定した。SO2＋NO2区、NO2＋  

03区とも抵抗性の強い種はがス暴露によー）捌寺間に蒸散速度の減少（すなわちガス吸収能の低下）  

がみられた。この減少は混合ガスを構成するそれぞれの単一ガス暴露の場合より顕著であった。  

一方、抵抗性の弱い桂では混合ガス暴露の場合でも蒸散速度の顔著な減少は観察されなかった。  

〔発 表〕H－10，H－12  

研究課題 5）暴露キャビネットにおける複合大気汚染ガス濃度制御方法の改善及び植物生体計  

測評価手法の開発に関する研究  

〔担当者〕相賀一郎・大政兼次・安保文彰・松本 茂・橋本 康（客員研究月）  

（内 容〕前年度にひきつづき、暴露キャビネット内での二次生成物を含めた混合ガスの挙動の  

把握、各種分析計を制御用分析計として用いるための信号処理技術の開発、低濃度混合ガス供給  

技術の開発など、極低濃度での汚染ガス濃度制御方法を検討するとともに、混合ガス状態での自  

然環境の模擬装置の開発を試みた。また、混合ガスの植物影響を柵物個体を破壊することなく、  

連続的に計測し、評価するための植物生体計測手法を検討した。以下に主な成果の概要を記す。   

汚染ガス暴露にともなう植物の汚染ガス吸収速度及びCO2吸収速度（光合成速度）を非破壊、  

非接触で計測する手法を確立し、両者の吸収速度の経時変化を同時計測した。   

ガスキャビネット内における二桂以上の混合ガス暴露時に生成される二次生成物の存在を検討  

するために、ECD付きガスクロマトグラフを用いて、03＋NO2混合ガス暴露時のユ〕ANの生成を測  

定したが、検出されなかった。   

前年度までに開発した熟赤外画像計測システムにより計測された葉温分布から蒸散速度、ガス  

拡散に対する気孔砥杭、汚染ガス吸収速度等の尭両分布を推定するために、菜の局所部位におけ  

る熱及び物質の輸送について検討し、推定モデルを導入した。このモデルを適用する際に必要な  

パラメータ、棄の周辺環境の制御方法及び計測精度などを検討した。その結果、蒸散速度及び水  

－19   



蒸気拡散に対する気孔抵抗を0．02×105G・Cm‾2・SLl、0．3S・Cm‾1の精度で推定できた。また、主  

要な汚染ガスであるSO2、NO2、03、PAN等の吸収速度の推定精度は、蒸散速度と汚染ガス吸収  

速度の推定モデルの相以性から、蒸散速度のそれに準ずるものと推察された。   

画像処理による葉面の可視障害度の自動計測手法の開発の一環として、汚染ガス星霜下の植物  

棄表面の水分状態の変化を表面反射光の画像計測により抽出する手法を開発し、SO2暴露下のヒ  

マワリ薬の水分状態の変化を測定し、同法の有用性を確認した。  

〔発 表）K－17，K－18，K－19，K21，K22，Ⅰ1．ト2，I－3，「－1，i－2，i－3，ip4，  

i‾5，k9  
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2．1．5環境中の有害物賃による人の慢性影響に関する基礎的研究   

〔研究担当部〕環境保健部：環項保健研究室・環境疫学研究室・人間生態研究室  

計測技術部：生体化学計御研究圭  

〔研究期間〕昭和54－56年度  

〔研究概要〕環境中の有害物貿による人体影響は大量被暴による劇烈な中毒症を契機に研究が進  

められてきたが、最近は大気汚染と各種呼吸器疾患、カドミウムと腎機能障害のように 、一般の  

環境中にも存在する重金属、化学物質、ガス状物質などの人間の自然歴（人間の－・生）に対する  

影響が論じられるようになった。   
中毒症と異なり有害物質暴露量が少か－場合には、有害物質の作用は性・年齢・栄養・疾病罷  

思あるいは他の有畜物質との相互作用などの影響を大きく受けることが動物実験によって明らか  

にされつつある。   

しかし動物実験では動物の寿命の長さや、設定要因の数に制約があり長期慢性、多要因の実験  

モデルを作ることには多大の困難がある。したがって現に日常生活のなかで多要因の暴露を受け  

ている人間集団を対象として適切なデザインによる疫学研究が環境【Pの有害物質の慢性影響を解  

明するためには不可欠である。   

本研究はこのような目的からの疫学研究を総合的に実施するものであり、環境中の有害物質の  

呼吸器に対する作用、カドミウムを中心とする重金属の健康影響、また有機塩素化合物の母児移  

行のテーマを中心に昭和54年度より、呼吸器については東京都に、重金属については秋田県から  

長崎県対島までの全国6地域に、有機塩素化合物については北九州市から秋田県まで全国4地域  

にそれぞれ調査対象地を設定し研究が続けられてきた。   

地元住民各位また関係機関の協力により調査研究は順調にすすめられており、所期の目的を達  

成するのみでなくより一層の進展を目指している。  

研究課題 t）環境中有害物の人体侵入部位（呼吸器系）における作用並びに動態に関する研究  

（1）乳幼児及び年少児における急性呼吸器疾患と大気汚染についての疫学研究  

（‡旦当者〕安達史朗リト野雅司・金子 勇・中野篤浩・斎藤 寛  

〔内 容〕慢性気管支炎の危険因子の一つである乳幼児、年少児期における急性呼吸器疾患と大  

気汚染の関係を明らかにする。特に両者の臼変動をもとに量－・反応関係を動的に把握するととも  

に、大気汚染による相対寄与を推定する。   

54年度未に調査の対象地域と対象者を確定したのにひきつづき、55年4月より1年間にわたる  

パネル調査を開始した。開始時にパネル世帯80の世帯員の呼吸器症状を面接法で把握した。次に  

1年間、2週間に1回、その間の「かぜ」の症状の有無を電話または郵送で回答を求めた。7月  

に呼吸機能検温、5月、12月、3月に「かぜ」ウイルスの血清抗体価測定を行った。7月と2月  

にNO2摘果バッヂを用いてパネル世帯の屋内、屋外のNO2濃度を測定した。対象地城のほぼ中点  

にあたる世帯で、屋内と屋外の温湿度、NO∬、03の10分値の連続モニタを行った。パネル調査に  

併行して、小学校児童の欠席調査ならびに10歳以下の国民健康保険加入者についての受療調査を  

すすめた。前年度の調査手法の検討に続いて55年度は実地における調査を行った。現地調査に併  

行して、集計と解析に供するため、調査結果を順次計算機入力用ファイルに変換する作業をすす  

めている。  
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（2）人肺中に沈着及び蓄積した塵瑛組子の元素性状と環境要因に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・山田 針三森文行・乾 道夫（客員研究月）・森武三郎（巻貝研究眉卜  

田畑米穂（客月研究月）  

〔内 容〕大気中の有害物乍引こよる人体への影響を解明するために、汚染大気が生体の生理に与  

える物理化学的因子として大気中の塵竣を考えねばならない。有害ガスも塵填に吸収され、これ  

が肺内に吸入され慢性呼吸器諸疾患を発生せしめる可能性も高いことは想像に稚くない。この観  

点より、健康人が吸入した浮遊魔境を対象として、その沈着程度を肉眼的に観察し、きらに実験  

操作により塵填粒子を生体組織より分離し、その塵挨粉体の元素組成及び元素性状について研究  

することを目的とした。さらに、各個人の生活應より生活環矧こよる影響を考察する。   

東京都内在住人の肺左上薬を実験対象とした。10代より70代の範掛こわたる舅女の検体から入  

手し、すべて肺疾患の無いものであった。肺に沈着した炭粉塵瑛は年齢の多いものほど沈着量か  

多い傾向であった。肺尖部、月酢服β、肺底部附近の組織片を探り、ホルマリン固定をして病理組  

織学的に肺疾患の有無を原索した。   

摩瑛の組成元素については、Ⅹ線分析法によると、Mg、Al、Si、K、Ca、Ti、Fe、Pb等がパー  

セントのオータ【で検出された。他の分析法の結果もあわせて、喫煙との関係及び、魔境の性状  

からその人体への侵入由来も検討中である。病理組織学的所見から前場状態の試料も見出された。  

研究課題 2）環場中有害物の体内における動態並びに作用に関する研究  

（1）カドミウムをはじめとする重金属汚染と人の健康に閲する研究  

【担当者〕斎藤 冤・三種裕子・杉平直子・安達史朗り」、野雅司・中野篤浩・森田昌敏・大井 玄  

（客月研究員）t大塚喜久雄（客月研究則・河野俊一（客員研究員）・児島三郎（客月研  

究月）・鈴木継美（客月研究眉）・能川浩二（客員研究月）・松田晴一（客員研究月）  

〔内 容〕重金属による環境汚染が人間の健康に及ばす影響を明らかにする。とくにその影響を  

重金属の標的臓器との関連においてのみ肥えるのでなく、人間の健康全体に及ぼす影響（例えば、  

本態性高血圧、糖尿病、癌などの発生、病條にどんな修飾を与えるかなど）を解明する。秋川県  
衛生科学研究所、石川県衛生科学研究所、長崎県衛生公害研究所、冨山県衛生研究所、筑波大学  

社会医学系ならびに住民健康調査実施市町村当局の協力を得て研究を行った。   

調査を行った地域は秋田県外川町、茨城県筑波町（以上対絹地域）、秋田県小坂町、和l川与小松  

れ富山県婦中町、長崎県厳原町（以上カドミウム土壌汚染地域）の合計6地域である。   

5歳以上の全住民（秋田県井川町中村、小坂町細越、小松市会平、厳原町性根）の早朝尿897検  

体（採取率92％）を採取して、金属13櫨（Na、K、Ca、Mg、P、Fe、C、】、Zn、Mn、Cd、Pb、Mo、Ni）、  

e2－microglobulin，hydroxyproline，溶透庄、蛋白、糖などを測定し、年齢別、性別、地域別の  

比較を行ない、カドミウム暴露量と健康影響出現との間に星・反応関係が成立することを明らか  

にした。   

′」、坂町細越及び筑波町小田の60～69歳の全住民52人について24時lと‡」尿及び血液をとり、平均的  

日本人の腎機能検査の加齢にともなう値の推移とこれに対するカドミウム暴露の膨響を明らかに  

した。   

秋し11県小坂町の3歳～18歳の全員2，800人について血圧測定を実施し、地域環境条件と人1i与ユの血  

圧との関係についての研究を開始した。   

過去の約10年間に行われ報告きれてきた県市単位のカドミウム汚染地城住民健康調査成績報告  

誤を収集し、その成績のコンピュータファイリングの方法について検討した。  
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小坂町、井川町、筑波町の中学校生徒について健康調速を実施（尿検速、循環節倹診、栄養調  

査）Lて、その健康状態を把捉することにより、地域住民の健康評価の1つの指標となりうるこ  

とを立証した。  

〔発 表〕G－4，C－7，g－12  

研究課庖 3）環境中有害物の母児移行に関する研究  

（1）有機塩素系化合物ならびに重金属の経胎盤・縫付乳による母児移行に関する研究  

〔担当者）安藤 満t斎藤 寛・若松国光（客眉研究月）・闇谷利光（客員研究月）  

〔内 容〕pcB等の有機ハロゲン化合物による汚染は、世界各地で問題になっているが、例えば、  

アメリカにおけるPBBによる汚染・イタリアにおけるPCDDによる汚染・E］本、中華民国におけ  

るPCB汚染等は、現在異性体毎の毒性の差、不純物や代謝物による毒性が解析されつつある。カ  

ネミ油症においても原因渦中のPCB、PCDF、PCQ等多数の有機塩素系化合物とその代謝物につ  

いて毒性発現との関連より新たな検討が進みつつある。また、最近飲料水中の有機ハロゲン化合  

物による汚染と、その毒性についても検討されつつある。今回の慢性特研では、主にPCBと水銀  

を中心に研究を進めている。両物質共、人体への侵入経路は、魚介類才粟恥こよる消化管吸収が小  

心である。暴露経路が似ているため、両化合物の関係を検討してゆく必要があるが、作用部位及  

び代謝系が異なるため、両者の関連は、暴露量、生体内分布及び代謝速度等によI）総合的に把臆  

する必要がある。今回の慢性特研では、地域及び対象者の選定について、充分な配慮を行った。  

PCBは、主に母乳を通じて、また、水銀は胎盤を通じて付児移行するため、これら化合物の次世  

代への影響を検討する必要がある。。母児移行は、妊産婦にとって、排泄経路となる反面、胎児期・  

新生児期は、これら化合物の代謝能が弱〈、感受性が高いため、微量長期暴露による影響を成人  

より受け易い。今回の慢性特研では、次世代への影響を検討するために、まず母児移行の機構、  

移行量の推定等を解明する事を目的としている。   

この2年間に渡り、日本各地より血液・胎盤等を収集するとともにかレテを作製した。   

PCB、水銀及び脂質の分析を順時行いつつある。   

現在まで一部集団の血液中PCB及び毛髪中水銀について得られた結果では、両物質とも、濃  

厚の分布は、対数正規分布を行うことが判明した。同一夫婦について解析では、1〕Cl引こおいては、  

男女差がみられない事が判ったが一方、毛髪水銀においては、男性の値が女性の値に比べて、有  

意に（P＜0．01）高い事が判った。残留濃度についてのこのような差異の説明には、暴露量と代謝  

速度についての研究が必要な事を示している。PCBと水銀について、両物質聞の相関は認められ  

ない。両物質の夫婦間の相関も認められない。この事は、残留化合物の長期微量暴露の場合、暴  

露量の推定と同時に代謝速度の正確な把握が欠かせない事を示している。このため、暴露鼠と代  

謝速度の関係については、既に、酵素反応速度論の面より、モデルを用いて検討を加えている。  

胎児の暴露についても今回の結果を参考に検討を進めつつある。  

〔発 表）g－4  
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2．】．6海域における富栄茸化と赤潮の発生機構に関する研究   

〔研究旭当部〕総合解析部：第1グル→プ・那2グループ  

水質土壌環項部：陸水環境研究室・漸羊環境研究室  

環境情報部：情報システム室  

生物環境部  

〔研究期間〕昭和54年4月一昭和56年3月  

〔研究概要〕近年、瀬戸内海等閉鎖性海瀬において、赤潮現象の発生が増大し、沿岸漁業に多大  

の被篭：をむたらしている。これに対する対応が緊急に求められていることは、昭和53年4月に参  

議院公害対策および環境保全特別委眉会においてなされた“赤潮発生機構の解明と防止のための  
措置を早急に講ずる〃 ことを要請する決議にも見られる掛）である。   

従来からの調査研究にもかかわらず、赤潮発生のメカニズムすら十分に明らかにされていない  

状態である。この原因は多く考えられるが、最大のものは現象そのものが、海洋生物、海洋化学、  

海洋物理というあらゆる現象にかかわっているたれ単一の支配園子のみでは説明できないこと  

に原因がある。従ってこの射朝発生機偶解明には単に一分野の専門的分析ではな〈、すべての要  

因を同時に緊密な連携の下に調達L、これを総合的に解析することが不可決であると思われるが、  

このような学際的研究体制をとれることが当研究所の特徴であり、この利点を最大限に生かした  
研究尖施が本研究の主眼である。   

赤潮発生機構に関与する環境因子と赤潮現象をもたらす藻類の生理特性との関連をもとめる、  

いわゆる増殖特件の解明と、赤潮発生海域の環境特性（温度・塩分分布、流動特性、栄養塩分布  

等）と赤潮藻類の業種機構の解析を主眼として、まず赤潮現象を構成している主要なプロセスを  

解析し、その相互関係及び因果関係を解明する。   

一方現場においては多くの70ロセスが複雑に関連しており、より簡便な、水と藻類とを同時に  

含む系の総合拍標を求め、泥水の赤潮増殖のポテンシャルを求めるとともに、赤潮発生予知とし  

て有用な指標を解明していく。   

さらに赤潮発生分布の広域的把握のために、クロロフィルロの定義に有効な波長を赤潮鞭毛藻  

数枚について求め、実験室において、ラジオ・スペクトルメーターによる赤潮発生の検出の可能  

性を検証し、同時に現場海域においてマルティスペクトルスキャナーによる赤潮発生分布の計測  

技術の開発を行う。  

研究課偏 り 赤潮生物の増殖指標に関する研究  

〔担当者）須藤隆一・肛肝l鶉吾・矢木修身・渡辺正孝・渡辺 信・菅原 淳・寺西靖治（客員研究  
員卜滝谷 尭（客員研究員）・小林善親（客員研究員）・藤川幸彦（客員研究員）・佐々  

勤（客員研究月）・西沢義馳（客月研究月）  

〔内 容〕海域、汽水域におけるAGPを測定し、赤潮の評価指標としてのAGPの確立を酎旨す 

とともに、制御指標の確立を巨‖旨す。さらに赤潮生物の活性の変化を解析し、赤潮発生予知方法  

の確立を目指す。また赤潮藻類を含む7dランクトン群藁の多様性指数を求め、訂栄養化指標とし  

ての有用性を検討する。   

赤潮生物である Cんα～～0れeJJαα花亡g9Uα，〃eよeroざ～gmα叩．およぴS毎Je～0机帥αCOざよαf混mを  

用いる海水のAGPの測定法について検討を加え、200c、4，0001Ⅹ、静置培養条件下で培養するこ  
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とによるAGPの測定手法を確立した。この手法を用いて、全国各地の海水のAGPを測定した結  

果、AGPは3～29mgハの範囲であった。栄養塩の添加実験より、ほとんどの海水はリンが制限  

栄養塩となっていた。またリン濃度は、海水のAGPと高い相関が認められた。また汚濁程度の低  

い海水では、藻類碓によるAGPの差はほとんど認められなかったが、冨栄養化の進んだ海水では、  

種によりかなり異なるAGPを示した。  

i：．）自然斯こ近い状態で泥水のAGPを評価する為に、Et］井等（1979）のAGPM法とCain＆  

Trainner（1973）のABC法を結合させた混合程遠析培養法によるAGPの評価を試みた。この方  

法での東京湾のAGPはChトa量で100．OFLg／Lで、N，Pの栄養塩添加でより高いAGP他を示した。  

又、多様性指数に関しては、この実験系では自然水を比べ一桁低下することから、この方法で有  

意な多様性指数の評価は囚難であることが判った。   

赤潮藻類0江川品ルc〟∂J扇e祝ぶ，Pγ0γOCe托fγ祝仇 亡γgeざ亡f乃祝mの増殖過程において、細胞内ATP  

長の変化は1日の定時に測定すればかなり一定であり、この定常値をbiomas5推定に使用できる  

ことが確認された。又、細胞内ATP量は細胞の生命活動の日周変化に伴った時間変化を示すこと  

が示唆された。   

－ 方、気仙沼湾の植物70ランクトンについてShannonの情報エントロピーを用いた多様性指数  

を求め、海域冨栄養化指標としての有用性を検討した。気仙沼湾では5んeJeよ0乃e仇¢CO8ぬfwmに  

よる赤潮が発生するが、ニの多様性指数の経日変化その植物プランクトンの増殖の様子を良く衰  

現L、毅も栄養塩濃度の高い湾奥よりも数km湾口に近い位置（st．2、St，3）で多様性指数が最′ト  

値を示すことがわかった。また、植物プランクトンの桂段階での多様性指数と属段階での多様性  

指数の関係について検討した結果、多様性指数という点のみであれば両者には高い相関があり、  

採取された植物プランクトンの分粗計数作業の谷易さという点からも属段階での分類で十分有用  

であることがわかった。  

〔発 表〕e¶6，e－54，e－65，e－66  

研究課題 2）赤潮発生機構の生理的・化学的および物理的要因の解明  

〔担当者）渡辺正孝・渡辺 信・原島 省・木幡邦男・中村泰男・了fり寸輝宣（客月研究月卜柳田  

友道（客月研究員）・堀 輝三（客員研究月卜玉井信行（客員研究貝）・荒田洋治（客員研  

究月）・狩谷貞二（各月研究月卜矢特 進（客員研究員）∴福代康夫（客員研究員）・門田  

元（客員研究員）・中川博次（客員研究員）・渡辺 弘（客員研究員）  

〔内 容〕赤潮藻類の異常増殖及び場の独占機構解明のために、赤潮藻類の生活史をまず明らか  

にし、休眠胞子の形成・発芽条件を解明する。さらに赤潮藻類の分離培養を行ない、パッチおよ  

び連続培蕃による赤潮藻類の増殖特性を解析し、化学的要因（栄養塩類、ビタミン顆、有機金属  

等）および物理的要因（光、水温、塩分等）の赤潮藻矧こ及ばす影響を実験的・理論的考察を試  

みる。垂直移動を行う鞭毛藻の鉛直対流渦場での分布構造の実験的・理論的考察を行い、赤潮藻  

類の兼横機構を解析する。赤潮が発生しやすい海域の海洋構造を把握するため、現場観測を行う  

とともに、数値モデルの開発を行い、物質分散機構を明らかにする。   

赤潮鞭毛藻Scγ吻βieJJαけOCんogdeαのシスト形成に関して、シスト形成の俵適温度・照度は  

増殖のそれと同じ250c、1，500～10，0001Ⅹであり、窒素・燐のいづれかが欠乏状態になった時に  

誘起されること、また炭酸塩はシスト形成を促進することが判明した。岩手県大船渡湾にて、貝  

毒プランクトンPγ。わgo花yα≠JαズCαよeれe〃q P．rαmαγemざょぎ2種のシスト発芽率の季節的変動を  

解析し、前者は5－10月、後者は10－2月にかけ発芽率が高まることが判明した。  

－25－   



CムαHo托e仙α几仁和α，仇仏紙鋸情c混ざJ㍑re祝ぶ の増殖責に対Lて、温度t照度・塩分・pH、  

NO3N、NH4N、尿素、PO4－P、Fe、Cu、ビタミンB12の効果があきらかとなり、B12以外の  

ビタミン類、Mo、Mn、Zn、B等の微量金属、有機物質の効果はほとんどみられなかった。また、  

Gym几0（ゴf乃古址m叩Je乃de几βの増殖完に対して温度、塩分、pHの効果があきらかとなった。   

連続培養系を確立して、定常状態で、リン制限下における0．Ju亡e朋5の増殖の動力学的解析を  

行った結果、本種の増殖速度は細胞内含有義との関数であるDroopの式で表現され、また、常に  

移行状態であるバッチ培養系においてもDroopの式の適用の可能性を検討した。又、細胞内含有  

量は外液濃度との関連でMichaelis－Mentenの式であらわすことができることが判明した。   

0．luteus は昼間表層に夜間は底屑に集積する日間垂直移動を示すことを野外調査、実験の双  

方で明らかとし、その移動は明暗サイクルの切り換わりに先行して行われること、又連続増期下  

でも日周垂直移動が行われていることから、サーカアイアンリズムが関与していることが明らかと  

なった。0．hね机が時期においてもPO4－Pを摂取し、明け方に分裂することから、本棟の垂砥  

移動は単に集積作用を示すのみではなく、夜間成層に移動して増殖に必要な栄養塩を措取し、分  

裂するという生態的意味を有していることが示唆された。   

自動計測システムを装備した容量1m3の大型マイクロコズムを作製し、温度200c、121／Dサイ  

クル下、f／2培地で0．J祝亡e祝5をばっ気による撹伴を加えながら無菌的に培養した。初期細胞敷浪  

増殖速度定数K’は0．05dayJlと見積ることができた。70日目、細胞数濃度が2．8×104ce11s／mlに  

達した時の明期にばっ気を中止すると0．J〟加βは垂直精励による上層への集栂を示し、上層の  

細胞数（82．1×104cells／mJ）は均一な状態でのそれと比較して一桁高い膿度を示した。叉このマ  

イクロコズムにおいては、夏季の強い温度成層（上‾ド屑の温度差。r≧100c）から秋・冬季の鉛直  

対流まで再現させることが可能であることが判明した。   

赤潮が多発する気仙沼湾での栄養塩、Chla、PH、DOの分布は温度・塩分に基づく密度分布  

によって形成される物理構造によってコントロールされていることが判明した。   

ラングミュア循環流による鉛直対流渦を模擬的に励起した水槽内において、垂直移動を行う  

鞭毛藻OJgβ沌odよ5C混ざJむfe祝ぶの集積分布パターンを実験的に解析した。さらに数値モデルによ  

る対流渦での走行性鞭毛藻の軌跡を求め、無次元量¢＝V。／V。（ここでVpは遊泳速度、V。は最大  

鉛直流速）のパラメータ値によって鞭毛藻の集積及び保有領域が決定されることを見い出し、実  

験的に検証した。   

赤潮多発海域である内湾での潮汐流を有限要素法を用いて数値解析を行なうシミュレーション  

モデルを開発した。境界条件としてMz、S2、Kl、01の4成分の潮位を東京湾口に与え、30日間  

のシミュレーションを行ない安定な解を得た。さらにシミュレーション結果に中立浮標を投入し、  

30日間の追跡を行った結果、非線型効果と地形効果により、浮標は長期平均的挙動として環流を  

描くことが判明した。このように内湾での物質分散に影響を及ぼす恒挽成分が明らかになった。  

〔発 表）E－62，e▲29，e40，e70，e－71  

研究課題 3）赤潮関連データの収集と解析に関するシステム分析  

【担当者〕宮崎忠国・木幡邦男・渡辺正孝・内藤正明・横山隆三（客月研究員卜池辺八洲彦（客  

員研究員）  

〔内 容〕多項目でかつ空間的にも広域にまたがる海洋の水質水理データ採取を最適に行う方法  

を実験計画的立場で考察する。特に海域の全体條を有限個数の観測値により求める必要があり、  

海洋環境データの補間法について考察する。さらに対象物を非接触に、広域的・同時的に計測す  
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ることを可能とし、広域環境計測に有効であるリモートセンシング技術を用いて、赤潮の定量的  

計測の可能性を検証する。   
従来より二次元データ補間にはスプライン法が広く用し－られている。海洋環境データの鉛直二  

次元補間にス70ライン法を通用する場合、環境データの空間分布特性によっては、初期推定値の  

与え方によって、補間された結果は大きく影響を受ける。空間輿万性の異なるデータに対して、  

それぞれ縞状祁澗、距離によって定まる重み関数を用いた荷重平均、等により初期値を推定し、  

スプライン法による補間を行い良好な結果を得た。  

リモートセンシング技術による赤潮の定量的計測実働は、岩手県気仙沼湾を実験フィールドと  

して、昭和55年5月19軋およぴ7日22Elの2回にわたって行った。航空機搭敬のマルティスペク  

トルスキャナp（MSSBG－IA）による画像データの収㈲こ同期して、湾内全域において水質調  

査を実施し、得られた酎象データと水質データの相関解析からクロロフィルαおよび表面水温の  

推定分布図を作成した。又、実験室においては、高速ラジオスベタトロノータにより純粋培養さ  

れたOJg8よムodよ8CむざJぴfeむぶの反射スペクトルの測定を行い、リモートセンシングによる赤潮定量  

の最適波長帯の選択、さらに培養期間の異るOJよざZんodJ占C祝ぶJ混血ぶの反射スペクトルから赤潮の  

活性度の測定の可能性について検討を行った。  

〔発 表〕A－24  
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2．1．7炭化水素一重葉酸化物一硫黄酸化物系光化学反応の研究   

〔研究担当部〕大気環境部：大気化学研究蓋・エアロゾル研究室・大気環境計画研究室・大気物  

理研究室  

〔研究期間〕昭和55年4月一昭和57年3月  

〔研究職妻〕現在我国では大都市のみならず大都市近郊および多くの中小都7けにおいて、光化学  

反応による二次汚染は大気汚染の大きな問題となっている。本研究に先だって昭和52－54年度に  

実施された特別研究においては、炭化水素－NOl系、特にオレフィンNOェ系の光化学反応にお  

ける新しい二次汚染物質の同定、光化学反応性の研究、炭化水素酸化反応機構の検討、誠に航空  

機による野外観測などを行ってきた。しかし実際の野外大気lいにおける光化学大気汚染では、炭  

化水素、NO∫以外にもSO2の反応が関与しており、また炭化水素としても単一成分ではなく数10  

種類もの成分が関与している。   

そこで本研究においては、光化学スモッグチャンパーを用いた、各種炭化水素、炭化水素多成  

分系および実際の環境大気の光化学反応性の研究、並びに計算機シミュレーションのための光化  

学反応モデルの研究を行うとともに、当研究所に新しく設置されたエアロゾルチャンバーを利用  

して、炭化水素－NOェーSO2系における光化学エアロゾル生成の研究を行う。またこれと並行し  

て航空機による野外大気中における光化学大気汚染の測定を行い、これらを総合して光化学大気  

汚染抑止のための基礎データを得ることを目的とする。   

エアロゾルチャンパーは昨年度完成し、本研究ではじめて使用が開始されたものなので本年度  

は、特性試験および光化学エアロゾル生成の基礎実験に力を注いだ。光化学スモッグチャンバー  

を用いた研究では、本年度は飽和炭化水素一NOェ系についてそのオゾン生成能を明らかにすると  

ともに、採取された環境大気の光照射を行いその光化学反応件について検討を行った。またス  

モッグチャンパー実験で以前に見出されたオゾン生成に関する－・股削が、素反応モデルに基づく  

計算機シミュレーションによって再現されることが明らかにされた。航空機による野外観測は昨  

年に引き続き関東地域をフィールドとして観測を行い、特にサルフェート、ナイトレート、非メ  

タン炭化水素およぴC5までの炭化水素成分の計測を行い、野外大気中の光化学反応の把握を試み  

た。  

研究課垣1）複合大気汚染ガスに対する光化学反応生成物の研究  

（担当者〕畠山史郎・酒巻史郎・秋元肇  

（内 容〕本研究では炭化水素、窒素転化物、オゾン、二酸化硫黄などを含む季夏合系での二次汚  

染物質を分析、同志し、その生成機構について検討する。本年度は特にオゾンオレフィン反応  

における水蒸気の影響について、反応中間体CH200とH20分子の直接反応でギ酸が生成し得る  

ことを明らかにした。またtrans2プテンーNOェ系光酸化反応の生成物分析を行い反応機構を  

検討した。  

（1）ギ酸生成に対する水蒸気の効果   

プロピレンーオゾンの反応で生成するギ醸の収罷は水蒸気の存在下で増加する。これはギ酸の  

前駆体CH200の転位に水が関与することによるものと考えられたので同中間体を別途、ケテン  

の空気中での光分解で発生させ、ギ醸生成に対する水の効果を検討した。   

その結果、ギ酸の生成是は水の濃度とともに増加することが確められた。また水の果す効果を  
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確認するため、同位体標識された水、H～80を用いて反応を行ったところ、一つの酸素が180に  

置換されたギ酸の生成が認められた。この同位体で標識されたギ酸は、一度生成した無標識のギ  

酸とH～goとの交換で生成したものではないこと、および壁面上での不均一反応で生成したもので  

ないことが確認された。従って、CH200中間体は気相で直接水と反応してギ醸を与えることがわ  

かる。また、CH200からの転位で生じた、励起されたギ酸の空気や水による失活によって生成す  

るギ酸の存在も確認された。従って、ギ醸は以下の二種類の経絡で生成するものと考えられる。   

CH200→［HCOOH］≠¶生→HCOOH  
LJn［CH200・H20・］→HCO・oH＋H20   

（2）メナレンと水との反応   

一重項メナレンのCH結合への挿入反応はよく知られた反応であるが、水の0H結合への  

挿入反応はまだ知られていない。   

ジアゾメタンを気相で400nm以下の波長の光を用いて分解し、一亜項メチレン1cH2を発生さ  

せ、水との反応を検討した。乾燥窒素中ではCH2＋CH2N2→CH2＝CH2＋N2の反応のみが見ら  

れるが、水蒸気が存在すると、CH2＋H20→CH30Hによるメタノールの生成が認められる。こ  

の反応はケテンの光分解で発生させた三重項メチレンではほとんど起こらない。CH2に対する  

CH2N2とH20との競争反応と考えて、稜々の濃度の水の存在下に反応を行い、1cH2のH20に  

対する挿入反応の速度を求めたところ、3×1012cm3molecule1sJIGT）他が得られた。これはCH30H  

の0－Hへの挿入反応より約－・桁小さい値である。  

（3）trans－2一ブテンーNOェ系光酸化反応   

スモッグチャンパー内でtransL2－C4H自LNO，一乾燥空気系の光照射を行ない、反応生成物を  

長光路赤外分光器を用いて分析した。得られた反応生成物はN化合物としてPAN、HNO3、N205、  

BGDN（Butene glycol－2，3－dinitrate）、C化合物としてCH3CHO、HCHO、CH4、CO、CO2、  

HCOOH、CH2COが見出された。これら各生成物の定義からC収支を求めたところ、C収支は光  

照射後1時間以内に約20％減少し、また従来考えられている反応機構からは△［cH3CHO＋HCHO  

＋PAN］／－△［C4H8］＝2となるペきはずであるが本実験ではこの比は1．3にしかならなかった。こ  

の原因としてはC4H8にOHの付加した中間体が反応経路の途中で全てが単分子分解せず、－・部が  

安定化して未確認の物質が生成しているのではないかと思われ現在さらに検討中である。  

〔発 表）D－2，D－23，d－38，d－40、d－68，d－69，d－70，d71  

研究課題 2）複合大気汚染ガスの光化学反応性に関する研究  

〔旭当者〕酒巻史郎・秋元 鋳・高木博夫  

（内 容〕本研究では光化学スモッグチャンバーを用いて各種の炭化水素、炭化水素混合物、環  

境大気試料について光照射実験を行いその光化学反応性を明らかにする。本年度は各種飽和炭化  

水素について、そのオゾン生成ポテンシャル及びオゾン生成速度の測定を行い、また実際の環境  

大気の光照射実験を行い、その光化学反応性について検討した。  

（1）飽和炭化水素一窒素酸化物一空気系におけるオゾン生成。   

直鎖状飽和炭化水素5種（プロパン、n一ブタン、mペンタン、れ－ヘキサン、几一へブタン）を用  

いて、光照射実験を行い、これら飽和炭化水素のオゾン生成に関する光化学反応性とそのオゾン  

生成ポテンシャルを実験から明らかにした。実験はNOェ初期濃度0．02－0．2ppm、炭化水素初期  

濃度0．5⊥8ppmの浪度範囲で行い、得られたオゾンの生成曲線の解析からオゾン生成速度に基づ  
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く各炭化水素の反応性を明らかにした。、オゾン生成速度を反応指標とし、光化学反応性の高いプ  

ロピレンのそれを1・0としたときの各飽和炭化水素の相対反応性はプロパン0．039、mブタン0．095、  

ねペンタン0ニ097、乃ヘキサン0・074、m－ヘブタン0．056であり、プロピレンと比較してこれら飽和  

炭化水素の反応性は相当低いことが明らかとされた。またこれらの値からC3、C。、C5と炭素数  

が増加すると反応性も増加するが、一方それ以上のC6、C7となると逆に反応性は低‾Fする傾向  

であることがわかった。また、炭化水素過剰条件を意味する炭化水素濃度無限大でのオゾン塵成  

ポテンシャルはmブタン14、乃ペンタン13、几ヘキサン9．4、n－へ78タン臥6であり、同炭素数の  

不飽和炭化水素と比較して反応性は小さいが、その究極のオゾン生成ポテンシャルは大きいこと  

が示唆された。  

（2）環境大気の光化学反応性   

環境大気として土浦市内の朝方ラッシュ・アワー時の空気を採取し、これをスモッグチャンパ  

ー内に導入して光照射し、その光化学反応性を検討した。実験は55年3月に3臥 7～8月に5  

臥56年3月に3回の計11回行われた。実験に先立って、環境大気中の炭化水素の全分析を行う  

必要から炭化水素の澱縮全分析の技術が確立され、また56年3月の実験では含酸素有機化合物の  

分析も行うことができた。光照射を行った場合、反応ガス中の各種炭化水素成分が擬一次的に減  

衰することを利用して反応系中のOHラジかレ濃度を見構ったところ、単独オレフィンーNOェ系  

に光照射した場合とほぼ同程度のOHラジかレが環境大気に光照射した場合にも生成しているこ  

とがわかった。また、これら環境大気のオゾン生成ポテンシャルは4．5－9．5であったが、オゾン  

生成については今後さらに実験回数を重ねて検討する必要が認められた。  

〔発 表〕DLl，D14，d－1，d－39，d－41，d－42   

研究課題 3）光化学大気汚染シミュレーションのための化学反応モデルの研究  

〔担当者〕酒巻史郎・秋元 肇・山崎秀郎（客員研究員）  

〔内 容〕光化学大気汚染の予測にあたっては計算機シミュレーションによる方法が有効な手法  

と考えられる。本研究においては、光化学スモッグチャンバーを用いて得られた炭化水素一望素  

敵化物系および複合汚染ガス光化学反応の実験結果を再現できるような化学反応モデルを開発す  

る。さらに化学反応モデルの基礎となる気相反応中間体の直接検出を試み、それらの反応性、分  

光学的性質などについて検討する。本年度はプロピレン一望素酸化物一乾燥空気系光化学反応の  

計算機シミュレーションを行った。   

素反応式約160、分子種数的90からなる上記反応系に対する化学反応モデルを作製した。スモッ  

グチャンパー実験で生成物分析がくわしく行われた高濃度の反応系について、各生成物、反応物  

の時間変化曲線が再現される様いくつかの反応パラメーターを調整した後、環境濃度領域の多く  

の初期条件下での計算を行った。シミュレ→ションの結果はスモッグチャンパー実験で得られた  

［0。］maxとノ耐、信「およぴ［03］。5との比例関係を良く再現し、以前に提案されたオゾン生  

成に関する一般則が「理論的」に袈づけられた。またシミュレーションの結果は［C3H6］0／［NO－］。  

に対する［03］mal／［03］pぅのプロットは［C3H6］0、［NO∫］0および鳥1‘乃任意の組み合わせに対し、  

同一曲線上にのることを示唆しており、この曲線をオゾンの一般化等濃度曲線と呼ぶことか提案  

さfLた。今後プロピレン以外の各種炭化水素および環境大気について、このような一般化等濾度  

曲線を得ることが重要と思われる。  

研究珠魔 4）＝酸化硫黄一炭化水素、窒素酸イヒ物系におけるエアロゾル生成に関する研究  
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〔担当者〕泉・克辛・村野健太郎・福山 力・水落元之  

〔内 容〕本研究は二酸化硫黄を含む混合系における粒子状二次汚染物質の生成過程を全体的に  
把握するためエアロゾルチャンパーを用いて光化学的粒子生成実験を行い、エアロゾル生成能を  

評価するためのデータを得ること．を目的としている。55年度は主としてエアロゾルチャンパーの  

基本性能試験（精製空気純度、チャンパー内壁への吸着による汚染ガスの減衰、精製空気への光  

照射による内部の汚れの効果等の測定）を行い、これと並行して表題の混合系についてエアロゾ  

ル生成を調べるための準備的実験を進めた。その結果を要約すると次の通りである。  

（1）SO2を含まない03＋オレフィン系では乾燥状層ではわずかな粒子生成が認められるが加湿  

すると粒子生成は抑止される。  

（2）so2をチャンバーl月に導入した場合、内壁への吸着・－－ゝ脱着量が温度によって敏感に変化  

すること、したがって精密な温度制御が必要であることが判明した。  

（3）SO2のwalldecayは乾燥状態で0・01h1程度であるのに対Lて加湿状態でのdecay rate  

はその30低位に大き〈な・ら。しかし、内壁を5ppm程度の高濃度SO2で36時間使果露処理すると  

walldecayは0．02h．1程度に抑制される。  

（4）乾燥SO2に光照射をした場合は、濃度1ppm程度以上になってはじめて粒子発生が検出さ  

れる。これに対して加湿状態では数ppdの濃度で粒子生成が始まる。  

（5）SO2＋NO．、SO2＋03の系では、NO＝、03は粒子生成能に対して顕著な効果を及ばさか、。  

（6）SO2＋C3rI6（プロピレン）の系では、プロピレンが粒子生成を抑制する傾向が見られた。  

【発．表〕d【2  

研究課題 5）環境大気中における光化学二次汚染物質生成機構の研究  

（担当者）奥田典夫りト川 端・若松仲司・鵜野伊津志・鈴木 睦・村野腱太郎・泉 克辛・清  

水 浩・笹野泰弘・竹内延夫・五井邦宏（客員研究員）・昆野信也（客員研究員）・菊地  

立（客員研究員）・栗田秀美（客員研究員）・油本幸夫（客員研究員）・鈴木英世（客員研究  

貝）・須山芳明（客員研究員）  

〔内 容〕本研究は、実際の環境大気を航空機を用いて広域に観潮し、光化学二次汚染物貿の空  

間的、時間的な分布を把握することにより、その生成、消滅過程を定量的に明らかにすることを  

目的としている。   

過ま2年間の観測により、関東地方における光化学汚染現象の特徴を把握することができた。  

それによれば、海陸風や山谷風などの局地的な気象条件と汚染物繋の立体分布との間には密接な  

関係があることが明らかになった。又、汚染気塊の空間的なスケールは、関東全域に及ぶことや、  

時間的には、2日以上にもわたる現象もあることがわかった。   

昭和55年度の観測では、これ迄の観測結果で明らかにされた事実を、より定量的に把握するこ  

とを目的として、2機の航空機を用いて交互に観測を行い、汚染気塊の変質過程を把握するため  

の研究を行った。観測項目は、03、NO、NO∫、SO2、大粒子、小粒子、サルフェート、ナイトレ  

ート、メタン、非メタン炭化水素、炭化水素成分、気温、気圧、湿度、UVである。観測にあたっ  

ては、21地点で測定した上屑風データ、及び地上観測点テータ、航窮概観測データを飛行場で、  

実時間処理するシステムを開発し、その出力データをもとにして飛行コースを決定した。昭和55  

年は8月6日、7日の2日間にわたり、13回のフライトを行ったが、8月6日は、北東気流が卓  

越し、相模湾上で150ppb以上の03が観測された。一方7日には、午後になり海風が相模湾から  

俊入し、東京都から埼玉酎こかけての地域で120ppbの03が観測された。（350－600m）この高波  
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度域においてサルフェートが16／堵／m3の最高値を示しており、03が低い所では、サルフェート、  

ナイトレートともに低膿度であった。他の観測においても同様な傾向が認められており、両塩の  

生成は、光化学反応生成の目安となる03と密接な関係があることが明らかとなった。  

〔発 表〕dr20，d－21，d22，d－23，d－24．d－25，d－26，d－27，d－28  

ー32－   



2．1．8陸水域の音楽雲化防止に関する総合研究   

〔研究担当部〕総合解析部：第1グループ・第2グループ・第3グループ・第4グループ  

計測技術部：大気計測研究室・水質計測研究室・分析室  

水質土壌環境部：陸水環境研究室・水質環境計画研究室  

生物環境部：水生生物生態研究室・生物環境管理研究址  

環境情報部：業務室・情報システ■ム室  

技 術 部：技術室・理工施設管理室  

〔研究期間〕昭和55年4月一昭和57年3月  

〔研究概要〕閉鎖性陸水域の富栄養化現象の機構解明に主眼を置いた52～54年度の第Ⅰ期特別研  

究「陸水域の富栄養化に関する総合研究」の成果を踏まえて、富栄養化の防止に主眼を置き、湖  
環境動態モデルと湖環境評価モデルの構築とそれによる効果的な防止対策の提言を行おうとする  

第ⅠⅠ期特別研究であり、第Ⅰ期特別研究と同様に霞ヶ浦をケーススタディとした。本研究は特別  
研究のなかで最も学際的なものであり色々の分野から多数の研究者が参画した。すなわち、総合  
解析、計測技術、水質土壌、生物環境、環境情報および技術の6部から40名近くの研究者が参画  

するほか、外部から客員研究員20余名、共同研究員10会名の協力を仰いだ。このように多くの研  

究者による総合的な研究を円滑に推進するために研究者の専門、陣容を考慮して12の課題を設定  

し、課題毎のグルー70リーダーを置き、研究の総括とグループ間の研究調整を特別研究責任者と  

幹事3名が行った。また、グルー7q問および研究所外における同様な研究との連携を杏にし研究  

の独善性を除〈ために年2回、テーマを設定してシンポジウムを開催することとしており、すで  

に底泥問題（昭和55年9月、「第1回富栄養化問題シンポジウムー底泥問題を中心として－」（B－  

16）にて出版、公判、モデル（昭和56年3月）を中心にシンポジウムを開き研究所内外から多〈  

の参加を得、大きな成果をあげた。また、本年度に得られた成果の概要は以下に課題別に示した  
とおりであるが、第Ⅰ期特別研究の成果をまとめて報告し、窮Il期特別研究に残された問題を明  

らかにすることを目的として本年度で得られた成果も含めて「霞ヶ浦（西浦）の湖流」（R－19）、  

「霞ヶ浦の微地形、気象水文特性およぴその湖水環境に及ぼす影響」（R－20）、「霞ヶ浦流入河川の  

流出負荷変化とその評価」（R－21）、「霞ヶ浦の生態系の構造と生物現存量」（R－22，56年度印刷予  

定）、「湖沼の富栄養化状態指標に関する基礎的研究」（R－23）、「富栄董化が湖利用に及ばす影響  

の定量化に関する研究」（R－24）、「〟托rOCyざ孟iβの増殖特性」（R－25）およぴ「藻顆培養試験法に  

よるAGPの測定」（R－26）の8編を冨立公害研究所研究報告として印刷、公表した。  

研究課隆1）湖への汚濁負荷の流入に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬潤一・大坪回順・岩田 鱒・安部菩也・横内陽子・大槻 晃  

〔内 容）（l）降下物による負荷   

公害研究所屋上にかて、dryならびにwetfallo。tを1か月の間隔で収集し、PO…▼一P、T－P、  
NHトN、NO喜一N、NO言一N、T－Nの栄養塩の定量を行った。1979年6月から1980年5月まで  

の1年間の降下物にi：る負荷は、T－Pで27．7mg／m2／年、TLNで1，370mg／m2／年となり、T－P  

は過去2年間より約22％減少、T－Nは過去2年間より約74％の増加となっている。  
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（2）農耕地における水量および栄養塩収支   

霞ヶ浦流域内の土地利用形態において大きなウ1イ■．トを占める農耕地に注自し、農耕地の用・  

排水量をもとにした水収支および栄養塩を中心とした物質収支を明らかにするため、美浦村大山  

地区周辺で予備調査を実施し、た。収集した基礎データをもとに∴本調査の内容に関する・検討を行  

った。  

（3）河川による流出負荷量   

降雨時の流出負荷景のウェイトの高い面源（非定源）負荷を注目し、山地および農耕地（水田  

と畑）を対象に、恋瀬川支流の小桜川（新治郡八郷町）において調査を実施した。晴天時の調査  

および降雨時流出前の負荷量レベルに対して、降雨強度・降雨貢がといこ大きな場合には、SSで  

4オログ前後高いビャク負荷量となり、表面流出の比率が増すと、P－COD、PTPおよぴPTN  

など懸濁態成分かつ有機態成分の流山負荷量の大きさが目立つ。たとえば、7・月30～31日の降雨  

量62mmの場合、有効雨量に対する総流出負荷遠において、PTP／TP＝0．91、P■COD／T－COD  

＝0．86と懸濁態成分のウェイトが高い。T【Nにおいては、NO言－NおよぴNH‡－Nも高く、NOi－N  

も無視できない程度存在するため、PTNの比率は30・－40％前後と少し低い値となっている云 また＼  

山地においては、3mm前後の降雨から水芸および水質にわずかな影響が出現し始めるが、流域内  

の先行降雨の影響もかなり大きい。・また、催漑期と非湛漑期の差違の検討も行った。  

〔発 表〕K→乳 K－90，K92，E4，C－2，e－8，e－9，e－11  

研究課題 2）湖水理および潮気象に関する研究  

〔担当者）村岡浩閻・大坪国順・福島武彦・土屋 巌・白井邦彦・増田啓子・中辻啓二（客員研  

究眉卜西村仁嗣（客員研究員）・佐橋・謙（客員研究月）  

〔内卜容〕（1）霞ヶ浦の水収支の将来刊R11   

昭和52～54年の3箇年にわたる霞ケ浦への流入水量、流出水長のデータを整理した。これを用  

いて、水収支のモデル化を行い、水位のシミュレーション結果を水位観測デ」タと比較し良好  

な一致を得た。さらに霞ヶ浦総合開発計匝‖こよる水利用変化に伴い、どの程度の水収支、，水位の  

変化が生じるかをこのモデルにより明らかに．した。  

′（2）欄内混合現象の数値解析■   

鉛直一屑水平二次元モデルにより欄内－の流動、混合現象の数値解析を行七た。一水質予測のため  

にはその動力学モデルがポックえ型とならぎるを得ないこと・を考慮して、その際必要となる水理  

星を明らかにすることを目的とした。ニのためボックス間の交換流儀という貴を対象に数債計算  

を行い、この星が鉛直一層水平二次元モデルにより十分予測可能である＼こと′を観測雁二との比較が  

ら明らかにした。  

（3）霞ヶ浦の蒸発量の鼻走   

湖岸2地点での蒸発量通年観測を継続して実施した。この結果昭和55年の7～8月が昭和52年  

夏期と同様に冷夏多雨型とな■ったため、昭和53、54年夏期と比較して蒸発量が70％前後に†氏下し  

たことがわかった。また一定湿度と、いう条件のもとに風洞実験を行い∴風速を0－1m／sに変化  

させたときの蒸発量の変化を明らかにし、理論的検討を行った。  

〔発 表】K－86．Kr89，K－90，K－91，K135．aJ9，e－46，e－47，e48  
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研究課題 3）霞ケ浦の水質および生物真の変動特性の把握  

【担当者〕柏崎守弘・福島武彦・海老瀬清一・岩熊敏夫・今村典子・花里孝幸・大槻 果・河合  

崇欣・安部書也・赤羽政亮（客月研究月）・新井孝昭（客月研究員）  

〔内 容）霞ヶ浦における栄養塩腰・細菌類・動物および植物プランクトン荒－ベントス・浮遊  

性懸濁物質量等の現存量の把握を行うことを目的として、昭和51年以来、眉ヶ浦における敷地点  

において継続的に調査を行ってきているが、本年度においては、高浜入4地点、土浦入3地点、  

湖心を含むその他の3地点、合計11地点において月に2度の割合で調査を行った。調査項目はフ  

ィールドにおいては水温、透明度、潜有酸素、照度、pHであり、また実験室に持帰った試料にづ  

いては各種栄養塩濃度、COD、各種無機イオン、電気伝導度、細菌量、各種藻類還、各種動物プ  

ランクトン量、ベントス量、光合成速度、懸濁物質蒐等の測定を行った。   

昭和55年は6月までは例年に比べ水混が高〈、藻類塁苛も多かったが、夏期は冷夏の影響を受  

けて水温も上界せず、例年に比べて藻類呈等も少なかった。冬期も寒い口が多く水温は2～40c  

程度まで低下し、透明度は2月の湖心で1．8mと公害研究所が観測を開始して以来最高の伯を示L  

た。それに伴い、冬期の藻類量、COD濃度等も低下し良好な水質状態となった。一方、水平分布  

をみると、土浦入では凌深の影響を受けて浮遊性懸濁物質量が多く透明度も低かった。また、土  

浦人では窒素関係の栄養塩類の浪度の増加がみられ、特に亜硝酸、硝酸は前年に比べてそれぞれ  

約3倍およぴ2倍の濃度になっていた。高浜入および湖心水域については前述した季節変化を示  

した以外、それ以前の観測結果ときわだった相違は認められなかった。  

〔発 表〕K¶136  

研究課確 4）底泥からの栄養塩の回帰に関する研究  

〔担当者）河合崇欣・大槻 果・西川雅高t相崎守弘・大坪国順・福島武彦・細見正明・春日清  

一・岩難敵夫t今村典子  

〔内 容〕露ヶ浦（主に高浜入）において夏期の藻類異常増殖のための栄養塩類供給源として底  

泥の果している役割を完屈的に評価し、栄養塩類収支モデルの基礎的データを補完する。また回  

帰機構等についての基礎的研究の成果が吾栄養化防止対策上の指針となることを目的とし、第Ⅰ  

期水特研で十分明らかにできなかった課確として謀＝l期に引継いで研究を進めて 

回帰義評価は主に窒素、リンについて行うことを計指しているが窒素については第1期で明らか  

にされたので、本年度はリンに主眼を置いて調査研究を行った。   

これまでの調査研究によって蓄積還、分画抽出によって測定した各形態のリン、細菌、底生動  

物（ユスリカ、イトミミズ）、魚類（イサザアミ、ハゼ）などの現存量などを明らかにしたが、藻  

類、原生動物、植物については十分な調査が行えなかった。リンの挙動に重要な影響を与える粒  

度分布、温度変動と熟収支、酸化還元電位変動などを測定した。底泥中での分解無機化溶出など  

を調べるために間隙水の組成変動が深さ別に時間を迫って測定した。底生動物・魚類の食物連鎖  

に伴う消化・排泄による負荷を評価するため、イサザアミの排泄に伴う溶存リンの増加等を制定  

した。霞ヶ浦の特徴のlつである底泥の挽乱の効果を詐晒するために、湖水を用いた振出し実験、  

底曳綱による撹乱彼の湖水中の栄養塩濃度増加の測定を行った。また間隙水の濃度変動から、湖  

水底泥界面を通過する水塊の移動が起っていることが示唆された。   

また底泥が関連する物質収支で回帰とは逆向きの沈時についても、 沈降量の評価を困難なもの  

にしている巻上げと合せて測定及び実験を行った。   

さらに夏期のブルーミング時の湖水中のリン濃度変動を理解するには、イサザアミの関与が正  
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要であることが示唆されたが、更に生物的な影響についての調査を強めていく必要があることが  

わかった。  

（発 表）K－133，K【134，K－135，E－53，e－11，e－53  

研究課題 5）湖の生態系における物質循環の研究  

〔担当者）安野正之・今村典子・花里孝幸・春日清¶・岩熊敏夫1山岸 宏（客員研究員卜佐々  

学（客月研究員）  

〔内 容〕湖の生態系の物質循環における植物70ランクトン・動物プランクトン・底生動物およ  

び魚類等の生物の果す役割せ明らかにし、湖の物質循環モデルの作成・評帆こ資することを目的  

として、第」期特研に引続き霞ヶ浦高浜入と湖心部における植物プランクトン、動物70ランクト  

ン、底生動物および底生魚顆の種組成と現有量の周年変動を調査し、また相物プランクトンの－・  

次生産量の測定を行った。動物プランクトンによる植物プランクトンの摂食量を調べることを目  

的として13cをトレーサーに用いた摂食実験方法の確立を行った。さらに、動物プランクトン、  

底生動物等の呼吸還の測定を行った。   

各種植物プランクトンの現存量および季節消長では高浜入湾奥部から出口にかけて勾配が認め  

られ湾奥部での現存是が高かった。夏期にラン藻類の現存量が乾重で約10gm、3を越えると珪藻  

類、緑藻類の現存量が極端に制限されることが分った。現在ラン藻類が他の植物プランクトンに  

及ぼす影響について検討を進めている。動物7bランクトンの現存量は植物プランクトンの現有立  

と密接なつながりを持っていた。高浜入の底生魚顆相にはイサザアミとハゼおよぴテナガエビと  

の間に明確な季節変動がみられ、冬期はイサザアミか優占し乾重で約10gm2の現存量を示し、  

一万夏期にはハゼとテナガエビが優占することが分った。底主動物はユスリカが主で現存責は年  

間を通じて乾重で約20g－m－2と多くイサザアミとともに冬期に高い二次生産を行っていることが  

明らかになった。霞ヶ浦よ り単組培養した動物プランクトン（オナガミジンコ）と実験室内で継  

代飼育している動物70ランクトン（タマミジンコ）を用いて緑藻（クロレラ）と霞ヶ浦より卑雛  

培養したラン藻（ミクロキスティス）の摂食・同化実験を行ったが、タマミジンコについては緑  

渾とラン藻の摺食速度と同化率には大きな違いは見られなかった。現在霞ヶ浦の動物プランクト  

ンについて検討を行っている。  

（発 表）H⊥17，Ⅰ一5，h－5，ムー6，h7，ム30  

研究課榎 6）富栄糞化した湖沼の水質回復手法の開発  

〔担当者）安野正之・春日清一・今村典子・花里孝幸・岩熊敏夫・相崎守弘■大槻 晃・河合崇  

欣・高橋正征（巻貝研究員巨体 秀剛（客員研究員）・坂本 充（客員研究月）  

〔内 容〕富栄養化防止の具体策として廃水処理、排水規制、無リン洗剤への切換などが考えら  

れるが、これらが実施された場合、既に富栄養化した湖沼はどの程度回復し、生態系はどう変化  

するかを明らかにするなど、防止対策の効果の実証が必要である。霞ヶ浦高浜人に隔離水界を設  

け、水質回復を観測するとともに隔離水界内において、水草の添加、底泥の除去などを行ってそ  

の効果を検討し、苗栄養化湖沼の流入栄養塩カットの効果を実験的に明らかにした。隔維水界の  

平面規模は5mX5mで、6面設置した。   

冬期3か月間（11月－1月）の予備実験では植物ブランクトン種構成、細菌数等は外界との間  

に大きな差はあらわれなかった。全リンの現存量は当初濃度の％まで減少し、仝リンの流入制限  

をした場合の水質回復の好結果を暗示した。また、冬期に湖内に多量に現存するイサザアミを高  
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次の捕食者に取りこませ、それを除去することを考慮し、ニジマスの湖における生存実験を試み  

た。その結果、3月中旬から4月中旬の1か月間で100％生存すると共に、無給飼にもかかわらず  

約10％の重量増加が観察された。  

研究課題 7）宮栄養化促進物質の処理技術の開発及び実用化  

〔担当者〕須藤隆一・田井偵吾・岡田光正二稲森悠平・山根敦子・松重一夫・土屋五和・吉野善  

禰（客月研究則・諾第棟一（客月研究則  

〔内 容〕霞ヶ浦のように流域内に農村地帯が多い湖沼では、下水道によって処理されず、未処  

理のまま河川等を通じて湖水に流入する生活雑排水が多い。また、し尿浄化槽が設置されていて  

も、その処理は必ずしも十分と告い難い。このため、生活排水に由来する栄養塩負荷が全負荷に  

占める割合はかなり大きいといえる。生活排水に由来する負荷は基本的には下水道整備および高  

度処理によって削減することが望ましい。しかし、下水道整備は多大の費用と時間を要する点が  

問題であり、その間にも湖沼の汚濁は進行する。本研究は下水道に接続されていない生活排水に  

代表される小規模な排水の簡易処理法の確立を目的とし、とくに維持管理が容易で、負荷変動に  

強いといわれている生物膜法を対象として検討を行った。   

本年度は第一年目であるため、霞ヶ浦流域の住宅団地を対象とLてBOD、リン、窒素などの生  

活排水由来の負荷の特性を調査するとともに、処理にエネルギーを要さない浄化用水路の実験室  

プラントを作成して、その処理特性に関する検討を行った。得られた成果は次のとおりである。  

（1）土浦市内のK団地（人口約1000～1400人）を対象として生活排水由来の汚濁負荷原単位な  

らびに負荷変動特性を調査した。1人1日当たりの負荷原単位（定住人口当たり）は、COD22g、  

BOD49g、T－Pl．2g、T－N8．奄であった。これらの負荷は顕著な日間変動を示し、午前中な  

らびに夕方に大きな負荷（平均値の2～3倍）が認められた。  

（2）長さ30m、幅2cmの水路に基材（リングレース、バイオコーム）を設置し、その基材にfj■  

着した生物膜による排水の処理を行った。BOD負荷が1．4g／m・day（流入BOD＝200n－g川 の場  

合、BOD除去率は約50％であった。しかし、負荷を′トさくした場合（0．4g／m・day、BOD＝25mg／l）  

90％以上のBOD除去率が得られた。前者の場合、水路の大部分が嫌気的となり、ほとんど硝化が  

．進まなかったのに対し、後者はほほ完全に硝化した。したがって、適当な負荷条件を与え、かつ  

後段に脱窒装置を付加すれば、BOD、窒素ともに十分に除去される可能性が示された。また汚泥  

の発生量も除去BOD当たり10％以下と著しく少ないことがわかった。しかし、リンはほとんど除  

去されず、晶析炉過・凝集沈殿などの処理が必要であると思われる。  

〔発 表〕EL28，EL31，E－33．E37．E－39，E43，E－45．E－46．e31，eL33，e  

34，e－68，e－69  

研究課題 8）書架萱化状態指標の研究  

〔担当者〕合田 髄・村岡浩爾・相崎守弘・福島武彦・須藤隆一・周井偵吾・細見正明・大槻  

晃・河合崇欣  

〔内 容）現在、・行政的には、湖沼の富栄養状態を表わす指標を特別に定めていない。そのため、  

水質汚濁防止法により定められている生活環境の保全に関する測定項目である化学的酸素要求韮  

（COD）で代替している。しかし本来CODは有機性汚濁の指標として用いられるペきであり、冨  

栄養化現象の因果関係を直接表わす指標として不十分である。したがって、それを的確に表わす  

指標の開発が本研究の目的であり、第Ⅰ湖特別研究で北海道の一部、東北、関東、中部地方の圭  
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な調和型湖沼を中心にカールソン富栄養化状態指標及び本研究グループで改良した修正か－ルソ  

ン富栄養化状態指標を適用して検討し、その適応性に閲し好結果を得た。   

本年度は第Ⅰ期特別研究で表された琵琶湖、浜名湖、猪鼻滞、日向湖、久々干潮、水月湖、菅  
湖、三方湖を調査し、調和型湖沼及び汽水湖においてもカールソン指標が適応出来るかどうか検  

討した。その結果、カールソン指標は調和型湖沼に対しては有効であるが、汽水瑚については更  

に検討が必要であることが判明した。  

〔発 表）K－67，K－68，K－73  

研究課題 9）湖環境動態モデルの構築  

〔担当者）宮崎忠国・中杉修身  

〔内 容〕湖沼における富栄養化現象は各地で深刻な社会問題となっており、これに対して種々  

の対策が講じられようとしている。適切な対策を選択するためには、その効果および費用の見積  

りが必要である。このうち効果については、モデルを用いて予測することが一般に行われている。  

湖沼の冨栄養化に関するモデルは、拡散や移流による物質移動から、DO、COD、BOD、栄養塩  

等の変動をシミュレートするものがこれまでに数多く開発されている。しかしながら、霞ヶ浦のよ  

うな薄顆の異常増殖を起こす洞ほ引こおいては、湖内の物質循環と藻類の増殖を考渡し、栄養塩や  

操類義の変動特性をシミュレートする動力学モデルの構築が望まれている。本研究は、霞ヶ浦に  

おける富栄養化の最も顕著な現象である藻類の異常増殖をシミュレートすることを目的とし、以  

下の点を配慮しモデルの構築を行った。  

（1）霞ヶ浦は季節により優先権となる藻類が異るため、藻類を珪藻、緑藻、藍藻の三種顆に分  

け、それぞれの濃度をシミュレートする。  

（2）藻類体内での栄養塩の蓄積を考慮し、増殖速度が藻類体内の栄養塩濃度に依存するとした。  

（3）底泥からの栄養塩の剛希を重視し、栄養塩回帰の季節変動を組み込んだ。   

本年度は霞ヶ浦高浜入を対象に、流動特性の遠いから同入江を3区画に区分し、珪藻、緑藻、  

藍藻の濃度およぴそれぞれの藻類の細胞内栄養塩濃度さらに湖水中の栄養塩濃度のシミュレーシ  

ョンを行った。栄養塩としてはPO4－PおよぴNO3－N＋NH4－Nを考慮した。気象デ．タ、河  

川流量データ等は月平均値を使用し、昭和54年5月－55年4月までの1年間の日変動をシミュレ  

ートした。実測デ←タとの照合検討の結果以下の点が明らかとなった。  

（1）藻類の増殖が低〈見積られ、夏期の異常増殖が顕著にあらわれなかった。  

（2）漁業による栄養塩の投入を考慮していないために総負荷量が少ない。  

（3）底泥からの溶出量が少ない。  

（4）動物プランクトンやイサザアミの活動による栄養塩の回帰を考慮すべきである。  

（5）細胞内に蓄積された栄養塩は長期予測に対して効果が少い。   

以上の結果から、現在、各種係数、定数の再検討を行いモデルの改良を行っている。  

〔発 表〕a－18  

研究課題 川）湯の湖の密栄養化機構の解明およぴモデル化  

〔担当者）須藤隆一・旺け卜l・貞吾∵矢木修身・稲森悠平・岡田光正■細見正明・fり根敦子・盛岡 通  

（客員研究月）  

〔内 容〕霞ヶ浦にくらペて、水質・水量等の情報が把握しやすく、かつ温度成層を形成する深  

い湖の特性を備えた湯の湖を対象として、三次処理、流路変更、凄藻等の富栄養化対策を評価し  

－38－   



うる数理モデルを作成し、霞ヶ浦モデルの補完的なものとすることを目的としている。第Ⅰ期水  

特研においては、湯の湖の水質・生態調査を行ったが、本年度においては、数理モデルに必要な  

水質データをより詳細に得るため、・月3回と観測頻度を高めた。さらに数理モデル中に含まれる  

諸速度定数を決定するために予備的な沈殿物調査および光合成実験を行った。夏期の平均リン沈  

殿速度は、12mg／m2・日となった。リンの物質収支から得られたリンの溶出速度は、25mg／m2・El  

で、室内溶出実験から求めた溶出速度1．5－5．7mg／m2・日よりも大きい。この理由として、室内実  

験では底泥からのnetの溶出速度を求めているのに対し、物質収支から得られるのは、netのリン  

の溶出分に、沈殿物の底泥付近におけるリンの分解による分が加わっているためと考えられた。  

（発 表〕K－94，K－99，K－132，EM53，e－2，e17，e50，eL51，eL53，e－55  

研究課題】t）音楽登化防止施策の設計・計画  

〔担当者〕合田 健■円井慎吾  

〔内 容）富栄養化のl防止対策として下水道の整備、下水処理水の系外放流、下水の3次処理、  

浄化用水の導入、下水道計画対象外の家庭廃水の処理、畜産廃水の処理などが考えられる。燕層  

で最も富栄養化防止の困難であると予想される霞ヶ浦を対象として、できるだけ実施に近い状況  

を想定して事業計画を策定し、事業費を算定することによって環境動態モデル、環囁評価モデル  

による効果的な防止施策を検討することを目的とする。   

富栄養化防止対策を考えるに当って、まず現状と要因の分析を行った。わが国の湖沼で著しく  

富栄養化が進んでいるのは児島湖、諏訪湖、霞ヶ浦、印旛沼、手賀沼であり地文学的因子として  

湖水谷横（Ⅴ）に対する流域両横（V）の比（W／V）とCOD、湖水容積（Ⅴ）に対する流域人口（P）の  

比（P／V）とCODの関係を他の湖沼と比較した結果上記のいずれの湖沼ともW／V、P／Vの割に  

CODが大きく、平地型の湖であることもあって湖沼の流域の開発が進み人為的負荷による富栄養  

化が進行していることが裏付けられた。富栄養化防」L対策をたてるに当ってはまず詳細な発生源  

の調査が必要であるが、霞ヶ浦の場合、流入する負荷是はリン2．3トン／日、窒素16．7リ日と概算さ  

れ、そのうち家庭、畜産、工場などの点源負荷はl）ンで94％∴窒素75％を占めると推算された。  

したがって霞ヶ浦においてはこれらの点源負荷をカットするために上記のすべての防止対策を実  

施するとともに底泥の綾漂、水田、ハス田などの肥料過剰供給の抑制、網生資の飼料投与制御、  

地表流出率低下を狙っての造林、造園などの方策あるいは無リン洗剤への切換えなども必要とな  

ることを明らかにした。また本年度は上記防止対策のうち、浄化用水の導入と‾F水処理水の系外  

放流についてそのルートの選定と概算事業費の算定を行った。   

那珂川から霞ヶ浦高浜入への導水ルートは那珂川と霞ヶ浦との水位関係、導水ルートの地形な  

どの総合的な検討が必要であるが暗渠方式の場合、5m3／secの導水で約388億円、10m3／secの導  

水で約475億円（距牡41km）の事業費が概算された。一方、霞ヶ浦河りヒセンターからの下水処理  

水の系外放流については500，000m3／目（約5．8m3／sec）を霞ヶ浦下流まで約34km送水するとして  

ルートの選定と概鼻事業費の鼻定を行ったが圧送方式の場合約322億円、自然流下方式の場合約  

428億円が必要と概算された。圧送方式の場合は地形の影響を受けることなく、ルートの選定が  

比較的容易であり工事費も自然流‾F方式より3割弱安価となる。自然流‾F方式は地形から十分な  

流速（1mノsec以上）をとることが不可能であり維持管動こ問題が多いことがわかった。  

〔発 表〕E／11，E－12，E－15，eL26，e－27，e－28  
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研究課題12）防止施策総合評価手法の開発  

〔担当者）内藤正明一中杉修身・北畠能房・原料幸彦・西岡秀三・青木陽二・原沢英夫■荻原清  

子（客員研究月）・浜田篤信（客眉研究員卜高橋 惇（客員研究月）  

〔内 容〕地域社会による湖環境の利用に及ばす富栄養化影響の定量化、及び防止技術の効果・  

影響を評価するモデルを作成することを目的とする。地域社会によって利用の対象となる湖環境  

には大別して3つの機能が考えられる；1）生産活動、消費活動といった人間活動により発生する  

汚濁物質の浄化・蓄横；2）資源の供給Ⅳこれには浄水、エ業用水、漁獲量のように湖環境の系  

外にとり去られるものと、養殖業、水浴のように生産の場ないしレクリエーションの場を提供す  

るものにわけられる；3）景観のようなアメニティー資源の供給。今年度は、第1にこれら各機能  

の利用に及ぼす富栄養化影響に関するこれまでの研究成果のとりまとめを行った。このうち、第  

2の機台引こ関しては、霞ヶ浦汚濁の影響が漁業や水道などにどうあらわれているかの定量的評価  

を試みた。すなわち、霞ヶ浦漁業中、近年著しい伸びを見せ、汚濁原因としても重要視されてい  

る養殖業における寓栄養化の影響の計量経済学的解析を行ったほか、ワカサギ・シラウオ漁業に  

おける汚濁の影響を収量減という観点から分析、解明した。水道の影響については、浄水生産過  

程での薬剤や動力のかかわりの実態を、季節的な変化でとらえ、富栄養化の影響の著しい7、8  

月が他の月とどのように異るか等を明らかにした。また箭3の機能に関しては、湖岸環境評価に  

おける被験者の心理的反応の特性を論じて、視覚的に捉えられる水の濁りや視野の広さ、水辺へ  

の近づき易さなどが、通常用いられる透視度、クロロフィル等の指標とどういう相関があるかを  

論じた。   

第2に、防止技術の影響評価モデルとして、生物浄化策（冬期のイサザアミ除ま）のワカサギ  

資源量に与える影響に関するシミュレーションモデルを作成することを試みた。   

第3に環境動態モデル等の他のモデルとここでの湖環境評価モデルの相互関連の解明に関して、  

人間環境評価実験施設（ELMES）の諸設備がどのように利用されうるかについて検討した。  

（発 表）K－100，K－101，Ⅹ」02，K－103，Ⅹ104，K－105，b、5  
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2，l．9環境汚染の遠隔計測・評価手法の開発に閲すも研究   

〔研究旭当部〕大気環境部：大気物理研究室・大気環境計画研究室  

総合解析部：第一グループ  

環境情報部二倍報システム蓋  

計測技術部：分析室  

技 術 部：理工施設管理室  

（研究期間〕昭和55年4月一59年3月  

〔研究概要〕広域化、複雑化された環境汚染の状況を把握し、広域の環境情報を解析し、環境施  

策に対する適用性の検討を行うため、遠隔計測・評価手法を総合的に開発することを目的として、  

以下の研究課題を設定した。  

1）大型レーザーレーダーによる広域汚染の計測手法の開発   

2）分光型レーザーレーダーによる汚染質空間分布の計測手法の開発   

3）環境パターン情報の処理解析手法の開発   

4）分布パターン情報を用いた環境汚染解析及びその環境施策への適用性の検討   

測定手段としては、大型レーザーレーダー（54年完成：研究課題1）を中心として、計測車搭  

載レーザーレーダー（同2）や航空機による観測（同1、3）、直接観測（同1、2、3）等の方  

法を用いて逆行される。   

初年度である55年度では、大型レーザーレーダーに関しては、装置の試験・較正方法の開発■  

確立、各種状況に対応した測定および制御のソフトプログラムの開発を行った。これを用いて10  

～20kmの規模の広域汚染分布や広域移流の測定を実施した（研究課題1）。   

計測車搭載レーザーレーダーを用いて道路近傍の浮遊粉塵の空間分布を測定し、汚染成分の直  

接測定と比較して複合型システムの基礎データとするとともに、差分吸収法レーザーレーダー  

（DIAL）によってNO2の浪匿分布の測定を試みた（研究課題2）。   

広域の水質汚濁状況を定量的に把握するために航空機を用し、て霞ヶ浦のMSS画像データを収集  

し、湖上での水質調査、分光放射輝度デ」タとの比較から、分光放射率と水質の間に特定波長填  

で相関があることを見出した（研究課題3）。   

分布パタ【ンを用いた環境汚染解析の研究として、点データから面データの作成、パターンデ  

ータを類似の地域に分割するクラスタリングの手法、パターンデータから雑音を除去する手法、  

広域汚染の総合才旨標の検討を行った（研究課題4）。  

研究課題1）大型レーザーレーダーによる広域汚染の計測手法の開発  

〔担当者〕笹野泰弘・清水 浩・杉本伸夫・竹内延夫・松井一郎・若松伸司・鵜野伊都志・鈴木  

睡  

〔内 容〕本研究では、大型レーザーレーダーの機能を拡充し、広域汚染計測手法を確立する。  

きらに、広域汚染の実態把捉ならびに、その時間的推移から広域の移流・拡散現象の解明に必要  

な汚染空間分布データの蓄積を計ることを目的としている。   

55年度においては、装置のハードウェアについては試験・較正法の開発と定常運転のためのメ  

ンテナンス手法の確立を図った。データ収集、処理関係では、基本的な測定および㈲閥プログラ  

ムの開発、データ処理・表示プログラムの開発を行った。観測実験はハードウェア試験・較正の  
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ための定常観測の他に半径10～20kmの小領域を対象として広域汚染分布、移流現象の観測実験を  

実施し、合わせて航空機による汚染分布観■札気象立体観測を行った。   

項目毎の主な研究の成果は以‾Fの通りである。  

（1）定常的な測定のための技術開発   

レーザー出力、光学系効率、スキャナー精度等の試験・較正法を開発し、定常的な点検保守を  

実施できるようにした。また試験データ用の信号処理プログラムを作成し、ミ土コン処理による  

総合S／N比検二禿法を開発した。  

（2）広域3次元データの処理・表示手法の開発   

ミニコン処理によるオンライン画像モニター7bログラムを開発し、観測結果のリアルタ●ィム処  

理を可能にした。また、オフライン処理では大型電算機のTSSビデオターミナル端末を利用し、  

対話型画像処理システムを開発した。  

（3）広域汚染分布の計測手法の開発   

広域測定においては大気減衰の効果に測定精度が大き〈依存する。計測法開発の基礎データと  

して、一定の測定精度を得るために必要な平均化時間を大気減衰率（視程）の関数として決定す  

るための予備観刺実験を実施した。また、航空機による汚染分布観測と合わせて、レーザーレー  

ダー観測を行った。  

（4）汚染質の広域移流、拡散現象の計測手法の開発  

レーザーレーダーによる移流測定法について歪み補正手法を開発し、ノト領域を対象として観潮  

実験を行った結果、タワー風速計による測定値と良い一致を見た。また、′ト領域（半径10kn－程度）  

内の風の分布について同時多点のパイパル観測を実施し、一般に剛－られることの多い単一放球  

バイバ／レ観測の問題点を明らかにした。  

〔発 表〕D17，d－43，dニ50，d、52．d－53，d－54，d62，d－66、l－18   

研究課題 2）分光型レーザーレーダーによる汚染質空間分布の計測手法の開発  

【担当者）杉本伸夫・竹内延夫・笹野泰弘・清水 浩．・溝口次夫・功刀正行  

〔内・客〕（1）経常研究で開発を行ったNO2濃度測定用差分吸収レ丁サーレーダーを車載型シス  

テムとするための改造を行い、これを完成した。また、このシステムを用いて、道路付近（戸Ⅲ  

市美女木）のNO2濃度分布の測定を試みた。  

（2）ミ一散乱レーザーレーダーと分光型レーザーレーダニを組み合わせた、複合型レーザーレ  

ーダーシステムを開発するための基礎調森として、単一線源と考えられる道路からの粒子状物質  

およびガス状物質の拡散状況の調査を行った。   

この調査でほ、大宮バイパス（戸田市美女木）において、携帯型ガス濃度測定器を用いた。  

CO、NO、NO2、粒子状物質の副完を、道路た垂直方向に距馳の異なる数点で行い、指数関数的  

減少を待た。‘これと同時に、ミ一散乱レーザーレーダナを用いて、道路と垂直な鉛直断面内の粒  

子状物質の2次元分布を測定した。その結果、道路からの浮遊粉塵が100m程度まで到達する場  

合もあること、信号等による交通量の変化によって複軌こ洩夜分布の振舞が変化するなどの所見  

か得られ美。  

（3）赤外領域の吸収を利用する長光路吸収法のシステムについては・、経常研究で得られた基礎  

データをもとに、以下の特徴を持たせてシステムの設計・製作を行った。・  

（9’クうイオスタットの構造を冷却器の振動を除去できる仕様とする。   

② CO以外の汚染気体にも伺いられる仕様とする。  
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③ 多重光路セルを用いた連続測定を行える機能を持たす。  

56年度に調整・測定を行う。  

〔発 表〕d－55，d－56，d－57，dT58，d－59，d－65  

研究課題 3）環境パターン情報の処理解析手法の開発  

〔旭当者〕宮崎忠国・安岡善文  

〔内 容〕遠l齢＝則手法により湖水域の水質汚濁状況を定量的に把握するため、霞ヶ浦西浦にお  

いて、昭和55年12月13日、航空機による画像データの収集を行った。また、航空機のフライトに  

同期して、湖上での水質調査、レーザーレーダーによる霞ケ浦上空のエアロゾル濃度分布データの  

収集、さらに、水中、水面での分光放射輝度データの収集を行った。   

航空機による画條データの収集は、ペンディックス社製MMSマルチスペクトルスキャナーによ  

り、霞ヶ浦西浦全域を高度6，000mおよび4，500mから、高浜入江地区を高度2，000mからデジタル  

画像データの収集を行った。湖上における水質調査ほ、湖全域20ポイントで、各種気象データと  

透明度、透視度、SSこCOD、仝リン、全窒素、クロロフィルa、および7ェオフイナンーaの測  

定を行った。測定ポイントの位置の決定はマイクロコンパスにより3点方位法で求めた。水中ラ  

ジオスベタトロメータは、米国スクリブス海洋研究所の開発した水中′J、型分光放射計MER－1000  

を用いた。センサには11ケの干渉フィルタ付シリコンダイオードを用い、測定中心級長は410、  

441、488、520、540、570、589、625、656、671、694nmで半値帽は±10nmである。また、水面  

での分光反射率の測定には、オプティカルサイエンス社のOSMO－601型ラジオスペクトロメロタ  

を用いた。分光器に回折格子を、検知器に光電子柏崎管を用い、400～糾Onm領域を2nmの精度  

で測定可能である。   

水中、水面ラジオスベタトロメータおよび水質データによる解析の結果、・水面での反射光の効  

果を除去すれば、分光反射率と水質は特定波長域でかなり良い相関を持つことが判明した。この  

場合の特定波長は、水中を透過する光の最大透過率の波長と分光反射率の波長分布にあらわれる  

クロロフィルの蛍光に起因する波長700nm付近のピーク波長である。また2つの特定波長り分光  

反射率の比または2つの特定波長の分光反射率の差と和の比と水質との関係は、クロロフィルに  

対して良い結果が得られた。この場合、クロロフィルの吸収の・最大値の波長440nmと700nm付近  

の蛍光によるピ）ク波長を特定波長として選択するとよい。これらの実験の結果、航空機により  

測定される分光反射率における水面の反射の寄与は、約20％程度と推定される。   

航空機による高々度からの水質測定では大気の効果も大きく、レーザーレーダーデータによる  

大気効果の補正、パスラジアンスの除去に関しての検討も行っている。  

〔発 表〕A16，AL17，A－18，Ar19，Ar20，A21，A－22，A¶23，a－16，a－20  

研究課題 ヰ）分布バターン情報を用いた環境汚染解析及びヤの環境施策への適用性の検討  

〔担当者〕内藤正明・大井 紘・宮本完明（客月研究月）  

〔内 容〕このサブテーマは、リモートセンシングによる環境情報が精度、経済性、安定度等す  

べての側面において実用レベルで得られるようになった時点で、この情報をどのように利用して  

環境施策の評価と策定に結びつけるかについて検討することを目的としている。   

リモートセンシングにより得られるデータの特徴の一つは広域的状況を面又は立体的にマクロ  

にとらえることである。これは従来限られた点情報でしかとらえられなかった環境状況を直接連  

続量として与えるので、その利用価値は大きいが、実用化までにはいくつかの準備が必要となる。  
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以下はそのような予備解析の成果及び経過である。   

川眉データの面的パターンへの変換   

従来のポイント観測の汚染データを面的パターンへ変換する内外挿手法について検討し、実デ  

ータによってその妥当性、パラメータ選択の考え方に一つの方針を得た。これは今後直接パター  

ンデータがリモートセンンングにより得られた時点でそれを従来データで検証するためにも不可  

欠である。  

（2）面的分布の分割   

点データをパターンとして把えるには、それぞれの地点の汚染値がもつ意味を明らかにしなけ  

ればならない。そのためのひとつの方法として、対象地域を汚染状況の別の類似性にもとづいて  

分割することが有用である。このために1）とは逆に、レーザーレーダーから取得される広域の汚  

染分布パターンから出発して、これをい〈つかの顆似度を導入して、地域分割を行うことの検討  

を進めた。また、地域分割のためのクラスタIjング・アルゴリズムについても検討した。この方  

法は4）の地域代表性を考える上でも重要である。  

（3）レーザーレーダー画像よりのノイズ除法   

現状においては、大型レーザーレーダーから取得されるパターンデータは障害物（鉄塔など）  

の存在によって、ノイズで乱されることがある。このノイズを除去しない限り、汚染濃度の画像  

データから、汚染湘兄の大局を把む上で妨げとなり、さらに、上記地域分割法を適用することも  

困難となる。そこで、2次元画條のフィルタリング、スムージングの手法を適用して、ノイズ除  

去を行う方法と、画像強調によって汚染パターンの明確化を行う方法の構成を進めた。  

（4）広域汚染を評価する指標及び地域代表性の検討   

パターンデータが広域について得られた時点で、これが環境評価にどのように結びつくかを明  

らかにするために、大気汚染を広域について一つの総合拍標で評価する考え方を整理した。また  

将来の観測システム合理化のための基礎データとしてもパターン情報がいかに用いられるかを検  

討し、ある種の方針を確立した。  

〔発 表〕B－39，B－40，Br41  
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2．l，10環境試料による汚染の長期的モニタリング手法に関する研究   

【研究担当部〕計測技術部：大気計測研究室・水質計測研究室・生体化学計測研究室・  

底質土】妾計測研究室  

総合解析部：第一グループ  

生物環境部  

〔研究期間）昭和55年4月一昭和58年3月  

〔研究概要〕本研究は長期にわたる環境汚染のモニタリングの手法の－▲つとして考えられる、組  

織的に収集保存した各種環境試料を長期的に保有し、数十年後に取り出して分析することにより  

変化を検出するいわゆる環境試料バンクの方法について取りあげ、その有効性について検討する  

とともに試料パンク実施のための基礎として環境試料の長期保存の方法を確立することを目ぎす  

ものである。   

また、日本列島における全国的な長期的環境汚染変化を検出するた捌こは、ベースラインとし  

てのバックグラウンド他を知っておくことが基本的に必要となる。従って、いわゆるバックグラ  

ウンド値を求めるための方法論を確立することも本棟究のもう一つの目標とした。さらに前者の  

目的と関連して、環境中に存在する各棟未確認物質をモニターするための分析法の研究、後者の  

目的をより高度に達成するため測定の高感度化、高精度化のための機器分析手法の開発を加えた。  

また環境試料の分析測定によるモニタリングにあたっては、汚染指標となる試料の選択、サンプ  

リング方法など試料の代表性が基本的問題となるので、これを含めて以下の重要な五項目のサブ  

テーマを設定して研究をすすめた。   

初年度である55年度においては、機器分析法の検討など部分的には成果が山つつあるが、各サ  

ブテーマとも研究は予備的調査、測定を終えて次年度からの本格化に進む段階である。   

また、本研究は本年度より運転を開始した試料埠と密接な関連をもっており、試料庫の運転が  

安是するとともに、保存法の研究の－・部として、パイロット試料バンクのために各校環境試料の  

収集保有を開始した。   

研究誅採 り 長期モニタリングのための試料の選定及びサンプリングに関する基礎研究  

（1）サンプルの代表性に関する検討  

〔担当者〕■河合崇欣・西川雅高  

〔内 容〕モニタリングを含め、環境評価に閑適する測定では、どのような試料を何時、何処で、  

どの位の頻度で採取するかということは分析他の精度や信頼性と同程度に重要である。特に環境  

中に生起した異常を早期に検知することを目的とし、長期間同一の測定を繰返してゆくモニタリ  

ングでは、代表性の問題は目的の成否の錘を握っているといえる。また効率を考える＿1二でも重要  

である。これらの問題と関連して、長期的モニタリングの立場から基本的検討を加える。   

被測定項目の正確な分析値が正価なのか異常なのかを判断するためには正しい現状把握即ち日  

常起りうる被測定項目の変動の範囲と要因が知られている必要がある。また濃度が安定している  

もの程異常の検出が容易である。水特研全域調査で月2固定期的に採取している湖水試料につい  

て溶有余属濃度をICPで測定し、Na、K、Mg、Ca、Sr、B、Siその他について位置的、時間的  

変化を調べている。Srの濃度は位置的にも峠田川勺にも変化が小さいことが見られたDNa、K、Mg  

など海水起源的、Siは河川水起源的惜脛を示し、逆相関をもって位置的変化をしているようである。  
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（2）モニタリングすべき生物椀の選定  

〔担当者）植弘崇嗣・佐竹研一・森田畠敏  

〔内 容〕環境・l－の微量汚染物質を測定する際、生物中の浪度をiRり定する手法は次の様な点で環  

境中の濃度を直接測定する手法に較べて優れている。  

（i）積分依：環境「トの濃度の直接測定が一時点での他であるのに対して、生物「I－の濾度はその  

生物の生きて釆た履歴を反映し、一種の積分植を与える。  

（ii）生物濃縮：直接測定では検出限界以下になる機屋な汚染物質でも、食物連鎖等を経由した  

生物濃縮過程により検出できる濃度に膿縮される。  

（ii∂ 生物に対する影響：例えば、水溶性の物質と水に不溶性の物質では生物に対する影響は著  

しく異なると考えられ、」甘か1－の浪度を測定することにより、生物に刈する影響を直接把握でき  

る。   

次に、どの様な生物枕をモニタリングの対象種とするべきか検討した。この様な柾としては、  

指標生物といわれる生物橙がある。しかし、環境中の汚染物質の濃度分布を知る巨川勺には、この  

様な特殊な生物種ではなく、むしろ普遍的に存在する生物横の方が良いと判断された。   

今年度は、植物を中心として検討し、茨城県筑波山、秋田県小坂町周辺彗より試料を採取し、  

植物中ならびに土壌「l】の金属含最を測定した。  

研究課題 2）バックグラウンド地域の選定方法の検討とそこにおける汚染レベルの調査  

〔担当者〕溝口次夫・明刀正行・伊藤裕煉・酎Il雅高・柚弘澄子・宮坂應子・安部喜也・大槻  

晃・河合崇欣・白石克明・佐竹研一  

（内 容）環境の濃度が過まに比べてどうか、これからどうなるかという環境の変化を知るための  

モニタリングは、人類の未来にとって、極めて禿要なことである。   

大気域については1960年代の初めから、都市域、工業地域などの高濃度汚染に対処するため、  

環境基準値との適合性のチェックのため、また、将死の開発に備えてのアセスメントなどの目的  

でモニタ】ノングが実施されている。ここで目び」としている広範囲の地域にわたる環境の変化を検  

知する観点からの環境のバックグラウンドモニタリングは、わが国ではこれまでほとんど行われ  

ていない。   

環境の娃体には大気、水、土壌などがあり、それぞれについてバックグラウンドの意義が異な  

るかも知れない。   
バックグラウンドとは何か、その定義について論ずる必要があるが、狭≡掛こは、人わ的号汚染  

の影響の全〈ないことと位置づけられよう。この意味でのバックグラウンド偶が求められる地点  

は、恐ら〈、現在の地球＿l∴には存在しないであろう。したがって、ここでは、現時点で得られる  

最も清浄な環虜での各成分の他を、一応、バックグラウンド値と考えることにする。   

本年度は初年度であるため、バックグラウンドに閲する従米の研究の調査および次のテーマに  

ついて研究をl欄始した。  

（1）火気城におけるバックグラウンド地点選定の万世の検討  

（2）バックグラウンド地点と考えうる地域での調査  

（1）については、バックグラウンド地域選定の方法として、物理的、化学的および物理化学的手  

法によるアプローチを行い、今年度はそれらのうち、次の各項目について検討した8  

（i）発生源（固定発生源およひ昭動発生源）からの水平および鉛屯方向の距離  

（ii）エアロゾル中の成分組成および粒径分布  

一46   



Gi）エクセルギー理論に基づくバックグラウンド他の評価   

佃 オゾン濃度の日変化  

（v）二酸化硫黄、一酸化窒素、二酸化窒素、一酸化炭素などバックグラウンド地域ではほとん   

ど存在しないと考えられるものおよび亜酸化窒素、メタン、二酸化炭素／オゾンなどバック  

グラウンド地域でも相当量存在すると考えられるものの濃度  

（2）については、大気、水および生物について、それぞれ一、二か所の調査を実施した。大気環  

境成分の開基は岩手県気仙郡三陸町および茨城県那珂郡緒川村で、それぞれ約一週間にわたって  

測定を実施した。その結果、前者については種々の文献に報告されているバックグラウンド濃度  

と比較して、測定の期l即こついては、人為的汚染の影響は極めて少ないと考えられるが、後者は  

広域汚染の影響を若干受けているように思われる。   

水城については摩周湖および琵琶湖がバックグラウンド地点を検討する上で有効かどうかの予  

備調査を行った。   

また、恐山湖およびその周辺の植物を中心とした調査を行い、バックグラウンド地点の検討を  

行った。  

〔発 表〕c－15，C10  

研究課題 3）環境試料の長期保存方法に関する研究  

〔捜当者〕安部喜也・安原昭夫・横内陽子・大槻 晃・河合崇欣・白石寛明・森田昌敏・岡本研  

作・植弘崇嗣・州馬光之・瀬山春彦  

〔内 容〕本研究は、環境試料の長期保存方法を確立することにより、長期的かつ組織的に保有  

した環囁試料の分析を通じて、環境の変化を検出し、長期間にわたる環境モニタリングに役立て  

ようというものである。   

環境分析のための保存法として、過去に研究されたものは、すべて比較的短期間（長くとも6  

か月以内）のものであり、数年以上の保存に関する情報はほとんどか、。このため基本的な保存  

実験から始めることとなった。保存性は、水試料、大気試料、生物試料、底質試料と、その母体  

となるマトリックス毎に性状が異なるため、各媒体毎に検討を加えることとした。   

7K試料については、琵琶湖北湖の水を採水し、重金属の保存性についての研究を始めた。   

大気試料については、大気粉ジンに着目し、粉ジン試料を長期保存した場合、その中に含まれ  

る有機成分がどの程度変化するのかについて経年変化を制定することとした。市街地で粉ジンを  

サンプ】1ングし、サンプIjング問の誤差と回収率、分析精度を調べ、残りを特定条件‾Fで保有し  

た。分析対象物質はベン明a）パイレンに着目し、他の物質についてはガスグロマトグラフー質量  

分析計でパターンを把握することにより行った。   

生物試料としては、代表的な指標生物である「むらさきいがい」を用い、このホモジネー1に  

約50種の化学物質を混合し、－196■c、－110dc、－800c、一200cで冷凍保存し、その保有中の変  

化を半年後、1年後、2年後の分析により追跡することとした。   

底質試料は∴霞ヶ浦よりサンプ・ノングしたものを用い、加熱減量、加熱による化学変化、ESCA  

による主要成分元素測定苛の予備的検討を行えた。またこの内に含まれるベンパa）パイレン、PCB  

についての分析を行い保存性に関する研究について一部研究のスタートを行った。   

以上のように各様媒体毎に保存性についての検討は始ったが、長期にわたる研究であるため、  

その結果が明らかとなるのは2年以上経過した後である。研究の結果が明らかとなってから、バ  

ンキングを始めるのでは、昭和50年代の試料は保有できないうらみもあり、一部の試料について  
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は、好ましい条件下において少量のパイロットバンキングを始めた。この中には、湖水、底泥、  

各種の魚貝顆が含まれており、昭和55年度の試料とした。  

研究課題 4）環境試料中の未確認物質の検索  

〔担当者〕安原昭夫・大槻 晃・白石寛明・森田昌敏  

〔内 容〕人類が作り出し、現在実験に使用されている人工物賓は数万点に及ぶが、更に年々新  

しく開発されている。しかし、その有益性の反面、使用中に又は使用後の廃≡棄を通してそれらが  

環境を汚染し、自然における生態系に深刻な影響を与えつつある。   

本研究では環境中で残留性が高く、更にその汚染により直接に或いは生物濃縮等を過して、人  

体への影響が懸念される物質を中心に検索し、環境汚染物質のモニタリングの新しい対象物質と  

して取り上げるべきかどうか検討を加える。   

現在まで、残留怖が高く、人体影響が懸念される化合物は見い山されていない。   

しかし、霞ヶ浦湖水及び底泥中には鯉養殖の影響と思われる飼料中に添加きれる酸化防止剤2．  

6．ditertbutylphcnyt tolueneが存在することが確認され、また大気粉塵rTlには高級脂肪酸の  

存在が確認された。  

研究課題 5）微量汚染物質の高感度分析法の研究  

（1）有機ヒ素のモニタリングのためのHPLC－ICPの開発  

〔担当者〕森眉昌敏・植弘崇嗣  

〔内 容〕日本人の食生活に深〈人っている海草中にはヒ素が高濃度で存在することが知られて  

いるが、このヒ素の存在状態を明らかにするため、高速液体タロマトグラフ（HPLC）と誘導結  

合アルゴンプラズマ（ICP）を励起源とした原子発光分析を組み合わせた装置を開発、実用化す  

ることを目的とした。  

ICPとしてJar，el－AshのATOMCOMP750を用いた予備的段階で、無機のヒ素（IIl価、Ⅴ価）、  

アルセノベタイン、ジメチルアルシン酸、メチルアルシン酸等が分離、定量分析でき、乾燥海草  

中におけるヒ素は無機体が多く一部アルセノベタインも含まれることがわかったので、HPLC－  

ICP専用の発光分光分析機として1CPreche11e型の分光器を開発しつつある。eChe11e分光器付  

属の励起源である直流プラズマ（DCP）を用いたHPLC－DCPについては尖試料についても測  

定を試みたが、ヒ素の感度は1CPに比べ1桁程度悪かった。高出力のICP励起源を採用して、有  

機溶媒を用いたHPLCも可能となり、有機ヒ素化合物の分析が更に高分解能で行えるか検討を加  

えている。  

〔発 表〕c－23，C－24   

（2）レーザーラマン分光による底質、土壌中の汚射ヒ合物の直接分析法の研究  

〔姐当者〕相馬光之・瀬山春彦  

〔内 容〕レーザーラマン分光法は分子を同定するに必要な情報を豊富に提供し、かつ底質、土  

壌のような複雑なマトリクス中でもin situの測定が可能な方法である。この特色を生かした汚染  

化合物の同定、走塁、状態分析法を確立することを目的としたら   

予備的検討の結果、レーザーラマン分光の有効な応用の対象として、（イ）底質、土壌より分離し  

た有機化合物の同定、（ロ）底質、土壌粒子＿l二の吸御大態の測定、い固液混合系における汚染物質の  

存在状態の副完、（⇒混合系における局所分布の測定、などが挙げられた。このような測定が多様  
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な分子に対して行えるように測定装置は迷光の少ないトリプルモノクロメータ型の分光光度計を  

基本とし、顕微鏡により像監視をしつつ微小点分析を行う装置を増設できる仕様とした。モデル  

系として除草剤パラコートのモンモリロナイトヘの吸着をとりあげ、パラコート結晶、水溶液、  

吸着系のラマンスペクトルの測定を試みた。媒体の干渉が少く、広い披数範囲にわたり吸着状態  

のスペクトルが測定でき、結晶、溶液状態との違いがわかるら 阻液混合系でも良質のスペクトル  

が測定されラマン分光法の特徴が示された。  
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2，2経．常 研 究＊  

2．2，1環 境 情 報 部  

〔研究概要〕   
環境情報部は∴環境・公害に関する情報の収兼、処理および評価方法に関する情報科学的研究  

をてテっており、その研究成果は、広く環境科学研究の方法論の確立に資するとともに、当部のも  

う一つの任務である環境・公儀に関する広範な情報の収集、整理、保守および提供に関する業務  

の効率化に寄与している。   

環矧こ関する情報のうち、大気や水質等の環境監視結果を含む数値情報については、その計測、  

収集方法ならびに収発した情報の利用方法に閲し、計測工学的、数理統計学的研究を進めており、  

本年度は、環境データの特徴抽出の方法とデータの要約（指標化）の方法について検討した。   

環境の画像惰潮に関する研究は、航空写真や衛星画像等の画像データから有効な環境情報を抽  

出L、解析・評価するための画像処理システムの聞発を目的とし、本年度はすでに開発した対話  

型画像処理システム（王PSEN）の処理速度の向＿1二と入力機能の拡大を目標として、装置の朋畠と  

関連70ログラムの作成を行った。また、人工衛星、航空機、レーザーレーダー等の2次元、3次  

元テ」タから環境情報を袖山するための物理・統計モデルを開発した。   

－一方人工衝晃子ータによる環境情報の蓄積と解析に関する研究では、その利用1Lグ）問題点を明  

らかにするために、水質推定モデルによる水質分布図や山地残雪深度分布図の作成、枇l三現存量  

の推定などを行い、人工衛星データ利用の有効性を検証した。   

また、望ましい環境を積極的に形成するための環囁汚染制御システムの設計方法に関与する数  

理的諸方法の研究も行っている。本年度は、①水資源の有効利用と環境保全のための最適利水シ  

ステムの構成、およぴ②流量が周期的に変動する汚染物処理システムの樵作と設計を対象として、  

そめ数理的決定方式を検討した。   

環境公害分野における文献検索を効率的に行うための手段として、現存する種々の環境用語シ  

ソ【ラスについて、その【乱際的な互換性をもたせるための調査研究を行った。  

研究課題 環境数値情報のデータベースに関する基礎研究  

〔担当者）J酎崎昭太・松本幸雄・宇都宮陽二朗・袴田共之・新藤純子・古川満信・芳賀敏郎（客  

月研究月）  

〔期 間）昭和54年4月1昭和59年3月  

〔内 容〕大気環境測定㈲牒について、荊・年度に引き続き、多変量解析法を通用して、測定偶の  

変動特性を検討し、境目問相慨ではオキシダントと他の項目との相「謁が低〈、SO2やNOxとは発  

生機構が異なることが示唆された。また、主成分分析の適用により測莞満の特徴が抽出できるこ  

とを明らかにした。   

環境テ⊥タに対する多変造時系列解析法の適用を試み、MAモデル、ARモデルおよぴARMAモ  

デルの大気測定他への適用について検討した。   

判別関数による環境テ」タの特徴袖山について検討し、下水汚泥のコンポスト化指標の導H1法  

■〔発表〕に記載された記号は5草成果発表一覧の託・引二対応する。  
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を明らかにした。   

水質環境の評価のための手法を検討するとともに、水質と社会経済条件との関係についても検  

討し、水質予測モデルを開発中である。  

（発 表）K－126，Ⅹ－127，A－6，a－15，k－12  

研究課題 環境画像情＃処理システムに関する研究  

〔担当者〕宮崎忠回・安岡善文  

（期 間）昭和51年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕今年度は、対話型画像処理システム（IPSEN）の処理速度の向上のため、高速画條演  

算装置を導入し、その関連プログラムの開発を行った。高速画像演算装置はパイプラインプロセ  

ッサーと4校の画像メモリ（512×512×1バイト）から構成されており、処理速度の向上と高度  

な画像処理ソフトウェアーの開発が可能になった。また、カセット磁気テープ装置の付加とその  

データ処理プログラムの開発により、フィールド等で測定されたカセット磁気テープデータの処  

理が可能となった。さらに、人工衛星、航空機、レーザーレーダー等による画像データから環境  

情報を抽出するための物理・統計モデルの開発、特に水質の定量化のためのモデルの開発と、大  

気補正や水面反射光の除去に関する手法の開発を行った。  

〔発 表〕A－16，A－17．Ar18．A－19，A－21．A－22，Ap23，Ar24，B－4，B－6，  

a－16，a－17，a19，a－20  

研究課題 衛星写真データによる環境情報の蓄積と解析に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・腐崎昭太・袴田共之・松本幸雄・土屋 巌・増田啓子  

〔期 間）昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕人工衛星により観測されたデータを環境情報として蓄積するために必要な解析手法に  

ついて検討するとともに、研究対象地域（関束・東北・北海道）の地上観測データを収集した。   

関東地方については、霞ヶ浦の湖上観測データをもとに、80年1月19日、80年2月6日の水質  

推定モデルを作成した。前者のモデルをもとに関東と東北南部の8湖沼について水質（透明度）  

推定分布図を、刺ヒ地方についてはLANDSATデータを用いた％万地形図対応の山地残雪深度分  

布図と2同期分のデータによる定量的流出方程式の作成方法を開発した。北海道については、植  

生現存量の推定モデルを作成するために現地データを収集するとともに、解析手法の検討を行っ  

た。  

〔発 表〕A－4，A【5，A－7，a－6：a－8，a－10，a－11   

研究課庸 環境汚染制御システムの設計のための方法論に関する研究  

〔旭当者〕大井 紘■  

〔期 間）昭和54年4月」昭和58年3月  

〔内 容〕55年度においては、まず、用水の使用・処理・循環再使用を含む、大規模な利水シス  

テムの毅遺構成問題、すなわち、水使用ユニット・水処理ユニットの大きさを走れ同時に、用  

水流のユニット問の分配量を決める間項の解決法の解法の研究を推進した。特に、新水流が複数  

本の場合の解決法を与え、この方法では、薪水流がユ本の場創こついての方法の利点がほぼ保持  

きれることを示Lた。   

次に、回分的操作などにより生ずるところの、流量の周期的に変動する汚染物流を処理するた  
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めのシステムにおける、汚染物発生源の操作のスケジュールの決走法と、スケジュールの余裕範  

囲とを与える理論の精密化を行うとともに、操作のスケジュールの同時変更の問題を検討し、そ  

の－・部については、解決を与えた。  

〔発 表〕a－3，a－4  

研究課題 環境・公舎シソーラスの開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕春山暁美  

〔期 間〕昭和54年9月一昭和57年3月  

〔内 容〕55年度は、国際的な互換性をもつ環境用語シソーラス開発に必要な用語処理手法の検  

討を行うため、三つのシソーラス（Environmentalmicrothesaurus，Environmental／chemical  

thesaurus，JICST科学枝争Ⅰ守用語シソvラス）及びその他の環境分野索引用語リストから収集し  

た環境用語約16，000語をもとに、機械可読のシソーラス用語フ7イルを作成し、これを用いて、  

用語問の照合および関連づけの方法について検討した。また、異なる言語で作成された同一分野  

用語シソーラスの間の互換性に関して、その間題点を分析し、語彙間の調整の可存㌢性について検  

討した。さらに、全分野用語シソーラスの「l－から、環境・公害マイクロシソーラスを作成する方  

法についても検討を行った。  

〔発 表〕A－10  
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2．2．2総 合 解 析 部  

〔研究概要〕   

本研究部の使命の一つは、大規模な目的志向型プロジェクト研究の尖施にある。従来これは他  

の現象解析部が小心になって行う特別研究の中に、当部スタッフが参加することによって一部尖  

現してきた。しかし部佃有の研究についても、本来の学際的体制を生かした総合研究を実施する  

段階に釆たとの判断によI）、本・年度はこれまで比較的小規模で行ってきた諸テーマを大きく次の  

三つの課題に整理・統合した。  

1）環境面よりみた地域交通体系の評価に関する総合解析研究   

2）生活者による地域環境保全に関する研究   

3）環境・公害仇1二研究の方法と体系化に関する基礎的研究   

そしてこれらそれぞれのテーマは、部の大半のスタッ7が各自の専門性を生かす形で参画する  

ような、総合的かつ問題解決指向のものとして設定した。   

このl勺第1の課題は、今日地域住民の生活環境破壊の簸も大きな原因の一つとなっている交通  

公害を取り＿l二げ、その総合評価の理念と手法を広く検討すると共に、具体的な射卿こよって、主  

要道路の環境診断を実施しつつあるものである。第2は環境質を支配する大きな要素として、そ  

こに生活する各人の生活行動様式があることに着目した新たな視点からのアプローチにもとずく  

研究である。   

第3のテーマは環境関連研究のあり方について長期的に検討を続けているもので、現時点で直  

ちに結論の拙るものではないが、当部の研究の長期的方向性を決める根拠をうるためにも必要な  
課題である。   

なお⊥記3課題に加えて、今後の総合研究の芽として、「行政計軌こおける環境配慮の実態及び  

方法論に関する基礎的研究」を取り上げ、予備的検討を行った。  

研究課題 環境面よりみた地域交通体系の評価に関する総合解析研究  

〔担当者〕内藤正明・乙間末広・飯倉善和・後藤典弘・田村正行・落合美紀子・丹羽富士雄・原  

村幸彦・森田恒幸・西岡秀三・青木腸二■原沢英夫・溝口次夫（計測技術部）  

〔期 間〕日珊155年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕自動車交通による沿道の被害状況を総合的に評価し、公害対策代替案を比較検討する  

手法を確立することを最終目標として、（1）環境影響評価耳掴の柚Ⅲと総合評価方法の検討を行い、  

（2）土浦了ド域における交通量・大気汚染・騒音振動の測定を実施、（3怖街地における騒音伝播・大  

気汚染拡散のシミュレーションモデルを開発し土浦バイパスの環境影響刊Rlほ行った。また（4）交  

通流による心理的影響の測定を行い、その評価方法を提案し、（5）土浦市域住民を対象として意識  

調査を尖施し、（6）人F訃環項評佃実験施設（ELMES）の一部として沿道周辺交通公害の状況を図  

示・評価する画像処理システムを開発した。  

〔発 表〕B．一19，Br39．Bp50，Bp51，bL7，b12，b16，b‾17，b181bJ19，  

b－20，b21   

研究課題 地域における生活環境の保全に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典ぢ皐・中杉伯身・北計能房・原料幸彦・西岡秀三・青木陽二・原沢英夫・宮崎一忠  
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国（環境情報部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭利56年3f】  

〔内 容〕（1）地域住民が生活環境をどのように認知・評晒しているか、（2）日常生活における住民  

と生活環境との係わり方、（3り也城環境改善のための住民参加方式のあり方、を検討した。（1）につ  

いては、地図を用いた景観評価の方法により、行動周と関連した評価の結果を得た。また（2）につ  

いては、標本調査データにもとづいて生活環境の類型化及び住民による廃棄物の排肛行動を規定  

している要因について解析した。さらに（3）については、住民参加会議方式改善に関する一連の会  

議実験の成果を整理した。また、これらの研究を補完するものとして、生活環境保全施設の最適  

立地及び画像処理装置による多変量グラフ解析法についても研究を行った。  

〔発 表〕B6，Br43，B－47，B49，B－52，B－53，B－54，b－1，bL2，b－3，b，4，  

b－8，b19，b－11，b－13，b－14  

研究課題 環境・公害防止研究の方法と体系化に関する基礎研究  

【旭当者〕内藤正明・中彬修身・後藤典弘・北畠能房・丹羽富士雄・西岡秀三・加藤公輝（研究  

企画官）  

【期 間）昭和53年4月昭和56年3月  

〔内 容）本研究は、既存及び現行の環境・公害関連研究を再検討し、これに対する学際的な研  

究方法と研究体系の確立に資することを目的とするもので、本年度の成果は以下の過I）である。  

まず、現在我国で環境に関連する語学科、大学院としてその研究・教育に携っている機牒＝こつい  

て、文部省特別研究の一環としてなされたサーベイデータを利用し、環境研究全体を、その基礎  

学問領域から現実の環境問題に結びつける一つの体系として整理した。その結果、これは以前我  

我が“環境三学の体系’’として提示したフレームとよく対応し、今後の学際的研究推進における  

分野構成のあり方に一つの指針を与えるものであることを認めた。  

〔発 表〕B－42  

研究課題 行政計画における環境配慮の実態及び方法論に関する基礎的研究  

〔担当者）後藤典弘・森酬亘幸  

〔期 間〕昭利55年10月昭和5開こ3月  

〔内 容〕行政計画への環境配慮を促進させるための代表的な政策である「環境アセスメント」  

をとり上げ、この政策の実態的な政策効果を見出すため以下の研究を失地した。  

（1）政策効果の規範分析：環境アセスメントに関する国J勺外の代表的な文献等をサーベイし、  

期待されている政策効傑の全容について内容分析を行った。  

（2）川崎市における実態調査：（1）の分析に基づき、川崎市の環境影響評†附こ関する条例の適用  

を受けた指完開発行為について、関係住民、指定開発行為者及び償聞コンサルタントを対象とし  

たアンケート調査及びインタビュ⊥調査を実施した。  

（3）政策効果の実態分析：（2）の実態調査の結果をもとに、環境配慮、費用負挫、情報交流、信  

頼関係等、各校の政策効果の実態について分析した。   

なお、上記の研究の他、「計画アセスメント技法の体系化に関する調査研究」及び「環境アセス  

メントにおけるコミュニケーション技法の開発」の2つの環境けプロジェクトに参加し、貴献し  

た。  
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2．2．3計 測 技 術 部  

〔研究概要）   

本研究部は人間をとり囲む環境の状態とその変化を正確に把握してゆくという立場から大気、  

水、底質、生休に含まれる各種環境汚染物質の分析方法を研究するとともに、計測方法の標準化  

と自動化等、計測技術の改良、開発を行うことを目的としている。   

研究室構成は．大気計測，水質計測、生体化学計測および底質土壌計測研究室と対象別で、い  

ずれもそれぞれの媒質中における汚染物質の分析方法の研究を中心として行う。全体的にみれば、  

各媒質中における微量の汚染元素の定量法と、その存在状態の解明、および各媒質中の微量汚染  

有機物の系統的な分析法の確立ということにまとめられる。前者については、原子吸光分析法、  

プラズマ発光分析法、けい光Ⅹ線法、電子分光法等を主要な手段として用い、後者では、各種ク  

ロマトグラフィーと各種質量分析法との組合せによる分析法および赤外分光法、NMR法等を武器  

とする。いずれも機器分析法が中心であるが、既存の装置を利用するのみならず、多要素モニタ  

リングシステム、HPLC－ICPシステムといった測定システムの開発、イオン一分子反応の設計  

といった分析法のための基礎朋究をすすめていることも本研究部の特徴である。さらに分析法の  

標準化、精度管理につながる研究として、標準ガス発生装置の研究や、環境標準試料の作製法に  

つし、て力をいれている。前年度作製した標準試料NIES－No3（、クロレラ）について各方面に分析  

依頼してその保証値を決める作業を進めるとともに新たにNIESNo4（血清）、No5（毛髪）を作  

製した。また分析室でも共通機器関連業希および火気モニター棟の管理を行うかたわら、大気中  

SOx、NOx等の各棟自動測定法の精度の比較検討を行った。   

本年度より特別研究「環境試料による汚染の長期的モニタリング手法に関する研究」がスター  

トし、本研究部が中心となって、以下の経常研究と並行して研究をすすめている。いずれも基本  

的には ▲一環境モニタリング’■ という概念につながるものである。  

研究課題 降水中の汚染物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕安部喜也・藤井敏博・安原昭夫・伊藤裕康・西川稚苗  

〔期 間）昭利52年4月、昭和57年3月  

〔内 容）（1）プラズマ発光分光分析法を用し、て降水申の微員汚染元素の多元素同時分析を行う  

ための、雨水のサン70リング装置の試作および濾縮法の検討を行った。蒸発濃縮法と APDC－  

DDTC抽出法とむ組合せることにより、降水［I．c7）20元素（B、Na、Mg、Al、Si、P、K、Ca、  

Ti、V、Cr、Mn、Fe、Ni、Zn、Sr、Cd、Sn、Pb）について、pPt－PPbレベルの測定が精度  

よく行えることが明らかになった。  

（2）パフ0リング法およぴ、低温濃縮サンプリングによる降水中のメチルフランの測定法の前段  

として、空気中のメチルフラン浪度のGC－MSによる測定法の検討を行った。倹出限界0．1ppbで  

精度よく測定出米る方法を開発し、二三の環境大気について応用を試みた。  

研究課題 大気中の微量有機物貿の測定に関する研究  

（担当者〕安部音也一膝井敏博・構内陽子  

〔期 間〕昭和52年4月一昭利57年3月  

【内 容）り）前年度試作した拡散セル法、流景此混合法を組合せた標準ガス発生装置について  
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検討を行った。数10ppbレベルの発生渡度でほ定常状態到達時間及び傾度の長暗閏ほ定性につい  

て良好な結果が得られた。引き続き、二段希釈のための微少流量制蘭部分に改良を加えたシステ  

ムについて検討を行っている。  

（2）バックグラウンドレベルのNMHCとしての重要性が指摘されている大気中の植物起源有機  

物質については未解決の問題が多い。その基礎的知見を得るため、針葉樹林内のモノテルペン濃  

度の季節変動、日変動を測定し、気象因子等との州閲を調べた。また、針葉樹の菓、その放出ガ  

ス及び林内の大気について種々のモノテルペンの存在比の比較を行い、大気中のテルペン濃度を  

決めている因子についての考察を行った。  

（発 表）c－20，C－1，C3，C4，C－26  

研究課題 環境中に存在する悪臭物質の同定と定量に関する研究  

〔担当者〕安原昭夫・横内陽子・藤井敏博・安部富也・菅原 淳（生物環境部）  

〔期 間〕昭利52年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕く1）加令に伴なう隊発車の臭気成分の差異を調べるために、生後6過日より29週目ま  

で毎週、糞を採取して真空蒸留法で臭気成分を分離、GCおよぴGC／MSで分析を行った。生後  

10週目で人工乳から普通飼料に切りかえられた。糞中の水分含量は全期l甘を通じて、約70％前後  

の他を示した。糞り】の臭気成分の変動パターンは大まかに6つのタイプに分類できた。  

（2）霞ヶ浦から採取したアオコについて、新鮮な時と、腐敗させた時の臭気成分を真空蒸留法  

で分離し、GCおi：ぴGC／MSで分析した。  

〔発 表〕cL16，C－17．CL18，CL19．c－25  

研究課題 化学イオン化質量分析法のためのイオン一分子反応の設計に関する研究  

〔姐当者〕藤井敏博  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕環境分析に乗要な超高感度測定法としての化ギ：イオン化質量分析法にとって、イオン  

分子反応の基礎的研究は不可欠である。本研究では反応速度定数、反応経路、熱力学的データ等  

の基礎データを収集し、粗々のイオン一分子反応設計を行うことを目的とする。今年度は前年に  

ひきつづきTownsend放電を利用した、イオン分子反応用化学イオン順を試作し、四韮梯型質量  

分析計に装新して、その性能特性の測定を行った。  

研究課題 天然水中の溶存有機化合物の同定と定量法に関する研究  

〔担当者〕白石究明・大槻 兇  

〔期 間〕昭和52年4月昭和58年3月  

〔内 容〕天然水小に存在する微量有機化合物の同定と定還は、水質を評価する＿Lで極めて重要  

である。  

（1）化学結合型充填剤を用いる溶存有機化令物の濃縮・分離法を高速液体グロマトグラフを用  

いて検討した。都了1挿J川水から人為起瀾と恐れる蛍光物質が濃縮・分離された。構造は現在検討  

■いである。  

（2）水溶性高分子化合物の部分化学梢造をイソプロパノールを溶媒とする水素化分解物により  

推定した。テトラリンを溶媒とする場合と同様に、直鎖のアルカン頬、ステラン鞄が同定された  

ほか、高級脂肪酸のイソプロピルエステルが検出された。カルポニル基周辺の構造的知見を得る  
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ために、LiAID4で還元処理した後、熱分解した。生成物のなかで特に低沸点部分に重水素が含ま  

れることを示した。  

研究課題 外洋の特定汚染物質′くッタグラウンドレベルモニタリングのための測定法の研究  

〔旭当寺〕大槻 晃  

〔期 間〕昭和55年3月一昭利56年3月  

【内 容〕uNESCO－IOC・WMO・UNEPが合同で行う「外洋の特売汚染物質モニタリング・  

バックグラウンドレベル計画」のパイロット研究に参加するため、これに関連した重金属測定法  

の確立に関する研究を行う。   

外洋の立会属濃度は極めて低く、それを濃縮する方法として、ジチオかレバメイトとキレート  

を作り、クロロホルム袖山後、硝酸溶液で再摘出しこれを蒸発乾田する。これを硝酸溶液で再溶  

解した後、ICPで多元素同時分析する方法を確立した。さらに大西洋パーミューダ沖で採取した  

共通試料の分析をおこか－、工OCに報告した。  

研究課題 電気化学的計測法を主体とした多要素同時モニタリングシステムの開発研究  

（担当者〕河合崇欣  

〔期 間〕昭和52年4月一昭和58年3月  

〔内 容〕水城を含め環境のモニタリングではR変動、季節や主要生物群の交替、気象変化など  

に伴なって生ずる複雑な日常的変動に束なって現れる異常を高感度に検知する必要かある。その  

ため個々の測定項目を独立に見ている場合には感度が非常に落ちてしまうのをまぬがれない。こ  

こでは光合成速度・呼吸活性に視点を置いて最少限の測定項目の組合せから最も確度の高い情報  

を得る高感度モニタリング装置を組立てることを目的としている。  

（1）山王川準自然実験地での実験結果を検討整理した。in vivoクロロフィルの蛍光に対する  

光影響、pHの長周期変動と藻類増姐・・等。  

（2）多罪柑自動連慮畑l碇システムを湖上で稼動するための準備を進めた。フロートステーショ  

ン、電源問題、専用計副機等。  

研究課壌 ECP－F’DMS－CPUシステムの環境試料中の微量難揮発性有機化合物分析への応用  

研究  

〔旭当者〕大槻 晃・白石究明  

〔期 間〕昭和54年4月昭和56・午3月  

〔内 容〕今日まで適当な分析手段が存在しなかったために、測定が非常に困難でありまた見す  

ごされて乗た多くの粗揮発性化合物の同定と定量法の開発にECP－FDMS－CPUシステムの応  

用を試みる。  

（1）ポリオキシュテレンアルキルエーテルは代表的な非イオン性界面活性剤であるが、非常に  

複雑な眼合物として利用されており、また炸揮発怖でもあるため、環境水中の微量分析は非常に  

醤牒であった。■これらをⅩAD－4捌旨で水小から隠繍分離し、アルカリ金偏塩の共存下でFDマ  

ススペクトルを測定することにより、高感度（数＋咽）で同定・定義する手法を確立した。  

（2）F亡）MSを用いることにより、河川水小からポリ70ロビレングリコールが検潮された。  
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研究課題 指標生物中の無機元素の量と存在状態、およぴその分析法に関する研究  

〔担当者〕佐竹研一・岡本研作・森田昌敏・植弘崇嗣  

〔期 間〕昭和52年4月「昭和56年3月  

〔内 容〕（1）けい光Ⅹ線分析法では試料に含まれる多元素を試料の非破壊のままで分析するご  

この分析法を生物試料の分析に応用するため、従来多くの生物試料について問題となっていた前  

処理法の基礎的検討を行い“炭化法、’として提案した。この方法は試料を3000c、2時間の条件下  

で炭化し、これを粉末としてけい光Ⅹ線分析梢の試料とする方法である。用いた生物試料はそれ  

ぞれ、セルロース、キチン、スクレロ70ロティン、ミオシンとアクチン、リン酸かレンウムとコ  

ラーゲンとムコポリサッカライド70ロティン、炭酸かレシウムとコンキオリン等を主成分とする  

ものであったが、特に炭酸カルシウムを多量に含む海産の貝をのぞいて結果はいずれも良好であ  

った。炭化に伴う揮散はK、Ca、Mn、Fe、Cu、Zn、Co、Ni、Rb、Sr等の元素には見られなか  

ったが、Seについては揮散が確認された。  

（2）けい光Ⅹ線分析法による微量分析法を発展させるため、微遥のH2Sの定量法を検討した。  

用いた方法はH2Sを酸性条件下でCuと反応させてCuSとして沈澱し、cuの量をけい光X線で分  

析しH2Sの量を求める方法であり、良好な結果が得られた。  

〔発 表〕C9，C10，C11，C－12，C16，C－17  

研究課題 環境中の発ガン物質の分析法に関する研究  

〔担当者）森田邑敏  

〔期 間〕昭利55年4月一日銅口60年3月  

〔内 容〕飲料水「いのトリハロメタン苛の低級ハロゲン化合物の分析において∴スプリットレス  

インジュクターを用いたガラスキャピラリーカラム分艶を応用し、精度の高い分析法を確立した。   

また多環芳香族炭化水素の分析法として、けい光検山器を装備した高速液体クロマトグラフィー  

を応用し、各棟の環境試料、食品分析等を行った。通常のクロマトグラフィーで分離し難い、ペ  

ンゾ（k）フルオランテン、ペンゾ（a）パイレンも、けい光波長を選択することにより算出すること  

が可能となった。  

研究課題 人間の体液および臓器中の元素の存在量と存在状態に関する研究  

〔担当者〕植弘崇翻・森田昌敏  

〔期 間）昭和54・牛4月一昭和59年3月  

〔内 容〕（1）金属タンパク贋の分析   

HPLCLDCi⊃を用いて、各種金属タンパク質の分析を行った。市販の多くの金属タンパク貿は  

各校の重金属をしばしば含有し、その有在比を明らかとすることができた。  

（2）ヒト毛髪の分析  

ICPを用いたヒト毛髪の多元素同時分析の可能性について検討した。NtES No．5として作製し  

た毛髪について分析法を検討した結果、Mg、Al、Ca、Ti、Mn、Fe、Cu、Zu、Srは200倍希釈  

レベルで測定可能であった。2倍希釈レベルで可能であった元素はCd、Ni、P．Co、Na、Pbこ  

Cr、Uであった。しかしAsやBは分析が閣難であった。  

〔発 表〕c，6，C－23，C－24  
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研究課題 環境標準試料の作製と評価に関する研究  

【担当者）岡本研作・森田昌敏・槌弘崇嗣  

〔期 間〕昭和52年4月一昭和58年3月  

〔内 容〕本年度は、環境標準試料NIESNo．2「地底質試料」中の13元素について保証値（Certified  

Value）を、12元素について参考値（Reference Value）を決定した。   

NIES No．3「クロレラ」について試料の均一性のチェックを行い、本試料は標準試料として十  

分に均一であることが判明した。また、クロレラ試料中の元素含有量を原子吸光法、プラズマ発  

光分析法で分析すると共に、国内の23か所の分析機間にクロレラ試料の分析を依頼し、保証他の  

決定に必要な分析データを得た。   

環境標準試料NIES No．4として「人血清」（10，000本）、No．5として「頭髪」（1，100本）の調製を  

完了し、試料の均一性のチェックを行った。  

〔発 表〕K一犯 K－81，K－82．K－85，C－6，C－7，C10，C－21，C22  

研究課層 底質、土壌中の金属イオン等の存在状態の測定に関する研究  

〔担当者）瀬山春彦・相馬光之  

〔期 間〕昭和55年4月昭和59年3月  

〔内 容）重金属イオン等環境汚染物質の底質、土壌構成粒子中への移動、粒子中での分布、電  

子状態、化学変化等存在状態に関わる問題を種々の測定を組合せて調べることを目的とし、初年  

度にあたる55年度には粘土鉱物中の金属元素等の分布、状態をⅩ線光電子分光法（ⅩPS）により  

検討した。1）ⅩPSにより粘土鉱物に吸着した交換性イオン、骨格を構成するSi、Al、Mgについ  

ても定量的な分析が可能である。2）モンモリロナイト中の交換性Mgと－ケイ酸アルミニウム骨格  

層中のMgの電子状態の違いをⅩPSで区別でき、交換性Mgは典型的イオン化合物中のMgに対応  

している。3）パラコート等の有機イオン、分子イオンの粘土鉱物中での同定、定量もできる。な  

どの点を明らかにした。  

〔発 表〕c－18，C－19  

研究課題 底質、土壌中の有機化合物の存在状態の測定法に関する研究  

〔担当者〕相馬光之  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和59年3月  

（内 容〕底質、土壌における有機化食物の存在状態の測定法として赤外分光法をとりあげ、粘  

土鉱物と芳香族炭化水素及びその塩素化物との相互作用に関して赤外線吸収スペクトルにより得  

られる知見を調べた。銅モンモリロナイトに吸着したトルエンにはスペクトルの温度変化から3  

種の吸着状態が考えられるが、いずれも、ナトリウム又はカリウム型モンモリロナイトに吸着し  

た場合と比較して粘土との相互作用は強い。ZOO℃でも残存する吸着種はトルエンZ量体の吸着  

状態と対応し、粘土鉱物上でのアルキルベンゼンの多量化反応との関連が示唆された。クロルベ  

ンセンの場合も同様のスペクトルが得られ、ベンゼン置換体に一般化できる挙動のあることがわ  

かった。  

－60一   



研究課題 底質、土壌構成粒子の組成の電子分光法による研究  

〔担当者〕相馬光之・湖山春彦  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和57年3月  

（内 容〕底質、土壌を構成する粒子の化学組成、表面組成を測定する手段としての電子分光法  

の特色を調べることを目的とし、昨年度にひきつづきとくにⅩ線光電子分光法（ⅩPS）について  

検討した。ⅩPSにより底質粒子の化学組成の定性ないし半定量分析を迅速に行えることを利用し、  

以下の応用力て可能であることを明らかにした。1）三四郎池、霞ヶ浦、神流川、束京湾岸干潟など  

起源の異なる各底質の元素組成の特徴を容易に把握できる。2）同一水域内の異なる採取地点によ  

る元素組成の相述を多元素につき同時に知ることができ、分布に関する元素聞の相関なども比較  

的簡便に調べられる。  

（発 乗〕c12  

研究課題 大気中のガス状汚染物質自動測定機の精度等に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・工刀7J正行・棺弘澄子  

〔期 間）昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕（1）二酸化硫黄自動測定機について   

溶液導電率法、電量法、炎光々度法および紫外線けい光法について、その安定性、再現性、精度、  

感度、問題点等を昨年度までに検討した。本年度は、これらの測定法のうち、試薬、ガスを必要  

としないなど保守上秀れている紫外線けい光法のゼロドリフト、スパンドリフトの原因を詳細に検  

討し、光量減衰に対する補償回路を設けることによってドリフトを極めて少なくすることに成功  

した。  

（2）窒素酸化物自動測定機について   

ザルソマン方式、化学発光方式のそれぞれについて標準ガス発生装置から一定濃度の－酸化窒  

素を発生させ、測定精度、再現性等を検討した。また、サルソマン方式の酸化率の評価を行った。  

〔発 表〕K128，C－5，C¶14，C－15  

研究課題 大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・Ⅰ刀刀正行・西川雅高・宮坂悪こ子  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和56年3月  

（内 容〕（1）総重量について   

光散乱法、ビュゾバランス法およぴβ練吸収法それぞれの自動測定機を所定のフィールドで同  

時に長期間運転し、安定性等の問題点を検討した。また、探気相配管を加温し水分の影響を実験  

した。前者については、ビュゾバランス法の水晶振動数の低下を確認した。後者については、定  

量的な結果を得るに到っていない。  

（2）産金属成分について   

サンプリングはろ週捕集法を採用し、ろ紙および吸引流量を検討した。ろ紙は金属含有量の少  

ないものとしてセルロースメンプランフィルターを選び吸引はローボリューム（20J／min）また  

は、その数倍程度のものを検討している。分析装置はプラズマ発光分光分析装置およぴけい光X線  

分析装置を使用することとし、本年度はそれぞれ、標準試料による処理法の検討および標準試料  
の作成を行った。  
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研究課題 GC／MSデータ検索システムに関する研究  

〔担当者）溝口次夫・安原昭夫・伊藤裕康・新藤純子（環境情報部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和58年3月  

（内 容〕大型コンビュ→ターとのオンライン化によるGC／MSデータ検索システムを作成する  

ことを目的とした3か年計画の初年度であり、本年度は過去のGC／MSデータ検索に関する文献  

調査、および現在利用されているGC／MSデータ検索手法である。SI法、WR法およびP8M法  

調査、および現在利用されているGC／MSデータ検索手法のうちSI法、WR法およぴPBM法そ  

れぞれの特徴、問題一l‡等を抽出した。また、これらの手法を用いてオフラインでの標準的スペク  

トルによるデ∴タ検索を行った。さらに、本年度入手したNIH／EPA／MSDCデータベースの  

内容を検討した。  
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2．2．ヰ大 気 環 境 部  

〔研究概要〕   
最近の大気汚染の頚要諦魔の第一は石炭刃用による大気汚染の宗き響評価の問題である。また、  

新しい傾向として、OECD環境委員会ならぴq＝米圧1政府特別調査報告一TheGloba12000Report  

に見られるように、グローバルな大気汚染が重視されはじめた。   

本研究部では石炭問題を考慮して新たな特別研甥「炭化水素⊥窒素酸化物一統賽酸化物系光化  

学反応の研究」を中心に、大気中でSO2からエアロゾルが生成する化学反応の研究を光化ギ：スモ  

ッグチャンパーおよぴエアロゾルチャンバーなどを用いて研究を行った。またそれに対応して、  

フィールドにおけるエアロゾル特に硫酸塩エアロゾルの生成を調査した。   

大気汚染の遠隔計測に関しては新しい特別研究「環境汚染の遠隔計測・評価手法の閲発に関す  

る研究」の一部として大型レーザーレーダーによる広域大気汚染（エアロゾル）の制定が行われ、  

設計通り50km遠方の粉塵の濃度を渕完することに成功した。また、差分吸収法レーザーレーダー  

によるNOzの測定も煙突排煙の実測に成功した。   

大気汚染の航空機調査グルー70は、ミニコンを用い、観測現場においてReaトtimeで、上空汚  

染質の立体分布や気象の立体構造を把握する手法を開発し、着目する汚染気塊の移流、変質過琴  

を棲めてダイナミックに把握することがfl凍た。大気中の移流拡散の研究グループは特別研究の  

課題である臨海地域の現実的な問題とともに、その基礎となる温度成層化した乱流などの研究を、  

経常研究として行った。また航空機に搭載した慣性航法装置などを用いて風の実測のための新し  

い手法を開発した。  

研究課題 レーザーレーダーによも大気汚染立体分布の測定に関する研究  

〔担当者〕笹野泰弘・清水 浩・彬本伸夫・竹l斗延夫・松井一郎（技術部）  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和57年3月  

t内 容〕大気境界層内のエ7ロゾル空間分布に関して54年度以来、収集してきたレーザーレー  

ダーデータについて、大気安定層との関連で総合的な解析を行った。55年度に行った計測車搭載  

ミ一散乱レーザーレーダーを用いたフィールド観測は以下の通りである。イ）エアロゾル鉛直分  

布の観測（戸l了i市、55．8．6～9）、ロ）排煙流拡散の観測（戸用布、55．8．4～5；」呵蘇山、55．10．6  

－12；戸凱軋55．12．3）   

大型レーザーレーダーを用いた大気境界屑内エアロゾル空間分布の観測は8甘上旬、10月上旬、  

下旬、56年2月‾F句に、延べ14日間に渡り、気象要素鉛直分布観測と合わせて行い、混合屑党達  

時のエアロゾル分布を明らかにした。  

（発 表〕D－15，d－44，d－45，d－46，dL47，d－48，d－49，dL51，d－52，d－54．i18  

研究課題 差分吸収レーザーレーダーによるNO2遠隔計測に関する研究  

〔担当者〕杉本伸夫・清水 浩・笹野泰弘・竹内延夫  

（期 間）昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕昨年度までにNO2測定用差分吸収レーザーレーダーの開発を行か、、排煙流を対象に  

測定実験を行った。その結果、4分間の積算により500mまでの距離において、距艶分解能120m  

で5Dppbが測定できることが示された。この測定データを用いた誤差の解析を行い、この結果、  
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波長を交互に切り換える測定法では、波長切り放えのl舶こおこるエアロゾル濃度の変化が誤差の  

主な原因であることが示され、2波長同時測定によりSN比が改善できる可能性が示された。以  

上の結果に基づき、色素レーザーを2波長剛寺発振できるシステムに改良し、その特性を測定した。  

〔発 表〕d－56，d－58  

研究課領 赤外線吸収による大気汚染物質の遠隔計測に関する研究  

〔担当者〕竹内延夫・杉本伸夫  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕長光路吸収法によるフィールド計測手法の開発のための基礎データを得ることを目的  

として、赤外半導体レーザーの発振出力・波長などの牲性をマイコンによって制御するシステム  

を組立て、ソフト70ログラムを開発した。また、電流値を変調して発振波長を掃引できる特徴を  

利用して検出感度や安定件の向上をはかることを検討し、2次導関数法が敏速であるという結論  

に達し、長光路吸収法システムの設計に役立てた。  

〔発 表〕d－59  

研究課題 小型ガラスチャンバーによる光化学スモッグ生成機構の研究  

〔担当者）鷲汀‖申明・秋元 肇・高木博夫（技術部）  

〔期 間〕昭和50年4月昭和56年3月  

〔内 容〕本研究では前年度までに各種芳香族化合物、脂環族化合物の光酸化反応の研究を行い、  

特に0－キシレンではベンゼン環の問裂反応が重要であることを報告した。本年度は、引き続き0  

キシレンより反応性の高い1，3，5、1，2，4－トリメチルベンゼンのNO－H20空気系での光酸化反  

応実験を行った。1，3，5一トリメチルベンゼンからの低沸点生成物としては、メチルナイトレイト、  

メチルグリオキザール、ニトロメタン、酢酸が検出された。メチルグリオキザールの生成量は、  

1，3，5一トリメチルベンゼンの減少量の34．2±6．8mol％を占めた。1，2，4トリメチルベンゼンの光  

酸化反応においては、ベンゼン環の開裂により生成するメチルグリオキザールの片割れと思われ  

る3へキセン2，5ジオンが検出された。  

〔発表表〕，Ⅰ－6∴ト7，i6，i－7  

研究課題 光イオン化質量分析計による気相反応に関する研究  

〔担白老〕鷺洲申明  
〔期 間〕昭和50年4月一昭和56年3月  

〔内 容）酸素原子と炭化水素の反応で生成するフリーラジカルの検出と、その酸化反応過程を  

光イオン化質量分頗計とdischargeLflow reactorを用いて研究Lた．。研究された反応は、  

（1）酸素原子、分子とエタノールおよびエタノールラジかレの反応  

（2）酸素原子、分子とシクロヘキサンおよぴシクロへキシルラジかレの反応  

（3）酸素原子、分子とシクロペンタンおよぴシクロペンチルラジかレの反応  

（4）酸素原子、分子とプロパンおよぴプロビルラジかレの反応  

（5）酸素原子、分子とエタンおよぴエチルラジカルの反応  

である。これらのラジカルの酸化反応で水素原子の引き抜き反応により生成するオレフィン頬と  

酸素原子の付加反応により生成するアルデヒドおよぴケトン類の生成比を厳密に測定し、生成比  

と炭化水素の構造の関係を明らかにした。  
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〔発 表）D－28，D－29．D－30、D－31．D－32，d－82，d－86，d二87，d→89  

研究課題 分光学的方法による気相反応の研究  

〔担当者）井上 元・鷲副巾明・秋元 窮  

〔期 間）昭仰55・午4月一昭和61年3月  

〔内 容〕（1）フラッシュランプ励起色素レーザーを用いて、レーザーケイ光によりCzH30ラジ  

かレおよぴC2H50ラジカルのケイ光スペクトル、励起スペクトルが初めて測定された。C2H30は  

F＋CH3CHO、0＋C2H4などの反応で、C2H50はF＋C2H50Hの反応で生成し、得られたスペク  

トルの解析からこれらラジかレの（00）バンドの位置がそれぞれ347．2nm、342．4nmと決定さ  

れた。  

（2）前年度の研究によ．）、CF3Ⅹ（Ⅹ＝H、Cl、Br）の真空紫外部光分解でCF3ラジ7）ルの発光  

が初めて見出きれたので本年度は、その発光スペクトル、励起スペクトルについてくわしい研究  

を行った。CF3の軌起状態エネルギーとして、発光スペクトルの解析からは約6．2eV、励起スペ  

クトルの解析からは約6．4eVが得られた。  

〔発 表〕D－3，D－4、DL33，d¶3，d－4，d81，d－83，dJ84，d－85，dr88  

研究課題 温度成層化した乱流の構造と拡散機構  

〔担当者〕小川 掩い′卜森 悟・植Ⅲ渾匡・上原 清（技術部）  

〔期 間〕昭和53年4月一昭利58年3月  

〔内 容〕逆転増や混合屑のように、鉛直方向に密度勾配を持った成層流の乱流輸送に及ぼす浮  

力の影響の解明が本研究の目的である。本来ランダムな運動である乱流運動は、安定成層中では  

組織化されて波状運動に移行し、不安定成層では上昇・下降運動が卓越した非等方乱流になる。  

このような乱流の構造変化を通して、乱流拡散にも数1000倍の差其が生じるが、この安定度依存  

性は高度によって変化する。即ち、上空では大きな安定度依存性を示すが、接地気層では全く異  

なった挙動を示す。このホを考慮に入れた混合層の発達のシミュレーション、低塩源、高度源か  

らの排煙の拡散シミュレーションを行い良好な結果を得た。  

〔発 表）K－72、K－73，K76、d－35、d36  

研究課題 大気境界層内での乱流輸送現象に関する研究  
〔担当者）他用渾匡・小Ill靖・光本茂記りト森 悟・官署 武  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和58年3月  

〔内 容）経菅研究「温度成層化した乱流の構造と拡散機構」で得られた風洞・開水路等による  

基礎研究の結果を実際の大気中で検証する串と、室内でほ達成できないような大規模スケールの  

乱流自体の基本的な性質、構造の解明を目的とする。本年度は、夜間の接地逆転層の発達過程お  

よぴトレーサーガス実験による拡散機構の解明を行った。また、日山と共に接地逆転層が崩壊し、  

そこに混合層が発達してゆく過程を追跡した。これらの発達過程は、上記の乱流輸送に及ぼす温  

度成屑効果と、これが高度によって変化するホを考慮に入れた乱流理論に．より、高い精度で予測  

できるホを示した。  

〔発 表〕K－77，d8，d－30，d31，d－32  
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研究課垣 地形・地表障害物まわりの流れと拡散現象  

〔担当者〕小川 靖・若松仲司・光本茂記・植Ⅷ洋匡  

〔期 間〕昭和53年4月昭和57年3月  

〔内 容〕71i街地内での自動車排ガスの拡散現象や工場建還物によって生じるdaundrart現象、さ  

らに山や谷などの地形によって複雑になる流れの様子とそれが拡散に及ぼす影響を解明する串が  

本研究の目的である。本年度までの研究で、二次元フェンスおよび三次元建物について野外で中  

規膜モデルを用いた実験を行い、建物まわりの気流と拡散現象におよばす大気の安定度、地面租  

度および風向の影響を明らかにした。更に、二次元フェンスまわりの流れについては、風洞尖験  

をも行い、模型のスケールに対する相似則を検討して、風洞によるシミュレーション手法を確立  

した。  

〔発 表〕D＝8，D9，D－10，d30  

研究課埴 広域大気汚染の観測手法と混合・拡散・反応機構  

（担当者）′ト森 倍・光本茂記・若松伸司・小川 靖・植田洋匡  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕広域観測手法の研究としては、航空機に搭載した慣性航法装置、超音波風速温度計で  

対地速度・対空速度をそれぞれ測定して、そのベクトル差から風向・風速および風の乱れを測定  

する方法の開発を行った。その際、慣性航法装置の固有誤差に対する理論的な補正法、ディジタ  

ルデータ処理システムを確立し、テストフライトで測定誤差として0．5m／s以下を達成Lた。   

混合・拡散・反応機構の研究では、円形噴流が周囲流体を巻き込みながら発達する際に、噴流  

中のNOが周囲流体中の03と混合・反応する過程を追跡した。その結架、噴流が周囲流体を巻き  

込む際の渦対の形成とその内部構造がレーザー・ドッ70ラー流速計の使用ではじめて明らかにな  

った。  

〔発 表〕d12，d37  

研究課領 気・液界面の乱流構造と拡散機構に関する研究  

【担当者〕植田洋庄・小森 倍  

〔期 間〕昭和53年4月昭和57年3月  

〔内 容〕本研究では、大気汚染と水質汚濁の相互作用を理解するうえで重要な気・液界面を通  

じてのガス（02、CO2、大気汚染質）および熟（熱汚染および気象変化）の移動遇鷹と、それを  

支配する界面での乱流の構造を追跡した。その結凍、界面近傍では界面の存在によって鉛直方向  

の乱流連動が抑制され、その運動エネルギーが水平方向の乱れを増大きせるホを示し、更に、界  

面は大きなスケールの乱流流体塊により更新されるが、この過程で熱、物質の乱流輸送が支配さ  

れる事を示した。また、この知見に基づいた乱流輸送理論により、ガス吸収や熱移動などの他の  

研究結果が良く説明できる事を示した。   

一方、水面上の流体粒子の乱流運動を追尾する手法（ラグランジュ手法）を確立して、水面⊥  

の乱流の構造およぴ、．水平方向の乱流拡散の機構を明らかにした。  

〔発表）d－5  

研究課題 航空機による大気汚染物質立体分布の研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊健忘・鈴木 隆  
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〔期 間〕昭和55年3月一昭和61年3月  

〔内 容〕本研究は、航空機搭載用の大気汚染質及び気象測器の検討を行い、これらの機器を用  
いて充分な精度を持った大気汚染質の立体分布図を作成し、大気汚染の発生機構を解明するため  

のデータ解析手法の研究を行うことを目的としている。   

今年度はミニコンをmいたReal－timeデータ処理、作図作裳システムをつくり、上空汚主食質の  

立体分布や気象の立体構造を観測現場において短時Iiりに把握する方法を闘発した。   

この処理結果をもとにして、飛石計画を逐次決定することにより、着目する汚染気塊の移流、  

変質過程を椀めてダイナミックに把握することが出来た。  

〔発 ■表〕D9，d－25，d－27，d－28  

研究課題 大気中の浮遊粒子状物質（エアロゾル）の粒径分布と化学組成に関する研究  

〔担当者〕村野健太郎・泉 克幸・福山 力  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕環境大気中のエアロゾルの存在状態および生成機構を解明する・目的で、気象因子、汚  

染ガス温度、エアロゾルの粒径分布と化学組成を測定した。5月27－29日（所沢了IJ公害研修所）  

夏期7月19～21日（浦和了IJ埼玉県公害センター）冬期56年3月4、5日（鹿島コンビナート）  

でそれぞれ調査を行っじっ 夏期の調査では光化学スモッグが発生し、オゾン膿度とエアロゾル中  

の硝酸塩、硫酸塩濃度が同時に増加し、硝酸塩、硫酸塩の生成がオゾン生叔と同様の機構で進む  

ホが明らかになった。  

〔発 表）d－29，d－76，d－77，d78，d－79  

研究課題 エアロゾル粒子表面状態の物理化学的研究  

〔担当者〕村野健太郎・泉 克幸・福山 力  

〔期 間〕昭和54年4fト昭和56年3月  

〔内 容〕粒子状汚染物賛の「†－で、硫酸塩、硝酸塩、金属酸化物、および炭素粒子を対象として、  

それらの存在状態をとくに表面状態に着日して解明することを目nlJとする。   

シルバーメンプランフィルター上に捕集したエアロゾル■いには、光電子分光儀（ESCA）で  

分析した場合、炭素、酸素化合物の他に、Na、Al、Si、Fe化合物が含有され、硫黄化合物、ア  

ンモニウムイオン、硝酸イオンが存在する。硝楷イオンのカウンターカナオンはN鵬′とNO言のN  

原子のケミカルシフトの差による強度比より、アンモニウムイオンだけでは充分でな〈、アルカ  

リ金属、アルカリ土類金属がカチオンとなっている。  

研究課題 エアロゾル核生成機構の研究  

〔担当者〕福山 力・村野健太郎・泉 克幸  

〔期 間〕昭和53年8月一昭和58年3月  

〔内 容）気体状の一次汚染物質から粒子状汚染物質への変換の初期過程である核形成（。。。Ie－  

ation）の機構を調べることを目的として「エアロゾル核分析儲牒」を製作し、54j再度一応の完成  

をみたので本年度はその基本性能試験を行い以‾Fのような結米を得た。（i）彙高到達真空度1．3×  

10‾7Torr、放出ガスおよびリーク遺の総和6．0×105Torr】s‾1、到達真空度附近における実効  

排気速度6001s‾l等の排気性能を確認した。（ii）口径50〃のノズルおよび0．65mmのスキマーを使  

用L stagnation庄加000Torrで乾燥窒素を真空中に導入し、強度3×1017sJIsr‾1、発散角約30  
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の分子線を鞘た。この条件ではクラスターの発生は認められなかった。（iii）検出相賀量分析器  

の分解能はM＝28uで約20muであった。  

〔発 表〕D－24，D－25  

研究課偏 エアロゾルチャンパーの特性に関する研究  

〔粗当者〕泉 克幸・村野健太郎・福山 力  

（期 間】昭和54年4月一昭利56年3月  

〔内 容〕エアロゾルチャンバーが55年3月末に完成したので、本体およぴ、付属装置の特性試  

験をおこなった。まず、精製空気の純度を調べ、ガス状不純物、粒子状不純物濃度は低く十分清  

浄であることを確認した。一▲次汚染物質（NOェ、03、SO2、炭化水素）のチャンバー壁面による  

減衰を調べ、気相のこれら汚染質濃度への壁面の影響は少ないことがわかった。光化学反応後の  

チャンパー壁面のよごれ効果は加熱焼き出しの後、オゾンの処理を行うことにより取り除けるこ  

とがわかった。また、チャンバー内部の圧力変化にともなう各測定機の応答についても評価を行  

い、一部のエアロゾル測定機を除けば、720～800Torrの圧力範囲で仝システムが正常に作動する  

ことを確認した。  

〔発 表〕d2  

ー68－   



2．2．5水質土壌環境部  

（研究概要〕   

水質土壌環境部は三件の特別研究に関連している。すなわち「陸水笛栄養化」、「汚泥土壌還元」、  

「海域冨栄養化・赤潮」であり、19件の経常研究の約％はそれらと何らかの係I）がある。これら  

の経常研究はおおむね基礎研究であって、特別研究展開の基盤になり、あるいはテーマ新規設定  

の先駆的研究である。   
残り％の経常各研究のうち「淡水赤潮」およぴ「合成洗剤」の2件は55年度■い特に規模を大き  

くして行ったもので、各個報告に記す掛）その成果も豊羞である。「淡水赤潮」は次年度も同様に  

取扱う。  

19件のうち特異なものとして「地盤沈下ンミュレーン・ヨン」があるが、これは近く新研究室設  

置が予想されることと、各界の要望が極めて強いことにより、専門の近い肺究貝が、あらかじめ  

力点をおくべきテーマと、それに必要乙・機器性能の予備研究・調査を行ったものである。   

その他の各研究も、それぞれに注目すべき成果をあげることがJl1来たが、陸水環境研究室と土  

壌環境研究室の研究の多くは、今後も相当期間継絹することが必要であり自然であると考える。  

－′方水質環境計画研究室の場合は、れ城後台調査、定期的水質・7k埋観測の駄適規模とか、それ  

をシミュレ【ションや環境計画“こつなぐ方法など、なるべく早期に展開の必要な研究があり、こ  

のため現テーマの継続・年数を短かくした。   

海洋環境研究室の場合、赤潮問題以外にも取組むべき課題が山積しており、そのどれを選択し、  

フィールド研究をいかなる規模で行うか等、フィロソフィの再検討も必要と考えている。  

研究課題 陸水域における書架董化の機構に関する研究  

〔担当者）須藤隆一・田井偵吾・矢木修身・岡田光正・稲森丁度乎・細見正明・山根敦子  

〔潮 間〕昭和50年4月昭朝60年3月  

〔内 容〕マイクロコズムを用いた〟fcrocyβfgβの鱒義美験を行い、肋cγOCyぶわざ異常発生終了  

時において、溶存酸素濃度の急激な減少が起こる可能性を示した。また、数理モデルを用いて異  

常発生のシミュレーションを行い、深い湖沼では湖水の混合が、肌crOC折りねの異常発生対策と  

して有効であることを示した。   

AGP試験法を用いることにより、鉄、キレLト物質（EDTA．剛直物質等）がMicTOCyStisの  

殖に重安な役判を果たしていることが明らかとなった。   

各社藻類の分馳株を培養し、その増殖時、ならびに分解時におけるCOI〕生産速度、酸素消費  

速度を測定した。  

〔発 表〕E－7，E－8，EL9，E－10、E－38．e－15、e，16．er18，e－19．e20，e－20．  

e－54，e－59．e60，eL61．e62、e63，e－64，e－67  

研究課題 陸水環境に及ぼす汚水及び汚泥の処理の影響に関する研究  

〔担当者）須藤隆一・出井偵吾・矢木修身・岡田光正・稲森悠平・細見正明・山根敦子  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和58年3月  
〔内 容〕汚水及び汚泥中の栄養塩類、有機化合物の生物学的ならびに物理化学的処理過程にお  

ける物質変化とそれらの物堅が陸水環脚こ及ぼす影響について検討し、次の結果を得た。  
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（1）回転Pj板法において、硝化効率と水温とのI韮‖系について実験し、100c以‾Fでは硝化効率が  

著し〈低下することを明らかにした。  

（2）家庭に設置した回転円板処理法による馴ヒ装置において、水蟹、微生物、汚泥発生量など  

を調査し、水質向上および汚泥の滅義化に輪虫頬の関与していることがわかった。  

（3）i支潰ろ床の省エネルギー化および窒素除去能の効率化を計るために嫌気反応を組み込む方  

策について検討した。  

（4）浸i貪ろ探ろ材（70ラスチックネットおよぴリングレース）の微生物付着能について検討した  

結果、活性汚泥法でバルキングの原田となる糸状徹せ物の付着能の高いことがわかった。  

（5）生物暇に出現する貧毛類と処理操作条件との関係につレフて検討を加え、貧毛類が出現する  

場合、良好な処型水の得られることがわかった。  

〔発 表〕E－21，E－22，E－23，E－24，E－25，E－26，E－27、E29，E－30，E32，  

E33，E－35．E36，E－40，E－41，E－42、E43、E－44．E－50．e4，  

e－5，e6．e－31，e32，e－33，e－34．e－35，e、36、e－37  

研究課題 陸水域における有機塩素化合物の挙動に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一一・矢木佗身  

〔期 間】昭和53年4月一昭和58年3月  

（内 容〕土壌中より分儲Lた月J∽毎ピルeざSp．を郡－て匹け岳素化1〕CB混fナ物の分解について  

検討を加えた。匹け瓦素化PCB混合物は、2週間の培養で約10％が分解さ］tた。GCMS分析の  

結果、四塩素化PCBの分解は、特定の異性体のみの減少が認められ、異性体の構造により、生  

分解性に大きな差が認められた。代謝中「i主】物質として、弱酸性物質であるこおよび三塩素化モノ  

ヒドロキシビフェニルが横山された。高塩素化PCBの分解を巨川勺として、脱ハロゲン能を有す  

る細菌の検索を試みたが見山すに至っておらず、ニの点に関しては今後も検討を継続する予定で  

ある。  

〔発 表〕E－58，E60  

研究課題 水処理のエントロピーによる評価に関する研究  

〔担当者〕合田 健・川井恨吾・山根敦子  

〔期 間）昭和53年4月昭和58年3月  

〔内 容〕活性炭吸着において発生する吸着熱に着目し、これをカロリーメータで測定すること  

によって水溶液からの溶質の吸新機構、吸着速度式を評価することを試みた結果、t熱測定は活性  

炭による吸着量の測定に有用で、水溶液からの活性炭吸菊特性の解明にも有用であることがわか  

った。すなわち、水の浸竜顔は50J／AC－gであり他の有機溶媒にくらべて％～％ていどと小さく、  

水に含まれる物質を選択的に吸弟する理由の1つであり、疎水性物質が親水性物質より吸着され  

やすく、活性炭と有機物質の疎水性基が疎水結合を起すことによって活性炭表面に吸新している  

ことが吸菊懐摘l碇の結果から明らかにされた。  

〔発 表〕E－16，E－49，E－51，e38，e－39  

研究課領 水環境における浮遊懸濁物質の生物・化学的挙動に関する研究  

〔担当者）仰崎守弘・村岡浩爾  

〔期 間〕昭和53年4月一昭朝5錮三3月  
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〔内 容〕湖沼や河川の浮遊懸濁物の現有量、生産、分解、沈降特件等の把捉を行うことを目的  

とした研究である。昭和55年度は霞ヶ浦高浜入を中心とした研究を行った。その結果、高浜入湾  

奥における懸濁態物質は、窒素是（mg・m2・day－1）でぁると、河川等の外部から約45の供給があ  

り、光合成によって約500生産されていた。また底泥からは風波等の外力による巻」二げによって  

約400が供給されていると推定きれた。一一方、湖心部へ向けて約65の流山があI）、分解によって  

約520消失しており、約440が沈降していることが推定された．  

〔発 表〕Kィ136，E3，e－3  

研究課題 水環境における水理学・水文学的現象に関する基礎的研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬潜－‥大坪l重順・平出鮎正・福島武彦・岩田 敏  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕  

（1）密度連続場における内部波の特性   

湖沼や貯水池等の閉塞水域を含め、各位の水域は鉛直方向（楊伽こよっては水平方向にも）に  

密度が変化するのが一般的であり、水質の混合・輸送は密度揚の影響を強く受ける。特に、躍層  

が形成している密度場ではそこに発達する内部披を介して質量や運動量が交換されることになる。  

そこで、55年度は密度が鉛遺方向に直線分布する単純化された密度場での波動特僧について実験  

的に検討し、波動エネルギーや位相の伝播方向は水平方向とある角度をなし、二次元的な振舞い  

をすることが明らかにさメtた。加えて、不均質な波動噸はある特定の周波数帯の波動エネルギー  

のみを伝達する選択効果を有することも判明した。  

（2）不飽和浸透流によるリンの可能吸着義   

士壌及び地下水汚染機構解明の一環として土壌コラムを用い、モデル土壌に対するリンの可能  

吸着量を実験的に明らかにした。  

〔発 表〕K－32，K33，e－7  

研究課題 気象変化に伴う水域の水質変動特性に関する研究  

〔旭当者〕村岡浩爾・海老瀬潜－▲  

〔期 間）昭和54年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕湖沼と河川の接合割付近における懸濁態物質の挙動に注目して、霞ヶ浦の降雨流出峠  

や強風時のような気象変化時と平常時の粒径別のSS・クロロフィルαの分布の比較検討を、接  

合部と湖心部との遠いも考慮して行った。降雨流出の影響の大きい場合＼高価入最奥部の高崎入  

地点では、湖水と河川水の入れ替I）現象が顕著に認められ、数日後にはそれが高崎沖地点にまで  

波及する。水質的には、両地点とも湖心部と比べてクロロフィルαが激減し、SSの粒径が均一  

に近い分布となる。降雨流山の直後はSS値が大きいが、数日後には沈漆削二伴い、降雨流．【f1以前  

の植物プランクトン起因のSS他よりも低〈なる。この水質変化の傾向は、浅い高浜入湾形部で  

の強風後にも見られることが多い。  

〔発 表〕E－5，e－10  

研究課領 水管理手法における水質指標の評価に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・海老瀬潜一  

〔期 間）昭利55年一＝1一昭利58年3月  

－71－   



（内 容）河川のように一過性の水域の水質変垂加こは、季節変化のような長期変動特性と降雨時  

流出を主とした短期変動相性の二つが見られる。これらは、いずれも水文園子によって大きな影  

響を受けている。霞ヶ浦高浜入三河川の定期調査をはじめとする株々の観測データの統計学的分  

析より、以下のことが明らかとなった。すなわち、水質負荷最変化は、晴天時の負荷塁レベルの  

低い農耕地河川や山地河川で大きく、人糊勺負荷のウエイトか高くて晴天時も負荷量レベルの高  

い市街地河川で′J、さかった。また、週1回の定時負荷還値の強度分布をみると、対数正規や布に  

近い水質項目が多〈、降雨時流丑の評価の韮要さと、流域内の土地利用形態の遠いによる負荷特  

性が明らかになり、河況係数に対応する負荷量変動係数の導入が必要となった。  

〔発 表〕K－92，E－4，e－8，e－9，eん11  

研究課題 地盤沈下に関するシミュレーション解析  

〔担当者〕村岡浩爾・岩田 敏  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和58年3月  

〔内 容〕地盤沈下は、典型七公害の1つであり、産業の発展等に伴う地下水のくみ上げの増大  

によって、全国的に多発しているにもかかわらず、その防止施偏は立ち遅れている。シミュレー  

ション解析による予測・数伸夫験は、その実態を表現するのみならず、対策に寄与する基礎資料  

として有用であI）、その開発を目ぎすものである。   

本年度は、上記の研究目的達成に資するために、以下の研究を行った。  

（1）沈下量、地下水の〈み上げ塁、地盤構造等の実態を把握するために、既存の資料の収集を  

行った。  

（2）シミュレーション解析を行う際に用いられる土質定数を決定するための土質試験機の1つ  
として高圧圧密試験機の設計を行った。  

研究課題 土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕向井 哲  

〔期 間〕昭和50年4月一昭和60年3月  

〔内 容〕昭利54年度に引き続き、腐植酸の殺虫剤BHCの吸着・果横とその理化学的性質につ  

いて追究した。腐植酸の理化学的性質は、非破壊的分析法の一つとして今回はじめて適用Lた反  

射偏光顕微鏡を用いた方法によって調べた。その結果、腐植酸がこれまでに報告されていない複  

屈折を示す新しい如実が見川された。この複屈折を示す成分は、有機物質であり、土壌腐植酸よ  

りも植物体腐植酸の方が多いこと、およぴそれは大別してアルコール可溶物質とそれに不溶の物  

質とに分類されうることなどが認められた。また、このアルコール可溶物質の－一部あるいは全体  

は各種の分析結果から、リグニン枝物質であると推定した。なお、この物質が穣周折性を発現す  

る機構につき飢つのモデル（準結晶城の走向性配列構造モデル）を提示した。】方、これらの結  

果は、前・午度報告した腐植酸中の殺虫剤の吸着物質に関する推定結果と良く対応することを認め  

た。  

〔発 表〕e－58  

研究課題 土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕高松武次郎  

〔期 間〕昭利50年4月一昭和60・午3月  
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〔内 容）54年度に引き絞き琵琶湖の底質、SS（浮遊物質）、生物試料を・t】性子放射化、けい光  

Ⅹ線、原子吸光等の諸法により分析し、30種以上の元素の分布パターンに関する詳しいデータを  

基梢した（分析は現在も続行rl】）。その結米、琵琶湖での無機元素の挙動をおおまかに把握出来鳥  

又54年度に確立したと繋化合物の分別定量法を応用してヒ素汚染田土壌（宮城脚本吉郡不吉町寺  

要害）のヒ素化今物を分析し、現地水田でのと醸、亜ヒ酸、モノメチルアルソン酸、ジメチルア  

ルシン酸量の季節変化を明らかにした。さらにじ素汚染Hlからのアルシンの発生も示唆した。  

研究課題 土壌生態系に与える無機汚染物質の影響に関する研究  

t捜当者〕藤井周由・服部浩之・広木幹也  

〔期 間〕昭和53・牛4月一昭和58年3月  

〔内 容〕土壌・いでの物質変換にかかわっている土壌微生物、土壌酵素に及ばす無機汚染物質の  

影響を明らかにするため、54年度に引き続きCd、Cu、Zn、As、Moなどの汚染地土壌の調査を  

行った。その結果、全般的に汚染地では、その汚染の施さに応じて各種微生物数（好気性細菌、  

放線簡、糸状関、硝化閣、硝酸還元蘭等）、酵素活性（ウレアーゼ、フォスフ7ターゼ）が滅少す  

る傾向が認められた。しかし、グラム陰性蘭は、汚染による菌数の変化が明白でなかった。また、  

とくに土壌酵素は、火山灰土壌では汚染によって活性が大きく低下するのに対して、i中碩二L壌で  

はほとんど変化がないなど、汚染物驚から受ける影響が、土壌の種類によって異なることが示唆  

さjtた。  

研究課題 植物の生育および架藍生理に与える金属元素の影響に関する研究  

〔担当者〕久保井 徹・藤井国博  

〔期 間〕昭和54年4fj一昭和57年3月  

〔内 容〕10枕の植物（コマツナ、ハクサイ、ニンジン、レタス、ゴボウ、ゴマ、トマト、イネ、  

アルファルファ、コカプ）を用い、これら植物の初期生育に与える重金属元素10柵（Zn、Fe、  

Pb、Sn、Cd、Hg、Co、Ni、Cu、Ag）の影響を調べた。他の50％伸長阻害濃度を基準とすると、  

Zn98FLM（10種植物平均、以下同じ）、FelO3FLM、PblO2pM、Sn63FLM、Cd15pM、Hg12／ノM、  

Co2．4FLM、Ni13FLM、CulOpM、Ag8FLMの値が得られ、また植物穐問の変動係数は各元素でとも  

に56～140％となり、植物梯l甘で元素感受附こ大きな差が認められた。すなわちCdではイネの0．7  

〃Mからコマツナの56／JMまで、Znではトマトの20〟Mからコマツナの370／JMとなった。  

研究課題 海洋生態系における物質代謝の研究  

〔娼．当者）中村泰究・渡辺il二孝・渡辺 信・木幡邦異・原島 省  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕藻顆の生理的な性質は生態系における杵の地位を決定する韮要な因子であるにもかか  

わらず、海洋で優占稚となる椛の生理的性質に関する知見はきわめて乏しい。本研究では海洋藻  

類の生理的特性を理解するために、Cんαよ加eJJαα花壇≠α（ホルネリア）、Cym几0（ゴゞれ～祝m印加deれβ、  

0㍍s兢odiscw5（視te℃8について静置培養系での増殖量に及ぼす環境属子の影響を検討した。C、  

anliqua、0．Luteusについては、いずれもFe－EDTA、ビタミンB12を強〈要求することが明らか  

になった。また、C．αn亡g9むαでは増殖の好適温度範囲がきわめて狭く、赤潮発射こ混度が重安な  

因子であることが明らかになった。   

C．α氾壇祝αと0．Jむ～e祝∂については静的な培養条件が確立した為、これを基礎にリンの取り込みを  
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解析した。  

になった。  

（発 表）  

研究課題  

〔担当者〕  

〔期 間〕  

（内 容〕  

両種とも過剰のリンを体州こ蓄積し、その本体がpoJypん0叩んqとeであることも明らか  

e－40  

鞭毛藻類の種生物学的研究  
渡辺 信・渡辺正孝  

昭和54年4月昭和56年3月  

赤潮を形成する鞭毛藻の生活史、生理特性の基礎的知見は非常に乏しい。本研究は、  

赤潮を形成する鞭毛藻の桂の特性と種l酢枕令を解析し、どのような水界で各々の怖がいかなる生  

態的地位を占めうるかを解明することを目的としている。本年度は主として、鞭毛藻のシスト形  

成条件を検討した。材料としては大船渡湾に発生するScγippざieJJαけOCムofdeαを用いた。シス  

トは増殖に適した温度、照度‾Fで炭酸塩が豊富な条件においてリン、窒素のいずれかが制限因子  

となった際、形成されることが明らかになった。現在シストの発芽条件を検討中である。  

研究課題 閉鎖海域の流動特性と物質移動に関する基礎的研究  

〔担当者〕渡辺正孝・原島 省  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和56年3月  

〔内容容）閉鎖海域の流動、拡散の特性を明らかにし、栄養塩類、7dランクトン・頬の輸送、拡散  

機構を解明することを目的とし、垂直方向に平均した非定常二次元流動モデルを有限要素法を用  

いて解析した。開発したプログラムを解析解が求まっている簡単な系に適用し、モデルの妥当性  

を明らかにした後、モデルを東京湾に適用し、20日間のシミュレーションをおこなった。さらに  

計算された流動場に浮標を投入し、水粒子の軌跡を20日追跡しプロットした結果、潮流と地形の  

非線型効果により、浮標はもとの位置にもどらず、平均の移動として大小の環流を形成すること  

が明らかになった。  

〔発 表〕E－63，E－64，eT71  

研究課題 海域の書架董化と生態系の動的挙動に関する基礎的研究  

（担当者〕渡辺正孝・渡辺 信・木幡邦男・中村泰男  

〔期 間）昭和54年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕藻類の増殖特性の研究には従来、主として静置培養系での実験が用いられてきたが，  

静這法では系がtransientな為、精密な解析が困難であった。この困難を克服する為には、より  

安定した系である連続培養系での研究が必要である。本研究ではリン制限下でのOJJg亡ん。dよβC祝占  

J祝軌βの連続培養系を確立し、増殖およびリン醸塩とり込みの日周性を解析した。増殖は主とし  

て夜間におこなわれ、また夜間においても藻体はりン醸塩を摂取することが明らかとなった。こ  

れにより0．k仙川の行う日周垂直移動の生態的意味づけが可能になった。   

また、上記連続培養系で稀釈率（dilution rate）を変化させた際の0、Iuleusの増殖特性の解析  

を行った。その結果櫓殖速度は培地中のりン濃度ではなく、藻体内に蓄輯されたリンの墓によっ  

て支配されていることが判明した。  

〔発 表〕e】29，e－70  
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研究課題 淡水赤潮の発生予測及びばっ気によるその防止に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一・田井傾吾・矢木修身・岡田光正・細見正明・山根敦子・渡辺正孝・渡辺  
信・木幡邦男・中村泰男・柏崎守弘  

〔期 間）昭和54年4月昭和57年3月  

〔内 容〕（1）ダム湖の水温予測シミュレーションモデルを構築して、観測データと照合検証し  

た。  

（2）ダム湖の水温・水質および生物調査、一次生産量等のデータをもとに、すでに作成してい  

る物質循環モデルを昭和54年8月～12月までダム湖に応用し、データと検証した。  

（3）ダム湖に発生した赤潮プランクトン2種（Peγgdょれi〟m、Cαγねr∫α）の無菌培養を行い、増  

殖に及ぼす温度・照度の効果について解析した。  

（4）赤潮プランクトンを捕食する原生動物βfdfれfむmを発見し、その培養に成功した。  

（5）夏期に底層水が嫌気的になる地点にばっ気用コラールおよび対照のコラールを設置し、水  

質・生物調査を行った。その結果、i）水深10．5mの地点にあるばっ気用コラールは、ばっ気によ  

り水温成層が破壊され、酸素が底層まで十分供給された。ii）水柱全体の平均全リン濃度は、ば  

つ気用コラールの方が低くなった。iii）ばっ気をすれば、ケイソウ顆が優占種となった。  

〔発 表〕E－17，e－52，e－57  

研究課題、合成洗剤及び石けんの陸水域に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕須藤隆一‥凹井憤吾・矢木修身・岡田光正・細見正明・山根敦子・栓塞一夫（技術部卜  

土屋重和（技術部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕本研究は洗剤（合成洗剤及び石けん）の陸水域での挙動を明らかにすると同時に、富  

栄養化への影響について検討を加えることを目的としたもので、洗剤に由来する汚濁負荷の現状  

の把握、洗剤の生分解性ならびに分解経路の確認、藻類増殖に及ぼす洗剤の影響についての調査  

ならびに室内実験を行った。得られた成果は次のとおりである。1）洗剤の成分分析、生活排水の  

調査、洗剤の使用状況調査から、洗たく用洗剤に由来する負荷量は、1人1日あたりリン0．24g、  

BOD7．Ogであり、生活排水rF】のリンの20％、BODの15％を占めていることがわかった。2）市販の  

合成洗剤の生分解性実験から、MBASの界面活性は7～8日間で％％以上消失するが、TOCの測  

定結果から完全に無機物化されてはいないことがわかった。3）洗剤のように、生物分解を受ける  

物質が藻類増殖に及ばす影響を調べるためには、短期間の培養における増殖速度で毒性を評価す  

る方法が適していることがわかった。  

〔発 表〕E－34，EL47．Er48，E－57，E59，E－61．eL68，e－69  
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2．2．6環 境 生 理 部   

〔研究概要〕   

大気汚染物質および重金属の生体影響に関する基礎研究を行った。大気汚染物質としてはNO2  

およぴオゾンをとりあげ、それぞj‘L単独又ほ商都毘合の場合の生体への影響評価を行った。まず  

生理学的機能への影響をみるために、呼気・吸気分離嚢置を考案し、各種ガス暴露マウスの肺の  

換気力学的指標の基礎研究を行い、あわせて血液生理学的機能について検討し、ガスの穐顆、濃  

度により多様な変化が観察された。   

生化学的アプローチとしては、ガス暴露によるれ山心Dq脂質過酸化、すなわち呼気中のエタ  

ンと過酸化物生成抑制酵素、抗酸化性物質等の経時的変動と量一反応関係を明らかにした。また  

肺SH化合物の分離精製が行われ、特に非タンパク性SHは含量が少いにもかかわらずNO2、03  

の影響をうけやすいことが明らかにさJtた。NO2の肺リン脂質の影響を検討するために、NO2と  

不飽和脂肪椴のれ山木用の反応生成物をラットに尾静注し肺リン脂質の脂肪酸組成を調べたとこ  

ろ、NO2急性暴露の場合と一致した。NO2の血清および赤血球膜リン脂質の関係を検討した。血  

清中のホススファチジルコリン（PC）構成脂肪酸中のアラキドン畦の含量の増加パターンは赤血  

球膜中のそれの増加パターンと一致し両者のPC交換が活発に行われていることが示唆された。  

つぎにNO2暴露によって起こる肺の傷害及び修復過程をエネルギー代謝の側面から追及した結果、  

肺の呼吸系酵素の増加と解糖系及びグルコースー6－リン酸脱水素酵素の活性の増加が認めらjt、  

肺のエネルギー代謝が活性化することが示唆さズtた。   

重金属に関しては、Cdの生体特に腎に対する毒性の発現機構を解明するためのア7dローチが主  

として行われた。Cdを連続投与したときの肝および腎中のCdの存在状態の変化を詳細に解析し、  

メタロチオネイン（MT）および関連Cd結合蛋白に結合したCdと非特異的に高分子量蛋白に結合し  

たCdを区別した。またCd連続投与中にみられた一過性の腎尿細管傷害を、腎のMT合成能の変化  

で説明した。腎糸球体の濾過憐憫に薬物を与えて障害を起こさせた後、Cdを投与するとCdによる  

尿細管障害の発現が遅れ、病理学的変化も軽度であることが判明した。また、Cdの生体への影響  

に対する免疫学的ア7Qローチとしては、マウスを用い体液性一次免疫反応に及ぼす影響を倹訂し  

た。比較的多量のCdを抗原投与前あるいは彼のいくつかの時期に投与し、抗体産生能を測定した  

ところ、抗体産生は抗原刺激とCdの投与時期の関係により、抑制されたり、冗過されたりした。  

NO2．03暴露及びCd投与動物の血清及び臓器中の必須金属レベルの変化をICPプラズマ発光分光  

法により検討Lた。ガス暴露c7）場合、肺FtrのCa、Cu含量が最初に岬加し、Fe、Mg等は湿重量の  

増加とともにゆっくりと上界した。このことは水棲液の寄与によると思われる。懸濁したCdを投  

与した場合、Cdはまず肝及び脾に移行し、肝中Ca及びZnレベルの上昇、牌中のCaの上昇、Fec7）  

低下がみられた。その後肝のCdレベルは一定であったが脾のCdは見かけ上腎に移行した。   

大気環境部との共同研究として、光化学二次汚染物質の細胞毒性を検討するために培養細胞何  

畳露チャンバーの開発を行い、本年度は03を用いて検討した結果03、0．5ppml時間までは明ら  

かな細胞抑制がみとめらゴtたG一方フーリエ変換赤外分光器を飼いた光化学反応生成物の同定を  

行った結果、トルエンーNOズー空気系では芳香環の開裂反応が起っていることが判明した。  

研究課題 大気汚染物質の呼吸生理機能に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕鈴木 明・市潮孝道・局 博一・織田 雄  
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〔期 間〕昭和54年4月一昭和57年3月  

〔内 容）前年度の実験でNO2暴露（5、10、20ppm）24時㈲暴露マウスでは、対照群と比較し  

て、5ppm群では代謝瓦進を10ppm以上では代謝の抑㈲が示唆されたので、今年度は、呼気・吸  

気ガス分離器を開発し、低濃度1－3か月日り暴露ラットおよぴオゾンとの複合暴露実験を行った。  

NO2暴露ラットでは一回換気長の減少傾向を示したが、低浪度暴露ラットでは分時換気還の増加  

傾向が示され、呼吸性代謝が先進している可能性が示唆された。0．8ppmのオゾン単独およぴNO2  

との複合展詣では、一回換気量、分時換気量ともに減少傾向を示した。また呼吸機能を反映する  
といわれている動脈血pHaガ、ス分圧には多様な変化が示された。  

〔発 表〕K－43，K－44，K【45，r－2，ト20，ト21，ト22，f－27  

研究課題 NO2または03暴露による肺の脂質過酸化現象の解析及びセの防護機構に関する研究  

〔担当者〕嵯峨井 勝・市潮孝追  

〔期 間〕昭和54・牢4月一昭和57年3月  

〔内 容〕今年度は10ppmNO2，2週間暴露によるh乙油川の脂質過酸化と肺の十数種の過酸化物  

代謝酵素あるいは過酸化物生成抑制酵素、抗酸化性物質等の経時的変化と量一効果閻儒をさらに  

詳細に検討した。10ppmNO2暴露において呼気小エタンによって示された脂質過酸化は54年度と  

同様の変動パターンを示した。また過酸化物代謝酵素並びに生成抑制酵素は1～2日月でわずか  

な減少を示し、その後5日～10日にかけ最高値に達し14日までそのレベルを維持した。抗酸化性  

物質についてはこれら酵素と同様の変化を示す物と逆に2日目で最高レベルに達し、脂質過酸化  

と同様な変化を示す物とがあった。これらの結果よI）暴謁初期から生体を保護するパターンと3  

日目以降で脂質過酸化と全く対称的な変化を示すパターンがあることが判明し、NO2暴露による  

生体の障害及び防御に誼要な役割を果していることが明らかとなった。また03単一並びに03＋  

NO2の複合暴露実験を行い、呼気ガス分析法により脂質過酸化の量的関係の検討を行った。03単  

一ではNO2に比べ初期に脂質過酸化反応をおこしていることが示唆され、複合暴露では相乗的に  

脂質過酸化反応を引き起し、生体により強い酸化的障害を与えていることが示唆された。動こ過  

酸化脂質と脳卒中の関係についてもその応用としての実験を他機関との共同研究として実施した。  

〔発 表〕K－49，F7．F－8，F－10，F～11．f－14  

研究課題 カドミウムの免疫反応に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕清水不二雄・藤巻秀倒卜山hl靖子  

〔期 間〕昭和55年4月昭和58年3月  

〔内 容）尖験動物としてICR並びに、BALB／Cマウス、抗原として羊血球を用い、本年度はま  

ず体液性【一次免疫反んいこ及ぼす影響を血清中の血球凝兼素価（HA）並びに脾臓中の抗体産生細胞  

数（PFC）を測定することによI）検索した。比較的多量のカドミウム（Cd）一回腹腔内投与によ  

って免疫反応は冗過したり（抗原刺激4退から1日前Cd投与例）抑制されたり（抗原刺激2日後  

Cd投与例）する。この傾向は二梯類のマウスで同様に認められ、また明らかな・雌雄賽はない。抗  

原刺激1日前のCd投与においてもより多量の投与により免疫反応は抑制される。叉抗原刺激2日  

後に郁々の濃度のCdを投与するとPFCはCd鼻にほほイ川場して減少した。抗体廉生紳胞が分化増  

殖する時期のCd投与がより強い抑制作用を示すものと考えられた。  

〔発 表）f－8，卜17  
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研究課題 カドミウムによる腎傷害発生機序に関する病理学的研究  

〔担当者〕山Ⅲ靖子・清水不二雄・山村 充・鈴木利夫  

【期 間〕昭和55年4月一昭和56年3月  

【内 容）カドミウム（Cd）によI）、腎尿細管は特異的に傷害を受ける。また、Cdは生体内にお  

いて、メタロチオネインその他の蛋白質と結合して行動すると考えられている。そこで、腎糸球  

体の濾過機構にアミノヌクレオサイド（AN）を用いて傷害を与え、蛋白質と結合した形のCdの  

動向を変えた時の尿細管傷害の状態について、ラットを用いて検討し、Cdによる尿細管傷害発生  

機序の解明の1手がかl）を求めようと試みた。その結果、AN前投与群は、前投与しなかった群に  

比べ、Cdによる尿細管傷害の発現が遅れ、病理学的変化も軽度であることが判明した。また、肝  

腎rr］のCd濃度は、Cd投与開始1週では、AN前校与群の方が低い値を示したが、それ以後は蒙が  

認められなかった。  

【発 表〕f－35  

研究課題 カドミウムの存在状態と腎傷害に関する研究  

（担当者）鈴木和夫・山村 充  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕3．OmgCd／柏体重を雌ラットに週4回皮下投与し、1週間包圭屠殺し4週投与まで調  

べた。肝におけるカドミウム（Cd）は大部分メタロチオネイン（MT）に結合していたが、投与回  

数の増加と共にMT以外の生体構成成分に結合する畳が増加した。MTの2量休およぴMTより  

も小さなMTに関連したCd結合タンパクの増加がそれである。また共存する亜鉛含量が低下した。   

一方腎においては投与回数の杓加と共に、MT中に共存する調合量が減少し、それにともをっ  

てイソメタロチオネインの分布に変化がみられた。その後肝における変化と同様の変化を示した。   

Cd連続投与期間中にみられた】過性の腎傷害とその回復過程を、腎におけるMTの生合成能で  

説明した。  

〔発 表〕F－28，f－25  

研究課題 後々の有害重金属及び大気汚染物質の急性暴筏による生体中必須金屑含量の変化に関  

する研究  

〔担当者）米谷民雄  

（期 間）昭和55年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕大気汚染物質としてNO2及び03、糞金属としてCdをとり上げ、血清及び臓器中の必須  

金属レベルの変化をfCP70ラズマ発光分光法により掬ペた。ガスの高濃度急性暴露により、肺中  

のCaとCu含量は数日で上昇し、以後ほぼ－・忘の値を示したが、Zn、Fe、Mgレベルは暴露による  

湿重量の増加と共にゆっくりと増加した。両者の遠いを水陸液の存在によると解釈した。   

Cdの網内系への影響を調べる上での一助とするため、Cdを重曹中に懸濁させて静注し、臓器中  

のCd及び必ラ涙金属レベルの変動を調べた。Cdは投与後まず肝及び脾柏削こ移行し、同時に肝中Ca  

及びZnレベルの上昇、牌職中Caの上昇、Feの著減が認められた。その後肝中Cdレベルは一定の  

ままであったが、牌腹中Cdは見かけ」二腎臓に移行した。又脾臓重畳の増加が認められた。こj■しら  

必須金属の動きはある碓の起炎別技与による影響とよく似ていた。  

〔発 表〕F－32，F33，f－30  
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研究課題 酸化性汚染ガスが生体内SH基に及ぼす影響に関する研究  

〔旭当者〕河出明治  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕前年度では、NO2を暴露したラット肺に含まれる非タンパク性SHの定量を行い、更  

にその成分を明らかにするために、けい光性SH試薬による分析を試みた。   

今年度はNO2およぴオゾンを暴露したラッ＝柿中のタンパク性ならびに非タンパク性SHの変  

動について検討した。その結果、タンパク性SHは対照群で8．4－9．0／ノmOles／g肺となり、非タ  

ンパク性SHの4～5倍量多いにもかかわらず、非タンパク性SHの7j．がタンパク性SHよりも  

NO2およぴオゾンの影響を強く受け・ると考えられる結果が得られた。   

また除タンパク処理を行った肺のホモジネート上浦について種々のゲルクロマトグラフィーを行  

い、低分子SH化合物の分艶を検討した。その結果、活性化チオールセファロースによるコバレ  

ントクロマトグラフィーによりSH化合物を選択的に分離することが可能になった。このように  

して分社したフラクション中にはグルタチオンを含めて主要な約4梯顆のSH化合物の存在する  

ことが明らかになった。  

研究課題 NO2と脂質との反応生成物の肺リン脂質に対する影響の解析  

〔担当者〕小林隆弘  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕NO2と不飽和脂肪酸との反応生成物が肺のリン脂質の脂肪酸組成にどのような影響を  

与えるか検討し、NO2暴露による肺リン脂質脂肪酸組成の変化と比較した。   

NO2とオレイン酸との反応生成物のリン酸緩痕液を尾静注し肺リン脂質の脂肪酸組成を調べた。   

肺リン脂質の脂肪酸組成中最も大きい割合を占めるパルミナン酸はNOzとオレイン酸の反応ヱ】≡  

成物静注群で有意に増加することが観察された。また他の脂肪酸ではミリステン醸、ステアリン  

酸、オレイン酸、アラキドン醸は減少傾向を示し、パルミトレイン酸は増加の傾向を示した。   

以上の結果はNO2急性暴露による肺リン脂質脂肪酸組成の変化と1・致した。このことは肺の表  

面でNO2とリン脂質中の不飽和脂肪酸が反応すると仮定すると、その反応生成物は肺のリン脂質  

の脂肪酸組成を変化させる－・因になりうることを示唆している。  

〔発 表）F－5，f－10  

研究課領 ラット血清リン脂質におよぽすNO2の影響  

〔担当者〕彼谷邦光  

〔期 間）昭和55年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕本研究はNO2暴露による血清リン脂質の変化を明らかにすること、および赤血球膜リ  

ン脂質と血清リン脂質との関係を明らかにすることを目的とした。NO2をラットに暴露すると、  

血清中のリゾホスファチジルコリンの含量が顕著に増加すること、およぴホスファチジルコリン  

（PC）構成脂肪軒†lのアラキドン酸含量が増加することを明らかにした。さらに、血清PCのア  

ラキドン酸含量の増加パターンは赤血球腺中のPCのアラキドン醸含竃の増加パターンと一致し  

ていることを明らかにした。このことは血清 「†1のPCと赤血球膜中のPCとの交換が活発に行わ  

れていることを示すものと考えられた。また、血清PCのアラキドン醸含還の増加は肝臓でアラ  

キドン酸生合成系がより活性化されていることを示唆しているものと思われる。  
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研究課題 肺のエネルギー代謝系に及ぼす大気汚染物質の影響に関する研究  

（担当者〕持立克身・三浦 卓  

（期 間〕昭和55年4月一昭和56年3月  

〔内 容）NO2、オゾン等の大気汚染物質の暴露によって起こる肺の傷害及び修筏過程をエネル  

ギー代謝の変動を通して追跡することを目的としている。   

ラットに対して4ppmNO2を暴露すると、肺の呼吸系樽素であるコハク痕－チトクロムc還元  

酵素の活性は、暴露開始とともに漸次増加し、7日目には対照群に比べて約30％増加した。これ  

と同時に、解糖系の律速段階に関与するへキソキナーゼ、ピルビン醸キナーゼ及びベントースリ  

ン酸回路の節－・段階を触媒するグルコースー6リン酸脱水素酵素の活性も増加した。以上の結果  

から、4ppmNO2の暴露により肺のエネルギー代謝が活性化することが示さjtた。  

〔発 表〕f－33  

研究課題 光化学二次汚染物質の分析とその細胞毒性に関する基礎的研究  

〔担当者〕白石不二雄・清水不二雄・織n】肇・坂東 博（大気環境部卜秋元 肇（大気環境部）  

〔期 間〕昭和54年4月一昭抑57年3月  

（内 容〕複合汚染質の細胞暴露実験を光化学反応チャンバーを用いて行う際の基礎データを得  

る目的で、7Qロビレン及びトルエンについて、炭化水素一窒素酸化物一空気系の光酸化反応を行  

い、FT－IRによー）反応生成物の分析を行った。トルエンーNO∫－空気系の実験から光酸化反応  

生成物としては、ホルムアルデヒド、グリオキザ」ル、メチルグリオキザール等の分解生成物が  

主生成物であり、従来考えられていた以上に芳香環の開裂反応が起っていることが判明した。そ  

れらの生成比から、環問裂反応が18％程度起っそいることが示唆される。   

ガス状汚染物質の培養細胞への影響を調べる目的で、前年度に引続き培養細胞へのガス暴露方  

式の開発を試み、オゾンを用いて暴露装置の性能試験を行った。今回検討した暴霜方式は、培養  

用角ビンの一面に細胞を付着一増碑させ、塩類溶液が細胞全面をおおう程度に加え、角ビンを回  

転させることにより、付着細胞面に直接、1時田＝よ上のガス暴露が可能になった。この暴露方式  

では、オゾン0．5ppnl、1時間暴儲で明かな細胞の増殖抑制が認められ、培養細胞への鋭敏な暴露  

方式であることが示唆された。  

〔発 表〕d－72  
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2，2．7環 境 保 健 部  

〔研究概要）   

環境保健部は．、医学、保健学を基盤とL、疫学および実験的手法を活用して、人間の健康と環  

境汚染との関係を解明し、実験または調査より得られた科学的知見に基づいて人間の健康を維持、  

増進するための施策を得ることを研究の目標としている。   

本年度の研究を計画するに当り以下の事項を基本方針とした。  

1）環境汚染による人間の健康への影響を考えるとき、対象物貿の低澱倭による長期間暴露が  

主たる暴露形態になる。そのため、微量物質の検出または微量物質による影響の究明にたいする  

実験校術の開発等も研究対象にすること。   

2）展謂、負荷、効果の各々に関する持標を明らかにすること。   

3）人間を対象とする研究を行うための疫学的手法の応用。   

具体的には人間と環境汚染物質との最も基本的な接触形態である呼吸ならびに飲食を介して微  

量ながら常に体内に吸収されているガス状物質（NO2、SO2）、エアロゾル物質、重金属顆（鉛、  

カドミウム、水銀等）、有機塩素系化合物（PCB等、DDT等）をとりあげ、それらの生体内動態、  

生休影響とそれを修飾する要凶の解明等に関する実験的研究を行ってきた。これらの環境汚決物  

質も高濃度暴露の場合は中毒症とLて比較的明らかにされているが、低濃度曝露においては展諸  

星と生体負荷立との関係について、究明の余地が多く残されている。したがって基礎的美原とし  

ては動物実験を行った。また、疫学的手法による環境汚染物質と人の健康に関する研究もすすめ  

られてきた。とくに健康に影響を及ぼす稜数の要因と健康の指標との関係を多変量解析法等で推  

定することで、幾つかの成果を得た。   

各研究計画の成果を次に記する。当研究部は、実験的手法を主とするものと、疫学的手法を主  

とするものとに現在大別できるが、これは当研究部の研究対象が広範囲にわたっていることを示  

すものといえる。  

研究課題 二酸化窒素（安定同位体）の生体内動的観察に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・山田 理・三森文行  
〔期 間）昭和52年4月－55年3月  

〔内 容〕有害ガスであるNO2の生物体内への移行および排泄等を知ることは、NO2の臓器レベ  

ル、細胞レベル、分子レベルの影響の知見をより明確に裏づけるものである。ガス状物質の生体  

内侵入後の運命は、重金属等のような当該物磐の蓄積はみられないとしても、影響の蓄積または  

分解物質等の蓄積が考えられるため本研究を行ってきた。昨年度までの結果よりさらに実験を加  

えた。15NO2暴露後のラットを生理的食塩水で湛流して、できるだけ血液を除いた状態の臓器中  

の15N存在立を求めた。その結果、15Nの組織中への苔梢が考えられる値であった。血莱、肺、腎  

における15N濃度と全暴露立との関係が認められたこと、15NO2吸入後の血敷こおける亜硝酸塩  

濃度は単位暴露桑と相関関係が認められたことが明らかであった。  

〔発 表〕G－2，g－5，g－6，g－7，g18，g－9，g－11  

研究諌確 エネルギー利用の変化に伴う環境因子の人体汚染に対する基礎的研究  

〔担当者〕大皿駆起千・山田 理  
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〔期 間）【昭利55年4月58年3月  

（内 容〕石油代替エネルギー源としての石炭火力の推進に仰い、排ガス問題の制ILおよび窒  

素酸化物、硫黄酸化物、ぱい塵等による人体への汚染が予想される。ニれらの予測に対する基礎  

研究として一一般人の休組敵中の組成元素の分析を行い、さらに環境由来と考えられる元素につい  

ての検討を試みる。今年度は代謝組織である肝臓中の元素分析のための前処理（湿式分解）の方  

法および測定条件の検討を行った。また排泄組織のひとつでもある毛髪中の元素分析を放射化分  

析法により行った。  

〔発 表〕gllO  

研究課題 農薬散布時の地域住民の農薬被曝量とその健康影響に関する研究  

〔担当者）安藤 満・安達史灘・抽出洋匡（大気環境部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭椰58年3月  

〔内 容〕農薬散布地域性民の農薬被曝昂と、それによる人への健康影響について調査・研究を  

行う。これによって、各種農薬の人体影響を把握し、農薬散布地域住民の健康増進対策の－一助と  

する。今回、農薬散布の頻度の多い、果樹及びハウス農家を選定し、農薬散布時の気中農薬濃度  

と、被曝量について調査した。   

農薬散布に伴う気中農薬膿度の推移と被曝還については、日本農村医学会誌に報告した。農薬被  

曝時の健康影響の指標として用いるコリンエステラーゼの個人差についても、日本農薬医学会に  

報告し、現在印刷中（日本農村医学会詰、30巻、2号）である。  

〔発 表）G－1，g2，g－3  

研究課題 PCB及び農薬の生体内動態とその修飾因子に関する研究  

〔‡旦当者〕安藤 満  

〔期 間〕昭利54年4月一昭和58年3月  

〔内 容）DDT等の残留性化合物は、経口増収によって、人体に蓄積する一方、肝薬物代謝系に  

より、代謝・排泄される。この代謝速度は、食餌園丁▲や脂質代謝と密接に関過するため、これら  

修飾医千について検討した。   

その結果Dl〕T等のごf二体内残留濃度は、食餌組成と密接に関連することが判った。その結果につ  

いて→郡、日本衛生学会に報告した。両者の関係は、さらに垂回帰分析により、函数関係として  

詳細に表現出来る。一方、脂溶性化合物である故、脂質代謝との関連が密積である事が予想され  

る。このため脂質組成との関連を検討した所、特定の脂質との密接な関連が明らかになった。こ  

れらの点について、より詳細な解析を進めている。  

〔発 表）g－1  

研究課題 生体内における元素間の相互作用に関する研究  

〔鱒当者〕中野篤浩・斎藤 寛・森田昌敏（計測技術部）  

〔期 間〕昭和54年4月一昭榊58年3月  

（内 容〕有害養魚届が生体内に取り込まれた場合、種々の生体内成分との相互作用が予想され  

る。頚金偶との直接作川の予想される成分はチオール化合物とセレン化合物である。そこで、メ  

チル水鍛とセレン化合物との同時投与により両者の相互作用を検討した。セレンとの同時投与に  

より、メチル水銀がタンパク質やアミノ酸と結合しない脂溶性又は揮発性の水銀に変わる傾向が  
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観察されたので、これらの水銀化合物の測定法を検討している。脳に侵入する水銀量と呼気中に  

出てくる水銀量が時間的に強い相関性を示した。  

研究課題 NMRによる生体の状態分析に関する研究  

〔担当者〕三森文行・功刀正行（計測技術部）  

〔期 間〕昭和53年4月一昭利55年3月  

〔内 容）54年度にひき続き、生きている細胞を対象とLたNMR分光法の測定、解析方法の開  

発を進めた。前年度までに、赤血球内のりン化合物の存在状態から、静的な細胞内環境が観測で  

きることを示した。今年度は、NMR分光計の試料室内で赤血球をincubateしながら、細胞内の  

種々のエネルギー代謝中間体の消長を観測できること、また、これlこより赤血球内での代謝系の  

流れを動的に捉えられることを明らかにした。特に、重要な細胞内環境因子である細胞内pHが  

変動したとき、血球内のATP、無機リン、フルクトース1．6ニリン醸等の存在鼻が相互に閑  

適しながら変動することを観測した。このことから、細胞内pHとホスホフルクトキナーゼ活性と  

の相関をiIltaCt赤血球において確定できた。  

（発 表）G－8，G－9，g－13，g－14，g－15  

研究課題 環境中有害物の人体負荷量についての研究  

〔旭当者〕安達史郎・・い野筒音告  

〔期 間）昭和53年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕地域住民の血液・尿・頭髪中の重金属の濃度を測定し、体内分布、血圧等の生体指標  

並びに壬lニ活環境条件との関係を推定することを目的としている。現在、工CPと原子吸光にて元素  

分析を行っている。  

研究課題 カドミウム慢性曝露がラットの諸機能に与える影響に関する研究  

〔担当者〕町親和彦（大分医科大学）・安達史朗  

〔期 間〕昭和52年4月57年3月  

〔内 容）カドミウムの低濃度慢性曝露をカドミウムフリー群（絹製飼料：0．01ppm以下）、0．3  

ppm投与群、30ppm投与群について離乳期から1年間飼育し、各種金属の臓器内分布の変化、血  

圧値の変動、各種生理機能の変化、妊娠の影響など多方面から追求していくことを目的としラッ  

トを用いて実験を行ってきた。このうち血圧値、各校生理機能、一部臓器分布等の測定は終った  

が毅も重点をおいていたCdの生体内必須金属に与える影響についての研究はICPが伸用不可能  

になった為大巾に遅れる見込である。現在デ〔ターの整理中であるが一部生理機能にカドミウム  

による影響がみられている。  

研究課題 大気環境条件と死亡についての疫学的研究  

〔担当者〕余子 カ‥安達史朗  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕昭和41年から6年間に東京で発生したすべての死亡を対象とした。毎年夏に気温と順  

相関を示す死亡の増加がみられる。60歳未満ではこのような現象はみられず、60歳以＿とでは年令  

の増加とともに現象が明瞭になる。タヒ因別に検討すると、脳梗塞ならびに肺炎で最も明瞭で老す  

いがこれに次ぐ。員馴化亡に対する気温の寄与は脳梗塞では4測lこ達する場合がある。しかし妃  
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亡に関与する気温の園子のうち、温度差、最高気温、最†貯気温、気温の変化率などのどれがどの  

死軌こ最も強く関与するのかはまだ明ちかでない。また慣れ、あるいは死亡が発生する付薬団の  

大きさの変動などについて今後検討をすすめる予定である。  

研究課領 死亡に及ばす大気環境の影響に関する研究  

〔担当者）小野雅司・安達史柳  

〔期 間〕昭和55年4月一昭柑58年3月  

〔内 容）大気汚染が人の健康に及ばすさまぎまな影響のうち、本研究では死亡現象に注目し、  

慢性影響（呼吸器疾患による死亡）並びに急性影響（特定日時における死亡数の榔JlI）を解明す  

るための手法の検討を始めた。同時に、茨城県下における昭和53年度死亡者の記録と、環境デー  

タベースより各種大気環境データを入手した。  

研究課題 個人の健康情報の管理・運用へのレコード・リンケージの適用に関する基礎的研究  

（旭当寺）小野雅司・安達変則・斎藤 寛  

〔期 間）昭和54年4月一昭和58年3月  

〔内 容〕複数の統計調査あるいは疫学調査で得られた個人の健脚青報をレコードリンケージの  

手法を用いて総合的に解析するための方法の検討を行った。   

あわせて、茨城県下における結核登録患者ならびに昭和53年度死亡者の記録を収集した。同様  

の冨的で秋田県」、坂町における過去50年間の死亡記録を収集した。さらに死亡記録と対応させる  

べ〈小坂鉱山就労者記録の収集につとめている。  

研究課題 環境軍国と腎不全との関連性についての研究  

〔担当者〕斎藤 寛・杉乎直子・三種裕子・関野 宏（客月研究眉卜吉永 菅（客員研究員）  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕欧米では鎮痛剤の乱拝＝こよる腎障害が慢性腎不全の10％、血液透析患者の10％を占め  

ている。   

わが国では近年血液透析患者は年々増加の一途にあり、30，000人をこえた。薬剤による腎不全  

例が本邦にも多数存在しているとすれば、鎮痛剤乱用の危険を呼びかけることにより、慢性腎不  

全の発症数を減少させることができよう。   

本研究は′巨i城県下600人の血液透析例について面接を行い鎮痛剤連用による腎不全発症の状況  

を明らかにする（G－3，G－5，G6）。   

研究課題 脳神経疾患に対する環境中の微量元素の役割りに関する研究  

〔担当者〕斎藤 寛・三種裕子・杉平直子・森田昌敏（計測技術部）・茅野充男（客員研究則  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕多発性硬化症、進行性筋ジストロフィーなどの脳神経疾患のほとんどは原因不明であ  

る。しかし、毅近これらの疾患のうちのあるものについては環境中の微量金属元素が発病園子と  

なるのではないかという報告がある。   

本研究は70ラズマ発光分光法と原子吸光法の組合わせにより生体試料（脳脊髄液、血液、尿な  

ど）について多元素同時測定法を確立し、微量金属元素の生体に対する影響を明らかにする。   

尿についてはNa、K、Ca、Mg、P、Fe、Cu、Zn、Mn、Cd、Pb、Mo、Niの13柾の元素の測  
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定が可能となった。  

研究課題 肝硬変マウスによる細胞性及び液性免疫能並びにサブレツサー細胞の誘導に関する研  

究  

【担当者）斎藤 詫・三稗裕子・杉平直子・高橋 弘（技術部）・清水不二雄（客月研究月）  

（期 間）昭和55年10月一昭和57年3月  

〔内 容〕Dimethylnitrosoamineをマウスに授与して肝硬変を発症させ、上記研究を進める。   

授与蓑をさまぎまに変えての第4回目の実験において実験マウス全例に著明な肝出血斑を認め  

た。組織学的検索より、この群は将来肝硬変を呈する可能性が高いと考えられた。   

本研究は環境中の有；！テ物質が人間の自然麗（naturalhistory）にどんな影響を与えるかという  

環境保健部人間生態研究室の統一研究テーマの1つである。  
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2．2．8生 物 環 境 部  

（研究概要〕   

特別研究として生理生化学研究室及び陸生生物生態研究室が担当する「複合大気汚染環境の植  

物影響に関する研究」が2年目を迎え、水生生物生態研究室が参加している「陸水域の請来儲化  

に関する総合研究」が3年間の研究期間を終了し、その3年間の研究成果をまとめた報告告が出  

版された。－・方、この継続研究として「陸水城の富栄養化防止に関する総合研究」と題した特別  

研究が3年計画で発足し、水生生物生態研究室が同じく参加した。   

本年度の経常研究は、54年度に行った研究課題の継続研究が主として行われたが、ユ課題が終  

了し、1課題が新設されたほか、2課題が統合されて、新たな内容を盛I）込んだ経常特別研究と  

して取り上げられた。   

生理生化学研究室では、環境汚染物乍削二村する藻類の抵抗性に閑適して、海産の藻類に生理活  

性制御物質であるセリン系のプロテアーゼのインヒビターが広く分布していることが見出された  

ほか、気孔開閉におけるリンゴ酸の役割についての従来の仮説を否定する結果が得られている。   

陸生生物生態研究室では、植生の環境形成作用及び植生一土壌生態系における塩類の循環に関  

連Lた植生と土壌の機能を、引続き生態学的に研究して行くとともに、蘇苔類の光合成、呼吸に  

及ぼす環境因子の影響を酸素電極法により測定して検討した。また、斬硝軋 硝酸の還元過程に  

おいて、これらの還元酵素の誘導期について検討を行った。   

水生生物生態研究室では、水界生態系に関する2つの研究課題を統合し、軋こ環項生理部及び  

環囁情報部の協力を得て、有害汚染物質による水界生態系の槻乱と回復過程に関する系統的な研  

究を行った。一方、水生生物による毒性試験法の開発、水生生物の実験動物化の研究が引続き行  

われたほかに、新たに動物プランクトンの植物プランクトンの増姉制限への関与について研究を  

行った。  

研究課題 気孔開度に及ぼす環境要因と植物ホルモンとの関連に関する研究  

〔担当者〕近藤夫巨朗・榊 剛  

（期 間〕昭和54年4月－59年3月  

〔内 容〕気孔の開閉運動は孔辺細胞の浸透圧変化により制御されると考えられている。主な浸  

透圧調節物質はカリウムであり、バランスイオンとして塩素、リンゴ酸が働いているといわれて  

いる。ソラマメ表皮切片に低pHで亜硫酸を与えると顕著な気孔閉鎖を引き起こした。亜硫酸のカ  

リウムとりンゴ醸含有量に対する影響を調べると、リンゴ酸は明らかに減少したが、カリウムは  

ほとんど変化しなかった。気孔開度とリンゴ酸含有量には密接な関係があるように見えるが、リ  

ンゴ酸がカリウムの移動を支配するという従米の仮説は支持されないように思われる。  

〔発 表〕H－5，h－13，h－16   

研究課題 藻類の植物ホルモン分布と生理活性物質に関する基礎的研究  

〔担当者〕渡辺恒雄・近藤雑朗・田中 浄  

〔期 間〕昭和55年4月－58年3月  

〔内 容〕藻類の異常発生機構の研究が活発に行われているが未だその本乍引ま解明されていない0  

その原因の1つとして藻類の内生的な生長調節物質で、微鼠で植物生理過程を調節する物矧二間  
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する知見が少なく、基礎研究が十分されていないことが上げられる。   

我々は海産の藻鯖のホルモンおよび生理活性物質の分布を検討し、簿頬の異常発生機構解明の糸  

口となり縛る物質に関する研究を行った。今匝＝ま動物やヒトの生体ド封卸機構の重要なファクター  

として知られているセリン系プロテ7－ゼおよぴ70ロテアーゼイ．ンヒビターについて検討した結  

果について報告する。   

河鹿の藻類には紅（R）、褐（B）、緑温G）の3種顆がある。（R）のヒラムカデ（GγαよeJo叩gαJよγJ血）、  

タンパノり（Gγα亡eJo叩よαeJ埴土血）、スサピノリ（PoγPん少γ丘yezo餌ざgざ）、ベニスナゴ（5cんgヱym2mよα  

血ム訂J）およぴ（G）のヒトユダサ（．〟0几OSけOm成一吊右辺甘机〕にセl＝／系の7bロテ了－ゼインヒピタ⊥  

が存在していることを見出した。   

海掛こセリンプロテアーゼインヒビターが存在することを見出したので、その生理的意義につ  

いて現在検討中である。  

〔発 表〕h－35，h－36，hL37，h－38，h¶40，h－41，h－42  

研究課題 細胞エネルギーレベルの変化による環境影響因子の解析  

〔担当者〕島崎研一郎  

〔期 間〕昭和54年4月－56年3月  

〔内 容〕ATPレベルは環境条件の変化により、急激に変動するので、前年度は細胞内における  

ATPレベルをそのまま測定するための条件を設定した。この方法によりホウレンソウ菓のATP  

レベルを調べると、暗中でのレベルは光照射により約2，3倍に増加した。蒲花生薬でも同じ傾  

向が見られた。叉、この明哨におけるATPレベルの変動はホウレンソウ薬からjit離．したインタク  

トクロロ70ラストでも確認された。   

次に汚染ガスの一校であるSO2に緑葉を莱露すると、暴露をはじめてから30分後には、ATPレ  

ベルが約30％上昇するが1時間後にはほぼもとのレベルにもどった。－一方、インタクトクロロ70  

ラストに5mMのNa2SO3を与えておくと光照射時のATPレベルが約40％低下Lた。これらの理  

由について現在検討中である。  

研究課題 植生の環境形成作用に関する生態学的研究  

〔担当者〕可知直毅・戸塚 績  

〔期 間〕昭和53年4月¶昭和57年3月  

（内 容〕茨城県阿字ヶ浦砂丘に見られる4つの植生タイプの土壌について、土壌培養に伴う窒  

素とリンの動態変化を測定することにより栄養環境の評価を試みた。窒素の供給力は土壌の有機  

窒素含見に依存し、リンの供給力は土壌の水溶性無機リン含量に依存していた。   

また、他生臥復観察ほ場での松林伐採、および表土はぎ取り後3年目の桃生と土壌の仝炭素、  

全窒素含偏を測定した。その結果、今後植珪からの有機物供給によI）土壌中の全炭素、仝窒素が  

増加する方向に変化することが推定された。  

〔発 表〕h－8，h－9，h－10  

研究課題 植生一土壌生態系における栄擾塩類の循環にかかわる植生と土壌の綴能に関する生態  

学的研究  

（担当者〕可知直毅・伊藤 治一戸疎 緋  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和57年3月  
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〔内 容〕本構内有底枠失膜ほ場を植生一土壌系のモデル実験系として用し－、浸透水中の栄養塩  

イオン罷に根生が与える影響を経年的に測定した。前年度に実施した植生の破壊によって浪度が  

上昇LたNO；は、その後も引き続き高い濃度を維持して、0．5－3．Oppmの範囲で変動した。】方、  

シバを植栽した区画個0．02～0．005ppmの範囲で変動し、植物によるNO言の吸収は、植物地上部  

が枯死している冬期でも活発におこっていることが示唆された。  

研究課題 地表面土砂流出量に及ぼす植彼の影響に関する研究  

〔担当者〕戸塚 績■可知砥毅  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕地表面二t二砂流出に関する既存の資料を収集して整理し、l降雨強度、相生の有無、土質、  

勾配の変化と土砂流出鼻との関係を示す数学モテルを導入し、これをもとに電ヶ浦（西浦）の集  

水域より流出する土砂猥を1966～1968年の3年間の降雨記録を利用して算出した。その結果、西  

浦に流人する土砂が1年間に3mm程度の速度で湖底に堆積し、・・・・・方、流域の地表面では0．9mm／  

年の速度で土砂が削I）取られて行〈ことが推算された。  

〔発 表〕H－14  

研究課題 植物一土壌系の生物活性と環境容量に関する研究  

〔担当者〕米山忠克・戸塚 綺  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕植物残透の分解を湛水状態と畑地状態とにした土壌のモデル実験系により、2か年に  

わたり追跡調査した。土壌中に投与された稲ワラは物理化学的方法により大きさごとに分別回収  

された。2～4mmの大きさの域速から、より小形のものへの変化は、湛水状態ではほとんど認め  

られなかったが、畑地状態では、緩慢ではあるが進行していた。畑地状態におけるより速い分解  

は主に糸状菌によるものと推inlほれた。分解■Pの稲ワラでは、有機態窒素の無機化と、土壌窒素  

の不動態化という相互に逆プチ向の反応か同時進行的に観察された。その結果、分解過程における  

大きさ別の残瀞Pの窒素含品の変化はごくわずかであった。  

〔発 表〕HⅦ24，H－25，h、32，h－33  

研究課題 植物におけるNO2、NO；、NO；の還元の磯作に関する研究  

〔担当者〕米山忠克・岡野邦夫  

〔期 間）昭和54年4月一昭和56年3月  

【内 容〕柄物糞内でのNO；、NO言の還元には光が不可欠と考えられている。しかし光が関与し  

ない根でも活発な還元が行われていることが、これまでの解析で明らかとなった。明条件下にあ  

る葉と暗条件下にある根では、NO妄やNO；の還元物質の速い、供給源の違いなどを含め、興った  

還元の機構が存在する可能性が示された。またNO言は植物細胞の機能に障害を与える物質であり、  

通常の栽培条件下では細胞内に蓄梢しないといわれている。しかし柄物トロン温室内で栽培され  

たヒマワリ、インゲンマメの兼中のNO言含量を測定したところ、硝酸態窒素肥料を与えた翌日の  

早朝には、一一時的に多重のNO；が蓄積する現象が観察された。これは硝較還元酵素と亜硝酸還元  

酵素の誘導時期のずれによるものと考えられた。   

研究課題 各種環境条件下における蘇苔規格物の生長および生理機能に関する研究  
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〔担当者〕清水英幸・古川昭雄・戸塚 績  

〔期 間〕昭和53年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕辞苔類植物は陸上生態系で独特の地位を占めている緑色植物であり、種々の環境条件  

の変化に対して敏感に反応すると考えられている。現在の都市化、産業立地の開発などは、柄物  

の生育環矧二大きな変化を与えている。このような環境の変化が煎苔頬の生長および生理機備に  

与える影響を明らかにするために、前年度までに培養装置や生理健吉巨の測定法について予備的実  

験を行ってきた。今年度は特に酸素電廟法を用いて、鮨苔類の光合成、呼吸におよぼす照度、温  

度、pH、NaHCO3濃度、酸素膿度の影響について、数株の蘇苔類柄物を用いて検討した。試料と  

した7サゴケの1種では水中で長期間三l二存可能であり、照度500／」Em‾2sec‾1（約35klx）で、高い  

光合成能力を示した。  

研究課題 植物の生長に及ばす光環境悪化の影響に関する研究  

〔担当者〕古川昭雄・戸塚 績・藤沼康実（技術部）  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕近年、都市域では大気汚染、建造物などの影響によって街路樹の生育している光環境  

が悲化している。このような悪化した光環境条件下において生育している柄物の生長がどのよう  

な変化をするのかを明らかにする試みを行った。   

組物材料として都市線化木の一つであるサンゴジュを川い、ほ場l句ガラス左内に逆光枠を設定  

してサンゴジュをさし稚から栽培した。サンゴジュは陽樹であるが、北条件がかなり悪い所にお  

いても比較的良好な生長を示し、クロロフィル塁も瑞光下で高い依を示した。しかし、今回の実  

験においては個体差が大きすぎ、光条件の差異と生長立との関係を定品的に検討できる資料がえ  

られなかった。  

研究課僅 水生生物に対する毒性試験法の開発に関する研究  
〔担当者）安野正之・畠山成久・春日清一‥宮下 衛・菅谷芳雄（技術部）  

（期 間〕昭和50年4月一昭和56年3月  

〔内 容）ユスリカの生長・産卵に及ほすカドミウム・銅の毒手響をPαγα亡（川習ねT古祝5を用いて調  

べた。この種は緑藻（GoJe和んよ乃fα）のみを何として羽化・産卵（隼為生軸）するので食物連紬こ  

よる重金属の影響解析にも適している。   

グッピーの生存率・生長・簾仔等に及ぼす影響を主にス三チオンを用し、て調べた。スミチオン、  

0－2．4ppmの間で30日曝指すると、休講はほほ濃度に比例して著しく減少した。また10ppm、4  

時間のみの曝露でもその時期によりグッピ〔の産仔周期を早める（早産）ことが分った。   

実験動物化されたモッゴの産卵習性を用い遺伝毒性試験のうちの優性致死試験を行った。雄魚  

のみに変異原（MMS、AT－Bl）を投与し、雌劇、と交配させると卯の受精率、生存率が著しくf氏下  

した。  

（発 表〕H3，H－18，H－19  

研究課題 水生生物の実験動物化に関する研究  
〔担当者）安野∬之・春日清一・畠山成久・宮下 篠巨菅谷芳雄（技術部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭郁61年3月  
〔内 容〕環境汚染物質の水生生物に対する影響を評価するために生物試験が行われるがこれに  
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用いられる過当な水生生物の選択とその飼育法および生物学的特性を明らかにすることを目的と  

する。多くの生物種が検討されたが、以下の生物が実験動物として適することが明らかになった。  

甲殻類ではヨコエビ、ミズムシが枯葉（クリ）により容易に飼育ができ、ミズムシは成熟も早い。  

水生昆虫ではユスリカのPo加e（ゴどんれOC亡Og㍑仇t㍊mが狭い空間でも交尾し、600前後の卵を得る  

ことができ、幼虫も容易に飼育ができた。魚類では黄色系グッピーの他にモッゴを加えた。この  

種は、産卵数も多いが成熟に4、5か月を必要とする。これ以外に飼育法の確立されたものにタ  

マミジンコ、ヒドラ、ユスリカ（2種）、イサザアミ等がある。  

研究課題 動植物プランクトンの増殖制限要因の解析  

（過当者）安野正之・岩熊敏夫・今村典子・花里孝幸・菅原 淳  

〔内 容〕（1）夏季に水の華を形成する藍藻類のミクロキスティスは、冬季は湖水中および底泥  

中に栄養体の状態で存在する。そこでこれらの細胞の塵理約特性を講ト、夏季の細胞のそれと比  

較検討した。200cにおける湖水中のミクロキスティスの最大光合成速度は、12月下旬から3月中  

旬にかけて、夏季の細胞の％－％になる。しかし底泥中の細胞は、1月～3月ともi巧の値を示し  

槻水中のものより高い活性を維持していることがわかった。   

r2）タマミジンコによる、緑藻（クロレラ）と藍藻（ミクロキスティス）の飼としての選択性、  

同化率を13cトレーサーを用いて比較検討した。その結果、ミクロキスティスは、クロレラより、  

選択的によりよ〈取り込まれた。また、同化率は両者の間で大差はなかった。しかL、ミクロキ  

スティスを与えた場合、クロレラより、タマミジンコの生長は悪く産仔数は転端に減少した。  

〔発 表）ムー4，ムー5  

研究課題 塵水域の汚染指標生物に閲する研究  

〔担当者）安野正之・岩熊敏夫・菅谷芳雄（技術部卜今村典子・花里孝幸・佐竹 潔・佐々 学  

（者月研究月）  

【期 間）昭和55年4月一昭和60年3月  

〔内 容）河川・湖沼の汚染指標生物とLて底生動物のうち現存量の多いユスリカの分類の見な  

おしを行い、日光湖沼群と多摩川において分布と汚濁度との関係を調べた。笛栄養化の進んだ湯  

の湖では特定の種の減少が観察され、他の日光湖沼群の湖とでは種組成が昇ることが分った。多  

摩川支流では上流から下流に向って汚濁水の流入とともに種組成が変化し、汚濁が進むと少数の  

種組成で現存量は多くなることか分り、ユスリカが汚染指標生物として有効であることが認めら  

れた。そこで湯の湖湖心より底泥柱状試料を採取し底泥中の生物遺骸（ユスリカ、珪藻等）の計  

数を行い富栄養化の進行との関係を調べている。   

公害研の実験水路に有機リン系の殺虫剤を投入し、生態系のかく乱と回復の過程を調査した。  

甲殻類のある種は完全に消滅し、ユスリカは影劉を受けるが回復が速く、付着篠頬の現存量と密  

接にかかわり合うことが分った。  

【発 表）K－26，K－27，ゎー30，h‾31  

研究課題 有春汚染物斯こよる水界生態系の撹乱と回復過程に関する研究  

【担当者）菅原 淳・安野正之・畠山成久・春日清一・宮下 衛■今村典子、花里孝幸・岩熊敏  

夫・鈴木和夫（環境生理部）・山村 充（環境生理部卜菅谷芳雄（技術部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和56年3月  
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〔内 容〕川 重金属汚染が河川の生態系に及ぼす影響を研究するため′ト牧（秋Ⅲ）、生野（兵庫）、  

足尾（栃木）などの河川で生物調査を行った。重金属汚染河川（小坂）では三I二物和が単純化され、水  

生昆虫ではユスリカ（Or亡んocJαdi祝β8p．）、コカゲロウ（βα冶Zgβ）、ガガンボの一棟などで優占さ  

れていた。付着藻類でも東金属耐性種があることは前年見られている。生物体中の重金属浪度を  

計るため付着藻類・水生昆虫・魚頬などの採取も同時に行った。  

（2）細菌クロレラーミジンコからなるミクロエコシステムにカドミウムを添加しその影響を  

調べた。カドミウムが10ppbの場合ミジンコの数およぴpHに変化は見られないが、細菌数は対照  

区より高いレベルで変動した。100ppbの場合はミジンコの増殖が抑えられてクロレラが残存し、  

光合成活性に変化が起り、pHの変動が異ってきた。細菌はむしろ変動の振幅が小さくなった。   

用 度仔中のグッピー（胎生メダカ）にカドミウムを蓄積したユスリカ幼虫（200〃g／g dry wt）  

を2か月間捕食させた場合、肝・腎にCdを高濃度に蓄積するが産仔数に明らかな差はなかったb  

稚魚の段階からCdLエス［）カ（200－1000FLg／g dry wt）を6か月間以上捕食させた場合、濃度  

に従い鹿仔数・生存率に影響が見らオtた。人工河川モデルの柾執二Cdを蓄積させ、1か月間カゲ  

ロウに捕食させて食物述軌こよるCdの蓄積を調べた。カゲロウはCdを高濃度で蓄積するがその  

大半は、消化管とその内容物に存在した。  

（4）ミジンコ、イトミミズ、ユスリカ幼虫、魚（フナ）などで生体中におけるカドミウムの存  

在様式を検討した。ユスリカはカドミウムに対してきわめて耐性があるにもかかわらず哺乳動物  

で見られるようなメタロチオネインを誘導しなかった。  

〔発 表〕h－28，h－29，h31  
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2．2．9技 術 部  

〔研究概要〕   

技術部は、生物系および理工系の各種大型研究施設、廃棄物処理施設等の共通施設の運転管理、  

エネルギー供給管理、設備保守業務および工作室におけるガラス、金属、プラスチックスを材料  

にした特殊実験機器の製作を行うと同時にそれらに必要な計画立案、技術調査および試験研究を  

行っている。また新たな研究施設および実験装置の開発のための装置工学的な基礎研究を行って  

いる。別に生物系施設においては各種研究に供試される実験動物、植物および水生生物の開発と  

系統維持を菓務としている。   

各々の研究については、廃水処理施設の合理的運転に関する技術的検討を行ってきている．が、  

塩素滅菌によって生成するとされているトリハロメタンの分析を行った結果、当施設では検出さ  

れなかった。   

実験植物についてポプラ80系統の品種間の大気汚染ガスに対する感動酎二ついて調査し、特異  

的感受性を示す数系統を見出した。ポプラ、イネ等について大気汚染指標植物として利用できる  

系統を選抜した。畑地ほ場において土壌の三相分布一土壌春水量、リン醸吸収係数および有機物  

含量変化についての資料が蓄積されてきた。また、ほ場実験における観測データの解析システム  

が完成した。   

動物実験施設では、大気複合汚染ガス泰露チャンバーの制御精度について実験し、NO2と03の  

複合実験の場合には、供試動物にできるだけ近い点からガスをサンプリングし、分析するペきで  

あることを明らかにした。また、SPF動物飼育環境の微生物学的清浄度の維持に関しては、定  

期的検査結果の集積から落下菌数に影響を及ぼすとみられる因子の詳細について追究を深めるこ  

とができキ。実験動物については、大気汚染（特にNO2）に高感受性を示すハムスターに加えて、  

鳥類としてウズラ（ムpαれeざe（ヨuαfJ）を導入し、NO2感受樵について基礎的な検討を加えた。   

理工系大型研究施設については、熱線風速計の感度の経時変化を調査し、新たに較正装置を試  

作して較正所要時間の大幅な短縮を行うとともに、測定データの精度の向上に寄与することがで  

きた。また、レーザー出力測定器および出力変動測定器を試作し、レーザー発振器の作動状態を  

より詳細にとらえることが可能となった。  

研究誅窺 廃水処理施設の合理的運掛こ関する技術的検討  

〔担当者〕松垂一夫・佐藤三郎りト林雄一・矢木帽身（水質土壌環境部卜田井傾吾（水質土壌環  

境部卜須藤隆一一（水質土壌環境部）  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和59年3月  

〔内 容〕当研究所の廃棄物処理施設を合理的に運転するため、次の点について検討を行った。   

水処理過程における有害成分の変化とその同定、走塁のため、分析条件の検討を行った。廃水  

中に存在する有機化合物は非常に種粗が多く、また個々の化合物は微量であるため抽出、漉縮、  

分馳法等の基礎的研究を行った。また現在塩素滅菌で問題となっている、トリハロメタンの発生  

を見るため、当施設の処理水の分析を行ったが検出できなかった。   

研究課確 実験材料植物・環境循標植物の開発と系統維持に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・町田 孝・相賀一郎  
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〔期 間）昭和52年4月－57年3月  

〔内 容）形質のそろった実験材料植物は研究に不可欠である。また∴環境に特異的に反応する  

指標植物によって環鏡評価ができる。それらの植物を開発、育成し、研究目的に応じた植物の供  

給を図ることを目的として、本年度は下記の事項を行った。  

（1）前年度までに純系選抜によって得られたP～F4世代までのヒマワリを同一条件下で育成し、  

形質調査を行い、選抜効果を検定した。その結果、葉形では後代になるに従い選抜効果が認めら  

れ、ほぼ目的とする均一なヒマワリ系統が得られた。  

（2）前年度に行ったポプラ品種群の大気汚染物質暴露による可視障害の程度と汚染物質の植物  

への吸着Hである気孔の開閉運動との関連を調べた。03巣箱によると、大多数の品種で可視障害  

の程度と気孔の閉鎖程度とは負の相臥03収若菜とは正の相関が認められたが、03収着蜃が大き  

〈て可視障害が認められない品種も存在し、可視障害からとらえた03抵抗性は気孔の開閉運動の  

程度と収着した03の無毒化機構の代謝量との2つの作用点の反応量で区分されることが明らかに  

なった。  

（3）紺卸環境下での実験材料植物としてのヒマワl）の生育特性を調べる1ステップとして、放  

射量の異なる人工光源下でのヒマワリの乾物生長を解析した。その結果は、前年度行った、自然  

光‾Fでの生長の季節的変動の結果と・・・・致L、光繋の異なる光条件‾Fでの生長実験では光条件の測  

定方法として光合成有効放射還（PAR）が有効であることが明らかになった。  

〔発 表〕ト16，ト17  

研究課題 畑地は馴こおける土壌形成過程に関する研究  

（担当者〕山口武則・相賀一郎  

〔期 間〕昭和54年4月一昭和59年3月  

〔内 容〕本研究の目的は開墾地の畑地ほ場において管理様式の相違によって土壌の形成がどの  

ように経時的に変化するか長期的展望に立って調査L、ほ場管理方法の指針を作ることにある。   

54年度の予備実験をもとに、別団地ほ場において土壌生産力の異なる2面のほ場（土壌生産力  

大、土壌生産かJ、のほ場）に人為的土壌改変を図った管理方法の異なる試験区を永久設定し、各  

試験区に夏作としてイネ科植物川クトウ）作付、マメ科植物（ラッカセイ）作付および裸地無  

作付の各区を設け、管理方法の相違が植物の生育に及ばす影響を調査し、さらに、一般に熟畑の  

指標とされている土壌の三相分札土壌春水量、リン醸吸収係数、土壌有機物含量など調べ、植  

生が土壌形成に及ぼす影響を合せて検討Lた。また冬作として裸地区を除く全試験区にコムギを  

作付して、前作の栽培跡地土壌がコムギの生育に及ばす影響を検討し、本研究の本試験となった。  

なお本研究は今後上記の試験を長期間反復し、土壌形成過程は固より、肥料の残効性、栽培植物  

の適作障害なども合せて検討する予定である。  

研究課題 植物実験用PANの供給に関する研究  

〔担当者）松本 茂・秋元 螢（大気環境部）  

〔期 間）昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕昨年度までは植物トロン内の複合汚染実靡装置による光化学反応生成物に閲し、グロ  

ースキャビネット内に入る取入外気中の炭化水素の分析やキャビネット内の反応により生成が予  

想されるPAN琴の分析条件の検討を行ってきた。本年度は軸物実験にPANを使用するための問  

題点を検討するため、市販の殺菌灯を光源とする内容積約90Jの光化学反応器を試作しPANの合  
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成を試みた。特にNO2－C3H6－Air系におけるPAN生成の反応特性に関する基礎テ」タを待た。  

研究課頓 ほ囁施設での観測データの解析システムの開発に関する研究  

〔担当者）大政謙次・安保文影・藤沼康夫・柑㌍一郎  

（期 間〕昭和53年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕ほ場施設には徴気象、土壌条件等のデータ収集装置が設置されているが、本研究の目  

的は、これらの装置から得られるデータを多訃的なほ場実験の基礎資料とするための観測データ  

処理システムを開発することである。また、実験ほ場内の自然環境下での柄物生体計測システム  

を開発することである。本年度は、前年度に引き続いて徴気象、土壌条件等の観測データの解析  

手法を改良した。また、植物生体計測システムについては、熱赤外画像計測システムを用いて、  

実験ほ場内の柄物群落の乗艦分神子を評佃する手法を開発L、実際に、ラッカセイやサツマイモの  

群落の棄塩分布を計測評価した。以上により上記の目的とするシステムを完成させた。  

〔発 表〕Ⅰ一1，Ⅰ2  

研究課題 植物の電子顕微鏡写真の画像処理に関する研究  

〔担当者）大政謙次・安保文彰・相封一一郎  

〔期 間〕昭利55年4月一昭和56年3月  

〔内 容〕本研究の目的は、汚染環境‾Fの柵物の表面構造や気孔開度等の変化を電顕により観察  

し、得られた電顕写真を画像処理することにより、汚染環境下の植物影響を竃遥的に評価する手  

法を開発することである。本年度∴電顕写真を解析するための画像処理システムの開発、画像処  

理に過した電顕試料および電顕写真の作成方法の開発、得られた電顕写真から気孔開度等の情報  

を抽出する画條処理手法の開発等を行い、＿1二記の目的を達成した。今後は、特別研究「複合大気  

汚染環境の植物影響に関する研究」において、より高度な手法の開発と、具体的な解析評価への  

適用に関する研究を行う予定である。  

研究課題 動物実験施設大気複合汚染実験装置に関する研究  

（担当者〕松本 茂・高橋憤司・高橋 弘  

（期 間〕昭和54年4月一昭郁56年3月  

〔内 容〕大気複合汚染ガスの動物暴露実験を行う場合、実験装讃に関してもいくつかの問題が  

ある。そのひとつとして稜合汚染ガス澱度制御と複合ガス反応との関係について検討した。例え  

ば複合汚染ガス暴露チャンパーでNO25ppm、031ppmの櫻合ガス制御の場合反応により子ャン  

バー上部の多孔樵の上と動物飼育部における気流中のガス濃度は、NO2が約9％、03が約22％袈  

っていた。従って複合汚染ガス暴露実験においてガス浪度を高精度で制御するためには、できる  

だけ供試動物に近い場所からガスをサンプリングし分析することが必要である。ニの場合動物の  

発生するNH。がNO2濃度制御用NO，分析計に干渉する問題は昨年度報告したようにNO，コンバ  

ータにグラシーか一ボンを使用することで解決できた。  

〔発 表〕K－54   

研究課題 SPF動物飼育環境の微生物学的清浄度の基準に関する研究  

〔担当者〕山元昭二・高橋 弘  

（期 間〕昭利55年4J≡ト昭和57年3月  
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〔内 容）SPF動物飼育環境の微生物学的清浄度の経常については∴空中落下微生物の酬定（渇  

下菌検義）の結果を目安としている。落‾ド閣検査は、種々の要因により影響を受けるので、その  

成績を解析するためには、それらの影響を充分に考慮に入れて判定せねばならない雉しさがある。  

本年度は、（1）定期的に落下菌検査を実施し、落下菌数と出現菌椛を明らかにした。（2）これらの結  

果の集梯から、①動物の在否、②動物数、③週令、（ニ）飼育ケージの型式、などは、いずれも落‾lT  

菌検査に影響を及ばす安閑となることが明らかとなった。なお、これ以外にも稗々の影響要因が  

考えられるので、今後も続けて検討していく予定である。  

〔発 表〕i－22，ir23，i24  

研究課題 環境科学研究に適した実除動物の開発・改良に関する研究  

〔担当者〕高橋惰司・高橋 弘  

t期 間〕昭和55年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕こ環項汚染物質の生体影響研究に過した実験動物を開発する目的で、今年度はハムスタ  

ーとウズラを用いて、以下の基礎実験を行った。  

（1）ハムスターーウズラのNO2感受性を他の動物種と比較した結果、マウス・ラットより著し  

く高感受性であることが示された。  

（ZINO再畝受性の高および低系ハムスターを選抜するための基礎集団として、近交系の作成に  

着手した。  

（3）NDV・Hl抗体塵生能の商および低系ウズラの選抜を第10世代から第13世代まで進め、両選  

抜系間の抗体産生能の差異をより明確にした。  

（4）当施設でのウズラの飼育管理マニュアルを作成し．、実験動物学的なウズラの飼育方式を確  

立した（含・♀とも標準以上の生長を示した）。  

（発 表〕i－8，i－9  

研究諌筒 中型風洞を用いた汚染物賃の吸収及び蒸発に閲すも装置工学的研究  

〔担当者）竹下條二・相田洋匡（大気環境部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和57年3月  

〔内 容〕気域および水域に存在する汚染物質は気液界面を通して移流、拡散し物質循環およぴ  

エネルギー循環を形成している。本研究はこの現象を再現し、実験的研究を行うための手法およ  

び技術開発のための基礎資料を得ることを目的としている。   

まず主流が層流流れについて鉛直方向の速度成分がある場合（例えば蒸発）物質移動速度に及  

ぼす影響を流体のシュミット数とも関連させて数値解析による検討を行った。その結果、物質移  

動速乾は蒸発速度とシュミット数の傾にほほ比例し、低物質流束によっても大きく影響を受ける。  

また、本解析法は従来の厳密解に対し濃度プロフィールに基づく近似解法を用いたが、計算誤差  

は数％以内で計算時間の大幅な短縮化が図れた。  

〔発 表）i－15  

研究諌喝 ガスタロマトグラフ一光イオン化質量分析計を用いた大気汚染物質の分析に関する研  

究  

〔旭当寺〕高木博夫・竹下俊二㌧小林雄一・常田伸明（大気環境部卜秋元 嚢（大気環境部）  

（期 間）昭和55年4月一昭和56年3月  
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〔内 容〕小型スモッグチャンバー実験での反応生成物として重要であり、電了価撃型質量分析  

計では、分子イオンがほとんど出現しないナイトライト類、ナイトレイト矧二ついて検討した。   

乃アルキルモノナイトライト（Cl－C4）、イソプロピルナイトライト、tert－プチルナイトライト、  

n一アルキルナイトレイト（Cl～C4）、シクロアルキルモノナイトレイト（C5～C7）、ベンジルナイト  

レイト、和アルキルソナイトレイト（C2－C3）について分析を試み、メチルナイトレイト、ベンジ  

ルナイトレイトのみに親イオンが検出された。他の化合物の場合も同定が容易になった。  

〔発 表）ト7，i－7   

研究課題 大気拡散風洞の最適運転、並びに温度差のある流れにおけ争風洞実験技術に関する研  

究  
（担当者）上原 清・竹下俊二・小林雄一・小川 靖（大気環境部卜植川津匡（大気環境部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和60年3月  

〔内 容〕加熱・冷却床パネルや気流温度の制御装置を備え、測定部における気流の安定度をコ  

ントロールするような風洞実験施設は世界的にも例が少い。本研究では当該施設の安産かつ効率  

的な運転方法、並びに温度成層化した流れの性状を明らかにするための計測技術や、可視化技術  

について検討する。   

本年度は、（1）新しい風速計較正装置、（2）風洞測定部内壁の断熱用測根取I）付け、（3）トレーサー  

ガスの2次元吹出し装置等の試作並びに性能試願が行われ、ほほ満足すべき結果が得られた。  

研究課題 大型レーザーレーダーの安定な運転技術に関する研究  

〔担当者）松井▲・・・郎・竹下俊二り、林雄一・清水 浩（大気環境部）・竹内延夫（大気環境部）  

〔期 間〕昭和55年4月一昭和58年3月  

〔内 容〕本研究所に設置されている大型レーザーレーダー用高出力レーザーは、他に顆を見な  

いため一一般に装置特性に関する実験アニタ等の情報が少ない。そこで、本装置に関する詳しい特  

性測定用に、測定機器の製作を行った。レーザー発振器は、レーザーレーダー用にビームを拡げ  

てあり、レーザー出力も大出力である。このため、本装置用レーザーパワー測定器の試作と、レ  

ーザー光の1パルスごとの出力変動測定装置の試作を行った。   

これにより、レーザー出力の絶対値と変動の測定が容易に行えるようになった。   

この制定を日常行う事により、レーザー発振器の動作状態を敏速にとらえることが可絶となっ  

た。  

（発 表）ト18，j－20  
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2．3国立機関原子力試験研究費（科学技術庁）による研究  

2．3．1放射性同位元素利用による汚染環境の評価と改善に関する研究   

〔研究担当者〕生物環境部：菅原 淳・近藤娃朗・渡辺桓雄・庄川】浄・．捌卵汗一郎・榊 剛  

〔研究期間〕昭利53年4月－58年3月  

〔研究概要〕環境悪化を評価、改善するためには、ラジオアイソトープをトレーサ」として用い  

ることにより、汚染物質による生物j；杉響を敏掛二感知し、障害発現の機作を解明する必要がある。  

大気汚染物矧こよる植物膨響の機作に関する詳細な研究が遂行され、本隼度は以下に述べる結果  

が得られた。  

（1）二酸化窯素（NO2）、オゾン（0ニ～）の偏Lに対する影響を調べると、SO2の場合と同様、ア  

7サインン醸（ABA）を多く含む机物は雪月Lをす早く閉ぎすこと、およぴNO2、03暴露した雲ロL  

はABAに対する感受性が増大することが明らかになった。14c－＾BAを朴－て、NO2あるいは0：一  

暴露による孔辺細胞へのABAの移動およひ代謝の変化を調べる予定である。  

（2）亜硫鰍こよる光合成電子伝達系の阻害は光照射下においてのみ進行する。その機作を解明  

するためNa235so3をホウレンソウ葉上1l二与え、葉緑体への35sの取り込みを調べると暗黒‾ドと比  

べて光照射‾ドで数倍の取り込みが観察された。また、DCMUを加えて帥硫酸の；影響を抑制すると、  

35sの葉緑体への取り込みい軋吉された。この結果は光照射1こにおけるSO2によるクロロンス、‘電  

子伝達系阻害には、光酢伸二よる35s取り込み増加も大きく寄与している可能性を示唆している。  

（3）ソラマノ葉肉細胞プロトプラストを用いて、北枕轍のC（〕2の取I）込みに対する彫響を訓卜  

た。低pHで亜硫酸処理した後、中性pHでNal・IljcO3を加えてインキュベー卜し、細胞l勺に取り込  

まれた14cをl判定産物と非掛走炭酸に分けて測定すると、固定14cのみならず非固定14cも顕著に  

低下していた。この結果は、SO2による柵物柴の炭酸吸収阻害には炭酸固定㈲害のほかにCO2の  

吸収阻害も関与している可能性を強く示唆した。  

（4）SO2による炭酸固定阻害の機作として、脱硫酸によるRuBPかレポキンラーゼ阻害が言わ  

れてきたが、SO2暴露によりH202が生成し、Srl酵素のFBPase、GAl〕脱水素酵素が顕著に阻害  

されることを明らかにした。尖際の葉緑体の■11でどちらの阻害が主であるかを明らかにする目的  

でNaIl14co3を用いて同定産物を調べる予定である。  
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2．3．2水生植物の光合成機能を指標とする微量無機環境園子の測定法に関する研究   

〔研究担当者〕計測技術部 生体化学計測研究室二佐竹研一・椒弘崇覇  

（研究期間〕昭利54年4月57年3月  

【研究概要〕水中に存在する無機物質には、溶宥恕、コロイド状態、懸だく体等様々の存在状態  

があり、皇た各無機物貿の化合物にもイオンや酸化物等様々の形がある。従って水中に有存する  

無機物質と水生生物の閲係を考える上で、水中に存在する無機物質のうち一▲休どれだけが生物に  

とって利用可能なものであるかを知ることは大変重要なことである。本年度ほ主にこの点に関し  

て検討を行い、生物利用可能無機物質量（A）の測定に閲し、ひとつの測是法を提案した。この方  

法は、（1）式で示されるものである。  

（∬2、ズ1）魚  
（疋：定数）  ，l‾皐、   

尺2   

すなわち、あらかじめ水生生物中の目的物質の義を生物を生かした状態でけい光Ⅹ線分析装置を  

剛－て測定し（gl）（けい光X線分析法による1iving sampleの非破壊測定）、次にこの生物を呂  

的物質のトレーサー（尺l）を加えた試水中で培養し、トレーサーと試水ヰり二含まれていた目的物  

質を吸収させ、次に生物巾に吸収されたトレーサー（月2）をγ線スペクトロメーターで、また目  

的物貿（Ⅹ2）を再びけい光Ⅹ線分析装置を用いて洞完するやり方である。実際に生物としてウキ  

クサ（5pgγOdeJ∂pOJ〟γんほα）を、目的物質として65znを用いてこの方法を検討し試水中の生物利  

用可能亜鉛量を球めた。  
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2．3．3土壌底質中の元素動態に関する研究   

〔研究担当者〕水質土壌環境部 土壌環境研究室：高松武次郎  

〔研究期間〕昭和55年4月－5錮二3月  

〔研究概要〕湖沼より採取した底泥、プランクトン、浮遊物質試料の分析結発からマンガン化合  

物がNi2■ト、ZI12＋■、1∋a2＋などの2価金属イオンやじ醸イオン、リン椴イオンのスキヤベンジャーと  

して非常に薫製であると考え、合成マンガン化合物を用いた吸着予備実験を行った。 その結果、  

pI周慨で負の表面電荷を持つマンガン化合物が仙－2十やBa2＋を吸着することにより2次的に表面が  

正電荷を帯びアニオンに）寸する強力なスキヤペンジャーになり得ることを示した。  
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2．4特別研究促進調整費（科学技術庁）による研究  

2．4．1ランドサット等人工衛星データ利用実証総合研究、  

一水産生物生産力の調査一湖沼に関する研究   

〔研究担当者〕環境情報部：奥野忠一t7卯奇思国・宇都宮陽二朗・土屋 巌・安岡善文  

〔研究期間）昭和54年4月昭和56年3月  

〔研究概要〕湖沼の富栄養化現象は、柵物70ランクトンの異常増殖による養殖魚の酸欠死や悪臭  

問題等、各地で深刻な社会問題となっており、これに対して種々の対策が講じられようとしてい  

る。そのためには、まず、広域にわたる水質汚濁現象を正確に把握することが必要である。リモ  

ートセンシング技術は、広域的な対象を非接触で、かつ、同時的に測定することができるので、  

環境計測にはきわめて有効である。本研究は、ランドサット等人工衛星から渥最澄れたマルチス  

ペクトル画條データと湖上で観測された水質デ「タをもとに、湖沼における水質を定義抑こ測定  

することを目的とする。   

今年度は、八郎潟において、昭和55年9月19日およぴ11月12日の2回、ランドサット2号の」L  

空通過に合わせて水質調査を行った。水質調査地点は八郎潟調整地全域10ポイント、調禿牒目は  

透明度、透視度、pH、クロロフィルーa、濁度、SSである。また霞ケ浦においては、ランドサッ  

ト2号に同期して、昭和55年12月17日および昭和56年1月22［1の2匝】にわたり霞ケ浦西浦16ポイ  

ント、北浦6ポイントで水質調査を行った。水質調禿項削ま各枕雲も象項目および透明度、透視は、  

COD、SS、全窒素、全リン、クロロフィルーa、7ェオフイナンaの測定を行った。湖上観測  

点の位置は、マイクロコンパスによる三点方位法によI）測量を行い、ランドサット画像との位置  

ずれを防いだ。   

湖上で観測された水質データと画像データとの相関解析の結果、八郎柳こおいても霞ケ浦にお  

いてもランドサット画條のバンド6（0．7－0．8／川）と透明度およぴSS温度が良い相関を示Lた。  

以上の結果から、八郎潟、霞ケ浦の透明度とSSの推定分布図の作成を行った。   

さらに霞ケ浦のランドサットデータに対しては、解析にCCTカウントを用いずセンサーで観潮  

される絶対エネルギー伯を使用し、同様の解析結果から、CCTカウント値の場合との比較検討を  

行った。また、水中情報が最も少いと言われているバンド7のデータから、パスラジアンス伯を  

推定し、4、5、6バンドのパスラジアンス補正を行い、補正前、補正後の比較から、大京補正  

に関する手法の開発について検討を行った。  
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3．情 報業 務＊   

環境情報部は、環境公案慄連情報に対する広汎な需要に応じるため、昭利48年度の研究所設立  

以来、大宝t・水質に関する艶植情報、文献情報、情報源情報等を精力的に収集し、それらの情報  

に基づ〈環境データベー∵スの構築とその効率rlミノ運用をはかってきた。   

F冊l」55年度は、最近数年l；i‖こ定着してきたやデータベース”の概念に一層近づけるため、デー  

タ検索を機械可読彗竺にし、またいくつかのファイルを絶倒11Jに利用するネットワーク処理態勢の  

整備を指向した。現．在環境情報部が整備しようとしている環囁データバ丁ネの構成は、図3・1に示  

すとおりで、このなかにはまだ計画中のものもあるが、整備されたものは太字で示した。また、  

利用の形態には、対話型オンラインのもの、オフラインによるバッチ処理を採用するものがある。  

数値情報  環境賞  大気環境  那定局属ナ生情報ファイル・  
時間値データファイル  
月間個い年間値データファイル  
水質マスターファイル  
水質データファイル  
流星マスターファイル  
流量データファイル  

三   

モ  

境  モ  

水質環  

環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
 

光化学関連て 
ファイル  

自然環境種生自然度デー■タフアイル  
発生源（検討中）  

関連統計  人口統計  
工業統計（通産省との情報交換）  

その他  て  
大気時間値検索プログラム（バッチ型）  

大気環境メッシュ化プログラム（バッチ型）  

水質データ検索プログラム（バッチ型）  

環境データ解析プログラム（バッチ型・会話型）  

NIES・EPA  

NIES－MF  

NIES－SC  

JICSTファイル等〔外部システムJO†S利用）  

B10SrS等〔外部システムDIALOG利用〕  

その他  
INFOTERRA（UNEP）  

CJEARING（国内‖外部システム」OIS利用〕  

SSIE（米国）〔外部システム」OIS利用〕  

航空写異  
人工衛星データ  
その他（メッシュマップ等）■  

（太ニケニは研究所で作成したブ7イル）  

利用ソフト  

乍  
文献情報  

「≡  

一情報源情報  機関情報  

T   
t  

研究者情報  

画像情報「  

閻3．1環境データベースの構成  

＊〔発表〕に記載された記サは5章成果発表一覧の記研こ対応する。  
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環境データベースを効率的に運用するためにも、また増大する研究者の枝緬計算需要に対応す  

るためにも、電子計算機システムの機能の充実は不可欠である。幸いに、前年度末に切替えられ  

た新システムは順調に稼動し、ジョブ処理件数は倍増し、lジョ70当リCI〕Uタイムはガになるなど、  

処理能力の向上は顕著であった。   

これらの業務は、部内で並行して進められている経常研便（pp．5153）の成果をもふまえて、  

そのサービスの質・最を・・・・・屑向上するものと期待される。  

3．1環境数値データファイルの作成と利用  

3．l．1データファイルの作成  

環境行政および環境科学研究において必要とされる環境蘭値情報を広く収集し、これを利用に  
便利な形で電子計算機に蓄積することは、環境情報部の主要な任務の一つである。昭利55年度に  

おいては、前年度に引き続き、大気環境データ、光化学関連データ、および水質環境データを収  

集して磁気テー78に収録するとともに、蓄積され土データの検索、解析手法の開発を進めた。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境チータファイルは、①大気眉搾抹抑‖血データファイル、②大兄隠境剛抑乱・午問†直テー  

ータフアイル、および③大気測定局属性情報77イルの三つで構成されている。二れらのファイ  

ルに、昭利54年度データを入力した。また、本年度も「節4回大雲（環境データ処理システム研究  

会」を開催して、大京環境テ⊥タの収集、交換に関する諸問題について情報交換と討議を行った。  

（∋ 大京環境時Iiミ】値データファイル   

大京環境時剛直データファイルは、自治体がテレメータにより収集した各測定局の1時制ごと  

の測定値を記録した磁京テー70を、各自治体から提供を受け、作成Lているものである。磁気テ  

ープの仕様や測定項目の配列順序は、自治体ごとに異なるので、これらのデータを統一的に利用  
するために、当所で定めた「標準磁気テー70フォーマット」に変換、楓某して蓄積している。昭  

和54年度串業として収録した対象測定局数は、表3．1に示すとおりである。収・集対象項目は前年  

度と同様、各自清≠で測定、記録の対象としている項目としたが、気象項目のうち特殊なものは  

除外した。   

② 大気環境月†H＝軋利ii＝直データファイル   

大京環境月間他、年間値テ」タフアイルは、前年度に引き続き環境庁大気保全局が発行した「昭  

和54年度一般環境大気測定局削岩結果報告」およぴ「昭和54年度自動中排出ガス測定結果報菩」  

に記載されているデ⊥タを収録したもので、規軋全国的、かつ経年的にわが圧Ⅰの大気汚決状洞  

を評価することができる唯】・・・のデータファイルである。本年度収録した項月別の測定局数は鄭・2  

のとおりで、前年度とほぼl町僕であるが、各ill■促局のコードとともにその名称も入ブ〕することと  

Lた。  
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表3．1大気環境時間値収録対象局数（54年度データ）  

－・般周  鉦排局  その他   備   考   
茨」蛾り．と  

栃木県  13  51γ53年度を含む  
群＋罵野  
埼玉県   5   

千 葉 県  120  四   5   

東京都  
神奈川県  
横浜市  8  

川崎7†i  7  

愛知県  7  Ii 

名古屋祐  
三界県  
京都府  
京都了仔   6   5   

大 阪 肝  41   14   堺、高石、岬を含む  
大：阪」1i  14   1Z   

兵庫択  姫路、西告、尼ヶ崎を含む  
神戸了†i  6   2   

由良It】▼   
和歌山粧  
開山県   10   4   

広」島 臼．を   5   2   

！1一   3  

山口県   
旧   

北九州市  5   51｝53隼度を含む  
大牟田祐   

表3．2大気環堀江間値・年附値チータファイルに収録した  

項目別局数  （昭和54年度データ）  

項  目   一般環境大気測定局  自動車排出〝ス測定局   
二 酸 化 硫 詐   1．587   41   
窒 素 酸 化 物   1，145   239   
一一 酸 化 窒 素   1，145   239   
二 酸 化 垂 繋   1，145   239   
一 酸 化 炭 素   222   364   
オ キ ン タ ント   899   53   
浮 遊 粉 じ ん   1，234   68   
浮遊粒子状物質   226   11■   

仝 炭 化 水 繋   Z31   127   
非メタン炭化水素   168   71   
降下 ば い じ ん   1，603  

③ 大京測碇月順性情軸ファイル   
大京測定局属性情報ファイルには了環境庁大知呆全局が調速した、一一般環境大知蔓lり定局、自動  

車排出ガス測定局の名称、住所、コードト地図情瀾、地域メッシュコート、地域の特徴、測定機  

の形式、名称、更新年月、および保守管理状況などを記録してある。本年度から、大気保全局と  

協議の上、属性情報ファイル作成システムを改良して、「大京測定局調査表」に本ファイルの内容  

を出力し、自治体担当省による確認を容易にするとともに、内谷を変更した場合に、記入が容易  

になるようにした。本年度は2ファ5子分の1メッシュ団より、位置に関する情報を人力するとと  

もに、20万分の1地図にもプロットし、測定局配置図を作成した。   

節4厄】大京環境テ」タ処理システム研究会のl昔‖荏   

大気環磯子ータフ7イルの璧惰と内容の充実をl窒lるため、昭利52年度より上記研究会を閲催し、  

自治体の抱当者、環矧う二閲儒者、および当所関係者とのl邑；け情報交換を行って来た。本年度は第  

3回折究会報告寺三沌発行するとともに、第4回研究会を昭利5錮こ2月17、18日にI相接し、大矢環  

境データの利榔二関する諸問題について討議した。その内谷は、「第4回大気環牒テ」タ処理ンス  
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テム研究会報告書」として発行の予定である。  

（2）光化学関連データファイル   

光化学スモッグによる健康被儀の失態を把握するため、光化学関連データファイルとして、①  

オキシダント緊急時発令状況ファイルと②光化学ス≒ッグ被告ファイルとを作成している。本年  

度は、昭和53年度、54年度のデータを収録した。   

① オキシダント緊急時発令状況ファイル   

各自治体が環境庁に報告しているオキシダント緊急時発令状況等一覧表を収録したものであり、  

発令地域名称、県市区町村の名称とコード、緊急時発令年月日、予報、注意報等の発令基準、開始、  

終了時刻および発令峠のオキシダント膿度、風向、風速、気温葦の気象データより成っている。  

発令件数は、53年度1，028件、54年度534件であるが、これを市区町村単位に細分化して収録した。  
（診 光化学スモッグ被告ファイル   

自治体が環境庁に報告した、光化学スモッグ被害届出状況の調査倭と、自治体から別途収集し  

た詳細データを収録したファイルである。収録内容は、被害発生年月日、時刻、被害発生地点（名  

称、市区町村コード、メッシュコード、地図図幅名称、コード）、被害の状況（被害者数、症状等）  

等であり、件数は、53年度110件、54年度65件である。また、被害地眉を2フナ5千分の1のメッシ  

ュ区画図にプロットした地図を作成した。  

（3）水質環境データフナイル   

水質汚濁防止法に基づき∴全国公共用水城水質調査が、昭和46年度から実地されている。この  

調査結果をデータファイルに収録する作業は昭和51年度よリl卦始し、収録項目を逐次増加Lて釆  

た。昭和55年度は、前年度と同様公共用水城水質iH碇結果資料解析費による集計作業と水質環境  

データファイル作成＊業を統一的に実行した。   

水質環境データファイルは、①水質マスタファイル、②水質デ⊥タフアイル、③流量マスタフ  

ァイル、および、④流量データファイルより構成されており、その内客は以下の過りである。   

① 水質マスタファイル・   

水質マスタファイルは公共用水域の水質測定点に係る情報を収録したファイルであり、データ  

の検索や基準適否の判定などのための基礎となる情報をもっている。本年度は、前年度に引き続  

き、変更地点等の調査結果にもとづいて、測定点を5万分の1地形図に記入するとともに、地点  

統叫番号、地点名称、・指定類型、達成期間の他、緯度、経度を測定して、マスタファイルに収録  

した。   

また、これらの測定点を20フナ分の1地形図に記入し■、水系別に測定点を把握できるようにした。  

■（a 水質データファイル   

本年度は公共用水域の全測定点（8，196地点、進123，180回）について、水質刺定結果資料解析  

に必要な生活環境項目のpH、t30D（河川）、COD（湖沼、海域）、SS、大腸菌群数、n「ヘキサ  

ン抽出物質、およぴ、僚康項目のカドミウム、シアンヾ有機リン、鉛、クロム（6価）、ヒ素、給水  

叙、アルキル水銀、PCBを収録し、水質保全局の発表する「公共用水放水質測定結果について」  

の基礎データを集計した。なお、、嘲の地域については、窒素、リン酸関係項目をも収録した。  

・③ 流量マスタファイル、   

樺設省作成の昭和54年度流量年表に記載されている流量測定点について、前年度と同様に，属  

性情報（位置、名称、流域面楠、河口からの距離等）と年集計値（最大流量、平水流鼠、年給還  

－・106－   



等）を収録した。   

④ 流量データファイル  

」二記流長年表の測定眉ごとに、日平均流儀、月合計、月平均流ぷ、年合計、年平均流墓守を収  

録した。  

3．1．2利用プログラムの整備  

数値ヂ」タフアイルを有効に利用するためには、データの検索機能、作表、作図等の～i1力機能、  

検索したデータの解析機能等にすぐれた利用プログラムの整備が必要である。本年性より、電算  

機システムの性能向上に対応して、会話形式でデータの検索、解析が可能で、必要な情報のみを  

即時に出力するための会話型利梢70ログラムの開発に着手した。  

（1）環境データ解析用会話型7dログラムの整備   

前年度までに、環境データのバッチ処理用の多変易解析78ログラムの整備を終了した。しかし、  

環境データは、工場における品質管理や実験計画の場合のように、統計的に管理された条件下で  

得られることは棉であり、従って、誤差の分布に正規性を仮定する多くの統計的方法を無批判に  

適用することは適切でほない。そこで、まずデータの吟味から始まり、分布を正規性に近づlナる  

ための適当な変換を試行錯誤的に探索するというような処理が先行しなければならない。このよ  

うな観点から、本年度より、会話型利用プログラムの開発に着手し、データモニタリング用プロ  

グラムを作成した。この70ログラムは、以下の機能をそなえている。   

①欠洲伯のある場合の基本統計量の計算   

②データの分布状態を見ながら最も適当な変枚方式を会話型で探索する機能   

③各校の確率モデルの下での異常値検出   

④仮定したモデルの下での欠測他、異ノ削直の処理機能   

この会話型プログラムによって、クリーニングされたテ⊥タに、バッチ処理の多変遺解析プロ  

グラムを適用して解析することもできるが、次年度以降、各極の解析も会話型で行えるようなプ  

ログラムを開発する予定である。  

3．1．3数値データファイルの利用  

（1）利用方式の整備   

環境数値データベースのもつ環境質の測定結果を、広〈環境研究や環境行政の利用に供するた  

めには、磁気テープの貸出し等による利用を可能にしなければならない。前年度末に「環境デー  

タベース磁気テープ貸出規定」が定められ、本年度から、この規定に従って、環境データベース  

の利用が始まった。  

（2）利用状況   

環境問題研究のために3件、環境行政（環境庁および自治体）のために4件の他、水質データ  

ファイルは、作成と同時に水質保全局が水質測定結果の評価に利用している。   

また、通商産業大臣官房情報管理課との間で、大気環境月間値、年間値ファイルと工業統計の  

一部との情報交換に関する覚え告が交換きれた。  
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3．2文献情報ファイルの作成と利用  

文献情報の収集とそのデータベース化および国外を含めての外部で作成されたファイルの活用  

については、前年度同様の作業を継続しつつ、いくつかの追加・改善を行った。昭和55年度の特  

色は、1）情報資料庫の一一部に検索■コーナを設置し、オンライン頗索の効果を高めるための原典（マ  

イクロ版）の即時利用を可能にしたこと、2）所蔵文献テ」タベースの鮪朗ファイルとしてのNfES－  

SC（逐次刊行物目錦ファイル）の作成である。後者は前年度まで雑誌を対象に試験的に作成して  

きた－ものであるが、本年度はその形式を改善し、当所で収集した地方自洲本公害研等の非定期的  

逐次刊行物および単行本抜いをしている継続的発注図お（主として栽…彗）等の収録も含めた。  

（1）所蔵文献の検索システム   

前年度に引き続いて整備を行ったNIES－MF（当所収載マイクロフィッシュ文献情報ファイル）  

とNIESEPA（NTIS作成のMTから編集したUSEPAを中心とした文献情報ファイル）は、それ  

ぞれ153件および6，260件増加して、総計はそれぞれ10，414伴および13，262件になって、NIESvEPA  

のうちの－・部特殊なものを除き、それらすべてに対応するマイクロ版原文献を収集整理した。NIES  

MFとNIESrEPAは、共に所内オンライン検索が可能になった。NIES－SCは当所所蔵の逐次  

刊行物を中心とじて、そのタイトル、入手経路、バ、シクナンバー範囲などを収録した目録ファイ  

ルで、∵維誌1；298梯を含む1，517楓こついて整備を行った。NIESSCはいわゆる補助ファイ／L／で  

あ．）、前述のNIESMF，NIES－EPAのような薔誌三ji項を収錦した文献7アイルではないが、  

図書管理用としては省力化の点でかなり有効で、さらにその出力としてのユニオンカタログは、  

図寄主利用者にとっても利用価値の高いものとなっている。  

（2）外部文献の検索システム  

LIEr本科学技術情報センターのJOiS（JICST On－1ineiI－forrnation Systern）は前年度同様の  

利用を待ったが、よ－り効率的な検索を行うため検索サービス担当がキーワナド選定に関する講習  

会に出席するなどして、各ファイルに対する理解度を深めた。   

さらに前年度、テスト的に導入した米匡1ロッキートミサイルズ・アントスペース祉のDIAIJOG  

システムは、KDD社のICAS（Inte－，naltion註「Cらrnput昌r’’A6c占ss・S。「Vis：［B際コンピュータ伝  

送サービス）の回線認可に伴って、本格的な利用を開始した。JO工Sに加えてDl八LOGを専入した  

ことにより、公衆電話回線を利用したオンライン検索で利用できる対象文献の総数は5，000万件に  

も及んでいる。－   

以上のオンライン検索に加えて、S†）Ⅰ（Selective Dissemination of，11rifムrmation：選択的情  

報提供）、サービスを利増しての－、匝碇した専門分野情報の定期的入手等も前年ノ釘耶削ご実施し、  

環境公害関係の文献情報を総合的に利用できるようにした。なお、JOISの利周は年刑罰6件、DIA】．・．OG  

の利用は年間224件であった。   

l l            、「．  白∵′ ロ  
l  
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3．3情報源情報の整備と提供   

（1）INFOTERRA業務   

匡樋環境計画（UNEP）の鱒葺する国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）一1981年  

現在参加国数112、登録惜掛原致8，500一におけるわが国の担当機関（ナショナル・ワオ」かレ  

ポイント）として、昨年にひきつづき、国内の環境情報を所有する機関（惜掛原）の調査・登録  

および更新、情報源の照会業務等を行った。   

① 偶報源の登録および更新   

本年度は、団の帝政機関・国立試験研究機閤などのうちの未設録機関を対象として、偶報源の  

調査・登録を行い、7情報源を新たに登録した。また、前年度までに登録された国内の全情報源  

（169機関）を対象に、不システム発足以来はじめて立録内谷の全体的な更新を行い、全体の39％  

に当たる66機関の登録内香を変更した。この更新の結果、国内の登録惰報滑数は合計174となった。   

② 情報源の検索照会   

国内外からの依廟に対して、情報源照会回答業務を行った。照会件数は、37件（且外から14件、  

国内から23件）であった。   

本年J勤ま、国立公害研究所の電算機システムの拡充に伴い、情報源の刈育漕摘索が可能となり、  

検索の精度が非′附こ高〈なった。  

（∋ その他   

情報源の登録を谷易にするために、「INFOTl∑RRA情報源の手引」を作成し7＝。   

また、昭利55年8月に中国・大連で聞†j邑されたアジア太平洋地域INFOllERRA管彗l会矧こ日本  

フォーカルポイント代表として参加し、討論および報告を行った。  

〔発 表）K－130，K137，八一6，A－9，a12   

（2）研究課趨等情報源検索業務  

JOISを利川して、日本匝仙の公共試験研究機関約540機関の研究テーマを内容とするL、亡JICSl、科  

学技術研究惰灘ファイル’’と、米国内約1，300機牒1の研究テーマを内岩とするいSSIE肝先情報ファ  

イル、’からのオンライン検索態勢を整イ萌した。それぞれ、約27ラ■ぉよぴ107テ件が収録されている。   

なお、DIALOCの導入によって、さらに10椰以上の情報瀾ファイルの利用が可能になり、世界  

規模のオンライン情報源腫應ができるようになった。環境チータベーえのネットワーク整備が一  

歩前進し、テスト検索の結果も良好であり、今後の活用が期待できる。  

3．4電子計算機業務  

昭和55年度は、54年腔末に・切替えた新機桃Hl「11AC M－180の運用か軌道に瀬り、風洞、スモッ  

グチャンバー、エアロドーム等所I勺施設の肘掛二よるデータ遣の増加、研究活動の活発化による  

電子計算機利用者の哩曲があっナこが、新システムによるジョ70件数、Ct〕Uタイム共に【l闘粧二相川l  

した。三‡三要なジョブは、大京閲係の各実験地設のデータや水質二l二塚のデータの処理・解析、シミ  

ュレーション、環境データベース作成業務、航空機計測データ解析フロログラムおよぴテ」タ処理  

等であった。  
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例年通り6月に初心者を対象とする「フォートラン講習会」を行ったほか、新人出力機器の利  

用説明会を適宜行い、プログラム、オペレート等の個別相談にも応じた。新システム導入以来、  

適切な説晰翫ミ、なかったため、「匡は公寄研究所電子計算機システム利閥の手引」を編兼し利周者  

の便をはかった。基本編、オープンバッチ編、TSS絹に分け、～読すればシステムの基礎が理解  

出来るようにLL：。まL：、「私算管理室だより」を魔時配布し、新規作成したTSSコマンドの説明、  

日本地図、世界地図プログラム等アプリケーションパッケージおよびサ70ルーチンの紹介を行っ  

た。   

ハードウェアでは、主に大型ジョブ（仮想記憶8MB〈－らいまで）による処理速度の遅れに対処  

するため、主記憶装置を3MB増やし、計7MBにし、保存デ」タセットの増加が著しいため、磁  

気ディスク装置を1台（2スピンドル、300MBX2）増やし、計4台とした。また、端末機増加  

による仕三拝量に対応できるように、電話回線、モデムを増設した。   

本年度のジョブ処理件数およぴCPIJタイム（中央処理装置の俺月祁班ⅠであI）、入出力装置、待  

時間などを含むランタイムではない）便用状況は図3．2に示すように、月平均10，349件、140時間で  

ジョブ処理件数は前年度比202．9％の大幅増とをった。これは、新システムでは同時に15のバッチ  

5 6 1 8 9 10 1 ■2  2 3 月  

図3．2ジョブ処塑件数とCPUタイム  
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図3．3各部の電子計界機便別人況 （昭抑55年4月⊥昭和56隼3那   

ジョブのほか、TSSも実行可能であることにも起因する。1日当り（土昭日も1日として）バッ  

チジョブ件数240、サブミットジョブ件数58、TSSジョブ件数127、1ジョブ当りランタイムは4  

分50秒、CPUタイムは49秒で、前年度比約3分の2、4分の1で、これは新機械の処理能力の向  

上によるものと思われる。ジョ7すの内訳は、バッチ56．5％、サブミット13・7％TSS29・8％であり、  

システム運転時榔こ対するCPUの使用率は63％であった。なお、3月現在のユーザ登録者は約200  

名である。   

今年度の特色の一フとして、新倦絶切替に伴い、オペレー．ティ’ングシステム、VOS3によるTSS  

が可能となり、プログラム、データは端末装置からも簡単に入力～fl来るため、従来、カード穿孔  

機、カードリーダにのみ頼っていた作業が端末でもかなり利用きれるようになった。  

3．5図書および編集業務  

現れ研究所には官制上の陸ほ手矧まな〈、環境情報部業務室が環境情報の収某・隻座および提  

供に関連する業務の一部として囲告舘葉蘭を行っている。所内ロビー等を暫定〔仰二整楠して、閲  
覧室（電動暦灘等を含む）〔423m2つを設け、「那五庵怖数32席を川意しているほか、黒煙（棚放63〔）  

投）〔125。－2〕、情報資料室（時差、半時長を含む）〔176n－2〕および視写ぷ〔33m2〕を別に設けて、利  

相者の健を矧っている。衷3．3に56年3月甥詔の蔵嵩数毎々弄す。   

また、55年度中の刊行物は、表3．4の通りである。部内詰「環境憫朝潮ニュース」は内容も記滅  

したため、他の刊行物と分離してある。これら刊行物は、国立国会憫闇灘、公キ引込＝系研究機卜鋸う  
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よび各省庁・自治体公害担当部局等に寄贈交換誌として配布した。  

表3．3 蔵 書 数 等  

資料形態   内  訳   54年度末  55年度朱  増加数等   

9，997冊   11，410冊   1，413冊  

約2，300冊   約2，400冊  約100冊  

（整理中）  

4，042冊  4，988冊  946冊  

567種   637種   70種  

535種  661碓  126穫  

（寄贈交換238種）    （寄贈交換337種）   （寄贈交換99隠）   

航空写真（モノクローム・リアルカラー・  
7手   真  赤外カラー）  整 理 中  

衛星写真（LANDSAT）  整 理 中   
地勢周（国土地理院、20万分の1）  123枚  

地形図（国土地理院、5万分の1）  1，242枚  

地   図                  地形図（国土地理院、2万5千分の1）  整 理【P   4，343枚  

その他の図葉  約2，500枚  
（整理中）   

日本科学技術情報センター、JICST環境  197578年度  

公害編  
EIC（Env．Inf．Center，Inc，U，S．A），  197478年  

磁気テープ  
国立公害研究所環境情報弧NJES・MF  1980年度版  

NIES＿EPA  1977－80年  

NIES＿SC  1980年度版   

マイクロ  EPAおよぴその他のNTfSフィッシュ   16，890件   18，986件   2，096件   

フイルム  EICフィッシュ   5，507件   5，507件   0件   

表3．4 刊 行 物 一 覧  

発行年月  シリ ーズ名   ．＝≡  圭一   ページ数  部 数   
55．4  

P8r亡1．Tlledisけibutjor】Ofcム童roれ0汀王jdspecje5ina  
tributaryin relationtothedegreeofpo11u－   
tionwithsewagewater，  

Part2．Descriptionof20specicsofChironominae  
recoveredfromatribut且ry．  

55．8   1，000             245  
有機囁乗物、合成有機化合物、東金属等の土壌生態系に及  246  
ばす影響と浄化に関する研究  

昭和53、54年度特別研究報告－  
288   

関する実験的研究一昭瓶54年度特別研究報告－   
55⊥11  研究報告（R－16一’80）  94  1，0（M   

55、11  

気象相性と大気拡散現象の研究  
一昭朝53／54伎度 特別研究報告－  

55．11   

BUSHstand乱rdreEerencematerlal．  
55．12  調査報告（8－15’80）   第3回火気電機子ータ処理システム研究会報告昏   85  6（X）  

一期日 昭和5⊂ 2月5 6日 ム遁 王立公害研究所【   
56．1  調韮報告（Ⅰ卜16－’80）  

一 日 昭口55年919 20日 ム土軋 召立公望研究所」   
56．3  調査報告（B17－’飢）  319  70（〕   
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発行年月  シリ ー ズ名   課  題   ページ数  部 数   
56．3  

の潮流一昭和53／54年度  
56．・3  

形、気象水文特性およぴその湖水環境に及ばす影響  
昭和53／54年度  

56．3  
の流出負荷畳変化とその評価一昭軸53／54年皮  

56．3  
状態婚凰こ関する基礎的研究了㈲用53／54年度  

56．3  
用に及ぼす影響の定還化に関する研究一昭和53／54年度  

56．3  
（藍藻類）の増殖特性一昭和53／54年度  

56．3   
によるAGPの測定一昭和53／54年度   

55．4  87  

Vol．6，No．2  
☆第3回大気環境チータ処．哩システム研究会  
☆水環境に関するセミナー  
☆囲否皐よリ  

55年度洋雑誌配架リスト  

55年度和雄誌配架リスト  
55．5   Vol．6，No．3   84   

55．9  Vol，6，No，4  
いて  

☆国立公儀瑚究所の侶版物  
55．11  Vo】．6、No．5   48   

56．3  Vol，6，No，6  63  
－OECD「環囁の状況」調査票（大気）作成の蜂緯－  
☆回立公害研究所所内年次発表会  

56．3  Vol．7，No．1   53   

☆国立公害研究所の出版物   
（各号共通内容）☆新着周智月録   

☆収集レポート目録   
☆回立公膏朝究所セミナ→   
☆所内研究会   
☆国立公害研究所職月研究等発表リスト   

53年度  55年度  54年度  総  帥  刷  更  改  
2，179頁   2，041頁  3，017頁   
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4．研究施設・設備  

4■．1大型研究施設  

4．l．1大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  

本施設は工場・自動車等の牒生源から大気■lりこ排出された窒素酸化物・炭化水素等の一次汚染  

物質が太笹削こより光化学的に二次汚染物賀に変更するメカニズムを実験室的に研究することを主  

目的とした施設である。  

（1）施設の概要   

① 建築規模  

鉄筋コンクリート造平家竣、延床面積723m2   

② 光化学スモッグチャンバー装置  

②1 チャンパー  

形状：横置円筒形（内径1，450mm、長さ  3，500mm）、内容積：約6m3  

材質：SUS304、内面処理：テフロンMコート、温度制御範囲：0～500c士10c  

排気系：スパッターイオンボン70、チタンゲッターボンプ、ターボ分子ポンプ、  

ソープションポンプ、油回転ポンプ  

到達真空度：10▼6Torr台  

②，2 ソーラーシミュレーター  

型式：多灯式同軸水平投射型、光源：1KWキセノンランプ19灯  

②－3 試料空気調整装置  

精製方式：自余系酸化触媒、モレキュラーシープ  

精製能力：240J／min   

②－4 分析用計測機器  
什）長光路7一リェ干渉赤外分光器  

（ii）ガスクロマトグラフ質量分析計  

GiD NO、NOx、SO2、03、非メタン炭化水素、全炭化水素分析計  

（吊ガスクロマトグラフ  

（2）利用試験研究   

大吉ミ環境部における研究計画に従って表4」に示すように、主として特別研究「炭化水素一窒  

素酸化物一硫黄酸化物系光化学反応の研究」の研究課題が大気化学研究室を巧1心に行われた。特  

に本年度は、炭化水素の光化学反応性指標について検討するために飽和炭化水素、および環境大  

気の光照射実験が重点的に行われた。  
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麦4．1昭和55年度光化学スモッグチャンバー利用研究（大気環境部 大気化学研究室）  

研  究  課  椙   研  究  課  題   試  料  気  体   

炭化水素一窒素醸化物一硫黄酸化物  複合大気汚染ガスの光化学反応性に  プロパン、n－ブタン等の飽和炭化水   

系光化学反応の研究。   関する研究。   紫、NO、NO2，環境大気∂   

（3）スモッグチャンバーの運転と管理   

大気化学研究室の研究月および技術部理工系施設管理室の職月が研究計画に基づき、スモッグ  

チャンバ」本体の運転およぴこれに付随する試料空気調整装置、ソーラーシミュレータ”、長光  

格フーリエ干渉赤外分光器、ガスタロ質量分析計等の運転、保守に当たった。  

4．l．2大気拡散実験棟（風 洞）  

大型拡散瀾洞は、工場や自動車等から排出される大気汚染物質の移流、拡散現象をできるだけ  

現実に即してシミュレートするための施設である。   

本施設ほ従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて、温度、速度成層装置、加熱冷却床パネル  

を備えている．動こ特徴がある。これら三者の組み合せにより種々の気象条件が再現でき、移流、  

拡散に役も重要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気と相似の条件で大気汚染を  

シミュレートすることができる。  

（1）施設の概要   

① 建築規模  
鉄筋コンクリート造 地下1借 地上2†；皆建 延面樟2，200m2   

② 大気拡散風洞  
垂直密閉回流式  

縮流比：1：5  

測定部：2．OmHX3．OmWX24mL   

送風機：後置静異学段軸流式、口径2．2m、回転数制御MよⅩ．770r．p鳳  

材 質：測定部 2盈ガラス製  

その他：鋼板製、外面断熱施工  

性 能：連続制御風速0．2m／s（ダンパー削御0．1mノsト10．Orn／5  

風速分布一様性 0．5％以下  

乱れ強度  0．2％以下  

r 気流温度  150c†8ヂC・  

■ 床面温度  70c～1120c■  

二（各昧パネル独立温度制御）  

速度成層装置：開礼格子板摺動方式、鉛直20段  

混度成層装置：シーズヒータ千鳥配列、鉛直20段、P．Ⅰ皿制御（△r＝300c）  

（2）利用試験研究  

特別研究「臨海地城の気象特性と大気拡散現象の研究」および大気環境部・技術部における経  
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常研究の計画に従って表4．2に示すような研究が行われた。  

表4．2昭和55年度大気拡散風洞利用研究  

（大気環境部・大気環境計画研究室）  

（技術部・理工施設管理室）  

研 究 課 題   研   究   項  目   

〔特別研究〕  
臨海地域の気象特性と大気拡散現  環境用風洞による大気汚染のシミュレ‾ション   
象の研究   0排煙流の挙動（安定度依存性）に関する可御ヒ実験・トレーサー尖験  

or勺部境界屑の発達過程とその中での拡散現象にl対する流れ域の測定、トレ  

ーサー英験   

〔経常研究〕  
温度成層化した乱流の構造と拡散  
線描に関する研究  

地形・地表障害物まわりの流れと  
拡散現象に関する研究  

大気拡散風洞の毅遼遠転並びに温   
度差のある流れにおける風洞英験  
技術に関する研究   

（3）大気拡散風洞の運転と管理 ■   

大気環境計画研究呈の研究員および技術部理工系施設管理室の聯眉が研究計画に基づき、大気  
拡散風洞の運転およぴこれに付随する機械・電気設備、・ミニゴン、各種計測器の運転保守に当た  

った。  

4 
、 

エアロドームは、環境大気の遠隔測定ならびに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施  

設である。最上部（7・8階）に設置されているレーザーレーダー（■ま大気汚染質の空間分布を短  

暗闘こ広範囲にわたって観測するための装置で、コンビュータ一によって操作、データ処理を行  

う。3、4階には、エアロゾルチャンパーをはじめ粒子状汚染質の生成、拡散、消滅の諸過程を  

研究する装置が設置されている。  

建築規模：鉄筋コンクリート造 8階建（童上階ドーム構造）′延床面積1，321m2 昭利54  

年8月23日竣工  

レーザーレーダー  

′：（1）．施設の概要．（図4．1）  

型 式：モノスタティック型  

方 式：パルスレーザー散乱光受光方式  
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レーザーレーダー部（8階ドーム室）   

寸 法：5．8m（高さ）、3．4m（径方向）   

レーザー：NdニYAGレーザー   

平均出力 基本波（1．06／Jm）30W 第2高調波（532nm）10W   

望遠鏡：カセグレン型反射望遠鏡   

主税有効直径1．5m 合成焦点距離8m   

架 台：高度方億万式  

図4．1レーザーレーダー  

制 御・データ処理部（7階操作室）   

操作卓よりレーザー、架台、光学系を操作  

データ処理部二TOSBAC 7／40  

（2）利用試験研究   

特別研究「環境汚染の遠隔計測t評価手法の開発に関する研究」および大気環境部における経  

常研究の計画に従って表4．3に示すようを研究が行われた。  
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表4．3昭和55年度大型レーザーレーダr利用研究  

（大気環境部大気物理研究室）  

研 究 課 題  研   究   耳（   臼  

〔特 別 研 究〕  
環境汚染の遠隔計測・評価手法の  
開発に関する研究  

大型レ【ザーレーダーによる広域汚染の計測芋償の開発   
試験・校正法の開発   
測定・制御ソフトプログラムの開発  
10－2t〉km領域のjエ峻汚染測定   

汚染質広域移流ベクトルの測定  

エアロゾル空瀾】分布の測定に基づく大矢構造の研究   
郊外城のエアロゾル空間分布の脚ほ   
排煙拡散の測定 ■  

〔経 常i肝 究〕  

レーザーレ【タ」による大気汚染  
立体分布の測定に関する研究  

（3）レーザーレ【ダ」の運転と管理   

大気物理研究室の研究眉および技術部理工系施設管理室の職員が研究計画に基づき、レーザ【  

レーダーの運転および付随するデータ処理業置、各種計測器の運転保守に当たった。  

エアロゾルチャンバー  

（1）施設の概要・一   

本装置は、粒子状汚染物質が環境大気中で生成する過程を実験的にシミュレ－卜するためのも  

のでか）、55年3月に完成した。チャンパー本体、ソーラーシミュレ【ター、空気精製装置およ  

び生成物分析のためのガス分析装置、エアロゾル分析装置よりなっている。以下にその概要を示  

す。   

①チャンバー本体   

形 状：横置円筒形（内径1．2m、長さ3．5m）▼  

内容梢：約4n13   

内面処理：ガラスライニングおよぴ－▲部テフロン（PF－AM）コート   

到達真空度：1×10‾3pa（オイルミストフリー）   
② ソーラーシミュレーター  

型 式：多灯式同軸水平投射型  

光 源：1kWキセノンランプ12灯   

③空気精製装置   

モレキュラーシープを用いるコニルトトラップ方式で、NO∬こ′1SO2濃度がそれぞれ5ppm以下で  

ある。  

精製能力：240J／min   

④ガス分析装讃、エアロゾル分析装置および表面電灘塑肇領分析器   

構 成：NO、NO∬、03、仝炭化水素の各ガス膿度計、およぴガスクロマトグラフ；ビュゾバ  

ランス式エアロゾルモニター、光散乱式エアロゾル測定者畏；表面電離型質量分析器  

（GC－MSも可能）  
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（2）利用試験研究   

55年度は、大気環境郡経常研究「エアロゾルチャンパーの特性に関する研究」および特別研究  
「炭化水素窒素酸化物一硫黄酸化物系光化学反応の研究」の計画に従ってそれぞれ、各分析装  

置と全体の特性試験、炭化水素「窒寮酸化物一硫黄酸化物系の光照射実験が行われた。  

（3）エアロゾルチャンパーの運転と管理   

エアロゾル研究室の研究月および技術部理工施設管理室の職員が、研究計画に基づきエアロゾ  

ルチャンパー本体の運転ならびにこれに付属する各装置の運患、保守にあたった。  

4．l．4一大気モニター棟  

「本施設は環境大気中の汚染物質および地上気象要素を測定する施設で、風向・風速・気温・湿  

度等の気象要素と亜硫酸オス・窒素酸化物・オキシダント等の大気汚染物質を測定している。   

また、これら大気汚染物質自動測定機の比較実験、各計測機の精度、安定性、妨害物質等の実  

験研究にも利用される。  

（1）施設の概要  

建築規模：鉄筋コンクリート造、＝瞥建、床面検80m2  

設置機器：二酸化硫黄自動測定機、窒素酸化物自動測定機、オゾン（オキシダント）自動測  

定機、－1酸化炭素自動測定焼、炭化水素自動測定機、標準ガス発生装置、超書波風通計、  

塩湿度計、日射計、その他気象測器、データ処理装置  

（2）利用試験研究  

表4．4昭和55年度大気モニター棟利用研究  

研   究   課   題   研   究  ：項   目   

〔経 常 研 究〕   
二酸化硫黄および窒素酸化物自動測定機の安定性等の  大気中のかス状汚染物質自動測定機の精度等に関する   
研究   検討   

大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究   各自動測定機の重量比較および水分の影響の実験  

4．1．5ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）  

本施設は放射性同位元素を利用することにより、汚染物質の挙動を解明するためのものであり、  

登録されている核種はα放射体を除き38核種である。  

（1）規 模   

鉄筋コンクリート造2階建、一部屋階（温室）、延床面積1，310．36m2  
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（2）実験室および主要設備  

① RI催川尖験室（5実験室のうち、1実験室には動物用チャンパーを、他の1実験室には植   

物相子ャンパーを付設）、廃水処理を考慮し、各実験室ではイオン交換水を催吼  

② 測定室  

③ コールド実験室  

④ オートラジオグラフイ悶相室  

⑤ RI希釈室  

⑥ 低混妄  

⑦ 混董  

⑧ RI貯蔵室  

⑨ 廃棄物貯蔵室  

⑲ 廃水処理施設  

（3）主要機器  

① 液体シンチレーションカウンター  

② ガスフロrカウンター  

③GMカウンター  

④ ラジオアクティブスキャナー  

⑤ Nalシンチレーションカウンター  

⑥ 敏光Ⅹ線分析装置  

⑦ ガンマ線スぺクトロメータ  

⑧ オートマチックサンプルオキンダイサー  
⑨ 分光光度計  

⑲ 炭酸ガス測定装置  
⑳ オゾン発生装置  

⑲ 超遠心分離機  

⑬ RI動物廃棄物凍結乾燥機  

（4）利用試験研究  

表4．5に示すように、原子力利用研究および牛．柑J研究が行われた。  

表4．5昭和55年度RI純利用研究  

研 究 課 題   研   究   げi   日   

原子力利用研究  
・水生生物の光合成機能を指標とする微≦辻無機環境因子の測定法に関する研究  

（計測技術部甘皿化三才：計測阿見を  

・土壌底質中の元素劫懸に関する研究（水貿二1二壌環境部土壌環境研究室）  

〔特別研究〕  
大吉ミ汚染物賢の単一及び校合   
汚染の：ト困こ対する景き郡にl某」  

するジミ験的研究   
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4．仁6水生生物・水質実験棟（アクアトロンⅠ）  

本場設は陸水環境に関する水生生物・水質両面にわたる一一体的な試験研究を行うための施設で  

ある。施設内容には、毒性試験装置、マイクロコズム、人工環境飼育実験室等の特徴的な実験地  

設を有し、生物学及び物理・化学r】て」手法を用い、水質汚濁の機構とその防止・陸水生物への有害  

物質の影響等について総合的な研究が進められている。また毒性試験に用いるために水生生物の  

実験動物としての聞獅汗究、およびその培養・飼育を行っている。   

54年3月末に海水マイクロコズム実験装置が完成し、本年度より運転を闘始し海水赤潮につい  

ての研究も行われている。  

（1）施設の概要・利用   

① マイクロコズム   

マイクロコズムは湖沼の富栄養化の機構を解明し、その防止対策について検討を加えることを  

目的として設計された装置である。本装置は人工湖沼（2基）および培養槽（5基）、ならびに殺  

菌槽、空気配管などの付属装置からなる。これらの装置を和いて水の華（アオコ）の主要構成朝  

である備croc財ざ孟iβ（エ捏“g～柁05αの培養実験を行い、その増殖ならびに消滅過程における溶存酸  

素濃度、COD等の水質変化を測定した。   

② 恒温室   

恒温室A（100c）では、低温‾Fにおける回転円板処理案験を行った。恒温呈B（200c）におい  

ては、回転円根処理装置の負荷変動に対する応答、生物処理に及ぼす合成洗剤ならびに石けんの  

影響に関する実験、および藻顆（凡打crロC甘5ヱi占）の光に対する応答特偶力どの実験を行っている。  

恒塩基C（250c）においては〟よcγOCyざ孟よぶをはじめとするアオコ、赤潮生物の回分、連続培養実  

験、およぴこれらの藻種を用いたAGP試験を行った。  

（卦 培養室   

細菌、藻類、原生動物等の分離件の継代培養は主として200c、およぴ300cの培養室で行った。  

200c培養室においては、溶青酸繁濃度制御装置を使用して、底泥からのりン溶出実験も行った。  

300c培養室においては A／caligenes 属の細蒲による PCB 分解、および高は条件Fにおける  

〟よcγOCy5fよぶの杓嫡特性に関する研究を実施した。  

④ 毒性試験室   

黄色系グッピー、ユスリカ、シズムシ等を用いて頚金属・農薬の慢性影響試験を行った。新た  

に急性毒性試験室が本館となりに完成し（5珂二12月末）、以峰この械の試験はここで行えるように  

なった。ユスリカ、モツゴ、フナ等で試験した。  

（9 海水用マイクロコズム   

内湾・閉鎖性海域で発生する赤潮の機構解明のために設計された装置で、i法度・塩分成偏形成  

を行うことができ、目的に応じて連続、パッチ培養を行うヱとができる。本装置に’は水野耳川の  

自動計i削装置が付加され（56年3月）、本jI三度は大阪湾に発生する赤潮藻類0‖ぶ亡んod柑C祝ぶJ混血ぶ  
の純粋培養瑛験を行った。  
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図4．2海水用マイクロコズム概略図  

仕様   

培養槽；容量1m3、高さ1．5m、直径1m、内面グラスライニング。外壁を3つのジャケットで  

包み、これに調温水を流し槽内に温度成層を形成可能。  

ラン7bハウス；2kWキセノンランプを使用。照度水面直＿1二で約20klx、明暗周期コントロー  

ル可能。   

ストレージタンク；容量10m3、海水貯蔵僧、内面グラスライニング、屋外に設置されており、  

圧搾空気で泥水を溶解槽に運ばれる。   

溶解槽；海水はここで硝酸塩、リン酸塩等の栄養塩を添加される。  

殺菌装置；濾過殺菌  

プロス殺蘭槽；培養槽を出た水は排水される前にここで殺菌・無害化される。  

⑥ 飼育施設   

温室・人工環境室・屋外実験地がある。主に実験用水生生物の桂苗生産・供給、系統維持、お  

よび実験動物としての開発研究が行われている。本年度供試された主な水生生物数量を表4．6に  

示す。  

（2）施設利用試験研究   

55年度内に本施設を利用して実施された試験研究を表4．7に示す。本年度は計測技術部、水質  

土壌環境部、生物環境部、計4研究室、合計13課題の研究が実施された。  

（3）アクアトロン関連工事等  

① 温室（藻類）水槽補修工事 55年8月終了  
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② 急性苺件試験室、水質分析室、検鏡室、機器分析室 計4室増設工ホ完成55年12J≡】  

③ 砥混実験藁等補修工串 55年3月終了  

表4．6供試された主な水生生物  

（昭和55年度）  

生物純（系統）  総生庫義  総供給量   備  考   

G）ギンブナ（稚魚）  約：20万尾  

（成魚）  20kg   1尾15ん30g（3年勲）約1000尾   
175，200尾  

急性・慣性毒件試験用  
③ヒドラ  Z79，200匹   系統鮭朽・糾譜試験   

約18万匹   

⑤ユスリカ1）  

餅叫脾柚仙血岬ふふ  
⑥ユスリカ2）  2boo匹  

②血相加両ふ硝ぶ四川削明冊∠Jc7Jざ  

（ヨミジンコ1）  ①裾n…〔－CrOCPp付突如倒札稚魚研料として1日齢  

を供約、その他分析用  

購入（50gX20臥耐件卵1507ブ粒）を含む  

⑧ミジンコ2）   ②瓜叩有高αP机k 他、飼育炎験用   

（9ミズムシ   約 10万匹  9000匹   

⑲モツゴ  100万（卵）   6000ほ  系統維持∴飼育（席卵）試験  

10ソJ卯  急性毒性試験．．・  

⑪il■ご一等柄物  ホテイアオイ、オオ．カナダモ＝放培試験、分析用   

⑫藻 菜頁  ミジンコ、，Åスリカの恥料乳クロレラが主   

表4．7昭和55年度アクアトロン利†円研究  

利1肌用∵＃名   研   究  課   題   使 用 施 設・  供試地物・備考   

水質土壌環境部  〔†朋り研究〕   
陸水環境研究  ◎陸水鱒の笛栄養化防止に関する超語府究   
室   ・冨栄養化促進物質の処ア董l技術の開発及び梁川化   

生物環境部   ・混の湖の冨栄養化機構の解明及びモデル化   
水生甚助生態  ・缶栄養化した湖沼の水瞥同視手法の開発   ■野外飼育池   キンブナ20kg  

研究生三 ′   ・欄の丼潤㌍省こおける物質循環の研究   人工環境差・‘混室   

水質土壌f岩場部  〔特別研究〕   

海水用マイクロコ    海洋環境研究  ◎海域における㍍栄兼化と赤潮切牒悲瀾構に関する基   
礎的研究  ズム   

・本朝発生機構の生理朗、化学的甘よ．び物理的要堰の  

解明  

汁測托術闇   ・指標上物中の無機■元素の品と市布状態、およぴその  i止宗主、三i三悪1凱 野  ホテイアオイ   

生体化ご7＝計測  外飼育池   オオカナダモ   
研究室   
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flJ片ほβ・重名   研   究   課   題   使 用 施 設  供試生物・備考   

水質土壌環境部  ・陸水域における富栄養化の憤梢に関する研究   ・マイクロコズム  
陸水環填研究  ・陸水環境に及ばす汚水および汚泥の処理の影響に閏  ・恒温室   
室   する研究   ・培養雇  

・陸水城における有機塩素化合物の孝頭如こ関する研究  ・無蘭皇  
・執成洗剤および石けんの陸水戚に及ばす影取ニl果す  

る研究   

生物環境部   ・水生生物に対する毒性試廉法のl用発に関する研究  ・傾性毒性影響試験  ・キン7サ   

水生生物生態  ・水生生物の失廉動物化に関する研究   主   グッピー 他   
研究室   ・有害汚染物質による水雅史態系の据乱と回復避澤に  ・急性毒性試験室  ・ミズムン  

関する研究 他2課題   ・人工環境頚  ユスリカ他  
・温室  ・ユスリカ  

モツゴ他  

4．】．7水理実験棟（アクアトロンⅠⅠ）   

（1）モデル湖   

長さ20m、帽10m、探さ1m（最大）   

湖流発生装置7基をモデル湖内に設置して、境方形湖盆形状（一様水深）の潮流（循環涜）を  

発生させ、隅角部の流況と水質の拡散過程について実験が行われた。  

（2）屋外長水路（台形断面）   

長さ80m、台形底面幅0．6m、水深0．4m（最大）、給水流量2J／sec．（常時）、術環ボン70付。   

前年度に引き続き、栄養塩の循環に対する魚類の影響調査、および安定した河川のごi三態系の確  

立を目的として屋外長水路を用いて実験が行われた。すなわち、屋外長水路を2つに仕切り、一  

万には鯉を飼育した水槽の水を流し、他方には地下水をそのまま流した。そして付着物膜の発達  

過程や現存量の変化等について魚類の影響を調べた。  

（3）可変勾配水路   

長さ27m、帽2m、水深0．3m（最大）、最大勾配み；、給水量100J／sec．（敢大）。   

水路に単純化された河川河口部のモデルを作り、ポリマー粒子を用いて河道を流下してきた閲  

体粒子が河口部において沈澱、堆積することによって生ずる河口部形状の時間的変化を求める実  

験が行われた。  

（4）三次元拡散水路   

長さ11m（測定部）、幅1．5m（測定部）、水深0．5m（収大）、給水流量40J／sec．（股大）、水路上、  

および水路横側観測台車（自動制御）付。   

前年度に引き続き、水表面に浮遊させた白色トレーサー粒子を平均流速で移動する測定台車上  

に設置したビデオシステムで追跡し、気液界面での乱流の構造と横方向乱流拡散機澗に関する実  

験が行われた。  
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（5）吹送流水理模型装置   

風洞部7．15m、幅4m、高さ0．75恥 ターンテーブル径3．8m、同回転速度14度／sec．（一一定）、風  

速7m／sec．（最大）。   

ターンテーブル上に水平縮尺l／机00、鉛直縮尺‰の霞ヶ浦（西浦）の水理模型を設置した。これ  

によって、最大風速7m／sec．までの範囲、8方位の風向条件下で瑚流およひ拡散の実験を行い、  

セイシュ現象の水理模型実験での再現性を調べるとともに、モデル化に必要な諸係数の決定手法  

についても検討した。  

（6）循環水路   

水路中心線径3m、水路幅0．2m、水路部水深0．45m（最大）、風洞部高さ0．23m、風速5m／sec．  

（最大）。   

前年度に引き続き、底泥からの物質溶出機構を調べるため、底質に一一様粒径のガラス・ビーズ  

を用いて塩分濃度と染料（メナレンブルー）をトレーサとする実験が行われた。  

（7）粘性土限界掃流実験水路   

長方形断面部長さ7m、幅15cm、高さ5cm、供試体設置区間90cm、給水流量51／sec．（最大）、  

流速67cm／sec．（最大）、オ1）フィスメータL付、濃度測定窓什。   

粘着性流路床における床面からの巻き上げ特性を解明するため、末巨形断面管路を用いて、各地  

の湖や河口部で採発した底泥のほか、カオリン、ベントナイトについて、種々の含水比に対する  

限界掃流力の値を求める実験が行われた。  

（8）不飽和浸透土壌コラム   

コラム長さ1．5m、径20cm（2基）、降雨発生微量ポンプ付。   

表土からの降雨による栄養塩の浸透特性の解明のため、一様粒径砂で土壌コラムを構成し、降  

雨中に溶解させた栄養塩を含む物質（NH4－N、Ce）の吸着特性を考慮に入れた不飽和浸透実験  

を行った。  

（9）二次元可変勾配水路   

長さ6m、幅0．3m、水深0．25m、最大勾配ソ200、給水流量15J／sec．（最大）、側壁アクリル樹脂  

製。   

水路床に現地から採取した底泥を敷き、実河川を想定した底質の溶出機構を調べる水路である。  

また、移流分散・拡散等の流水による物質の混合・輸送機構に関する実験む可能である。  

（1q）内部波発生用造波水槽   

長さ1m、幅1m、水深1m、側壁4面強化ガラス製、周期1－20秒の範囲の内部披造波装置付。   

水槽内に淡水と塩水で構成される二成層密度場を作り、そこに水路床に設置したフラップタイ  

プの追抜板を用いて内部重複披を発生させる。実験は主に、内部重複波の砕披による密度界面の  

破壊と砕披に伴うcross－WaVeの発生発達過程の解明について行われる。  
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表4．8昭和55年度水理実験棟（アクアトロンlI）利周研甥  

利用都・宝名   研   究   課  題   使 用 施 設   備  考   

水蜜土壌環境部  〔特別研究〕   
・陸水峻の冨栄養化にl灯する総合間切  吹送流水理模型装置  霞ヶ浦僕輿  
・有機物、合成有機化榊勿、先金属等の土壌生態系に及  嘩性土限鮮掃髄訣瀾  現地泥・カオ  

ぽす殿御と浄化に関する研究   水路   リン・ベント  
ナイト   

水質土壌環境部  ・隅角部の梶況と水質拡散過程に関する研究   モデル湖   トレーサー   
水質環境計画  ・人工河川を使った付着性徴生物の骨櫛に関する研究  屋外長水路   鯉   
研究義   抑＝河口部にムける伍l休粒子の沈醗と稚拙二関する研究  可変勾配水路   ポリマー  

・浅い抑こおけるセイシュの観測とそのモデル化   吹送流水月至模型装置  霞ヶ浦模型  
・底質中の物質の流れによる溶出に関する基礎的研究  循環水路   塩分胤空  

呈史料  
・底泥の物性に関する研究   現地渥     粘性土限外掃流失験  

水路  
・底泥の隈闇市描けにi灯する研究  同 上  

リン・ベント  
ナイト  

不飽和没遥土壌コラ  
ム  
r句那波発ご1二川j近波水  

糟  

大気環境部  気液界面での舌L流構造と横方向乱流拡散機隙こ関する研  三次元拡散水路   トレーサー   

研究室   
大京環境計画   究  

4．し8土壌環境実験棟（ペドトロン）  

本施設は重金属などの無機汚染物賀および農薬などの有機汚染物質による土壌・底貿環境の汚  

染のメカニズムおよび縁農地への還元が進められようとしている有機廃棄物の土壌・低質環境に  

及ぼす影響を土壌微生物、ニヒ壌動物∴路等柄物の二王≡態系も含めて動的には促するとともに、土壌・  

底質環境の保全ならびに汚染土壌の浄化等に関する研究を行うことを目的とした施設である。  

（1）施設の特徴   

これら多様な研究目的に対応するために地混制御吠悪ライシメーター、地混制御けヤンパー  

グロースキャビネット、農薬チャンバー、′ト型ラインメーター、ポット恒混腰肇の実験施設が設  

置されている。本施設の特徴は、従来の柵物ごtニ育域の環境条件の削研Jだけでな〈地混、二I二項水分  

等の土壌環境条件を制御した研究を実施できることである。  

（2）施設の概要   

昭和52年度未に発足し逐次施設が整備され55年度でほぼ完了した。55年度にはグロースキャビ  

ネット（1壬；）が設置されたほか、蒸留水貯留槽の増設、混室内補北川ラン70の州設ならびに設  
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置位置の変更等施設・装置の増設および改良か行われた。   

55・隼度末の主要実験地設は、大型ラインメーター 8基（畑地用 4基、底賓・水相川 4基）、  

′ト型ラインメーター12基、他聞i11御子ャンバー1台、グロースキャビネット 3台、農薬チ  

ャンパ」  2台、ポット恒ぎ是槽18台である。  

（3）利用試験研究   

55年度l勺に本施設を使用して尖施された試験研究は未の通りであり、水質土壌環囁邦土壌環境  

研究室および生物環境部陸生生物生態研究室の特別研究および経ノ嗣汗究が行われた。  

表4．9昭利55年度土壌環境実験棟利用研究  

利用部・芸名   研   究   課   題   使 用 施 設  供試土壌   

水質土壌環境部  〔特別研究〕   大型ラインメーター  灰色低地土   
三上物環境部  有機廃棄物、合成有機化合物、重金属等の土壌生態系に  小型ラインメータ  淡色累ポクこ1二  

及ほす影響と渾化に関する研究（4課題）   グロースキャビネット  
農薬チャンパ  
地温制御け1ンバー  

培養室  
実験室   

水質土壌環境部  〔緯′済研究〕   材料提供鳳茸   灰色低地土   
土壌環境研究室  ・土壌中における無機汚染物貿の挙動に関する研究  尖験寅   黒ポク」二  

・土壌生態系に与える無機汚染物驚の影琴削こ関する研究  培養室   淡色塁ポワ土  
・捕物の生育および傑磯丑月に与える金属元素の鮎響  グロースキャビネット  水耕栽培  

4．1．9動物実験棟（ズートロン）  

本施設は環境汚建物質が生体に及ぼす影響について、BiomcdicalScienceの立場から試験研  

究することを巨川勺とした動物実験施設である。52年2月よ［）稼動したSPF区域（Spec眉c Pathogen  

Freeの環境でSPF動物を実験飼育する区域）に加えて、52年10月にはr†］動物区域（Conventional、  

一般レベルの区域）が完成し、稼動した。また、54年3月には複合ガス暴露チャンバー5台（コ  

ントロール用i台、慢性用2台、亜急性用2台）が設置され、既設の専一一ガス慢性暴露用チャン  

バー8台と伴わせて使用され、大気汚染物質の生休影響を主体とした各種の動物尖験が実施され  

るようになった。   

54年度は、重患構および残留化合物等の生体彩管についての研究を主体とした動物尖飯場設第  

2棟の建設が着手され、55年6月に竣工し、同年10月から稼動Lた（図4．3参照）。   

本年度における施設の使用状況を以下に概説する。  

（1）施設仲川試験研究   

55年度内に本施設を佐相して実施された試験研究を衷4．10に示した。本年度は環境生理郡4研  

究室、環境保個闇3研究室、計測技術部1研究室およひ技附郡動物実験施設管理室が小心となり、  
大気汚染物質および薄金牒・残留化イ㌻物の珪体形響等に関する動物実験が合計96課題実地された。  
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国立公害研究所動物実験施設（1980）  

合計で7，046m2になります。  

‾  

図4．3動物実験施設立面概念図   



表4．10昭和55年度ズ⊥トロン利川研究  

使用部・主名   †肝   究  課   題   課題数  佐 川 施 設  併談動物   

環境生理部  〔特別研究〕   AS系チャンパー   ラット  
ロ       ・大気汚染物質の単一および穣イナ汚染の生体に  SPF飼育室   その他  
対する影響にl果する実験的研究  その他   

環境生理郁  ・NO2暴掛寺の血中NOオ、NO訂の動態（他6題）  7  AC系チャンパー  ラット   

環境生理研究  ・NO2急性暴露に対するProtectiveMechanism  8  

室   およびT。1eranceMechanismの解析（他7題）  銅育寅  
2  

て（他1題）  

・NO2、03暴露時の自作神経系機能検査  2   

（他1題）  

環境生理部  ．cdが生体の免疫反蘭こ及ぼす影響の検索   9  

環境病理研究  （他8題）  AC系チャンパー  ラット   

6  モルモット  
の検索（他5題）  実験室   ウサギ   

．副腎除去によるCdの胸腺に及ばす影響  2   

（他1題）  

環境生理部  ・NO2、03暴露がラットの血液および各種臓器  5  AC系チャンパー  ラット   

慢性影響研究  中SIⅠ化合物含量に及ばす影響（他4題）  飼育室   マウス   
3  実験室   ウサギ  

・NO2のラット肺に対する生化学的影響  12  

（他11題）  

・メタロチオネイン誘導時の金属含量の変化に  
ついて（他12題）  

環境生理部  ．NO2等がラットに及ばす生化学的影響   5  AC系チャンパー  ラット   

急性影響研究  （他4題）  飼育室   
室   2               ・N（元のラット赤血球膜に及ほす影響について  

の生化学的検索（他1題）  

環境保健部  ・】5NO2のラット暴露実験（他1題）   2   AC系チャンバー  ラット   

環境保健研究  ・PCfト農薬の生体内動態とその帽師四千につ  2  飼育寅   サル   
室   いて（他1題）  実験室   

ロ  
酵素活性の変動について  

3  

環境 保健部  ・Cd慢性暴露がラットの諸機能に与える影響   飼育謹   ラット   
環境疫学研究  ・FischerおよぴWistar系ラットのCd感受性の  ロ   実験室   
室   差について   

環境保健部  ・肝硬変マウスの細胞性・液性免疫能およひ   飼育室   マウス   
人間生態系析  失験室   
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使用都・玉名   研   究   課   題   課題数  使 用 施 設   供試動物   

技  術  部  ・マウス・ラットの他用期に及ばすNO2ガスの  3  AM系チャンパー  マウス   

動物実験施設  箪iち削二関する研究（他2魔）  AC系チャンバー  ラット  

2  飼育三i   ハムスタ【  
のl椚発・改良にl犯する研究（他1題）  実験室   ウズラ  

口  イヌ  
に■ついて  サル   

l  

ムの検討・基地  

計測■技術部  ・11PI」CJCPを川いた三1三体ド1の金属結合儲自  ロ   飼育室   マウス   
生体化学計測  
研究蛋i   

（計）4部・   （計）  （計）  

9去i  96  8純   

研究課題は計96（生理剖常用軒1、生理郎；76、保健部；11、技術部；7、計測技術部；1）  

施設使用者進数は計197名（生理部；142名、保健部；17名、技術部；13手1、計測技術部；2名）。   

（2）実験動物の飼育管理実節  

55年度中に施設に導入された動物数（施設内で自家三Ⅰ三廉された動物も含む）を表4．11に示した。  

また、各動物別に各月の－・日平均飼育管理慢働を図4．4に示した。便甘者各位が動物の有効利m  

を計I）、計画的に動物を漠人されたことから購入動物数は昨年に比較して同等かまたは漸減して  

いる。これに刈Lて、同時に多数の購入の困雉な近交系マウス・ラットおよび新しく導入された  

ウズラについては自家生動こよる供給が増加しているのが本年度の特色である。  

表4．11噸拝155年度動物導入数  

動物捕   山   4    5    6    7    8    9   10  11  12   1  2    3  

－7 ウ ス  1，230 8RO  980  456  568  405  547  831 640  305  310  320  7，472   

ラ ッ ト  2〔）O l，189 710  360  490  426 1，297 207  310  712  353 1，030  7，284   

モルモット  0    0    0   3Z   O   〔）   0    0    0   10   0   50   92   

ウ サ ギ  0    0    0    3   （〕   6    0    0    0    0    0    3   12   

イ  ヌ  0    0    0    0   10   0    0    0    0    0    0    0   10   

サ   ル  0    0    0    0    0    0    0    0    0    0    0    3   3   

〔1家ニi：産：  ウズラ  159   0 0   47   0    0  196   37   0    0   96   0   535   

巨Ⅰ■衆生踵：  

・7ウス  100   20   0   20  （1   76   60   20   0   20   0   20   336   

i；王家fl三琉：  ラッl  0   20   0   20   0   20   0   20   0   566   0   20   666   

甘家生飾：  
ハムスター  11）3  i）4  149  115  72   76   76   川0 100  53   53   44  1，035   

封  1，792 2，2〔）31，8391，0531．1401，印9 2，1761，2151，0501，666 飢2 1，490  17，4J15   
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図4．4昭和55年度月別1日平均飼育管理匹数（55年4月～56年3月）  

（3）実験動物の品質管理と環境管理   

本施設では施設の一部にバリアシステム（SPF動物を飼育する区域、以下BS区域と記す）を  

設け、SPF動物の飼育管理を行っている。SPF飼育環境の適正な維持管理は、実験精度向上の  

ための不可欠な業務であり、施設ではBS区域内の微生物学的清浄度の検査を定期的に実施して  

いる。国4．5に55年度中の各検査時期における平均落下菌数を示す。その結果、本施設のBS区  

域は微生物学的清浄度が満足すべきレベルで維持されていることが確認された。  

ハ動榔師夏  

＼＼／∧し／・く「              ＼  

＼．．／‘∨＼   

∨  

＼   ／  

＼＼′・・一－／  

／その他（廊下、洗源空、  
飼育宝前空、シャワー空等）  

二二：一一∠言＝＝＝一ミ  
、．  

ユ3  二i4 回  

Z  3 月  

28  29  30  31  32  

， 10 】l 12  

23  Z－1 25  26  ？丁  

4  ●5   6   了   8  

55  

図4．5 SPF様における落下菌検査実施時期と落下菌数  

（GAM培地1杖当り出現コロニー数）  

また、本施設へ導入する動物および日S区域内で飼育しているモニター動物の微生物学的検査  

も従来に引き続き、各々2か月に1匝Ⅰの制令で実施しており、いずれの測定時においても病原徴  
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生物は検出されないこと（SPF動物であること）を確認している。   

さらに、動物に給与する飲水についても、定期的に細菌学的検査をおこない、SPF動物に給与  

する飲水の清浄度も確認している。   

このようにして、BS区域の環境および動物の管理には常時監視の体制で万全を期している。  

と同時に、施設全般管理方式のより一屑のl札上をめぎして、新技術・新方式の採用等についても  

検討をおこなっている。  

（4）ガス暴謁チャンバーの運転と管理   

単一ガス暴露チ ャンパー8台（AS系；4台、AM系；4台）および複合ガス暴露チャンパー5  

台（AC系慢性用；3台、AC系亜急性用；2台）の計13台のチャンパーを使用した実験の進行状  

況を表4．12に示した。  

表4，12昭和55年度暴露チャンバー使用実績  

（55年4月～56年3月）  

ナヤン′く一名  設定温度  設定湿度  暴露方法   55年  借 欄 実 損  55年  指動時間  
4月  5  6  7  8  9 10 1112 1 2  3      （調整期間を含む）   

START  弟1回報山  調2【h】擢里  

ASC  
①   ②  

ASG－l  

12 か 月  

ÅSG－2  

ASG3   

フィルター交換   

AMC  

①  ②  ③  
AMG1  

6 か 月  

ロ  

3   
喧）            ◎  

フィルター交織   

ACC   NO2瀬  

①  （む  ⑬ ⑩  ⑬ ⑬ ⑬ ⑳ ⑳   
又は   X  △  △  △    △ △  △  ×  

25土1  

03  
△  △  ⑳  x   ◎ △  △  × ⑳  

（●c）   11か 月  

あるいは  
3  

NOt＋0っ  ② ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑳ ⑳⑬⑬  ⑳ ⑬ ⑳ ⑳   
× ×  △ × × ×  △ × ××  ×  × △  ×  

授合方ス  
フィルター実検   

；劉備卿瑚（洗浄・消毒・ガス追使設定）  楽 ×；NO2，△；03、◎；NO2＋03， ・－→；ガス暴露期J用，←・・・→  
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AS系チャンバーでは、第2回目のNO2低濃度慢性暴露実験（動物棟；ラット、最終18か月間の  

予定）が55年5月より開始され、同年11月に第1回搬出（6か月間暴露）、56年2月に第2回搬山  

（9か月間暴露）が終了した。   

次に、AM系チャンパーではNO2急性・亜急性暴露が計5題行われた。また、AC系チャンパー  

では、NO2または03急性・亜急性暴露が24題および〔NO2＋03〕複合暴露が新たに3題実施され、  

1年間を過して極めて高頻度に使用された。   

これらのガス暴露チャンバーは、実験オス濃度・換気量・温度・湿度の設定条件を各チャンバ  

ー毎に24時間連続監視体制をとり、技術部生物施設管理室、エネルギーセンター、廃棄物処理施  

設および動物飼育委託管理の各担当者各位の一致協力により、頭初の実験計画に基いて、ほぼ満  

足すべき状態で逆転され、実験を遂行することができた。  

（5）動物実験施設第2棟の竣工と稼動   

重金属・残留化合物の生休影響研究を員的とした動物実験施設第2棟の建築が54年4月より着  

工され、55年6月に竣工した。その後、空調等機械設備の試逆転が行われ、同年10月より稼動し  

た。   

第2棟の主な特徴を挙げると、   

① 実験室は重金属系と残留化合物系の2群に分かれ、その中間に両系で共用する廃棄物処理  

室・廃棄物倉庫等を配置した。（図4．6）   

② 飼育室は、マウス・ラットからウサギ以下の中示型動物の専用とし、全区域をコンベンシ  

ョナルレベルで維持管理する方式としている（図4．7）。この区域での動物収容能力は約5，500匹  

である。  
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181重金属測定室  

182 重金属実験室  

ほ3 重金属解剖室  

184 残留化合物解剖圭  

185 残留化合物測定室  

186 残留化合物実験室  

187 残留化合物研究室  

188 廃棄物処理室   

図4．6動物実験地設節2棟  
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2階平面図  

251管理捧呈  

252 業務宝  

253i易沸室  

254 男子便所  

255 女子便所  

256 洗礁宝  

257 器材簿  

258 更衣室  

257 バスルーム  

260 エアーシャワー  

Z61倉 庫  

ZもZ 空調機根室  

暴露爽験寅  
マウス飼育室Ⅲ  

（2）  

ラット飼育室（1）  

（2）  

（3）  

く4）  

ウサギ飼育室  
モルモット飼育室  
ハムスター飼育室  
ラット飼育室（5）  

マウス飼育室（3）  

（4）  

マウス飼育寅（5）  

ラット飼育室（6）  

（7）  

（8）  

処置室  

図4．7動物実験施設第2棟  

③ 飼育室空調2系統に全熱交換器が2台設置されており、飼育室内に取り入れる外気は夏季  

には予冷・除湿され、．冬季には予熱・加湿されるため、外気（換気）負荷の75％前後が節約される。   

④ 排水系は、SD・CD・動物・生活・雨水の5系統に分離されており、重金属および残留化  

合物が回収できるようになっている。   

なお、図4．5の平面図の他に、窮2棟の施設概要を閻4．8に一括して示した。  

6．空調設備（3系統）  l．工事期間  

昭和54年3月  着工  

昭和55年5月  竣工   

2．建築面積 934．95肘  

延床面積186Z．48rn量  

階809．30m】   

2F告880．07m】   

3指157．28m土   

R F 15．83「¶，  

内訳  
7．排水設備（5系統）  

．S D排水（Scrubber drain）－配管はタールエポキシコーテ   

（処理能力00t／d∂y）  ィング銅管を使用。   

2．CD排水（ChemicaL drain）配管はタールエポキシコーテ   

（処理能力500t／day）  ィング鋼管を使用。   

3．動物排水配管は水道用亜鉛メッキ銅管を使用。   

（処理能力200t／day）   

4．生活排水配管は水道用亜儲メッキ銅管を使用。   

5．雨水排水一配管は水道用亜銅メッキ鍋管を使用。  

3．高 さ 19．3m（Gしより塔屋上端）   

4．構 造  鉄翫コンクリート遣り   

5．室内訳   

l階：重金属系・残留化合物系実験室 計10塞   

Z階：コンベンショナル動物飼育室等 計2室  

懐槻宝l隠 避浸透睨塩水処l里装置等  

2指 空調機・吸気浄化フィルター等  

3階 全熱交換器・排気浄化フィルター等  

図4．8圧l立公害研究所動物実験施設第2棟の施設概要  
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第2棟の稼動にあたり、初度備品として設置した機器の主なものは以下の脚）である。   

①タロマト 

（卦原子吸光分光光度計  

③13c－アナライザー  

①高速液体タロマトグラフ  

⑤マイクロコンピューター  

4．I．川植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設は制御された環境下で、環境基準値レベルの任意の低温度城の大気汚染質が植物に及ぼ  

す影響について、植物生理生化学的t生態学的および農業気象学的立場から試験研究することを  

主目的とした施設である。  

川 施設の概要および特徴   

試験研究に供用される人工光型と自然光型のグロースキャビネットはそれぞれ、大気汚染質暴  

露用と対照用の2形式からなり、人工光型（1700×2300×1900】【mm）9室、自然光型（2000×2000  

×1800Hmm）4羞が設置されている。大気汚染質の暴露システムは適時整備され、また運転制御  

方式の改良により、環境基準値レベルの濃度城で、最大5成分（SO2、NO2、03、HC、CO2）の  

大気汚染質の複合暴露が可能である。また、定植制御およぴ7dログラム制御の選択により、自然  

条件下に近い環境条件を長期間にわたって再現できる。   

この他に、実験植物を育成供給するための制御温室（自然光室40m23茎、材料提供温室40m23  

茎）があり、年間を通じ一定制御環境下で実験植物を育成している。  

（2）利用試験研究   

柵物実験施設委員会に提出された研究計画に治って、表4．13に示すように2部3研究室が利用  

Lた。特に、生物環境部・技術部による特別研究「複合大気汚染環境の植物影響に関する研究」  

が中心となって利用された。   

試験研究内容は、大気汚染質の複合暴露装置の拡充に伴い、03、SO2、NO2を［トL、とする複合  

暴露による植物への生理・生態学的影響の解析や柄物体による大気汚染質の収岩畳の推定等が行  

われた。  

（3）実験植物の管理と供給   

研究需要に応じて、実験植物を円滑に供給するために、生物施設管理室の植物管理スタッ7を  

中心に本施設独自の育成方法によって実験地物を育成している。また、均～な実験棟物を供給す  

るために、主な美顔植物（ヒマワリ・レタス・トウゴマ・ソラマメ・イネ・ポプラ）では自家採  

柾・繁殖を行い、迫†云形質の均質な植物を作出している。一方、制御環境下での植物の生育動態  

を解析し、柵物柾ごとの段通育成方法を検索しており、育成方法の改善を行っている。本・年度に  

は、ホウレンソウの長日条件での柚台を抑制する処理方法を閲発し、実施した。   

本年度に供試された実験植物はヒマワリ、ホウレンソウ、ソラマメを小心に約30柿におよぴ、  

タバコが新規に導入された。主な実験植物の育成数量と研究利用を表4．14に示す。  
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表4．13昭和55年度植物実験施設利用研究  

利用部・室名   研   究   課   題   使 用 施 設  供試植物   

生物環境部  人工光ガスキャビネ  
生理生化学研  ット   他  

・汚染ガス暴罵時の活性酸素の毒性とその防御機構  ポプラ他  
・吸収きれたSO2の無毒化機構  インゲン他  
・汚染ガスによる気孔開閉反蘭こおける柄物ホルモンの  トウモロコシ・  
役割  ソラマノ  

・汚染ガスによるプロトプラストのCO2吸収および固定  タバコ・レタ  
の阻聾機構  他11課題  ス   

生物環境．部  ・陸上植物の生長に対する混合汚染ガスの影響   人工光ガスキャビネ  ヒマワリ   
陸生生物生態  ・雑物の光合成・呼吸速度におよぼす混合汚染ガスの影響  ソト  ヒマワリ他   
研究室   ・汚染ガス暴露にともなう植物体内における同化産物の  インゲン・ヒ  

移動について  マワリ  
・混介汚染ガスに対する植物のガス吸収能の性間差  樹木類  
・植物の生殖生長に対する混食汚染ガスの影響  自然光ガスキャビネ                           イネ  

他3課罵  ソト   

技  術  部  ・混合汚染ガス状態でのガス濃度制御手法の開発   人工光ガスキャビネ   
生物施設管理  ・混合汚染ガス暴露下での植物のガス吸収渕魔手法のl期先  ット   ヒマワリ  

・混合汚染ガスによる植物影響の非破壊計測手法の開発  ヒマワリ  
・イネによる大気汚独環境指標植物の開発  イネ  
・実験村科柄物・環境指標植物の開発と系統維持  ポ70ラ・ヒマ  

他5課題  ワリ   

（研究課題は、特別研究「複合大気汚染環境の植物影響に関する研究」を主とする）  

表4．14昭和55年度実験植物栽培実絹  

栽  培  鉢  数  
実 験 植 物  主 な 研 究 fリ 和  

4－9月   10－3月   

ヒマワリ   2，880   2，460   生長解析・ガス吸収実験   
ホウレンソウ   1，710   1，600   光合成光化学系の解析   
レタス   330   200   同 上   
ソラマメ   660   1，230   気孔運動の解析   
ラッカセイ   160   220   SO2抵抗性の解析   

トマト   120   230   同 上   
ダイコン   170   230   同 上   
インゲン   180   300   汚染ガスの無毒化機構の解析   
トウモロコシ   lZO   260   同 上   
タバコ   180   260   汚染ガスの代謝阻害機構の解析   
トウゴマ   150   110   同 上   
ポ78ラ・樹木頬   130   270   品種間差異の調査   
その他   60   80   

計   6，850   7，450   14，300／年．   

（育成試験用柄物の栽培は除く、10鉢以下は切捨て）  
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（4）グロースキャビネットの運転と管理   

24時間連続監視体制をとるエネルギーセンターによるエネルギー供給、一般空調条件の維持業  

務をバックとして、生物施設管理室の運転管理スタッ7が研究計画に基づき、グロースキャビネ  

ットの環境条件を実験植物の生育ならびに実験の再現性を考えて、最適に別間ルている。また、  

ガス環境は研究の進展に伴って、03主体の複合暴露実験が実行され、より高精度でかつ信頼性の  

高い制御が行われるように努めた。   
また、本年度には、設備の最適運転制御と省エネルギー対策として、各空調系の設定変更や一▲  

時停止、‘グロースキャビネットの利用方法の改善および1階材料提供混室3主に設置した天・側  

窓自動開閉装置の夏期閑の一時稼動等を実施した。表4．15にそれらの寅寸策を含めた空調系の制御  

実績を示す。  

（5）植物実験施設第2棟の建設工事進行状況   

柵物を中心とした陸上生態系にかかわる各種環境要因を任意に制御し、自然環境状態を再現し  

て、環境要周間の相互関係を尖験的に定量化し、解析することを主目的とした植物実験施設第2  

棟の建設が昭和55年3月より着工され、現在工事ヰである。なお、昭和56年8月末に竣工の予定  

である。  

表4．15植物実験施設空調系制御実績  

莱）ニグロースキャビネットのオーバーホールに伴う空調停11  

138一   



4．l．11実 験 ほ 場  

本施設は植生および土壌生態系の環境保全機能に関する野外実験を主とした試験研究、植物実  

験棟・土壌環境実験棟等の環境調節施設で得られた研究成果の野外条件下への応用・実用化試験  

ならびに植物実験棟等に対する実験植物の供給および系統維持を行うことを主目的とした生物系  

野外実験施設である。  

（1）施設の概要および特徴   

施設は本構内ほ場と別団地ほ場の2施設に分かれ、表4．16に示す研究・管理施設より構成され  

ている。  

（2）利用試験研究   

ほ場委月会に提出された研究計画に沿って表4．17に示すように、3部3研究室が利用した。研  

究l勺容は多様であり、畑地ほ場への有機廃棄物（下水汚泥）の施用尖験や、有底枠試験地を使用  

した栄養塩類の循環に関する研究、および植生回復観察地では植生破壊彼の植生の回復と土壌環  

境の調査等が行われた。一一方で、ほ場施設を利用して実験植物を系統維持・供給しており、それ  

らの柏物が植物実験棟で行われている大気汚染物質の植物影響実験に供試された。さらに、別団  

地ほ場に系統維持きれている80系統のポプラで大気汚染物質に対する特異性等の品種間差の特性  
調査が着手された。  

表4．16失敗ほ楊の設1尉親電と特徴  

施  構 造・規 模   特  徴   

（本構内ほ場）  

畑 地 ほ 暢   25×20m．5面計2，500m2  一般的な畑地環境地験地   
給水設備（5mm／h）  

採 種  水  H  22×18m．1面的400m2  環境指標性イネ等の系統維持用   
有佐枠試験地  4×4×ユ．50m、24基   簡易式土壌隔離型試験地  

排水呆自動記録装置   土壌中の水収支が計測できる  
ガラス温室（A）  栽培温室120m2、前室30m2   冬期最低混度15Pc以上に保温  

ミスト繁殖呈45mZ   主に実験植物の繁殖・育成用  
ガラスi温室（B）  試験温室75m2、45m2×2室   植物・土壌のポット試験用  

理  棟  RC2階建、約415m2  

く内部装備）  

・グロースチャンバー  小糸工業3Ⅲト25、3室×2基   実験植物の青首・発芽試験用   
・様 子 貯 蔵 庫   ■4m2×2妄（100c、－5－5凸c）   系統維持用貴重梯子の長期†某有用   
農具含土壌置場   RC平屋建、約230m2   

（別団地ほ場）  

畑地ほ場  25×20m2、9面 計4，500m2   一般的な畑地環境試験地  
給水設備（5mm／h）   ポプラ母樹圃が設置されている  

植生回復観察地  2処理【茎、計6，450m2   赤松二次林地の跡地に2処理【去を  

観測塔（仮設）11m高   設定し、植生遷移を調速する  

徴気象観i観り嚢置  計測要因19t当千   気象要因を自動測定、基礎資料用   

管  理  棟   RC2階建、218m2   
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表4．17昭和55年度実験ほ場利用状況  

利用邪・呈名   研究課題及び葉蘭l叶谷   使 用 施 設   供試植物   

生 物 環 境 部  ・柾生一土壌生態系における栄養塩顆の循環に  布底枠試験地   コウライシバ   
陸生生物生態研究妄  かかわる構生と土壌の機能に関する生態学的  

研究  
・植生の環境形成作用に関する生態学的研究   
・地表面土砂流欄届に及ばす楠彼の影響   別団地畑地ほ場   シバ・コムギ他  
・植物の生殖生皮に及ばす大気汚独物質の影響  温 寅   イネ  
・柄物の生長に及ばす光環境悪化の影響   温 室   サンゴジュ   

水質土壌環境部  ．自然条件下における廃棄物の土壌還元に係る  本構内・別団地畑地ほ  ナス   

土壌環境研究寅  諸課題の解明（その2）有機廃棄物の施用が  コムギ   
土壌一紙物生態系に及ばす影響に関する研究   

技   術  那  ．尖験植物・環境指標柄物の開発と系統維持  

生物塙設管理寅  場  i宜室  

・ほ場施設での観測テ」タの解析システムの開   
発   象観測施設  

・畑．他ほ場における土壌形成に対する管理方法  別用地畑地ほ楊  イネ  
の影響  サツマイモ他   

（3）施設の管理・運営   

ほ場委員会で検討された研究計画・運骨方針に基づき、技術部生物施設管理室で管理逆骨に当  

った。また、ほ場利用試験研究に必安なバックグラウンドデータとして、各試験地の土壌特性、  

各施設の制御特性、気象観測、柄物育成管理結果等を調速韮録した。図4．9にそれらの一部とし  

て、別団地尖験ほ場の土壌構造を示す。  

B  C  

1喰 Ml良】    色  l十  慣込  脾唯    t■ 瑚芦l析血   l 色  上作  ■う  ★    卜」♯＋晰 鵬   卜 色  卜H  構〕缶  仲鳳   
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Alフ  HuelOY11  3．5／4  L  聞Iこ・状  17  
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図4．9別団地実験ほ場の土壌構造  
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本・午度には木施設の設備改良として温室の防虫維の更新・加湿装置の新設、および利用試験研  

究と施設の管軋」二の緊急性から別団地ほ場外岡城の囲障が新設され、施設機態の充実がはかられ  

た。  

生物生態園実験池   
本施設は自然条件下における他生態系の遷移現象や水質条件の変化に伴う、生態系としての反  

応を主に生物群韮の面からとらえ解析し研究するための野外先験施設である。  

（1）概要   

本年渡は池そのものにはまったく手を入れず、自然条件下で生物群集の季節消長・遷移現象を▲  

とらえるための基礎データを収兆した。他の形状には変化ないが水質・生物群附こ池造成直しば  

らくのIiりとはかなり異旦る様を呈している。魚矧二ついては移入した形跡はまった〈ない。水生  

昆虫・l†l穀類・その他プランクトンが豊笛である。  

（2）利用試験研究   

生桝簑境部：陸水城の汚染才旨標生物にl対する研究・他1課題、のほか突験池より水生生物を実  

験生物として採集またはその種苗として採集され使用ほれた。  

（3）管壇上運営   

アクアトロン運営委月余で検討された研究計画・運営計画に基づき、生物施設管理室によって  

管理している。本年度は池l勺に水草帯を植栽する目的で高等植物鳥村をアクアトロン野外水槽で、  

有害・不安生物（魚・貝）のまったくいない状態で栽培しじ。実験池に自然に繁茂しじ植生につ  
いては必要最少限にとどめ年2直にれを除去した。  

4．1．】2共同利用権  

本施設は、±】i務去及び研究室の1部が了程カゝれている外、．主として所内の共同利用を巨的とした  

た議去、宿泊室、研究施設等から構成されている。主な研究施設は、以‾Fに述べる適りである。  

（1）人間環境評価実験施設（ELMES：EvaIuation Laboratory of Man－Environment  

Systems）   
昭和54年度中に竣工した共同利別束州こ設置されたもので、デルフ7イ会議やコンピュータ支  

援会議のための一基暦実験室と、ゲーミングシミュレーションのための多集団実験室、およぴこ  

れらの実験制御室からなる（図4．10）。当了f【i、一某同実験室の整備を進れ昭和55姑度申こその基本  

部分の聖別！ほ終えた。  
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図4．10人I肛環境評価英験施設（ELMES）配置図   

一條団実験室は、中会議室：Conference roomとこれに付随する実験用プ」ス：Booth、実験  

準備スタジオ：Studio（じしl二3階）から成り、実験制御装置は尖廉制御室：Computer room（2  

階）内に設置されている。各室に整備された機器の概要は次の通りである（参考：b15、17）。  

名   付   帯   設   備   

Conferenceroom   
中 会議室   青笹設備、ビデオ拡大映写機、レクチャー卓、グループアナライザー回答端末   

某験用プーース   映写機、調整車、録音設備   
Booth  

炎験準イ儲スタジオ   
Studio   

グラフィックディスプレイシステム、ビデオディジタイザー、ビデオ録画蓄積装置   

突験制御王  
Computerroom   

実験制御装置（VAXll／780及び周辺機器）  

図4．11に一兼団尖験室のシステム構成の概念図を示す。太線の枠で囲んだ部分が－卜会議室に含  

まれる部分である。会議への提示情報は視聴覚データとコンピューター情報の二系列からなる。  

視聴覚情報の媒体はビデオ画像（動画、静JL画）、スライド、映画、OHPが使われる。コンピ  

ューター情報はカラーグラフィックディスプレイ出九 もし〈はそれをビデオ大型画面に変換し  

て提示される。～方、会議参加者の意見や反応等は、グループアナライザー（韮団反応解析器）  

の回答端末よりコンピューターへ人力される。入力結果は必要に応じ兼計表示され、またモデル  

の集団対話型運用時の入力データとしても使われる。  
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このように、本施設は専門家、行政、住民等の集団による環境評価を支援するための施設であ  

るが、視聴覚機器とコンピューターの対話型運用により環境情報を最大l；則こ有効利用する施設と  

して、■研究目的だけでなく各種の会議にも使用することが想定されている。  

図4．11ELMESの一基同実験室システム図  

実験制御襲眉（VAXll／780）  中台議室内部  

グラフィックデイス78レイによる踵‖象の例  

（会議用の情報として大型画面表示される）  

グラフィックディス70レイ（左）  

と突験制御端末（右）  
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（2）試料庫（SBS：SpecirT．en Banking System）   

試料雄は、環境試料の長期保存と保存性に関する研究のために設置されたものであり、低塩室、  

ディ→70フリーザー室、恒塩屋、試料準備室、記録室から成りたっている。   

低混室は、－200cの3低温塞からなり、大義の試料の保こ有が可能である。ディ・－70フリーザー  

呈は、㍗勘汀絃京冷凍雄と′少谷量の液体窒素ジャーを設置し、供㍊の必署五少長の試料の保存か  

可能である。恒温蓋は＋5ロC、200cの恒温の塞からなり、凍結ではない保存法により保存する場  

翻二適する。佃し有＿l二の机処理は試料準備室において行う。また記録室l勺には各室の温度の記録が  

表示され、また設置したマイクロコンピューターにより保存試料の在庫管理を行うら   

試資料塵は長刺呆存法に関する研究を実施するために藷置されたが、そのスペースを用いて、  

山部バンキングを行っている。  

昭利55年度試料庫利用状況  

利用部・宝名   研   究   題  目   牒有毒（温度）   

宗1湖技術部  ・大京粉塵・いの汚染物質の保存性に関する研究   一ZOO、【800  

大京計測研究屋  【110＼一1960   

l測技術部  －20’   

水質計測研究室   

I 測 技 術 部   ・環境標準試料の作製と評価に関する研究   －2げ、一800   

∠i二休化学計測研究室   ．生†中I】の汚染物質の†果存性にl対する研究   －110’、－196■   

計測校外i部  ・底質・土壌中の汚染物質の保存鮭に関する研究   200、－800  

底質二i二項計剰研究室  －110’、1960   

水質土壌部  －200   

土壌研究夏至   
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4．2主要研究機器  

本研究所が昭和55年皮装備した計潮機器等のうち主なものは次のとおりである。   

（1）ガスクロマトグラフ質量分析計（日本電子製JMS－DX300）   

微量有機化合物を分析する装置である。大気、水質、底質土壌、生体試料中の微量の有機化合  

物の定性、定量を行うことができる。  

〔性能〕  

①質量範囲：m／zl～3，000、4段切換   

②感度：ステアリン酸メチルでS／N≧10において、50pg（EIモード）あるいは0．1ng（CI  

三－ド）  

③分解能：25，000（10％谷）  

④GC－MS結合方式：ガラス製1段ジェットセパレーター   

⑤イオン源：EI型、CI型  

⑥ イオン検出系：正イオン、負イオン  

⑦データ処理：低分解能測定、マスクロ、多重イオン検出、高分解能測完、アニタ検索  

⑧附属品：リンクドスキャン装置  

（2）元素分析計（かレロ・エルパ社製、1106型）   

有機物の主要構成元素であるC、H、N、0、Sを分析する装置であり、浮遊懸濁粒子、藻類、  

底泥等の元素組成の制定ができる。モデル2000C7bロセッサーを使用することにより、トータル  

システム、すなわち、試料の秤量から測定データ処理までを自動化でき、ルーチンワークに通し  

ている。  

〔性能〕   

（D 本体：分析部（1106型）、オートサンプラー50型  

②附属品：元素分析用プロセッサー2000C型、●超微量電子天・杵、天秤台、記録計  

③測定範囲：Cl－600r、H2－100，、Nl－400r、01－200，、S20300r  

④分析時間：C、H、Nは10分／検体、0は6分／検体、Sは5分／検体  
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4．3共 通 施 設  

4．3．1エネルギー供給施設  

今年凄完成した動物松川期）、アクアフリースペース、実験用フリースペース、危険物倉梯の  

稼動によりエネルギーの供給は増加し、生物系の安定した供給要請と、理工系の聞欠的な変動の  

大きい要請に応じる紬こ、研究室との密接な連絡と、厳重な運庵保守とにより、これに対処した。   

55年腔末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模   
特高受変電蘭闇  1，212m2   
共通施設陳（エネルギーセンター）RC－2造2，700m2  

共通施設棟（ポンプ棟）RC－1  400m2  

（2）主な設備   

① 受変電設備   
1次変電所（特高）  

2次変電所  

（∋ 変圧器概要  

1か所  

16か所  

寄 手遼（kVA）   相   1次電［i：（V）   2次寺猛庄（Ⅴ）   数 蓑ヒ   備   考   

10，000   3  66，000   6，600   2   1次変   

1，500  6，600   210  2次変   

500  5  

300  

250  

200  8  

15〔）  5  

100  4  

75  2  

50  2  

ZOO  210、105   3  

150  3  

100  15  

75  5  

50  3  

30  3  

2〔）  2  

10  2  

③ 非常m自家発電謂購  
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④ 熱源設備  

名  称   ヨ「ま  式   谷  品   数 量   備  考   

ボイラー   炉筒蛙管式   10，000kg／H   3   使用圧力5kg／cm2 白灯油   

肝油相   円筒構冠菅  40kJ  2   地‾ドタンク   
スチームヘツタ」  500¢×5．5m   

軟水装置  カナオン交換樹脂   
給水ポンプ  タービン型  300J／min  Z   50¢×90mXIlkW   

オイル供給ボン7D  ギア型   35J／min   25¢×40mXl．5kW   

熱交換器   多管rl】筒彗竺   77，500Kc且J／H   

⑤ 冷熱源設備  

名  称   雲誓  式   答  義   数 塁   備  考   

冷凍瀾  タービン式  400USRT  冷媒フロンー11  

ZooUSRTX 2 

SOOUSRTX 2 

蒸気吸収式  1，000USRT   吸収剤BrLi  
1次冷水ポンプ  4，050J／min   2   200¢×17mX18．5kW   

10，000J／min   2   300¢×2ユmX55kW  

2次冷水ポンプ  4，85（り／mh  200¢×51mX75kW  

3，140J／min   2   150¢×50mX55kW  

870J／min   100¢×45mX15kW  

冷温水ポンプ  タービン型  2，350J／min   150¢×58mX45kW   

冷却水ボン70  4，70（‖／min   150¢×53mX75kW  

16，300J／mirl   300¢×33mX132kW  

13，000J／min  30（）¢×33mXllOkW   

冷却塔   ド】J流吸込式  400USRT  2  

1，800USRT  

1，ヱ90USRT   

⑥ 給水設備  

名  称   型  式   容  量   数 ぷ≧   椰i  考   

j二水槽   225m3   地下   
75m3   地下  

給水ボン7q  タービン型  1，500J／min   125¢×41mX18．5kW   

消火ポンプ  700J／min   100¢×55mX15kW（屋内用）   

750J／min   100¢×66mX15kW（屋外用）  

原水槽  150m3   地‾卜   
40m3   地下  

急速ろ過装置  竪翼「ま圧力式  600J／min   ろ剤 秒   
井戸ポンプ   タ【ビン禦（水中）  800J／min   100¢×60mX15kW   

ろ過ポンプ   渦巻製   600J／min   80¢×20mX5．5kW   

原水ポンプ   タービン聖  410J／min   3   80¢×44mX7，5kW   

雑用水槽  150n13   2   地下   
処理水槽  200m3   2   地下   
雑用水ボン70  タービン禦  350J／min   3   10（〕¢×82mXllkW  

900J／min   1259～×32mXllkW  

渦巻型  1，4（）OJ／min   100¢×18mXllkW  

処理水ボン7D  340J／min   4   65¢×65mX3．7kW  

タービン禦  100J／mirl   2   40¢×33爪×2．2kW  

圧力タンク  3m3   2   井水川1、雑用水川1   
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4．3．2廃棄物処理施設  

（ⅠⅠ期）増設により廃水処理施設はほほ完成し、有害物質を含む実験動物の処理施設の完成がま  

たれていたが、12月に（Ⅰ期）の処理施設州二完成し1月より稼動した。今年度における処理水  

の分析柿は区4．10に示すとおりである。  

55年度未における廃棄物処理場設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模   

Ⅰ期処理施設 的6，000m2   

1Ⅰ期処理場設 約3，000m2  

（2）主な処理設備   

① －▲般実験廃水処理設備（処理能力500m3／日）  

●有機廃水前処理装置  

●凝集沈澱装置  

●砂ろ過装置  

●活性炭ろ過菜讃   

② 持株尖験廃水処理設備（処理能力100m3／日）  

●凝集沈澱装置  

●砂ろ過装置  

●活性炭ろ適薬置  

●キレート樹脂吸茄塔（水銀・重金属絹）   

（∋ 個別実験廃液処理設備  

●酸化・還元・「l］和糟  

●液中燃焼装讃  

●膿縮スラッジ貯糟   

（卦 再利用処理設備  

●連投透式脱塩装置  

●蒸発式濃縮装置   

⑤ 同体廃棄物処理設備  

●横型固定炉床式焼却炉  

●棚段式アルカリガス洗浄塔  

●再燃焼装叢   

⑥ 有害同体廃棄物処理施設  

●固定炉床式焼却炉  

●サイクロン  

●充てん式ガス洗浄塔（酸・アルカリ・水）  

●水銀キレート吸着塔   

⑦ 気体処理設備  
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‾▼‾‾ 定i限界（以下）一般系処理水槽  
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図4．12（1）昭利55年度水質測定結果  
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図4．12（3）昭和55年度水質測定結果  
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●傾斜娠式湿式ガス吸収塔  

囲 イオン交換制脂再生装置（再生能力300‘／日）  

（3）分析室備品   

（∋ 原子吸光   

② ガスクロマトグラフ装置   

（∋ 高感度水鍍分析計  

④ 遠心分離器  

⑤ 高速洒休タロマトグラフ装置  

⑥ ガスクロマトグラフ質量分析計  

⑦ 全有機炭素分析計（TOC）  
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4．3．3エ 作 室  

研究活動の活発化に伴い、－・段と工作室の利用が増し、既設のガラス工作室および金工室の機  

能に加えて、新たに材料工作室、木工董、溶接室、エレクトロニクス蓋および各種機器の導入を  

計画立案し、工作室の充尖を図り、研究部門の要請に対処している。   

55年度末における工作室の概要は次のとおりである。  

（1）ガラス工作室  

（∋ 規 模 RC造110m2   

② 主な設備  
大型ガラス加工旋盤  
ダイヤモンド平摺機  

焼鈍用乾気炉  
小型ガラス加工旋盤  

切断機  
平摺機  
歪検査器  
ウォーターウエルグー  
セルソルザ   
ー細線バット溶接機  

（2）金工妄   

① 規 模 RC造 50mZ   

② 主な設備  

施盤  
シャー リング  
立型フライス  

コンターマシン  

カットグラインダー  
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折曲機  
創出盤  
卓上ポール盤  

グラインダー  
高速金切鋸盤  

強力油圧式パンチ  
電気溶接機  

スポット溶接機  

空気圧縮機  

精密平面研削盤  

1台  

’1台  

1台   

ユ台  

1台  
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5．成果発表一覧   

5．1研究所出版物  

番 号  発 表 者   鞄  ‖   掲 載 誌   巻（号）  ペー∵ソ  発袈年   

StudiesontheErrectsofAir  1980   
Pollutant50nPlantsand  
MechanismsofPhytoto】くicity  

K－1  Theerfec仁0【SO20nnel  1－8  
T．N且tOri  phot【）Synthe5isin5unflower  
T．Totsuka  】eaf  

K－2  EHectsof】owconcentrations  9－17  
A．Furuk且Wa  ofSO】Onthegrowthor  
T．Tot5uk乱  5unflower  

Ⅹ3  Am（delforestjmtingSO2  19－30  
e汀ectsoncan叩yphoID占ynthesi5  
insunrlowerplants  

K4  AbsorptionoratmosphericNO2  31－50  
T．Totsuka  byplant5乱nd50ilsV．Dayand  
N．Hayakawa  nightNOz－fumigatione【fecton  
J．Y；zaki  theplantgrowthandestimation  

oftheamountofNOz－nitrogen  
8b50rbedbyplants  

K－5  Ab50rptionofatmosphericNOz  5158  
T．Yoneyam且  bypl且ntSandsoi】sVI．  
T，Tot5111くa  Tran5formationofNO2absorbed  
H．Iwaki  inthele且VeSandtr8n5ferof  

thenitrogenthroughtheplants  

K－6  Ab50rptiono†atmo5PhericNOz  5967  
T．Y且Sl】d8  bypl乱ntS札nd50j15Vll．NO2  
J，Yaヱaki  ab50rptionbyplant5：re一  
T．Totsuk乱  ev且】u且tion【）fthe且ir－SOiトroot  

rout（，  

K7  Spe¢ificinhibitionof．photo一  6977  
K．Sugahara  SyStemIlactivityin  

ChIoroplastsbyfumigationof  
spin且Ch】組VeSWithSO2  

K－8  lnhibitionsiteinelectTOn  79－89  
K．Sugah8ra  transportsysteminchlorop】asts  

byfumjgationoflettucele乱VeS  
with S01 

K9  Activeoxygenparticlp且tionin  91101  
T，Sakaki  chlorophyil destrucfion and 
K．Sug且hara  lipidperoxi血tioninSO‡－  

fumigatedleavesofspinach  

K－10  Effectsofsulfileions（〕n  103－112  
S．Uchida  w且ter－SOlub】ech】orophy】1  
M．Takim〔）tO  PrOteins  

K11   1nterspecificdifferencein  113－126  
0．1s（da  r【lSist札nCetOSulrl】rdio）・ide   
H．lw丘ki  

T．Totsuk札  
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番 号  発 表 者   楷  臼   掲  載 誌   巻（号）  〈ミ【ジ  発表年   

K－12  Abscisic8Cid－dependentchanges  国立公害研究所研究報  皿   127－136  
Ⅰ．Maruta  intranspiratiDnr且teWithSO2  
K．Sugallara  fumig乱tiD爪andtheeffectsof  

51】1fiteandpHonstom乱【乱】  
aperture  

K－13  Sulfiteoxidizingactivitiesh  137▼150  

Y．Akiy且ma  p】且nt5  

M．Fuiiw且r且  
K．Sugahara  

K－14  Resis【anceorspruceseedling5  151154  
K．Shjmazaki  tosulfurdioxiderumigatio11  
K，Sugahara  

K－15  Roleof5uperOXidedismut85e  155164  
K，Sugahara  inthedefenseagainstSO2  

toxicltyandinductionof  
5uperOXidedismut且5eWithSO2  
fumig乱tio爪  

K－16  Form乱tionandscavengingof  165－179  
superoxideinchloropla5t5，  
withrel且い口ntOinjuryby  
sl】1rurdioxide  

K17  A爪aly5isof且irpollutant  181－193  
F．Ab【）  sorptionbyplant5（1）．Relation  

betweenlDCalSO2SOrptionand  
且Cl】teVisiblel（〉afin】ury  

K18  Analysisofahpo】】utant  195－211  

F．Ab【）  50rptionbypl8nt5（2）．Amethd  
S．Funada  for5iml】ltaneousm（〉aSureme11t  
Ⅰ．Aig；l  ofNO】andO3SOrPtion5by  

plant5ine爪Vironmental  
c【）ntrOIchamber  

K－19  A爪alysisofairpollutant  213－224  
F．Abo  sorptionbyplant5（3）．Sorption  
T．Nat〔〉ri  underfumig8ti叩WithNOz，0］  
T．Totsuka  orNO2＋03  

K20  Remotesensingofthephy5io－  225237  
K．Yabuki  lDglCal†unctionsDfpl且爪tSby  
T．Totsuka  infraredcol（〕raerialphoto－  

graphy（Ⅰ）．Re】atio爪5between  
1ea【reflectivityratio，bトband  
ratio乱¶dphDtOSynthetjc  
fu爪Ctionof】eavesinseveral  
wo（dyp】ant5  

K21  M（－aSurementOfthetherm且1  239－247  

F，AbD  patternofpl且ntleavesunder  
Y．Ilashimoto  fumjgationwjth且irpo11ut且nt  
1．Aig8  

K－22  Evaiuafion of air pollution 249－254  

F．Ab〔）  inJurytOPlantsb）′i汀血ge  
Y．H且Shim（）tO  prDCeSSing  
Ⅰ．Aiga  

K－23   Selectedrice（αⅧ別＝拍りM  255－262   

Ⅰ．Ajga  L・）s血ns 
， 
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番 号  発 表 者   閻  日   P■■■■■1   ・   巻（号）  ・【く一ジ  発表年   

K－24  Inherjtanceofsen5itivityto  263－265  
H．Sat（）h  surfurdioxjdeinrice，Oryzd  
Y．Fl】jinl】r皿  sα～∫〃dL．  

l．Aiga  

K－25  Multielemental】alysisstudie5  84  1980  
byflame且ndinduct‖ycoupled  
pidsma spectroscopy utililing 
computer－COntrOlled  
instrl】mentation  

Studiesonchironomidmidge5  1－8  1980  
oftheTamaRiver  

K－26  Thedislributi（〕n【）fchir〔）nOmjd  1－8  
M札5且yUkiYasuno  
MihokoIt（〕  relationtothedegreeof  
Tetsu5hiKikuchi  

K－27  De5Criptionor20speciesof  9107  
Chir（つnOminaerecoveredrroma  
tributary  

有機廃棄物，合成有機化合物，薫  19掛）   

金属等の土壌生態系に及ばす影響  
と浄化に関する研究一昭和53，54  
年度特別研究報告  

K28   研究の概要■   16   

K29  720  

智（り，コカプ幼植物および緑藻  
顆【こ与えるポリアクリルアミド誘  
導体（合成高分子凝薫別）の影響  

K－30  21－32  
久保井徹・矢崎仁也  

アミド誘導体の分解  

K31  33－56  

研究  

K－32  底質中の物質の流れによる溶出に  5768  

関する基礎的研究  

K－33  69－78  
伴う栄養塩の吸斉iと流出に関する  
実験的研究  

K－34  79－110  
久保井微・吉flI笛男・  
高橋英一・  （＝  

K35  111158  

服部浩之  及ばす影響．ラインメーター実験  

（Iり  

K36  159176  

藤井閉路  変化（1），‾卜水汚泥の施同がナス  
の二！－育に与える影響  

K－37  177184  

藤井固博・高松武次邸・  
向井昏  智  

K38   185－202   

服部浩之   （Il）．イ】一機幌葉物施用土壌の微生  

物フロラおよぴ⊥壌幣束活性  
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番 号  発 表 者   題  F］   掲  載  誌   巻（サ）  ノー【ジ  発表年   

K39  203－212  
循藤隆一  ついて  

K－40  213－23l   
試験戚耕   

K41  233－246  
頂藤隆一・  件に関する研究一三ミズ個体群の  

動唐に関するシミュレーションと  
汚泥処理のための貼通条件の推定  

15  1980  
告  

的研究昭和54年畦特別研究報告  

K－42   研究の概要および今後の展望  1－5   

K43  7 18 
71J瀬草道■袖照］≡群  

K－44  19－32  
7ド瀬草道■織田澤  

す影響  

K－45  33－42  
局博一・織ロ］薄  

K－46  43－54  
鈴木りト11i漸草道  

K47  5560  
群に及ぼす二酸化窒素の鮎智  

K48  61－76  
鈴木明・局博一▼・  
嵯峨井膵  機構の後部＝こついて  

K－49  77一別  

亀U】主荒  タン測定による上門扉川の脂質  
過酸化の変化について  

K50  85100  
血清脂暦成分の変化について  

K－51a  101108  
のリン脂質脂肪酸組成に及ばす影  
響  

K－51b  109116  
ほす影響  

K－52  117－124  
球瞳リン脂質の脂肪酸組成の変動  

K－53  125－132  
彼谷椰光  脂腎に及ばす影響  

K－54  133－148  
訴橋場司・肴宕憶弘・  
相釣ト郎  の濃度制闊】について  

K55  149－158  
清水明・木村英却・  
高橋弘  制御  

K－5（】   159－170   
石村便清・路標惰司▲  
寺尾忠治   
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蘇リ  発 裂 者   題  目   摘 戴 誌   巻（リ）  ノヾ－ジ  発表隼   

K－57  171－228  
山【甘靖子・槻「人】博人・  
今井透・取捌降彦・  
）封昭半丁・河合闇之  

K－58  229¶240  
1li漸孝迫・払Fl】措  

およぴPaO2一  

K59  241－252  
局博一・・粗【H蹟  

K60  253－258  
ばす影響一山清アイソザイムー  

K61  二酸化崇紫1芸期暴鍔のラットに及  259－274  
ばす影響血推jうよび月田こ存在す  
るグルタチオン含量－  

K－62  二酸化皐紫上毒】調暴霞のラットに及  275284  
ばす影響一肺．肝リン脂質の脂肪  
較組成  

田  1980  
気汚染遠ド齢l▼測  

K63  遠隔計測による大京汚通働個の研  1－6  
究について  

K－64  計刺叩レザーレーダーの概要と  7－16  
現状  

K－65  17－32  
竹内娃犬・松戸帽・  
奥L【王典夫  

K－66  3340  
竹内延失▲奥州典夫  

－タに基づく測定  

K－67  4l－50  
清水浩・抵即泰弘・  
竹甘延夫・奥1日典夫  

K68  5168  
安岡善女・松戸帽・  
竹内庭失・奥Il】典夫  

K69  6984  
清水浩・竹「勺延プこ・  
奥田典夫  対応牒‖系について  

K70  85－94  
杉本伸夫・松井一郎・  
竹内延夫・奥田典夫  

け  1980  
す浮力効果一臨海地城の気象特件  
と大京拡散現象の研究  

昭和53／54年度特別研究粗告  

K71   1－12   

K－72  1348  
萩野丈九■水料簡郎  

K73   49－7Z   
荻野文九・水干斗鴇郎   
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番 号  発 表 者   題  目   掲 載 誌   巷（号）  ペジ  発表年   

K－74  73一碑  

萩野文九・水科鴇郎  

K－75  89－10B  

萩野文九・水村篤郎  

K▼76  109－122  

光本茂記・小川靖・  
福井啓介・水村牒汗Ii  

K77  123－143  

′ト森†再■小川靖・  
奥田典夫  

Ⅹ78  145－164  

萩野文九・水相馬郎  

Preparation，analy5is乱nd  田  1980  
certiEicati〔）TtOIPEPPERlうUSH  
stand乱rdreferencematerial  

K79  StandardReEcren（）eM且terials  16  

inEnvironmentalAnalysis  

K80   Nature oi Fepperbush Planf 7－19   

K－81  K．Okamoto   Prep乱rationofPepperbush  20－24   

K－82  血1aly5isofPepperbushby  25－32  

AtomicAbsorpt10n且ndFlame  
Emission Spectrometry 

K＆！  ElementalAn乱1ysisof  33－53  

N．Furuta  PepperbushbyICPEmission  
M．Ni5hikawa  Spectrometry  

K－84  An81ysisofPepperbushby  5459  

Energy－dispersiveX－ray  
Fluorelcence Spoctrometry 

K－85   TheCertificationofPcpperbush  7793   

用  150  198l  

告  
和53／54年度  

20  1981  
究（Ⅳ）一霞ヶ浦流域の地形、気象  
水支持性およぴその湖水環境に及  
ほす影響一昭和53／54年度  

K87  霞ヶ浦とその周辺の底地の地形に  12（】  

ついて  

K  霞ヶ浦流域の降水特性および大気  2742  

巾からの栄養塩の供給について  

K－89  43－68  

増田啓子・河合崇欣・  
植【t】洋匡・佐揺謙  

K－∈泊   69－102   

K－91  村岡浩領   霞ヶ浦の水収支  103－120   
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番 号  発 表 者   確  ［i   掲 載 誌   巻（号）  ページ   発表年   

K－92  陸水蟻の符栄養化に関する捻子ナ研  130  1981  
究（Ⅴト霞ヶ浦流入河川の挽Jl用  
荷腿変化とその評価一昭和53／54  
隼度  

陸水城の括栄養化に関する総合研  198l  
究（Ⅶ）湖沼の富栄養化状態指招  
にl関する基礎的研究一昭相53／54  
年度  

K93  3－12  
河合㌍欣■煽島武彦  

とその問題．1呈  

K－94  1332  
福島武彦・河合崇欣▲  
細見正明▲村剛告爾  

K95  湖f臼箇栄養度指標の棚闇慄およぴ  3348  
地文学≠購摘の意・茂  

K－96  49－62  
ナナ【1】健  葉状態の評価  

K97  6388  
河でナ与；き欣  克と経費月規了ー：蒐の関係  

K98  89－102  
相崎守弘・竃サ「博・  
高幡正征  

K99  103－161  
河合崇欣・福島武庖・  
細見jI三明・村岡浩爾  

陸水城の笛栄華化に関する捻くナ研  1981  
究（Ⅷト笛栄養化が湖利用に及ほ  
す影野の定罷化に一関する研究昭  
印53／54i＝変  

K100  瀾軋吼二及ぼす詩集菜化の影響に  1－2  
ついて  

K101  心理的反応を用いた湖岸環境評価  3－16  
の試み  

K－102  17－26  
中杉相身・内謄正明  

K－103  27－52  
にI対する英証的研究  

K104  養殖業における古楽義化影響の経  53－64  
削り評価  

K－105  わかさぎ・しらうijぴき網漁共に  6580  
おける水師与濁影響：被害則こよ  
る収昂減という観点からの縫i薫白勺  
評価  

降水械の笛栄養化にl果する総合研  1981   
究（Ⅸ）〟たm里笹症（藍藻頬）の  
増補才．用†一昭机53／54刑度  

K－106   研究の概要とノ㌻後の課題   1－6  

K107  矢木帽身・須薙隆一  〟わm里仲山の純粋分社  716   
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番 号  発 ま 者   閻  El   掲 載 誌   奄（ぢ・）  ／ヾ－ン   発表年   

K－108  1730  
矢木修身▲高村義視  

肌crocyβ上よgαeγ“ggれ05αの形態お  

よび微細構造  

K－109  31－46  
萩原冨司■平松昭・  
矢木帽身■≠頁藤隆一  

KlllO  4758  
須藤隆一‥願原冨司  
高村兼親  

K111  59－68  
合菜服ト・  のリン取り込みと増殖  

K112  6982  
〟－CrロCyS‘i8の大畏培養  

K113  83123  
合業朋ト  ション  

K－114  53  1981  
矢木修身・阿川光正・  
細見正明・山根敦子  

K115  ‖  48  1980  
（白井邦彦・土屋巌）  

公開情報に基づく研究名．調査者  
名簿  

K116  環境チータベースのユーザガイド  【主l立公害f研究所調査粗  155  1980  
伯井邦彦■増田唐子・  
鈴木輝夫・土屋巌）  

K－】17  ほ  306  1980  
（春山睦美・大井紘）  ノ÷  

大京環境部  1ヰ  19執〕  

期日昭和55年2月14・15日  
会場匡丁立公苫研究所  

K－118  等方性乱流の構造  1－38  
（横浜国立大・工学部）  

K－119  39－51  
（大阪大学■基礎工ギ＝  

郡）  

K－120  海陸風の構謎とその中での拡散過  5366  
車呈  

K－121  67－10Z  
（京都大学・工学部）  

K－122  火気乱挽の空ドl】スケールとコヒー  103－114  
（公害資源研究所）  

K－123  115130  
（東京大草・工学部）  

K－124   131－136   
（東京大草・海洋研究  

析）   

－160   



番 ぢ  発 表 ・名・   拍  十十   相 磯 誌   嚢（汁）  ／ヾジ   発表隼   

K－125  群落内外の風速分布と空気力学的  同立公案研究所調査報  t3  137148  
（筑波火学・地球科学  

系）  

林帖生  
（筑波大ギ・水理基験  

センタ）  

t5  1980  
ム研究会報昔1！F  

一期日【】円紬55牛2月5，6日  
会場用立公害研究所－  

K－126  1－24  
の技術的諸間脳の揺準化について  

K127  データ解析の新しい巧え執二つい  25－32  
て  

K－128  33－40  
柿弘潤子  

K－129   大京汚建のシミュレション   41－54   

K－130  l主l際環境偶馳源照会システム  73－76  
（INFOTERRA）について  

16  19BO  
一味泥問題を中心として－  

期口F口和55年9月19，20［イ  
会場国文公害研究所【  

K－131   底泥問題の詣．射こつし－て  14   

K－132  湖沼底泥におけるIノン，窒素の分  5 17 
布とその存在状態  

K133  霞ヶ浦高浜入における底泥間暇水  25－31  
の組成について  

K－134  霞ナ補の栄養塩回帰にムける大禦  455】  
動物の役割  

K135  65－77  
福島武彦  ついて  

K－136  詔ヶ捕の物畢循環における底泥の  95104  
役割  

K137   け  319  198l  
（春山耽美■大井 紘〉  （那5版）  

－161－   



5．2誌 上 発 表  
A．環境情報部  

番 号  発 表 ■名   周  日   掲  厳 誌   巻（引  〈トーン   発ま年   

A－1  MSS熱赤外画像データによる粟  
京周辺の地表面温度日豪化  ンシング  

A－2  Interpretatj（】nSOfenvironmenta】  4  370－373  
Y．Utsunomiya  thematicmapsinJapan  
◆（GeDgr．Surv．Inst．）  

A－3  那2回インフォテラ▲ネットワー  5（1）  

ク管j翌会議fll條報告  

Ar4  
広崎昭太■宇都南瞳二  
朗・松本幸雄  

A5  ランドサットおよび販空機のMS  203210  
Sによる山地闇■要領域の判別につ  
し、てのけ：報  報告集一回土関係－、  

JAFSARSREP（〕RT  
802019  

A－6  23  548－559  
は崎昭太  現状と将来構想  

A－7  26  201207  
onPa5tureFertillty一ⅠⅠ．  Sci．  
Sjmulation5tUdiesonuneven  
excrelaldi5perSi叩C乱uSedby  
agraヱingeql】1pr11ent  

A－8  441446  
能代昌雄㌧松中照夫◆  
◆（根釧農試）  

A9  UNEPアジア太平洋地域  かんきょう  5（6）  1980  
INFOTERRA管理会講出席紺告  

A10  環境公害分野シソーラスの現状と  261－268  
問題点   究基会発表論文襲  

A－11  5（C）  

小林守◆・増凹啓子▲  
林隈」‡●  

■（筑波大学）  

A12  5（A）  

増‖啓子堅把庵正－  
●（筑波大学）  の微小変動  

A13  5（C）  

西川憲正◆・大様芳郎暮・  平野真孝◆・福井亘暮  
◆（筑波大学）  

A－14  52－65．  

●（筑波大草）   武輔＝普，古今習院）  257－282   

A15  （25）   

andmeteoroIDgica15tUdje5in  
theJ叩aneSemOuntainousareas  

A－1β   1980  

安岡者文  計   B（S2R522遠灘㍍ト削  

●（大気環境部）  の基礎手法にl関する研  

一162－   



蘇 リ・   発 袈 者‘   項  Fl   掲 載 誌   巷（り・）  ／くr・ジ   発表年   

A－17  314  

安岡着丈  タ  B91－R523遠隔計測  
◆（大兄隠㈲弧  による環境情報の収韮  

と処理  

A18  267－281  

㍍疇忠周  B91－R52－3遠隔計測  
◆（理化ご7：研究所）  による環境情報の収集  

と解析  

A－19  31－38  

の水暦計測  診断昭和54牛度技術蘭  
苓欄き．AFSÅRS  
REPORl∧802003  

A20  147－156  

－1PSENの試作  B52－R52－2遠F那川リ  
の基礎手法にi喝する研  

A21  44－48  

宇都宮協二郎∵土昆巌▲  ト等人工衛星デタfり  
奥野′恕一   用災証紙イナ研究  

A－22  302一313  

正昭忠「訃松三上こ治t◆・  B91R52－3遠隔計測  
愛甲隠…・7†i相性共◆  による環境†F7報の収薫  

と処理302－313  

…（東京水庫大）  

（造月抽i興財団）  

A－23  Regjonalextractionand  「環境ネ斗学」研究轍告集  180－186  

M．Tamura◆，   c】assificati（つnOfmultト   R62－R522遠隔計測  
T．Miyaz且ki   spectl、a】imagesbyentropy  の基礎手法に関する研  
●（Syst．Arlal．t）lanIl  究  
Div．）  

A－24   33－44   

安岡半文・渡辺ユ1三孝■◆・  診断．町沌54隼J空技術  
宮崎虻再1  斬苦兼（財閥法人日本  
tく筑寺庄火亡㌢二）  造船振興軌団）   

…（水質土壌環境部）   ’（筑波大）  … 1’．1’asu（つk 
B．総合解析部  

電子池1吾亡芦会論文誌  

計測と制御  

産業公害  

システム工学会誌  

地域学研究  

E11Viron．Pl且nn，A  

飯倉認印  

落合美紀子・内藤正明  

乙開架広・後顧典弘  

北畠能房・甘軋剖町  
◆（環境†F’渦潮）   

北畠能房・背本院二  

Y．Kitab乱take，  
T．Miyazaki■，  
M．Takahashi…  
◆（Environ．1nf．Div．）  
◆暮（Sejkej Univ．）   

後儀典弘  

連続梢瀾澗のディジタル†云送一サ  
ン7qリングと畏イ化の影響   

大京汚津シミュレーションのため  
の簡易モデルの提案   

エクセルギー概念の資源回収シス  
テムへの通用   

地域計画jモデルの多摩地区への適  

用例   

霞ヶ浦水質flj濁の漁業にリえる影  
響【二l則する炎証的側究   

Regionalmu】tiobjectiveplannlng  
（）f water supply arld the  
di5P（）581口f resid‖a15With due  
regard toirltraregl（）nal  
pppu18t‡on distributioll   

川語の問題  

2528  

717－720  

925－931  

35－48  

119－141  

627－648  

こlへI1  

1980  

1980  

1980  

1980  

198n   

B1  

B－2  

B¶3  

日4  

日－5  

日－6  

f＝1順乗物  

¶163一  



番 サ  発 表 者   題  R   掲 載 誌   巻（号）  ページ  発表牛   

B－8  後藤典弘   資源化［主】際ギ：公準惰   Jl刊廃棄物   （59）  77   1980   

B－9  後藤典弘   乾いたゴミ濡れた∵ブミ   J押」廃棄物   （60）  48   1980   

B－10  後藤典弘   ■■柔らかい1’破砕   月刊廃棄物   （61）  6Z   1980   

B－1l  後藤典弘   埋め立てと用地回収の方向   月刊廃棄物   （62）  48   19創〕   

B－12  CRE／MER（1RC）ベルリン会議と  53－5a  
欧州公巷防IL技術調査団に参加し  
て  

B－13   廃棄物処理と頃源化の費用と効用   （28）  

B－14  507  1980  

タ一環犠影響評価制度  
研究鑑  （（祉）環境情報科学センター）  

（絹名代表，後藤典弘）  

B－15   RDF（WDF）の可能性  月刊廃棄物   （63）  

B－16  後藤典弘   前処理のある焼却工場   月刊廃棄物   （64）  54   19獣）   

B17  後藤典弘   余熱利用の多様性とその評価  月刊廃棄物   （65）  62   1980   

B－18  後藤典弘   廃棄物問題研究とごみ仲間   月刊廃棄物   （66）  46   1980   

B－19  電動ごみ収集中輌システムーごみ  （66）  90－95  
収塵申を電気自動剰二しよう   

B－20   エネルギーの貿   化学装置   ロ   1980  

B21  子安藤典弘   エネルギーと環囁   化学工学   叫   491－498  1980   

B－22  子麦薩典弘   欧州におけるごみのRDF化   生活と環囁   25（8）  38丁－4l  1980   

B23  後藤典弘   兄上）F物語－ごみの同形燃料化  プラスビア   柑（31）  

B－24  287－385  

貝会  テムの評価研究，昭和  

（後藤典弘・奥田澄雄■  54年度工業技椚院委託  
新谷定則・王1沖栄治・  研究雑書彗  
朗小勝・登坂幸作・  
烏巣正浩・中杉帽虜・  
日南杏▲莱付洋一）  

B－25   わが国における意思決定  用水と廃水   23（2）   1980  

β－Z6  ～2（ユ0）  

寺川かつ子…▲  の課竃  
寄本膳芙…・  
若林清太郎…暮  
’（閉口新開）  

■◆り出城消費者閏休連  
総会）  

…（早稲汀】大）  

●■…（郎百労）  

B－27   北米における資源化の現状と動向   25（12）   

B28  i豊穣典弘   欧州におけるごみのRDF化川1）  生活と環餞   25（10）  38－40  19捌〕   

B－29  後藤典弘   欧州におけるごみのRDF化（11）  生活と環境   25（9）  55－38  1980   

B－30  後藤典弘   催乗物の埋立と用地回収   季刊環境研究   （30）  61－68  1980   

B31  後藤典弘   分別ごみと分別の造兼   J＝り廃棄物   6（10）  45   1980   
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番 号  発 表 者   題  F】   掲  載 誌   奄（号）  －－∵   発表年   

B－32  後藤典弘   熱分解によるガス化と液化   f】刊l薙乗物   6（11）  46   l」｝   

R33  後藤興弘   資源化は過jE処理か   J川」廃棄物   6（12）  39   1980   

B－34  後藤典弘   確来に適jl二な処月旦が朗雉なもの  片刊廃棄鞭   7（1）  76   1981   

B－35  後藤典弘   ごみ処男l施設の「規模の経済」   J川」樅乗物   7（2）  36   19gl   

B－36  子安疎典弘   専門家の簑†上   月刊廃棄物   7（3〉  田   198l   

R－37  r勺疎正明   環境指標の管理と体系化の試み  環鳩惜敗f斗学   tO（l）  61－69  1981   

B－3g  環境情報科学  719  
●（円本水道コンサルタ  

ント）  

B39  9（4）  

●（筑波大）  元分布の推定  

B－40   環境システムの現状と展望  オートメ【ション   

B－41  内儀正lりl   環境システム   計測と制御   1g   163167  19餌）   

B42  環囁評価と政策形成週番呈－その  】8  980－986  
「環境科草特別研究」における位置  
づけ－  

8－43  17l  
（内播正明・中杉修身・  

Ⅲ瀬則雄●・天田高白■▲  

加藤久和…▲  
今lIi珪英●暮・  

J京料率彦・西「周秀三）  

●（筑波大）  

…（環項庁）  

8－44  86128．   
（委員長花鴨正孝）  1：i5－13も  

（lい杉帽身）  省委託朗－⑳03．（社）仝【甘椰市  
泊掃会議）  

R－45  生活と環境  26（3）  

－No．5一欧州における物督回収プ  
ロセス（l）  

B－46   環鴇惜敗1キ隼  9（Z）  

Br47  西岡秀三   筑後川にみる水辺環境の多面性  地域間牒   （197）  28－34  1981   

B48  環境トピックシリーズ（10）  現場情報‡斗学  9（3）  

環境評価におけるコンピュータ支  
櫻の武みづけについて  

B－49  環現計丙のための会議支提システ  （162）   

ム  

B－50   環境税第への視．互   23   19執〕  

B－51  地域の政策用具としての社会相ほ  （192）  

の現況と改露点  

B－52  計画への11iR参加とコンピュータ  く113）   

利用  

B53   山形jl子音Jjぎ各環境計画会謙の記録   1138   

千！ド芦才朋l川汗究内藤班）  

ー165－   



番 号  発 表 者   題  目   掲 載 誌   巻（号）  ページ  発表年   

B54  原‡斗幸彦   長崎・中島川にみる水辺環境を守  （197）  51－59  1981   
る運動   

C．計測技術部  

安部書也  

安部喜也   

大槻 兇・科崎守弘●  
■（水賀土壌橋場離）   

大槻 兇  

C－1  

C－2  

C3  

C－4  

環境としての陸水  

環境汚染の概念   

霞ヶ浦高浜入におけるリン・窒素  
の動態   

高浜入におけるリンの動態  
霞ヶ浦とその周辺の生態系動態  

天然水中の栄養塩類の分所   

アルカリ金属  

地球を囲む生物圏沼‖  
真絹，東海大学出版会   

化学教育   

Bl】Il．Plankton  
Soc．Jpn．   

「環境相苧」研究報告瑛  
B93R12－2冒蔓ヶ浦とそ  
の周辺の生態系動態   

化学の領域   

柾新原子吸光分析Ⅰ．  
11（不破敬一郎ら絹，  
広川悍店）   

季刊環境研究  

Bull．Chem，Soc．  
Jpn．  

63－83  

478－482  

127－130  

101－106  

1980  

1980  

198（〕  

1981   

大槻 果   

岡本研作  

35（1）  6872  

1117407 

岡本研作・不破敬一郎  

T．Kawai，  
S．Ⅰ5higurD：  

H．Ohtaki一  
－（TokyoIn5t．Tech．）  

K．S且take  

環境標準試料MES No．1「リョウ  
了」について   

A thermodγnamic study on  
hydro】ytic reactions oflead  
（Il）ionin aqueou5SOlution and  
dio）．ane－Water】¶ixtur（ISI．A  
Potentiometric study   

Recent progress oflimnology  
inJapan；Inorganic acidlakes  
and rivers   

日本の無按酸性湖研究   

Fiow of elements from soil fa 
5pider乱S Studied by X－r8y  
f】ourescence5peCtrOmetry   

けい光Ⅹ線分析法による水生植物  
ウキクサの亜鉛の吸収速度測定   

Photocatalytic decomposition of  
Water vapOur On an NiO－SrTiO3  
Catalyst  

Recent Prog．Nat．  
Sci▲Jpn．  

陸水学雑誌   

日本生態学会誌  

佐竹研一   

K．Satake  

佐竹研一  

K．Domen：  
S．N且ito：  

M．Soma．  
T．Onishi：  
K．Tamaru  
■（Tokyo Univ．）   

机弔光之  

Ⅹ線分析の進歩  

J．Chem．Soc．  

Cherm Comml】n．  

医体表面の特性  岩波講座 現代化学16  
界面の化学（田丸謙二．  

岩波冊占）   

環境技術  

Agric．Biol．Chem．  

環囁のバックグラウンド調査  
一主として大穴域について－   

SeparatioTt PTOCCdure oL  
dorougざUb5t8nCej fr∂mβ0】jd  
SWln（〉 marIure  

lso】且ti【）n and eh且「且Cteriz且tion  

O【dorous componentsin501id  
gWlne m且nl】re  

満U次夫  

A．Ya5uhara，  

Ⅹ．Fuwa  

A．Yasuhar札，  

K，Fuwa  

Agric．Biol，Chem．  
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番 号  発 表 者   筒  口   掲 載 誌   巷（サ）  ページ  発表年   

Cr18  水中の微生物および篠栗から産出  9（43）  

される臭京物質  

C－19  Relation between odar and Che爪OSPhere  587¶592  
dnrol】5C【）mpOnentSins（】1id  
5Wlne汀1且nure  

C【20   Therelationshipofmonoterpene  ‖】   209－213   

Y．Ambe，K．Fuw且        cDmPOSilio爪intheatmosphere，  
thefqliaremissiongasandthe  
1eafoil㍍f有朋d前車ル川   

D．大気環境部  

Estimati（〕n Of OH r且djcals  
c（川Centratiロnin a propylene－  
NOズーdry ai∫SyStem  

Ph〔）tOOXidation of the  
P叩ylene－NOx－8ir5y5tem  
5tl】djed bylong－path fourier  
tr且爪Sforminfrared5peCtrOmetry  

Environ．Sci．  

TechnDl．  

H．Akimot（〕，  

F．Sakamki，  
G．Inoue，  
M．Okl】da  

H．Akimoto，  
H．B且ndow．  

F．Sakamaki，  
C．1noue、  
M．Hoshin〔），  

M．Okuda  

G．Inoue，  
H．Akimoto，  
M．Okl】da  

G．Inol】e，  

H．Akimoto  

いl－．1■い   

M．Nakajima，  
K．F止祀  

H．Ueda，  
T，Mizl】Shina●†  

■（Himejilnst．   

Technol，）  

…（Kyoto Univ．）   

l．川1 －  

Y．Og且Wa，  
P，DioseyOgawa，  
S．Oik已Wa  
◆（Shimiヱu Constr．   

Cn．）   

Y．Ogawa，  
P．G．Diose）・－Og乱Wa  

E爪Viron．Sci．  

Technol．  

Spectro5COPy OE the CH30  
AつAl－Ⅹ2E sysLem b）・1a5er  
exejted Flu口re5CenCe m（－th⊂d  

I′aSer－一日dl】Ced f】ourescence or  

tlle C2H30radical   

環境における流体力学一大㍉系－   

Bu〔）yanCy effects on turbulent  
lransport in combined ireo and 
f口rCed cnnvection between  
ver【ica】parallelplates  

J．Chem．Phys．  

J．Chem．Phy5．  

化学工学   

Int．ノ．He乱t Mass  

Transfer  

文部省科学研究費補助  
金報告ミ汚   

Wind Eng．  

人工排熱の大ぷ中の拡散にl期する  
研究   

The（－rfects of the  
ch且raCteri5tic50f the oncoming  
wind on the【low t〉ihiTd a tw（ト  
dirnentionalmodelbuilding．  

Sur一礼ce rロリghne55and thermal  
stratification effects（〕n the  
rl（）W behind a two－dimensional  
fence－Ⅰ．fie】d study．   

Sur一己ce rol」ghnes5and therm且1  
5tratifi（、且ti〔〉n erreCtS On the  

rlow behind a two－dimension乱】  
fence－1Ⅰ，a Whd tunnelstudy  
乱nd similarity帥n5jderatjons．   

大気汚染の謂閉局   

北化f芦スモッグを捕える  

Y．Ogawa，  
P．G．Dio5ey－Ogawa  

化ギ：歎ff   

現代化学  

奥凹典夫   

奥仕l典夫  
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番 サ  発 蓑 者   宙  目   掲  載 誌   奄（サ）  ページ  発表年   

D－13  大気汚染の究明に威力を発揮する  柑（3）  

光化学スモッグチャンパ  

D－14  Watervaporeffect叩   Environ．Sci．  川  985989  
H．A王imoto，  photochemic81DZOne†orm乱tion  
M．Okuda  inapropylene－NOx－airsystem  

D15  Diurnalvariationofthe   田  143－148  

H．Shimizu，  atmpsphericpl且netaryboundary  
N．Sugimoto．  1ayerobservedby乱COmputer－  
Ⅰ．Matsuir  c（）ntrOlledla5err且dar  
N．Takel】Chi．  

M．Okuda  
●（Eng．Div．）  

D－16  
杉本伸夫・松井一郎●・  －レーダーによる火気境界屑の臼  特別研究「遠隔計測」  
竹l斗廷天・奥日興夫  による環境情報の収集  
●（技術部）  に関する基礎研究」珊  

究軌遠隔計抑こよる  
環境情雑の収暴と解析  

D－17  
竹内庭失  間法による気体速度の遠隔的測定  

法  噴煙動態のり1∵【トセ  
ンシングの捻子ナ的研究  
文部省科学研究周欄働  
金総合朝甥（A）研究戚  
果報肯望  

D18  

松井一郎◆・笹野蚕弘・  別研究「遠隔計測によ  
竹内延夫  る環境情報の収集に閑  
ー（技術部）  する基礎研究」研究妓．  

遠隔計測による環境情  
報の収集と解析  

D－19  Amobilecomputerizedlaser       qpt．Quantum  ほ  159－167  
Y．Sasano，  r且dersystemforob5erVing  
N．Takeuchi，  rapidly varying meteorological 
0，M且tSudoT  phenomena  
M．Okuda  
●（Environ．Inf．口iv．）  

D20  
排煙「いのNO2濃度の測定  轍の収集と碑帆文部  

省「環境科学」特別研  
究，「遠隔闇瑚‖二よる環  

穏情報の収射こ関する  
基礎研究」研究姓  

D21  
相場文男●・小林喬郎●・  邪絹岳および有珠山の火山唄棟動  外計測技術による火山  
佐藤・勘歳‥■  態の紋測  噴煙動態のりモートセ  
桜井健二郎●●  ンシンγの総合的闇闇  
●（椚ヒ大通肝）  文部省手斗学研究管補助  
‥（電縁研）  金縁分析究（A）研究成  

果報告啓  

D－22   

杉本伸夫・松井一郎●・  

笹野泰弘・稲楊文男…・  噴煙動態のリモートセ  
小林霹郎◆●・石原久寛…  ンシングの総合的側究  
暮（技術部）  文部省科ギ：研究智補助  

ー◆（東北大通研）   金総合研究（A）研究成  
果報告習   
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番 号  発 条 署   題  目   掲  載 誌   巻（サ）  ベーージ   発表年   

ロー23  MechanismoftheGa5－Phase  糾  36鵬36（娼  

M．Okuda，  re札CtionsnfCヨH6andNOさ  
H．Akimot（）  radica】s  

D－24  Z8  Z32－237  
村澤耕三◆  遺と化学反応  
●（東京大〉  

D－25  Productionofhjgh】ye二くCited   60－62  
T．Fukuya【凪、  at〔）mS行omm〔）1（－Cu】es  M（】Ⅰ．Sci．  

S．Ohshim且：  
K．Kl】Chit5u●  

、（TokyoUnlv．）  

D－2（）  83  118¶129  
T．Fl】kuy良川且，  asstudiedbyg且5electron  
K．Kuchitsu：  diffr且CtionarldmicrDW乱Ve  
H，Takeo：●  叩eCtrDSeDpツ，Thers，Tm，andre  
C．M且tSumura’■  Strl】Ctl】reS  

暮（TロkyoUniv．）  

…（Natl．ChemLab．  
エnd．）  

D27  49  1611－1618  
H．Hasimoto■  pasttwocircuIarcyIinders  
ー（T¢kyoUniv．）  

D128  Re且Ctinnofmethylradicals  73  16651675  
withO（3p）．0コ且ndNO  

D29  ReactionoImetl－ylradical5  1673－16執）  

H．A王imoto，  with ocone 
M．Okuda  

D30  田  鮎鮎－3503  

H．A王imoto，  0＋0右l＝0。，andNO十0。  
M．Okud乱  reactions？   

D31  02●（al△g）inthereactiono【  72  578ト5783  
H，Akimoto．  H＋0ヨ  

M．Okud已  

D－32  Reactionsi5【）bt且neandterト  84  1309，】314  

K，D．Baye5  butylradicalwithatomicand  
（CaliforniaUniv．）  

D－33   TheemissionofCHコOfromthe  73  591593   
N．Ⅵ「且Shida，  reacti（】nOfmelast乱b】eraregas  
H．Alくimotq  atom5WitllmetllanOl   
M．Nak且mura：  
M．Okuda  
◆（Univ．Tsukuba）  

E．水質土壌環境部  

落合正宏◆・中島拓男‘  
柏崎守弘・休 秀剛…  
●（ポβ立火）  

…（†かト「大）   

相崎守弘  

仰崎守弘  

水質汚濁研究  霞ヶ浦にムける洛存有牒物の季節  
変化  

多摩川叫流域における一次生産の  
水温特性   

笛栄養河川における付和雛た物郡  
燭にともなう現存罠および光合成  
罷の変化   

水～鼠の研究  

陣水草推誌  

一169－   



番号 発表者  題   目  掲載誌 巻（ちユ）ページ 発糾   

E－4 海老瀬潜一  小河」りの降雨時流用負荷塁の井定 環境技術  9  27ト285 1980   
と評価   

E－5 海老瀬勝一  苦言琶欄㈲軌二おける懸濁物賀の粒「環嶋村草」研究搾皆兵  27－30 1980   

径分布  B5∂－R12－4   

E－6 海老瀬潤一  琵琶湖南瀾の水蟹分布特性と懸濁「環境科草」研究報告基  69－77 1981   
物堅の粒径構成  BlO6－R12－12（2）   

E－7 岡lIl光正・須藤随一▲ リンと湖沼の冨栄養化  公害と対策  柑  838一朗8 1980   

E－8 岡田光正  アオコ（〃k川里甘症）の浮上・ 環境技術  9  627、629 1980   
沈降とその増殖について   

E－9 M・Okada，R・Sl］do  Microcosmsystemstudyof  J・WaterPollut・  52  1D29－1D34 1980   
且1galblDOmform乱tion  ControIFed▲   

E－10 同日光正・頂謹桂一  種顆増殖とリン  用水と廃水  22  891－906 1980   

E－11合田 触  陸水城の富来峯化に関する総合研 麻薬と環境  9（8）  85－90 1980   

究   

E－12 合点】随  ■ 環境中のリンをめぐって  用水と廃水  22  871－883 1980   

E－13 合田 健  湖沼水質対手酌二ついて  産業公舎  t6  10弘一10911980   

E14 合田 控  7分野にみる明日への圏缶情報 土木学会誌  （10）  6－11 1980   
この時代に何を読むか G〉社会・   

現場系   

E－15 合田 健・m井傾吾  霞ヶ浦の富栄養化と対策  環場所究  （29）  88hlOO 1980   

E－16 合田 健  省エネルギーとエントロピー   環境技術  9  8－9   1980   

E17 合田 健・娼護随一・藻類の多様性解析とびわ湖赤瀾旭「環境粋芦」研究報告集  3ト38 1980   

田井憎吾・矢木帽身 物の特性  日58一尺／′2－4（Z）   

E一柑合田 健■藤井邑博・下水汚泥の土壌生態系に与える影「環境科ギ1研究報告集123pp  4ト58 19飢   

久保井 徴・服部浩之・℡  B86－R33－3   

広木幹也  熊沢喜久雄舶   

Er19 M．Nakata：  MolecularstructureofphosgeneJ・Mol・Spectrosc・ 83  105pl17 1980   
K．Kohata，  aSStudiedbyg札Se】ectron   
T．Fukuyama，  diffr8Ction且ndmicrowave   
K．Kuchitsu●  spectroscopy，Thestructureand   
●（TokyoUniv，）   i50tOpeeffect   
…（Atmo5．E∫】Vi∫On，   

Div．）   

Er20 M．Nakata：  MolecularstructureofcarbonylJ，Mol・Struct・   68  27l－280 1980   

K．Koh且亡a，  fluoride丘5gludiedbygag   
T．Fukuyama，  elecfron diffraction and 
K．Kuchitsu■  micr【）WaVedata   
●（TokyDUniv，）   

●■（Atmo5．Env汗on．   

Div．）   

E－21頒藤隆一・  生物処理の管理②  水  22（10） 22－23 1980   

E－22ト頒藤随一  生物処理の管理③ 微生物濃度 水  22（11） 20－2119射   

Er23 須藤隆一  生物埠理の管理④ 水塩  水  22（12）16－17 1980   

E＿24 き百藤隆一  生物処理の管理⑤ 水紫イオン濾 水  22（13） 24－25 1980   

歴と溶青酸紫   

E、251須磯潤一  生物処理の管理⑥ 汚泥容量指標 水  22（15） 202119幻   

－170→   



番 号  発 表 者   題  目   掲 載 誌   巻（骨）  〈ミーーン   発表年   

E126  生物処理の管理⑦返送汚泥量と  23（l）  18－19  
余剰汚泥蒐   

E－27   生物指牒   下水道協会誌   135   1980  

Er28  生物隈法を用いた／ト規模生沌排水  11（8）  

処理  

E－29  水処理と撒生物（l）活性汚泥と  1（3）   

生物隕   

E－30   汚水処理の微生物（12）ワムシ  水   22－23   

E31  雷栄養化の影響とその防」l二村箱枝  18（7）  4450  
術   

E－32   微生物生態系としての環境   化学工学   叫   466－471   

E－33  漬藤桂一   脱肇   F水迫協会誌   】7（191）  122   1980   

E－34  須藤隆一   合成流動と下水処理   用水と廃水   22   413－420  1980   

E35  須藤降一   生物処理の管理   水   22（8）  30－31  1980   

E36  廉水の丑劇処理における徴′ト動物  （30）  51－60  
の役割   

E－37   生酒排水の特徴とその処理対策  かんきょう   5563   

E38  霞ヶ浦における水の華に関する析  11   124131  

E－39   冨栄養化とその防」L対策   郡市環境工学   31－41   

E－40  廃水のご上物処刊！における微小動物  （30）  

の役割  

E－4l  1争化の仮性  活性汚泥法（j兵藤隆一  l37  
ほか書‥思考祉）  

E－42  管理指標  活性汚泥法と維持管理  40－69  
（桜井敏郎ら、商業用水  
調査会）  

E－43  生物膜法の原理と特徴  ＝t二物膜法（岩井巫久ら  25－61  
補，庶＝装用水調査会）  

E44  微ごt二物生態系としての環項  シンポジウム「環境化  1626  
学工学の将来と課砲」  
（西村蕪縞．東京大学）  

E45   散水濾床   下水道協会誌  用（200）   1981   

Er46  狛領隆一   電栄養化とそのβ月IL二才1†範   アンモニアと工業  糾   37－44  198l   

E－47  碩藤隆一   生物処理の管理 合成紙剤（－）  水   23（3）  24－25  1981   

E－48  須藤随一▼   生物処理の管理 合成洗剤（二）  水   23（4）  18－19  1981   

E49  【臼井傾吾   省エネルギー   水道公論   】6（5）  48－49  1980   

E－50  排水処理施設にjjけるCOD除去の  22   1136－1142  
限界について   

E51   エントロピーによる現場とエネル  22－30   
ギ一問題の捻ナナ評価   

－171－   



番 号  発 表 「苫   題  Fヨ   掲 載 誌  巻（号）  ページ 発未年   

E－52  4354401980  
吉【l†苗クエ■  分の分個  
●（筑波大）  

E－53   汚泥研究f‡ミ報  229－2371981   

E54  水理水丈指標  水環境指ほ（合田鯉  302－3611979  
阻思考■裡）  

E－55  Recentadvance5in  Adv乱爪CeSinEnviron一  3055 1979 
K．Nak乱tSuji■   hydrodynamictre8tmentfora  m〔、ntalScience and  
▲（Osak乱Univ．）  bu〔）y且ntSurr且Cedisch乱rge  Engineerlng．Vol．3，  

nl．（byPfafflinand  
Ziefler，Cordr）n且nd  
BreachS（）ience  
PublishersLtd．）  

E－56  1－351980  

調賽  る環鳩影響評佃マニュ・  
7ル（案）（環境け委託  
：環境影響評価予測柁  

術検討調査報告）  

E57   合成洗剤と水柏生物  用水とJ薙水  22   4294371980  

E58  Degrad8tiDnOrpOlychlo∫inated  J．Water Pollut．   52   1980  
R．Sl】do   biphenylsbymjcrDOrganisms．  ColltrO】Fed．  

E59   界面活性剤   下水j江協会誌  17（196）   1980  

E60  矢木修身   微生物によるPCBの分解   環境技絆i  9   925－928 1980   

E－61  22   14ユ7一日X＝】9別  

須篠隆一  

E－62  128133 1980  

イ沌】健  構解明へのアプローチ  見と研究の問題点（赤  
潮研究会編基委員会．  
日本水産賓源保諌協会）  

E－63  Steady－Stateestimationof     Proc．Am，Soc．Civ，川6   11161123 1980  
A．M．ASCE，  coo】川gPOndperforI¶anCe  Eng．，J・Hydraul，  
Ma8atakaWatan且be  Div，  
●（Cornel】Unjv．）  

E－64   Therm】structureofcoo】ing    Proc．Am．Soc．Civ．川8   701－715 1980  
A．M．ASCE，  ponds   Eng．，」．Ⅰ】ydr且u】．  

Masataka Watanabe Div．  

●（Corne上IUniv．）  

F．環境生理部  

Efiects of nitrogen dioxide on 
red blood ce11s o†rat5：Changes  
in componerltS nf rcd cell  
membranes during in vivo 
exposure to NO2   

Gas－【iquid chrol一浪tOgraphic  
separ且tion口f geometricisomers  
or unsatur且ted fatty且Cidmethyl  
e5terS uSing a g】且SS Cap111ary  
column  

K．Kaya，  

T．Miura，  

K．Kubota  

J．Chromatogr，   T．Kobayashi  
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諮 サ  発 表 者   題  目   掲 載 誌   巻（号）  ペジ   発表隼   

F－3  EffectoI邑Cutenitrogendio）【ide  157－161  
Y．Hamano，  exposureonthefreeamint）  
ti．D（1meki■  acidsofratserum  
●（Appl．Lab．Hjtachi  

CO，Ltd．）  

F－4  Ef†ectoracutenitrogendioxide  149－155  
T．Noguchiニ  e叩05UreOnthecompo5itionof  
M．Kik＼ユ¶0丁  fatLyacidsinlur」gandliver  
K．Kl】bota  pho5Pho】ipid5  
ー（SDplliaUniv．）  

F－5  Thereactionofnitrogen  Chemosphere．  ○  777－784  

K．Kubota  dl口Ⅹidewllhlungsurf且Ce  
component5＝thereactionwith  
ch（つ1esterol  

F6  Erfect（つfacutenitrogerldi〔）Ⅹide  263  1980  
expo51けeOnthe行eeamino  
acidsDfratseru汀】．（1Ⅰ）  

F7  脂質遇劇化の新しい測定法として  3（l）  19RO  
Al．L．Tappel◆  の呼与モガス分析法  
一（カリフォルニア大）  

F－8  16  987－994  
久保田患太郎  

F－9  Age－re】且tedcllangeSinlipjd  731－738  
T．1cllino5e  peroxidationasmea5uredby  

ethane，ethy】ene．buta爪eand  
p印taneinrespiredgasesof  
rats  

F－10  Stl】die50nbkchemicalefr（－CtS  16（1）  

T．1chin口Se，  ofnitrogendio二てide：Ⅰ．Lipid  
H．〔氾a，  pero二くjcktionasmeasuredby  
K．Kl】b〔）ta  etllaneeXha18tionofrats  

exp（）5edtonilrOgendinxjde  

F－11  3（2）  

佐藤和人一・法月玲イ◆・  
石田勲、▲嗟l喰井膵  
■（静岡薬大）  

F12  IrTITTlunCCOrnPLe二Xdisease   免疫1（川村明鳳丈  3（）2－324  

光堂）   

F－13  メタロチオネインの共成，分解と  26  205－217  
カドミウムの葦件  

F14  110128  
竹中参二  代謝的運命と苛性  的アプロチ武金属  

を中心とLて一井目仲  
正ら庫（篠原出版）  

F－15  l）irectconnectionofhigh－Speed  lq之  31－34  
】iquidchromatograph（equipped  
wjthge】perme乱tjoncoluwl）to  
且tnmicabsorpt】DnSpeCtrO一  
Ph【）tOmeterformetallDPrOtein  
analysis＝Metallotlliollein  

F－16   Directconnectionorhiかspeed  3（5）  1980  
1iqujdchromatDgr叩h（equipped  

withge】perme8tjo■lCOlunⅥ）to  
atDmica♭sorpt】OnSPeCtrOpho一  
tometerrormet扇loprotein  
an8】ysis：Meta】1othior】ein  
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番 号  発 表 者   夏蚕  1］   掲 載 誌   巻（ぢ）  ペー・ジ  発表斗   

F一ユ7  Sep乱丁ationo†meしa】lDthjone行ほ  107  75－85  

T．Motomura，  inratliver，kjdney，and5p】een  
Y，Tsuchiyar  usingSWandScphadexcolurrLnS  
M．Y且mamura  
●（K〉・oritsucollege  

ofPh且rmaCy）  
F－18  Inductionanddegradationof  6  301－307  

M．Yam乱mura  copper－inducedmetallothionein5  
inr8tlivera5Stl】died且t  
isometal】othiolleinlevels  

F－19  Ch且ngeSOfmetalcontentsand  2407－2412  
M．Y且mamura  isomet且11（〕thioneinleve15inrat  

ti5SueSafterc乱dmiumloading  

F20  R乱tkidneymeta】lothioneirl  Toxic（）l．Le‖．  5  131－138  
M．Yamamura  indl】CedbyinjectionofCd－  

thionein＝Cllange5Df  
Chroma1日grapllicproterties  
withtimeandtheirrelationto  
coI）PerC【）ntentalldkidney  
dysfunction  

F－2ユ  Jnducとjonofhep8とiczinc－  Ⅲ“血餌．Pムarm丘CO】．  2260  19∂0  

M．Yamaml」ra  thioneininratbyendoto〉．in  

F－22  Isolation8ndcharacterization  689－692  
M．Yam：1mura  ofmetallothioneindimers  

F－23  1ndl】Ctionofzinc－thioneinin  59－85  
M．Yamamura  r且tliver帥dkidneysbyzhc  

loading且SStl】died乱t  
isometallothioneinleve】s  

F－24  Metabolicfateofe且rtllWOrm   519531  
M，Ya汀旧mura，  Cadmium－bindingproteinsin  
T．Mori■  rats  

◆（Jpn．Sewage  
WDrksAgency）  

F－25  C且dmium－bindingproteinswith  3（3）  

M．Yamamur且，  th∫eedifferentmolecl】1ar  
T．Mori●  weightsinearthwormsand  
●り叩．Sewage  theirmetabolicfatesinrat  

WorksAgency）  

F26  3  13g5一王397  

M．Yamamura，  metallothionei！lS〔）n8gel  
T．Maitani  Pe∫meatiDnCOlu爪m：Changes  

inducedbyrep】acementor  
cad爪iumwithcuprousand  
cupri（：ions  

F－27  Cadmjum－bindingproleins   Arch．ErlVjron．  9  415－424  
M．Yam乱mura，  inducedinthe（－arthworm  Contam．「10Xicol．  
T．Mori事  
●りpn．Sewage  

Wo∫k5Agency）  

F－28  Decreasedcoppercontentinrat  137－142  
M．Yam且mura，  kidneymetal】othionein且ndits  
Y．K．Yall旭da，  re18tiontoacutec且dmium  
F．Shil¶i乙u  nephropathy  

F－29   位近の研究動向からみたメタロチ  lt6  61Z－620   
オネイン  



番 弓  発 表 許   塾  ＝   掲 載 誌   雀（号）  ：－・∵   発表年   

F30  lsotrDPicPMR5hiftsof   J，Inorg．NucI．   42  16891692  
M．Cllikum：  adductsorbisくβ一ketDeSteTatD）  
H．Tan且ka一  Co（ⅠⅠ）complexes  
’（KyotoU山Ⅴ．）  

F31  Spectropl1010metric   Freseniu5Z．  300  414  1980  
Y．NakayaT  determina血noFmanganese（lI）  
A．YokDy且m，  withthiolhe－nOyltrjfIuoroacetone  
′「．M乱itanj，  1Lhepresenceofpyrjdine  
H．Tanaka暮  
◆（KyotoUniv．）  

F－32  Change50reS5entialmet札】  289295  
K．T．Suzuki，  ∝肘把侶Shl・止ngSて）rratS  
K．Kubota  且Cutelyexpo5edtonitrngen  

djoxide  

F－33   Ch且ngeSローessentialmetal  99104   
K．’「．Suzl】ki  】evelsinlu爪gSOrralsacutely  

exp〔）5edtoozone   

G．環境保健部  

安藤 手品・安達史朗  
しIt谷村光◆・乱帖掛群  

▲（土浦協rif」柄院）   

Y，Ohla，  
T．In且da：  

T，Kanaiご●  

X．Kawachiご◆  
M．Aihara◆…  
■（Unjv．Tsukuba）  
‥（Natl．Inst．   

Radiol．Sci．）  
…（1nst．Whole   

BodY Met乱bol．）   

斎藤 冤  

農園に散布された農薬の気申渡度  
推移と散布右の曝露  

Aut〔）radiographic  
determin且ti〔）n Df Oxygen－18by  
proton activa【ion an且1ysi5  

日本農村医学会推誌  

Radi（〕Chem，and  

R且di〔〉an；し1．Lett  

To二くic nepllrOpathy  環」菟，その生物学的評  

価（鈴木継英■大塚柳  
太郎紹，篠僚出版）   

Cadmjum－induced  
os【eoPathy  
（1．Shjgematsu and  
K，NDmiyam，Jpn．  
Public ilealth 
AssDC．）   

代謝  

H．Saito，  

K．Shit〔）mi  

Chrpnjc cadmium poISOnlng，  
fanconi’s syndrome乱nd  
o5teOmalaci且  

古山 隠暮▲詩誌 幸三＝  

斎藤 寛・吉永 皆◆  
■（東北大）  

…（タ彗城共立病院）   

斎藤 寛  

尿細管性蛋白尿  

尿細管性蛋白尿  臨昧検査質疑応答襲第  
1襲（「臨映倫並」闘集  

委員会，医学伴院）   

日本腎臓学会誌  蔀 幸三■斎藤 寛▲  
中野馬浩・海上 寛◆・  
西口餞石●・佐藤  

徳太郎1・古山Jち華●・  

富永 登■・和11卓げ・  
永井謙一＝  

■（東北火）  

▲◆（山形7け立柄院）  
…（ア†手県立中央病院）  

カドミウム環境汚染地域住民の尿  
小β2－microg】【）bulin一世代別，憎  
別の検討．ならびに近位促細管検  
査成招との比較  

ー175－   



番 号  発 嚢 署   笹  「1   イ葛  紀 詰   巷（号）  ペジ  発表年   

G8  CorrelationNMRstudyof   Biochemie乱1and   317  1980  
Y．Arala：   interactionbetv代enPenjcil】  Ⅰ如medic良】AspecLs  
S′Fujル且r丘   C且刀dlryp†Dp血刀re曳jduenf  OfTrypt叩ムaJ）  
●（TokyoUniv．）  lysozyme  Metabolism  

（0．Hayaishiet．alり  
EIsevierNorth－  
H（）11alldBipme〔1ic乱1  

Press）  

G－9   Prot（）nmagnetjcresonallCe  Bull．Cllem．Soc．  封783482   1980  
Y．Arataニ  studyofinter且Ctionbeい〝een  
S．FujiⅣ射・乱◆  pemic川iバG且ndl▲e爪CggWl両e  
暮（11（〉kyoUniv．）  ly5〔）Zyme   

H．生物環境部  

荒井邦突▲戸≠葉 紹  接合大気の影響  昭札54隼度環境庁委託  
業務結果報告軋 幸夏合  
大シて汚鳳こよる三巨体影  
響（柄物尉層1（（肘）  
日本公衆衛ヱト協会）   

「環境科学」研究報告災  
カ93尺ユ2－2  
霞ヶ浦とその周辺の生  
態系動態   

H本水産学会誌  

衛生動明  

首餞敏宍・安野iI二之  底生動物の現7J二環  

春‖潤一  

J上潮苔別事・春日清一  

大久保案斤也…  
●（徳吉川f医師会）  

…い上京大亡7＝医科学   

研究所）   

N．K〔〉ndo，  

1．Marutaご  
K．Sug8h且ra  
暮（Tsukuba Univ．）   

メダカにおけるカドミウム急性毒  
性の雌雄差   

（溢血心血丘〝毎吊のせ態につい  
徳裾†刷にご‡ミ息するカグヤシ  て  

21（5）  Plant Cel】Ph）7Siol  Efiectr oi suifite and pH on 
abscisic acid－dependeIlt  
transpiration and on stomatal  
openjng   

Active（）Xygen particIPa＝onin  
chlorophyll destruction and 
lipid pero）：idationin SO！  
fllnligated levves oi spinvch 

Inhibiti〔）n Sile or the electron  
tran5PUrt Sy5teminletttlCe  
Chloroplast5by fumi即いOn小一  
leaves with SO2  

Effect ローlow concentratjon5 0f  
S02 on the growth of runilower 
plants   

Rnle or supcroxide dismutase  
in derense against SO2 tOXicity  
and a爪increaざein supero】くIde  
dismutase且CtivjtγWjth SO2  
rumigatioll   

柄物の大京汚娘眉閲消化供能  

Z
．
－
リ
▼
乱
 
 

a
 m

 

i
k
 

S
 
S
 
K
 
S
 
 
 

K
 
T
 
N
 
K
 
 

P【ant CelIPhysioI．  

Plant CellPhysiol K．Shimazaki，  
K．Sl】gah且ra  

生’物環境調節  IⅠ．Shimi乙u，  

A．Furuk且Wa，  
T．Tot51】ka  

K．Tanaka，  
K．Sug且hara  

2ヰ（4）   Pla爪t CellPhysjnl．  

席業と環境  
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蘇 号  発 表 者   題  Fl   掲 載 誌   雀（サ）  〈ミーソ  発表隼   

H－11  10－42  
禰郎玲子●・山下旬子◆●・  

島崎克英…■堀江膳年●  大京汚独による生体影  
◆（東京農工大）  響（柄物影響）（（財）  
…（東邦大）  l】本公衆桝ごト協会）  

Il12  329333  
に什う捕物のガス収新速度を支配  
する植物側の要因について  

1113  
戸坂頑  性諷誠にl凋する基礎研究   B91－R52－3，文部省  

一（大阪肝大）  「環境科草」†用」研究  

H1／l  
の辛気三  B93R122  

霞ヶ浦とその周辺の生  
態系助悪  

H－15  3．み梢婁抑こよる光合成の制御  222pp  
3．4その他の気体  （宮地亜遠編，朝倉餌  

店）  

11－16  112117  
暮（環境保健部）  菜摘成とハブの和才寸動空について  

美群島振輿開発ラメi業）  

（世業ハブ駆除対策研  

究会）  

H17  Zoqbenthosinlakes  R（－CentProg．  227－230  
Limno】．Jpn．  
（T．Ⅰ1anyaetal．  
（ed．）Scj．Counc．  

Jpn．）  

H－18  3（4）  

の試み  

H19  Effect5日nreproductioninthe   25  29－33  

S．Ⅰ1atak（－yaJ叫  guppy（poecl‖dre‘どc祝JdJα）  
M．Miyashjt且  underchr口nicexp（つSuret（つ  

temephosandfenitrothion  

H－20  115122  

の変動の特徴  B93R122  
霞ヶ浦とそのム『辺の生  
態系動僧  

H－21  大気中窒素の植物による即こ  293－295  

ー∴‖N希釈法をめぐって   

H22  93－－110  

◆（東京大）  環  井進牛ら絹、学会出版  

センター）  

H23  田  1367－1381  
K．Ar8j，  一丁omam且tureSl】nf】owerleaf－  
T．Totsuk且  15NO，and－3cO2feeding  

stl】dies  

H－24   Microbialdegradatjonpf15N－  26  229－239   

T．Y口neyama  1abeledriceresiduesinsoil  
雷（TokyoUnjv．）  duringtwoyears’incubation  

underflo（dedand叩1and  
conditionsI．Decayofresiduc  
and5口i】microf】ora   

－177－   



番 号  発 菜 者   題  目   f6 蔵 註   巻（引  ページ  発表年   

rl25  Microbi鼠】degradationof15N－  S〔）jlS（）j．P】且nt   26  241254  
T．Yoney且ma  1abeledric（－reSiduesinsojl  
●（T（）kyoUniv．）  duringtwpye且rS’jncubatioJ】  

underfldodedandupland  
c〔）ndiLionsII．Tr且nSrormati〔〕n  
ofresiduenitrogen  

H－26  Somepr（】pertiesofpartjally   ：9  l－5   1981  
K．Watanabe◆  purifiedprotcaseinhibitors  
◆（TsukubaUniv．）  

〟egOeれぶ上眉  

H27   皿  1980  
plasmininhibitt）rOfextracts  
fr〔）mmarinealgae  

l．技術部  

大政議決  

大政謙次・相賀一郎  

小林瑚卜川 相賀－▼郡・  大政謙次  

汚堕された大気と柄物とのあいだ  
のノダス交換   

画像処理による捕物の生育・生理  
反応の評価   

国立公害研究所における空気調和  
と空調設備実施例（1）捕物基層用  
環境調節施設  

動物実験用環境調節施設  

環境情報科学  

遺臣  

空調設牒・空調ソナ式実  
例集（経営欄闇汁ンタ  
ーナll版郁軋 経営l指先  
センター出版部）   

空調設備・空調ソナ式実  
例襲（経営1那芭センタ  
ーJl腰部編．綻′闘摘発  
セ／タ班版郡）   

陸水竿雑誌  

J．Phys．chem．  

小林雄一・寺尾虐詔・  
高橋 弘・大政謙次  

菅谷男腹・二を野正之■  
●（∠1‡物環囁郡）   

H．Tak乱gI，  

N．Washida：  
rI．Akimotりr  
K．Nagas且WaJ雷  
Y．Usuj，…  

M，Okuda◆  
●（AlmOS．Environ．   

Dれ）  

●t（IbarakiUniv．）   

H．T且kagi，  

N．Washida：  
H．Akimto：  
M．Okuda■  
●（AtlnOS，EnviTく〉n   

Div．）   

J．S裏イ  
T．Hir〔〉Se，  

K．SaLo事◆  

■（MeiilUniv．）  
…（Tokyo Univ．）   

山口武則■麻生末雄◆  
◆（東京農火）  

汲絶の掠泥器によるユスリカ幼虫  
の採集効率の比較   

Photooxidation nf o－Xyle廿e j血  
the NO－H三0－Ajr5ySte－m  

A爪alysis or nitrate乳nd nitrjte  
e5ter5by g且S Chr〔）matography／  
pllOtOioniヱation m；1SS  
SPeCけOmetry  

App】ic丘£さけれOJCe（Li）deとecと打ざ  

to voll】minous geochem加1  
S乱mples  

hs亡．J．郎軒  
R且djat．Iミロt．  

植物恨のクロム吸収に及ばすかレ  
ンウムの貫き響  

日本土壌肥料隼雄誌   

－178－  



5．3 口 頭 発 表  
a．環境情報部  

番 号  発 表 者   留  日   学会琴 名称  開催郁了†i名  発表平月   

且－1  関東平野の光化学スモッグによる健康被  日本地理学全   東 京  55，4  
松戸 修   害分布の年次変化（1972〟1975）  

a－2  LANDSATCCTデAタによる九＋九里  55．10  
地盤沈下地域の土壌水分分布の解析  

a3  
軽 鼓●  の一解法  
◆（名古屋火）  

a4  55．10  
の解法．節水流が複数個の場合   李大会  

a－5  55．4  

snQWlineの役割   

a－6  55．5  
解析   

a7  Perennia15nOWpatChe58ndsmal】  24thInt，Geogr．  55，9  
g】且Cier5inJap的   Collgr．  

a－8  55．11  

の量的季節推移の数値解析   ングシンポジウム  

a－9  56．1  

支那例会   

a－10  55．3  
′ト関純一●   率的施肥法確立に関する研究（第2報）、  
●（根凱農試）  牛尿添加ライシメタ」こ圭ける主要カ  

チオンの変動と牧草による吸収  

且－－11  

小関純一◆  態のⅢ互関係  55年腰間東支部講演会  
●（根釧農試）  

a▼12  ReportoftheN且Iio√柑1FocaIP口jnt   INFOTERRANFP  55．8  
【）rJ且PaJ－  M鋸－agemenlMee【ing  

fortheAsianand  
Facific Region 

a－13  55，10  

究発会  

且－14   55．4  

a－15  
菊地 葦●▲松本幸雄  時間分布定数システムの設計とその観測  和55年度Rr50環境惰  
◆（徳島火）   位置の決定   穐領域・合同研究討論  

全  

a－16  東京  
宮崎忠圧  別研究  
●（理化学研究所）  

a17  米沢  
宮崎忠虻  別研究  
雷（理化学研究所）  

a∵－18   隠境動態モケル   筑二法   
ンポジウム  
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蘇 号  発 表 者   鴫  ＝   学会尊 名 称  開催据刷名  発表年月   

且－19  

宮崎忠国・市村便芙●  

●（筑波大）  

札－20   5thinternationa】   Mhmi   

T．Miyaz且ki   forenvironmente18na】ysisand  conferenceonpattern  Beach  
evalu乱tion   rec（唱nition   

b．総合解析部  

青木陽二■笹谷康之◆  
◆（筑波大）  

田11】脾●・北畠能房  
暮（「司立公衆栓ー生院）   

北畠能房  

北良能腐・「い†多帽身  
西岡秀三・原択英美   

l’．Kitabatake  

筑波研究草偏川田Iiの景観の分規と評1酎二  
間する研究  
一号東の分類と選好評価の試み   

家盲旺製品に対する回収†㌍証金利度導入に  
l対する研究   

廃棄物処理における政策評価 ごみ処理  
有料化を例として   

豪産における購入・J絶棄行動に関する災  
証的研究   

A dyn且mic predatnr－Prey m〔delfor  
fishery re5qurCeS，a Ca5e Oflake  
Kasunlig且ura   

廃丁乗物の資源化について  

裾上lにおけるエネルギー回収技術の動向  

ごみ塊却工似二おけるエネル㌢一回収方  
法の訴瀾   

「庵乗物処理とリサイクル社会  

土木学会「環境問項シ  
ンポジウム」   

土木学会「環境間顎に  
lⅥするワークショソブ」   

日本地城学会  

Peace Sci．Soc．Int．  

東 京  

東 卓二  

京 都  

Toliyo 

55．8  

55．8  

55．10  

55．12  

b2  

b3  

b－4  

b－5  

栃木県環境整備課・椴 髄乗物祈帽会   

Ⅳ椚那租＝会第14回特  

別講演会   

土木学会環境l！j】竃シン  

ポジウム   

秋附帯「みんなで考え  
る省資源・省エネルギ  
ーのつどい   

第l回全阿阻裾17描研  
究発ま王台   

節2回全円郁雄清掃研  
究発表会   

日本機械学会 耶509回  
講習会   

剰卸町l錆射御軒先発袈 き   

第8回王簑境問題シンポ  

ジウム  

．J．1．C．A．「環士別了曙」  
研修会   

土木ご苦衷環境間取こ関  
するワークショッ70   

【！本行動計見学会れ8  
回大会  

宇都宮  

東 京  

東 京  

秋 田  

55．2  

55．3  

55．8  

55．10  

後棒典弘  

後藤典弘  

後藤輿弘▲腔本b束之◆  
－（筑波大学）   

後藤典弘  

b6  

b7  

b8  

b9  

東 京  

東 京  

東 方  

東i；（  

東 京  

「籍薬物処理■貸源化の環境影響  

埋立処分場二おける浸出液処月をシステム  
の災態調査報告   

交通公告刈魔の明朗と課題  

豪駈ごみの廃棄システムに対する†i三代の  
詐術′行動   

生活れこよるJ．i＝三環境紺鵬について一郎  
下81トナを例として－  

Systen－S allalysj5 for ellVir口Ilmental  
problen15   

社会桁ほと環鳩の捨ナナ評価  

英田反応鱒朋儲せ用いた環蝿評価rrl‖の  
禿みづけリミ験理時アルファイ法によ言  
様形禿みづけ理論の適用  

55．Z  

56．2  

55．9  

56．2  

55－ B   

小杉修身  

小杉値均  

再開発三  

西岡秀三・小捌等身・  
北．別、E房   

J射尺其りこ・一曲崎忠同㌧  

西岡秀三  
◆（環境情報部）   

原子斗幸彦  

原料幸彦  

机斗幸彦・原沢英弐  

b－10  

b－11  

b－12  

b－13  

b－14  
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番 号  発 表 者   霹  日   学会等 名 称  閲催都吊名  ヲ邑楽斗り   

b－18  j也戚住民の盛合調査による道路周辺牒瀾  「i本社会心巧l学会節21  西 富  55．9  
音字価   回大会  

b19  
西岡秀三   の設計   電算機利用に関するシ  

ンポジウム  

b－20  
原沢英夫・l月藤正明  内大会  
■（中華民国行政院）  

b21   55．11  
154回MCB研究会   

c．計測技術部  

森林大ふ中のモ／テルペン類の洲眈  し1本地球化でr：会1射的隼  

度年会  

21st Congr．lnt．  
AssDC．Theor．Appl．  
Limnol．  

安部啓也一精内陽子■  
藤井敏博・一明庭先再◆  
◆（東邦大）   

Y、Ambe，  
S．Ebiseご  

M．Aizaki－  
●（Water Soil   

Environ．Ⅰ）iv．）   

安価賓也・横ー句陽イ■  
藤井敏博・不破敬一郡   

安郡寺‡也▲横内障子・  
藤井敏博   

他弘澄子・Ⅰ刀刀正行・  
満目次夫・松本＋茂  

◆（推称刷）   

拍弘葉蘭1▲釦蓼】邑敏  

岩漸公一ノ・小林磁正●・  

＿卜【t】弘孝●・川l己博明◆・  

盛巧く抽多夫●・  

J息［1紘黒●■大槻 ■沌・  

不破敬一一郎  
●（東京大）   

大槻 兜▲fl】崎守弘◆  

●（水質土塀環境部）   

N．Ohtsuki，  
S．Kasuga，  
T．Kawai  
●（Environ．Bio】．   

Djv．）   

岡本研作■不破敬一ロIi  

Annuat b11dget of nutrしents at  
Takahamajri，Lake Ka5t】migaura  

Kyoto  

拡散セル法と流最比混合漬せ経けせた低  
濃度Ⅰ票盲華ガス発空襲冨について   

拡散セル法と洗見化ij乙合法の組合せによ  
る低濃I璧標準材スの発ニ1三ブナ法につし、て   

風速の影響を巧■威した二酸化新患による  
ラ正硫酸ガスの測定  

枇光X線法によるTLCク）テンシトメトリ  

霞ヶ漸二おけるalkaline phosph乱taSe  
活性（l）  

H本分析化学会那29J‡ 会   

大気汚独学会  猟引回大穴汚独学会  

第41阿分析化学討論凛  

1980i‡二度日本地球皿沼  

会年会  

H本フロランクトン学会  

21st Congr．Int．  
Assoc．TlleOr．Appl・  
Limn〔〕1．  

霞ヶ浦紺兵入におけるリン・発案動阻  

Seaso11alchanges of the tntal  
pho叩hr〉ruS Standing cropin且highly  
etltrOphicl乱ke  

底質f票準試料の作製と評価（4）  
NIES SRM“P（）一1d Sediment”の  
について   

胃ヶ浦肴’吉浜入におけるl用祐水組成変動か  
らみたりンの可溶化  

F】本分仰化ご／＝会那29J‡こ  

198n才一：度F！本地球化e芦  

会年会   

鱒・岬  

鹿児ぷ  

55．1（）   

河合莞欣・大槻 施  
用崎守弘●・i剰11椎高  

◆（水質土壌環境部）  
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番 サ  発 表 者■   題  目   学会等 名 称  開催郡司丁名  発表年I］   

c1Z  河合禁欣・机崎守弘■・  けい光光度法を柑tlる粛類義の現場測定  掛目回分析化学討論会  
大槻晃・富井博…・  
高橋jI三征…  

暮（水質土壌環境部）  

’◆（筑波火）  

c－13  TLle2l5tCongr．Int．   
H・仙yai暮   ofchlor（）Phylトainexperi汀】enta】   As5PC．Theor．App】．  
●（T5ukubaUnjv．）  pondsasobservedbycontinuous  Lin廿101．  

monitoring  

東京  
中富千秋’・山口典雄◆  一免京討論会  
●（柳本製作所）  

仁15  浦和  
中流一丁秋暮・11】□輿雄一  

雷（柳本製作所）  

c16  21stCongr．Int．  Kyoto  
inllighly且Cidiclakes且5determjned  As50C．Theor．Appl．  
bylCPa月dX－rayfluorescence  Limnol．  
SPeCtrOlnetry  

c－17  幅「明   
不破敬一郎   

55．9  

組故   

c－19  55．11  

cZO  

分析   

c21  

岡本研作・柄弘崇嗣・  ／ろ  

不破敬一郎  
暮（東京都公害研派遣【中  

悶留学生）  

c22  55．10  

関本研作・不拡散－郎   

c－23  

不破敬一郎   導体の分析  

c－24  

不破敬一郎   析   

c－25  

c－26   

安部嘗也・不破敬一郎  報）針葉樹林巾のモノテルペンの分析  大会   

d．大気環境部  
弟21同大1t汚染ギ：会  真空排気型スモッグチャンバーによる環  

囁大気の光照射宍験（1）炭化水素滅少速  
度と0Ilラジカル濃度の見積り   

回転可能な円筒雲！光化学エアロ、／ルチャ  
ンパーの製作   

CzIi。0ラソかレのレーザー言兎起ケイ光  

秋元 蹟・酒巻史郎▲  
高木博夫◆・奥甘典夫  
●（技術部）   

泉 克幸■日野健太郎・  
福山 力・奥田典夫   

井上 元・秋元 葦  

第21回火うて汚染ご7＝公  

分子構造総でナ討論会   

ー182－  



番 ぢ  発 表 者   題  目   学 会 埼 名 称  開催特損名  発表年目   

d－4  

奥凋典夫   

d5  
㈹団洋巨・′ト森悟●・  

牧春彦●  
▲（京都大）  

d6  
松本捻尉●■納11】洋匡  ほす温度成層効果一途度分布・温度分布  
■（姫路二Ⅰ二大）   について－  

d7  55．4  

梁川勉－▲尾添ぬ：之’  

‘（岡山大）  

d－8  
水村篤郎◆  の相異  
■（京都大）  

d－9  55．5  
適用   萩野丈丸◆・水村篤郎暮  
◆（私軋畑  

d10  55．5  

足音泰紘之暮・柴田勉‘  
暮（岡山大）  

d－11  
植‖＝羊匡  2次流れ  
■（姫路工夫）  

d－12  
山本ジ三●・佐藤行成◆  李大会シンポジウム  
◆（横浜【主l大）  

d－13  
柴U】勉◆・f租】洋匡  李大会シンポジウム  
ー（岡山大）  

d14  
佐山j葦⊆拉◆・植即洋匡・  季大全シンポジウム  
光春茂記  
▲（岡山大）  

d15  
小森1Fi   潤列  

d－16  
光本茂記・小森憎・  
千葉包高◆  
、（海国他国KK）  

d－17  
十薬包高◆  グラウンド浪J空  

一（帝軋出回KK）  

d18  55．11  

汁上カブ（◆  

●（北海ノ正大）  

d19  55．11  

◆（北海道大）   

d－2（）   

上牧うr音◆・老州進●◆  

（技術裾  

◆雷（ii一着水祖師）   
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番 号  発 表 署   団  ［‡  学会寄名称  開催郡市名  発表年月   

d21  

若松伸司・亀田治雄●一  ついて1979fFの観測概要と7ノ】31日の  
五井邦宏暮●  串例解折▼  
■（横浜市公諾研）  

†▲（埼三た県公害セ）  

d22  

若松仲司・鶴【1】治雄●一  

正井邦宏●◆  

●（俄浜轟公害研）  

◆●（埼玉県公告セ）  

d－23  

奥田典突・ル＝l靖・  
若松†申司  
暮（埼玉賑公舎セ）  

◆暮（掛兵了Ii公害研）  

d－24  
若松仲司・葉It】秀実◆■  

ニ董L井邦宏■●  

◆（長野賠衛生公害肝  

●■（埼玉県公苔セ）  

d－25  

慕松仲司▲菊地立◆・  
油不幸失◆▲  
●（一丁葉県公箋研）  

◆●（馬力川．‡公つと七）  

d26  
若松仲司・油不幸犬◆・  
菊地立●暮  

◆（冨山県公害七）  

…（千乗し【．ミ公害研）  

d27  

若松伸司・油本章犬暮・  
五井邦宏†◆・  
菊地立…・  
唾【1】治雄…－▲  

．裾野昌清け…  

◆（富Il川と公害七）  

‥（埼玉県公害セ）  

ー◆暮（千葉県公害珊）  

…－（構浜7り公聾研）  

■…◆（H科枝折㈱）  

d28  

若松仲司・油本章失◆・  
五井邦憲三…・  
菊地立…  
鶴皿治雄…■・  
高野昌i台……  

◆（福山鵜公むセ）  

＝（埼玉爪公案七）  
◆●●け▼薬味を公■窟研）  

…◆（横浜市公害研）  

◆…●（H糾技研㈱）  

d－2  

泉克幸  
d－3   

井＿1ニプJ太●  推定   
■（北海道大）  
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番 号  発 表 者   題  目   学会尊 名称  l‡馴任那了If名  発表年I】   

d31  

井▼上力大■  造について－  
●（北海道大）  

d－32  

jl上力太◆  サー突放について  
暮（北海道大）  

d－33  

小」r1フィリス   モデル背後に生する渦領域の大きさにつ  
●（テ打水建研）  いて  

オー34  第21恒】大気汚法学会  

小川フィリス・  影響  
上原消●▲植相伴匡  
◆（技術書じ）  

d－35   第21回大気汚主薬で芦会   

d－36  小森 倍・楠田洋匡  不安定成層涜の乱流構造   第21回大京汚染学会  浦 和  55．11   

d－37  小森 十方・植凹洋匡  成層流中の物質の乱流拡散   第21回大1も汚染学会  浦 和  55．11   

d－38  

奥田典夫   るオゾン生成  

d39  

奥Ⅲ典夫   けるオソン生成グ）規則性   李大会  

d－40  

奥R】典夫  化水素一窒紫酸化物系光化学反応の研項  
（8）trallS－2－プチンーNOx糸光岐化反応  

の解析  

d－4l  

奥田典夫  化水素票素臆化物系光化学反応の研究  
（g）パラフィン系炭化水菜のオゾン生  

成能  

d－42  

奥川典夫   るSO三の効果   
／▲  

d43  

清水 浩・竹内延失  されるエアロゾル分布バターンの歪み補  秋季大全．  
◆（筑波大）   正につし－て  

d44  

杉本仲填・松井－郎●・  ングシンポジウム  
平井伸治暮◆・竹内延失・  
奥Ⅲ典夫  
●（技術部）  

◆◆（筑波大）  

d－45  

移本仰天・松井一郎●・  
竹内延夫▲奥田典夫  
●（技術部）  

d－46  東京  
清水浩・竹「人】延夫・  
奥随典夫  
†（筑波大）  

d－47   

竹「人］娃失・奥田典夫  よる大京洪訟牒   回（ライター）シンポ  
ジウム   
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番i‡  発 表 者   題  FI   学会守 れ称  借用i‡郡jlJわ  発ヲ亘iトJ】   

d48  Ondlere】atio－－Sllipbetween【he   10thInし Laser   Mary】and  
ri．Sllimizu，   aerosDllayerheightandthemixd  RadarConr．  
N．Takel】Chi，   l乱yerheightasdeterminedbylaser  
M．Okuda   rad且rand】ow▼1cvelr且diosonde  

observ且tions  

d－49  
笹野泰弘■杉本伸夫・  連合講清美  
松井－郎◆・奥州典夫  

●（技術部）  

d－50  Dynanlicr乱ngeimprovementinthe   10thl目しLaser  Maryland  
Y．1ikuraご   digitalprDCe5SlngOf18Serr乱dar  R乳darC（）nf．  
N．Takeuchi，  signals  
M．Okl】da  

暮（Sys．Anal．Plann．  
Div、）  

d51  
fき本仰天▲松井一郎◆  補講盲寅告  
－（技研部）   

d－52  
笹野泰弘・杉本伸夫・  
竹内壁夫▲奥田典夫  
て（技術部）  

d－53  
杉本伸夫・在野泰弘・  ー（ライダー）ンンポ  
竹内硬夫・奥即興突  ノウム  
◆（技術部）  

d－54  
笹野泰弘・松井－郎◆■  
竹l人Ⅰ砥夫・奥田典夫  

◆（技術部）  

d55  
斉藤保典◆・野村彰◆■  折詰演会  
鹿野哲生◆  
●（l汀ルl大）  

d56  
奥Ⅲ典夫   NO2渕1走   －（ライダー）シンポ  

ジウム  

d－57  
竹内娃失・奥闇典夫  過ナナ講演会  
◆用木大）  

d58  口IAr．me且5Ur¶1erlt（）fNO2CO爪  10thInt．Laser  仙明・land  

N．T且keuclli，  Centr且tion hasLackplurne   Radar Conf．  
M．Okud：l  

d－59  根占く   
クトロニクス研究急  

d－60  
H＿卜着果‥・竹l人】延夫  研究発袈講盲吏会  

ー（神戸大∠芋）  

＝（大阪大学）  

d61   55．10  

＼   
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番 号  発 表 者   題  Fヨ   学会筆 名 称  開催郡吊名  発袈年月   

d62  1－AMPlidar forwide一旦reaair   10thInt．1且5er Radar  Maryland  
H．Shimiヱu．  pol】utionm帥jtor－ng  Conf．  
Y．S且5anO，  

N．Suglm〔）tO．  

Ⅰ．九1alsul，  

M．Okud乱  
■（Eng．Div．）  

d－63   光と環囁計測  東京   

d－64  レーザーレーダーとその応用一環囁汚染  応用物理ギ：全・光学懇  下諏訪  
計刺を【1】心として－   話会償18回サマ【・七  

ミナー  

d65   赤外線領域の太宗汚染計測について  赤外線技術研究会   筑波   

d66  
清水浩■松井一郎†▲  
杉本伸夫・奥‖典夫  
◆（技術部）  

d－67  
Y．Ogawar   onthep】umespreadfromagr帥d  
K．Uehara，  1avelrel（－aSe  
II．Aritar’  

H．Ueda  
●（E11g．Div．）  

●●（TeikokuChizu  

KK）  

d－68  
奥山典夫・秋元 蹟  応  会   

d69  
奥沌典夫■秋元 琵  成に対する水の効果とその機構  

d－70  55．12  
奥臥典夫・枕元題   

d71  56．3  

奥団典夫  

d－72  
秋元 拡・奥田典夫  反応におけるベンーピン環閲製版宜   

d－73  55．5  
ーションーその1．流れのバターンと混度  
の鉛直分布  

d－7／l  旭Fl］洋匡  55．5  
ーションーその2．水平、鉛直漁連の測定  

d－75  
ン¶その2．水平跨直流速の分布   

d76  55．11  
福山 力・奥即興失  筑波（800308一郎0311）   大金  

d－77  
福山 プい奥田典夫  （Il）  

d－78   

福山 ブい奥田典夫  ロゾルの粒径分布測定   
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番 号  発 表 者   題  fヨ  学会等名称   開催都届け  発袈年月   

d－79  
柏山 力・奥L量】典夫■  クロマトグラフィを利用した梢鮭塩  
紀本岳志●  硫酸塩の濃度測定  
◆（環境理化学研）  

d一団〕  第21回火1ミ汚染学会  
平野耕一郎●・  よび変筋過程  
．■行井邦宏‥・  

昆野仔i也◆■■  
鈴木英世…  
油本幸夫…◆・  
十甘辛十‥■◆■  
若松仲司・村野鰍如lト  
小川鞘・奥田典夫  
◆（横浜了け公害研）  
…（埼玉県公苫七）  

…（Jll崎7†i公害研）  
…◆（冨山甥ミ公害セ）  

‥…（長野欄凋一生公害  

研）  

d－81  
秋元i拝▲中村ユⅠく年●■  会  
奥Ⅲ典夫  
’（筑波大）  

d－82  東大阪   
応  

d－83  
秋元＋描・小トI正fド暮・  会、  

奥川興犬  
事（筑波大）  

d84  55．10  
枕元措・小f寸正f†こ◆・  

奥日興失  
◆（筑波大）  

d－85  55．12  
永瀬茂‥・  
．ぎ苫熊要約…  

●（筑波大）  

J◆欄浜同大）  

…（分子研）  

d86  
●（技術部）   （C5，C‘）の反応   ・  

d87   55．12  

d一閑  
秋元主管・llり171三井■  

奥凹典夫  
■（筑波大）  

d－89‘   大阪   

e．水質土壌環境部  
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番 F  発 表 ・音   項  目   学会等 名 称  開催都市名  発表年月   

e」2  ApplicationofCarlsDn’strophicstate  215tCongr，Int．   Kyqt〔）  

A．Ot5Uki7   indextoJapaneselakes且nd   Assoc・TheDr．Appl．  
T．FtIhshima，   relationshipsbetweentheindexand  Limnol．  
M．Hosomi，  OfhOr paramerers 
K．Muraoka  

■（Chem．Phy5．Div．）  

e－3  

●（日本犬）  究会年次章純儲瀾ほ  

e－4  55．10  

学会大会  
抗士元英二● ●（㈱明うじ舎）  

e－－5  

関する研免生物処理に出現する輪虫と  
その増析適度  

e6  56．3  

する研究IAeo】osom且hemprichiおよ  
ぴN山s叩．の増殖速度   

e－7  
に関する尖劇的研究   部年次研究発表会  

e一日  55．2  

大坪匝＝偵   価  

e9  

相崎守弘・大坪rj三l順  化とその評価   ポジウム  

e－10   ほし－湖沼における懸濁態働膵の構成変化  土木学会   55．9  

e1l  
大坪同順   罷の定退化   流会  

e－12  

演台   

e13  55．9  

術講演会   

e－14  55．l  

高野恒雄－  討論会  
暮（東京理大・草蛮）  

e－15  

合糞朋ト◆   ヨン¶その允ご霊三要因と発：圭ミ仇l二対策の検  究会年次学術講演会  
暮（大阪大）   討一  

e【l（）  

合葉臓ト暮  ション   究全i‡二次ゴr術講演会  

■（大阪大）  

e－17  

須藤隆一・・松培昆：徳●・  ‾シミュレーションによる古米笠化対策  会  
㌫城英夫…  の評1亜  

▲用然環境相で／＝研）  

…（筑波大）  

e18  Simu】且tionひremerge爪Ceand／（）r   Thc21stCongr．  55．8  

S．AibaT   djsappearenceuf、Ⅴ且terblt）（）mOf   Ⅰ爪t．Ass（〕C．Theor．  

R．Sud〔〉   肌crロCyβさ∫βderugi花0βローnaeutrophic  Appl．1」imlO】，  
◆（OsakaUniv．）   lake  

e－19   
i汀陸隆一  培養   学会大会   
一（㈱環境プラント）  
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番 ぢ・  発 表 者   傍  目  学会尊名称  開催郁i行者 発表年月   

e－20 園田光正・さ門藤隆一▼・  肌crocyぶ‘上βによる水の肇の発生およぴI日本間酪工ご7：全大会  大阪55．11  
企業順一●   消滅に関する研究（窮10轍ト〟lCrOCyぶ恒   
●（大阪大）   の異常発生のシミュレーション（その2）   

e－21 久保井 徹・鴬沢清司◆・  ▲卜水汚泥の土壌施用が土項環境に及ばす 円本土塀肥料ど芦会   鳥取55．4  
服部浩之・藤井因博  
－（日本犬）  

東京55．4  
根伸長阻害と検定法の開発  年度会およ甘酢0何シ  

ンポジウム  

熊谷55．10  
支部大会   

e24 空けJ敬治－・久保井闇■  下水汚泥の土壌施用が土壌環脚二及ぼす 円本ゴ二塚肥料学会関東  熊谷55．10  

松坂泰明■・藤井凶博   
暮（日本大）  

熊谷55．10  
山口武別◆－・矢崎仁也●   支部大会  
藤井回博・◆（口本大）  

…（技術部）  

e26イ†田停   下水道について   三屋娼≠催講演会   津 55．2  

e－27 fナ田 髄   水質保全1二の敢近の話題  環嶋教育研究会   鹿児島  55．6   

e－28合‖健  環境中のリンをめく‾って  湖沼の富栄養化問題に  東京55．8  
l累1する（』l際シンポジ  

ウム〉  

e－29木幡邦タう・渡辺倍            名古屋55．1D  
渡辺正孝・中f・一案男  直運動  秋季大金   

e30 須藤隆一   澄那召の甫栄酎ヒと水利用  東京55．2  
議   

e31 狽藤隆一・岡闇光if二・  回転「Ⅰ搬法における負荷変軌こ対する生l郡17回下水道用究発表  ヰ主京55．4  
回安鴨千●■後藤考秀一  物相の応答（第1観）  

e－32 頒藤陣－▼   東京55．3  
議会   

e－33碩藤隆一▲岡‖光正・  
土屋重和◆・石崎勝久◆†  
●（技術部）  

＝（東京理大）  

e－34碩牒描ト・岡田光正・   那17匝】日本水処理生物足柄郡山北町55．川   
土屋薫和暮・7i崎勝久t◆  学会大会  
●（技術部）  

◆●（東雲く聖火）  

e35須藤隆一・  回転円械法の微dニ物学  齢2回回転円板法研究大阪55．10  
シンポジウム（環境接  
術研究会）  

e－36須藤隆一  生物学的凝属とその評価法  化学工学協会牒14回秋  麟 浜  55．川  
李大会   

e－37泊藤隆一‘  水処理・汚泥処理と微生物  第1匝】傲生物研究閲発l＋粟＋京  55．10  
セミナー（徴生驚き原利  
用研究会）  

e－381Ⅰ】井恨吾・山根敦子・                   水環境評価への軒別定の応用  郁14回日本水餅引別布耳ミ ホ  55．2   

分けi健   
究会隼次学術講演会   
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蕃 サ  発 表 者   題  巨i   学 会等名 称  開催裾†i名  発表年目   

e－39  活件炭による液相唄浦の熱が即勺評佃に  京都大草環境職斗工学  右（郁  
l凋する研究   研究会第2回シンポソ  

ウム  

e－4ロ  

渡辺正孝・木幡明灘  の栄華懐牒性   

e－41  鳥取  
慌沢清司◆・山口浩一事▲  影響（那2報）汚泥成分の分解と土壌理  
藤井周博  化学性の変化  
◆（日本人）  

e42  鳥取  
蟹沢消印・藤井閣博  
◆（日本大）  

e－43  

藤井固博・豊田敬治●  影響（那6報）連用に伴う土壌成分の変  支部大会  

◆（日本犬）   化  

e－44  束  
◆（火阪大）   特≠について  

e45  

様ル陶博・小林峰雄◆  影響（第7轍）辿用に伴う土壌撒丑物7  支部大会  
◆（日本犬）   ロラの変動  

e－46  東京  
査とその資料解析  

e47  第35回土木学会年次草  本L幌   
術師流会  

e一りほ  

デル化   

e49  55，10  
久保井徹・合【ヨ健  支部大会  

e一－50  55．2  
・．＝＝   

e51  

ーN，Pの挙動一  

e－52  

矢木帽身・循旛隆一▼  曝宗の効果  

e53  

須藤隆一  研究（第3報）一底泥からのNH4－Nの溶出  

e54  55．S  
M．Okada，  iment5．   Assoc．The〔）「．Appl・  

K．Sl】do  

e55  55．9  
術講演会  

e－56  

村岡浩閤  偶に関する基礎的研究   術講演会  
●（東京大・ゴア＝ご‡こ）  

e－57  

椚搭隆一  究会年次学術活版会  
■（東北大）  

e58   備植醸のγ－BlIC扱苅能   日本土壌肥料ギ＝皇   55．4  
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番 号  発 表 者   題  目   学会等名称  開催都市名  発表年月   

e－59  

矢木修身・須藤隆一  究会年次ご芦術語満会  
●（茨城県企業局）  

e－60  福岡  
載J射言司■・高村養親雷  

◆（茨城大）  

e－61  

萩原電司●・平松昭－・  

松11i㌍明●・矢木帽身  
雷（茨城火）  

e－62  

須藤隆一  他の椚殖に及ほす因子について－   会  
暮（茨城大）  

e－63  2ユstCongr．1爪t．  京都  
●（茨城坑を企業局）   ざけepとomycgginIJakeKasu【山gaura  Assoc．Theor，Appl．  

Limnol．  

e64  

矢木修身■媚態闇汁・  学会大会  
’（茨城県企業局）  

e－65  

今岡許㌧封酢酢付  
ー川：島大）  

e66  

矢木修身・須藤隆一  
◆（広島大）  

e－67  

矢木修身・須藤降一  究会年次学術講さ鎮台  
●（茨城県勇モ業局）  

e－68  

媚態降－   について   究余年次芋術講演会  

e－69  足柄郡山北町   
頂藤隆一   学会大金  

e－70  
渡辺正孝・【I】付泰男  連続培屈  

e－71   

木幡邦男・【仲1木刀▲  秋季りこ全   
原島省   

f．環境生理部  
第21回大気汚染学会  NO2暴露に対するマウス系統囲の感受性  

の川過と肺の酵素的防御機構の役割につ  
いて  

NO2暴露マウス血中のNitriteおよぴ  
Nitrate  

NO＝または0。暴露がラットの赤血球膜成  

分におよほす影響  

NOz星霜によるラット亦血陥りン脂質の  

脂肪酸組成の変動   

71i潮草道■喋略井勝・  
鈴木 明・局 博一▲・  
織田 躍・  
久11Ⅲl憲太郎   

鳩昭」≡湛・鈴木 町卜  
局＋博一・  

久保川堤太郎   
彼谷邦光・三浦ii■  

持立克身・  
久保田憲太郎   
彼谷邦光・三浦 卓・  
久保皿憲太郎  

第50回目本衛生学会  

第21回大気汚染学会  

那50匝川本衛生学会  
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番 サ  発 表 者   罵  FJ   学会等 名 称  開催都市名  発表年月   

f5  

研究会   

f－6  55．4  
久保王11憲太郎   合物に及ばす影響  

f－7  55．11  
久保Ll閥汰邪   および血液中のグルタチオン含畏  

す1十  

藤巻秀抑■山田靖子・  報 胸腺並びに脾臓に及ぼす影響につい  会  
久保lI】憲太郎   て  

†－9  

野島庄七●  ムの解析   研究会  
■（東京大）  

f10  55．11  
リン脂質脂肪酸組成に及ほす影啓   

f－11  55．11  
久泥団憲太郎   肝リン脂質の脂肪酸組成  

f－12  55．6  
ミノ酸詰の変化   

f13  
鞄tll撒・   化的障害に対する師の幣制¢湖衝機構の  
久保田憲太郎  変化と呼気中炭化水素分析による脂質過  

酸化について  

f14  Int．Symp．Ⅰ一ipjd   55．11  
T．Ichir】OSe，   viヽ・Oethaneinthebre且thofr且t5  Peroxide Biol．  
H．（Ma，  expnsedtonitrogendio二くide   Med．  
K．Kl】bota  

f15  Age－re】atedch且哨e5inlipjd  InしSymp．Lipid  55，11  
T．Ichinose  peroxidationasmeasuredbyethane，  PerDXide Biol．  

etl－y】ene，もutane札npentanein  Med．  
respiredgaseso！rat5  

f－16  E†fectsofheaヽγmClalsonlipid  Int．Symp．Ljpid  55．11  
Y・Ohbayashi：   pero二くidatiDnin8nim且Itjssues・   P（－r（）Ⅹid（－ Biol．  

M．S2．g已i，   lnd11Ctiot10fltpidl）erqXLd且tionby  Med．  
T．Ichjn（）5e  mercuric chlaride 
●（Ilokkaidolnst．  

Pharm．Sci．）  

f－17  
藤巻秀和■   租 液性一次免疫反応に及ばす影野につ  会  
久保田憲太郎   いて  

r－18  55．8  
の閉局点－  

f－19  
河村一京子・山lI】靖子・  

白石不二雄・  
久保照射郁Ii  

f－20  55．3  
局博一・織田撞■  
久保Ⅲ憲太郎  

r、2l   

1†i淑草道   の変化について   
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番 片  発 表 者   笹  口   学会尊 名称  開催舶け名  発表年月   

f－22  
局博一・亀田薙・  
久保F椚責太郎   

r23  
久保朗憲太郎   タロチオネイン長の絶L朋勺変化  

f▼2▲l  

二L屋裕子－・山村充  
◆（共立葦大）   

f25  
山m邦子・清水不二雌  ムの存在状態の聞達   そのトキシコロジーン  

ンポジウム  

f－26  
清水不二雄▲山肌靖子・  
塀l人」博人◆●・  

今井述◆◆・  
原凹隆彦…・  
京町洋イ・●・  

久保田憲太郎  
ー（鹿医研）  
…（慈恵医大）  
…（日本獣富夫）  

f－27  
市瀬草道   ついて  

f－28  
久保tl】憲太郎   すNO2の影響  

f－29  Suppressionofantjb〔dyre5pOnSeby  4thInt．Cor喝r．  55．7  

F．Shimizu，  exposure tonitr（）gendioxideinmice  Immunol．  
K．Kubota  

f－30  
西川稚高◆・  および肺中の金属含長の変化  
久保‖儒太郎  
ー（計測技術部）  

f31  
彼谷邦光・  動  
久保田憲太郎  

f－32  
彼谷和光▲  影響  
久保田審太郎  

F33  
彼谷邦光▲  の鮎響  
久條＝慶大郎  

トー34  

彼谷邦光・  ぴオゾンの最多℡  
久保皿憲太郎  

r－35  
糸球体機能の帽飾との関連－  

f36  
久保Ⅲ遠沈刑   中の金属比率とタロ？ト的性質の変化  

f37   

オネインの誘導   
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琶，環境保健部  

番 号  発 表 者   題  目   学会等 名称  開催都市名  発表年月   

g1  大l娠  55．3  

DDTの酬子移行に及ばす食餌因子の影響   

gr2  55．9  

安藤満  する考察くl）身体・医学的項目との関連  
●（土浦協同病院）  

g‾3  55．9  

田村憲治▼◆・凹谷利光◆●  

●（現場捕縛部）  

●†（二1二浦協同病院）  

g‾4   

いて   告絶会   

g5  Aut8r且diographicdeterminaし川nOf  4thInt．CDnf．   Jl】rich  56．3  

T．lr18daご   0Ⅹygen－1Bbyprotonactivatjon   St且blelsotopes．  （Federal  
A．Man▲hashi：  an且1ysis  Republic  

T．Kanajご◆  of  

K．Kol】Chi：暮  Germany）  

M．Ajhara●…  
ー（TsukubaUnjv，）  
ー、（Natl．lnst．  

R且diol，Sci．）  

雷●†（Inst．WhoIe  

BodyMetab．）  

g6  Dynamicstudynnanim乱l  4thInt．Conr．  JDlich  56．3  

M．Ya】T血da．   experiment5uSingnitrogendioxide  Sはb】e150tOPeS．  （Federal  

T．Yoney8ma，  ofstable150tOPe（15NPz）  Republic  

A．Sl】Zuki，  0†  

Ⅰ．Wakisaka  Germay）  

55．5  

脇阪一郎  

g－8  55．7  

丸橋晃●▲相原道明■●  同位元素研究発表会  
●（筑波火）  

…（珪体科研）  

55．7  
米山忠克●  の応用   l責‖立元素研究発表会  

●（生物環境部）  

g－10   55．10  
について   金線全   

g11  生体試料弓】■80の放射化分析法  56．3  
めの安定同位体分析法  
シンポジウムし哩化学  
研究所，日本アイソト  
一プ協会，農学・生物  

学部台共催）  

56．3  
杉平直子・三権裕子▲  イ摘及び慢性カドミウ  
脇阪－－姉  ム中苛に関する総合的  

研究虹他関連柑究放線  
会討議全  

g13   55．4  

脇阪一郎   の存在状態および血球「ノ沖Il   
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番 号  発 表 者   題  目   学会琴 名 称  開催都一行名  発表年上i   

g‾14  CorrelationNMRstudy口†jnteractio爪  ThirdInt．Me（・t．   Kyot（つ  

Y．Arat注ご   betweenpenicillinCandtryptophan  Trypt叩hanMetaboL  
S．Fuiiw乱丁a  residue oi lylnzyme Biochem，Pathol．  
●（TokyoUniv．）  且ndRegu】．  

g15   第19回NMR討論会   札l蒐   

◆（計測技術部）   

h，生物環境部  

hll  

←l■  

h－3  

h－4  

h5  

荒井邦夫・米山息寛  

荒井邦夫・米山忠素  

荒井邦夫・米山忠克  

今村典イ・安野ユ】三之  

N．Im且ml】ra  

成熟架からのNとCの移動一■sNOヱと  
－3co2の暴露実験から1   

ヒマワリの成熟乗からの】5N，13cの転挽  

ヒマワリ薫からのCとNの移動と個体生  
長への利用の差異   

悶ヶ浦における水の準構成植物プランク  
トンの動態   

Studias on the waterblooms in Lake 
Kasumig乱ura  

霞ヶ捕の底生動物の牒年変動（続報）   

Chironornid pqpul乱tion5jn highly  
eutrDphic Lake Kasumigaura  

lわ丁字ヶ浦砂丘土壌の栄養環境の評価  

阿字ヶ浦砂丘での土壌一植上糸における  
窒素の行動とav且i】且bilityの評価  

針本作物学会  

第ユ7回理二亡苧におJrる  

同位元素研究発表会   

口車作物学会  

H本陸水学会  

215t C口ngr．Int．  
Assoc．The〔）「．Appl．  

Limnol．   

日本陸水学会   

21st Congr．1nt．  
AssQC．Theor，Appl．  
LilmOl．   

日本生態学会i肛軋地区  

大全   

日本生態学会  

岩熊敏夫■安野ユE之   

T．Iwakurna，  
M．Yasun〔）  

可加直積・戸塚 箱  

可加直毅・戸叛 椅・  
広瀬忠樹■  
◆（東京大）   

可知泊：毅・戸塚 綺・  
広湘忠樹■  
●（東京大）   

近藤主巨朗・九I11一成●  

●（筑波火）   

近藤矩朗・九用一成●  
暮（筑波火）   

九凹一成●・近藤雉互朗  

暮（筑波火）  

佐藤 詔、●・藤伊 正●  

近藤某三郎・渡辺恒雄  
雷（筑波火）   

丸田一成●▲近藤炬朗  

暮（筑波大）   

近体穎劫■九佃一成●・  
菅原 薄  
暮（筑波大）   

榊  剛▲近藤宴巨伽  

阿字ヶ浦砂丘のオオマツヨイグサ個体群  
のロゼットのboltingと個体サイズの関  
係   

大京汚果物質暴露による蒸散変化と7プ  
サイシン酸のl馴系   

大シi汚染物質暴茶による蒸散変化におけ  
るp川よ丈下とアブサインン碑の関与   

亜硫酸イオンおよぴplIのソラマノの～冒L  
ri削要に及ばす影響とア7サイシン醸の関  
与   

ホウレンソウのプロテアーゼインヒビタ  

ニ酸化硫英暴露による1〈孔閉卓出運動  

亜硫他による宗礼l那L阻㌍  

日本植物学会  

耶21回大気汚染学会  

日本観物ごり空ギ：会ユ980  
年度年会   

日本柄物∠l三理学仝1980  
年度年会  

FT木桶物ゴ芦舎弟45回大  
会  

日本植物学全第45同大  

日本生物環境調昂滞会  
第18回大会  

日本柄物三た理学会19執〕  
年度年会  

斐l勾細胞プロトプラストの光合成酒竹に  
及ぼす嫌硫酸イオンの影智  
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番 号  発 表 者   題  目   学会 尊 名 称   開催都市名  発表年月   

h－18  
イオンの取り込みと光合成酒欄の阻害に  
ついて   

h－19  

およほす亜硫酸イオンの影響  

h－20  仙台  
中町良美子◆・近藤矩朗  ノら  
●（東邦大）   

h－21  
卑町俄美子◆  反I．むの阻告  

■（東邦大）  

h－22  
戸塚緋・春情．町■  
岩城英夫’  
暮（筑波火）  

h－23  
戸塚絹・本柿理■・  会・  
r†城英夫◆  

’（筑波大）  

h24  
おける過酸化水素生成  

h－25  
近藤ぉ経月  定系酵兼阻㌍への過酸化水素の閲与・  ノヶ  
◆（東邦大）  

h26  55．7  
安保文彰・戸塚 絹  NO2＋SO2混でナガス暴露の影響  

h－27  
安保文彩－▲戸塚 絹  
●（ほ挿描）  

h－28  55．6  
ト◆ミウムの止物j農縮  

h29  55．6  
菅谷芳雄◆  投与の影響  
◆（技術部り  

h－30  55．6  
菅谷芳雄●・佐々学暮●  

■（技術部）  

‥（客月研究月）  

h－31  215tCongr．Int．   55．8  
S．Fukl】Shjmar   fl〔）丁且arldfal】nailla Stre且nlaft（－r  A5SOC．Theor．Appl．  
F．Shio）・ar岨ニ◆  di5CllargeOfsl且gC口ntainingcyanide  
J．Ⅰ克segaⅥ且ご’  

S．Kasuga  
●（Y口kohamaCity  
1nst．Environ．Res．）  

◆◆（TolくyOUlliv．）  

h－32  55．4  
●（東京大）  キュベーション実験第2輔稲ワラ窄素  

の」二壌中での分布  

h－33   55．4  
▲（粥京大〉   キュペーション某験第1報稲ワラの分  

解と微生物≠の変化   
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番 号  発 表 者   題  目   学会等 名称  閉†任那7†i名  発表牛ノ1   

h－34  M（・tabo】ismandtr8nSlocatiol10f   CSPP／L＾PPMeet．  
K．Arai，  atmospheric NO2irlSunflowerleaves  Can．  
T．Tもtsuka  

h－35  
チアーゼインヒビターの精製   年度年会  

h－36  55．10  
●（筑波大）   とその性質  

h－37  
■（筑波大）   ロチア∴ピインヒビター   全  

h－38  55．910  

■（筑波大）   全   
h－39  

渡辺仙人■  増強とプロチアーゼインヒビターの作用  全  
◆（筑波大）  

h40  

石神明菜●・佐藤忍…▲  会  
藤伊正◆’  
◆（日本女子大）  

暮（筑波大）  

h41  
暮（筑波大）   への影響について   全  

h42   
石神明慄■●・近藤矩朗・  孝夫会   
横浜康継◆  
’（筑波大）  

i．技 術 部  

大政談次  
橋本 頒◆  
暮（愛媛大）   

大枚謙次  
鴨本 康●  

◆（愛暖大）   

大政謙次  
相賀一郎  
●（愛媛大）   

大政謙次  
相買一郎  
◆（愛媛火）   

大政談次・  
橋本 康一  
■（愛嬢大）   

高木博夫・  
秋元 与琵－  

安保文彩  
相賀一郎  

安保丈彰  
相賀－▼郎  

安保文彰  
橋本 康◆  

安保文彰  
倖本 康’  

安保文彰  
刑責一郎  

鷲【】＝申明●  

奥田典夫雷  

画像処矧こよる汚染環境下での捕物反応  
の評価に関する研究一画憶処理システム  
について   

サーモグラフィによる汚染ガスに披暴し  
た柄物の葉温バターンの計測  

熱赤外画像計画システムによる植物温度  
の計測  

大気汚染環境下の植物の画像計測一鉢赤  
外画像上含まれる生体情報の定量化につ  
し、て一   

汚染ガスに暴露された柄物の画像処理  
（ⅠⅠ）蒸散．気孔抵抗，汚染かス吸収速  
度の葉両分布の走層化   

メンテレン／NO／H20／空うミ系の光酸化反  
応  

C5－C7シクロアルカンの光較化反応  

農業気象関東支那会  

翫12回日本医王′・生物  

学サ【モグラフィ研究  
会   

第4回人l訃「熱環境系  
シンポジウム  

計測自動訓細字会  

日本ごi主物環樋調節学会  

第18回大全  

弟Zl回大気汚独！芦会  

●（大気環境部）   

高木博夫・鷲m仲明●  
坂東 博－・秋元 暮●  
奥田典夫●  

◆（火気環境部）  

箭15回高速壕尤討論会  
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番 号  発 袈 ’肴   趨  11   学 会 等 も 触  閲相りl川丁わ  ヲ芭表ゴトノ1   

i－8  粟  
水l‡与i豊◆   ズラにおけるNDV攻掛こ対する抵抗力の  
●月こ北火）   比較  

i－9   郡11」  

り、  

◆（東北大）   結果の分析  

第15回F】本突顆劇闘将：    浜松  
仁ユI‡隆史◆・平＝政行－■・  
山下誠一郎’●  

◆（研究か画官）．  

‥（大谷珊）  

浜松  
高低偵司・  5．SPF飼育室の混度分布と維持状況  
手水腎英…・  
u川】fU彦‥▲小＝rlミ…  

■（瑞垣情報で借）  

‥（日本クレ7）  

リミ5  
詩情弘  正についての知見   会関東支部那6回懇話  
◆（甘本クレア）  

浦和  
久保Il髄太郎◆   験環境の設う迂・維持と供試軸物の糾育維  
◆（環境∠‡ミ埋郎）   過  

裾＋聞  

寺尾忠治㌧小川†呈◆●  

◆（干研誌上亘f良センター）  

…（【l本クレア）  

豊中   
雷（京都大）   伴う円管内屑洗物質移動・‥・・・近似朋・・＝  

55．10  

川賀一郎  興について   第1引酔大会  

■（生物環境闇）  

55．10  
戸塚橋＊・f【l‡‡一郎  第1別自】大会  

◆（二重∴物環境部）  

55．11  

笹野泰弘◆・杉本町ガ・  
竹「人卜娃プ≡◆・奥しIl典プこ●  

◆（大京環境部）  

i19  

56．2  

杉本伸夫◆▲笹甲子泰弘●・  【（ライダー）シンポ  
竹rJ」娃ジこ◆・典1月ゼ区プそ雷  ジウム  
◆（大㍉環境邦）  

55．10  
藤井凶博◆  影響（那5靴）植物体成分の変化．  支部大会  
暮（水質土壌環境部）  

55．5  
了丁手‖空手fい甫檎弘  公総会   
■（日本クレア）   
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蘇 号  発 架 者   租  ＝   学会等名 称  開催裾仔名  発表午Jl   

i23  

青田正尚㌧吉Ⅰ□宏一－・  会  
大山文努暮  
暮（日本クレア）  

i－24   

高橋軋  リア再構築作業と梢鞋効果の判定  会関東支部第6回想話  

暮（日本クレア）  

k．国立公害研究所研究発表会  

湖沼の1；i栄養化状態の棉f割こついて  

海域における冨栄養化と赤潮の発生機構  
に閲する基奄的研究   

水生生物におよぼす竃催物貿の影智評†面  
法について   

生活排水の特徴とその処理対策   

レザーレーダーによる広域汚染遠隔計  
測について   

臨海地城の大京汚染拡散機構   

郁瑞光化学汚染1ミ塊の琴軌について   

真空緋～く聖スモッグチャンパーによるオ  
レフィン一乗葉酸化物系光照射英験に基  
づ〈炭化水素光化ギ反虻性の再検討   

捕物による大某汚染ガス吸収速度推定の  
ための葵両温度パターンの計測法七つい  
て   

柄物の生長に及ほす火～て汚染ガスの影響   

NOziミ期暴露のラットに及ぼす影顎   

環境樟報の収華とその解析に関する研究   

地域にJうけるご1：活環境賀の把捉について  
その干場調査を中心として   

環境計洲における斯い、筋充分析法  
－flイオンのスペグトロスコピイー   

農薬散布に伴う環堀中の漉僅と人体影響  
について  

大槻 見  

渡辺正孝  

安野正之  

須藤隆一   

竹内延夫  

伯1日洋匡   

小jLl靖   

秋元 主荘  

乱立公害研究所研究発 表会   
k－1  

k－2  

k3  

k－4  

k5  

k6  

k7  

k－8  

相賀一郎  

戸塚 横   

河周明治   

臆崎昭太   

後藤典弘  

藤井敏博  

安藤 滴  

k10  

k－1l  

、一一∴■  

k－13  

k－14  

k15  
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（注）二兎わくは55年度新設部門  

管翠部門  情報部門  研究部門  技術部門  計   
54年席末走月  35   23   135   30   223   

55年度増減眉   3   10   2   16  
△1  △1  △1   Jゝ3  

（振1）   （振△1）  （振△壬）   

計   36   24   145   31   236   

△印は削減  振は内部振替  



3．科学研究費等によも研究一覧  

研究代表者  
所属・氏名  種  目   研  究  誅  屠l   研 究 分 担 者   

計測技術部  環境科草持  環境試料の保存とそれを川いた環境変化  団立公告研究所：森川邑敏、東京大学：   

安部箸也  別研究   の解析法に関する研究。   不破敬一郎、山崎素直、学習院火半：後  

藤斡保、栗東工業大学：一個雅己、筑波  

大学：野津屑治、徳島大学：下村滋、  

愛校大学：立川涼、神村】l衛生短大：  

片瀬隆雄   

総合瞬漸Ⅶ  環境科学持  環境評価と政策形成過程に関する研究。  国立公害研究所：後藤典弘、北畠能房、   

内藤正明  別研究  櫨科幸彦、田村正行、原沢英夫、東京大  

苧：茅陽一、筑波大学：河野博忠、辰  

己修三∴丹羽富士雄   

生物環境部  環境科学特  陸水の富栄養化とユスリカ頸の分類、曇三  乱立公器研究所寒月研究月：佐々 学、   

安野jl：之  別研究   慧のl犯連について。   国立公害研究所：畠山戒久、宮下衡、  

岩熊敏夫、菅谷讃＝雄   

生物環境部  
菅「京淳   レベルの柏悟性。   

大㍉環境部  
鷲rH伸明   化学反応への応札   

大京環牒潤  エネルギー  人工排熱の火気【†】の拡散に関する研究。  【革】立公害研究所：小森 悟、光本茂記、   

仇郎羊匡  才．用rJ研究  東京大学：浅井吉軋木村奄治、碧崎正憲   

大気環境部  
畠l山史郎   との反ん邑。  

火気環！蒐甑  

′ト森悟   る研究。  

⑳当研究所より小絹Lたものについて記載Lた。  

－203   



4．職員海外出張等  

部 室 名  職 名  氏 名   出張国名   用  務   期 間   

大気環蟻部  55．6．10  

大気化学研究室   井上 元  アメリか合衆国  レーザー蛍光法研究  
－56，6，9   

計測技術部  主 任  藤井敏博  アメリカ合衆周   イオン一分子反応に関する研究   55．6．19   

大気計測研究室  研究月  （牲学技術庁′トートキャランチイ）  ～56，6．18   

研究月  安岡善文  アメリカ合衆同   画像情報処理手法開発に関する研究  55．7，5   

（科学技術庁長期在外研究員）   －56．7．4   

環境生理部  研究眉  竹中参二  西 ド イ ツ   大気汚染物質の生体影響研究   55．4．29   

環境病理研究室  （科学技術庁パートギャランテイ）  ～56．12．31   

総合解析部  
第一グループ   内藤］王明  大 韓 民 国  韓国「環境保全協会」主催講演  55．6．4 －56．6．6   

環囁情報部  
春山晩美  【l】  国  UNEP太平洋地域管理会諌   

55、8．11  

情報システム圭   へ・55．8．17   

大気環境部   室 長  植田洋匡   オランダ  55、8．31  

大気環境計酬究墓  他   乱流に関する共同研究  
～55．10．13   

大気環境部  室 長  竹内延失  アメリカ合衆国  第10回レーザ」レーダー国際  55．9．30  大気物理研究室     会議  ～55．10， 1（∋   

生物環境部  室 長  安野正之  イ ンドネシ7   
北スマトラ地域70ロジュクト  55．11．4   

水生生物生態研究室  巡回指導   －55．11．22   

西 ド イ ツ   55．11．15  

総合解析部  主 任   後藤典弘  UNEP専門家会議  －55．11，30   

第ニグループ  研究官  56．3．14  

－56．3．30   

環境情報部   室 長  広崎昭太  フ ラ ン ス  OECD環境状況グループ会議   
55，11．21  

情報調査室  ～55．12．1   

総合解析部  主 任   大気質管理とエネルギー政策  56．2．13   

第四グルー70  研究官  西岡秀三  イ  ン  ド            会議   

大気環境部  重 圧  福山  力  アメリカ合衆偲  準安定希ガス悦子と気相等の  56．2．21  エアロ、ハレ研究室     共同研究  －56，2． 
環境生理部  王 佐   
慢性影響研究室  研究月  鈴木和夫  アメリカ合衆偲  メタロナオネイン関係会領   

安定同位体利用国際会講   
環境保健部 環境保健研究室  室 長  太田庸起子  西ドイツ 他  

水質土壌環境部  56．3．26  矢木帽身  ヴュネズエラ  水野汚濁働止計画の指導  
陸水環境研究室   －56．4．17   
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委  眉  会  名   依 頼 先   氏   名   硯   職   

環境放射能研究委貝会委月度   日本原子力研究所   
統計数理研究会評議員   統計数理研究所   
後金研究l；－悦機構研究評議会評議員   耗合研究l；を1発機構   

近藤次郎  
航空機・機械ユニ業容議会委月   通商産業省   
科学技術全課専門委月   科▲学技術庁   
大学の教習の改善に関する国際合議組織委貝  筑波大学   

光化学二次生成物質調査検討会委員   環境庁   
炭化水素顆固定発生源対策検討会委員   同 上   
才Y炭利用と火気三石境保全対策検討会（環境尉  
智分子斗全）委員   

同 上   奥凹典夫  
「大気汚染屑に関する判定条件設宝調製」舶集委員  日本軒㌢枝編棒織センタ   
光化学健康調速検討会委員   環境庁   

瀬戸内海生物学的海戚環境判定調査検討会委月  環境庁   
下水道史編さん委眉全委員   （祉）日本下水道協会   

1i炭利用と大気環境保全対策検討会柘炭持分科全）委員  環境庁   

環境影響評価技術軍門家会議委月   同 上   
首都圏等汚泥広域処葦・処分環境調査委月  （祉）日本下水道協会   

合田 健  

窒素・燐等水質目標検討会委員   環境庁   
衛生工学委員会広域処分小委員会瑠雄   （社）土木学会全   

各種洗剤影響調査委月余委月   （杜）日本下水追協会   

久伯さ出慾太郎  

分科会）委月  右横利用と大矢環墳慄全対策検討会（イ丁炭種   

菅原 淳  
化学物質安全性に関する国際協力懇談会委月  

佐治健治郎  

土壌汚染環境基準設定調査検討会委明   環囁庁   
流動研究員   農林水産省   
測定値の地地代衷性検討会委員   環境庁   現場情報部  
気象データペ【ス研究会委月   気象庁総務部  広崎昭太  

健康影響問題に関する打ち合せ会委月   環境け   
環境管理計画策定検討委月全委員   神奈川県   

国際有害化苧物質登録制旺し妄！内協力委員   国立衛生試験所   春山晩英  

日本国土師羊線分学術診断委月合・分科会倭牒  
リモートセンシング推進会議国際協力部全委員  宮崎恩田   
リモトセンンングによる環上菟情報収処に閲す  
る剰’「別検討会委員  
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委  月  会  名  依 頼 先   氏   名  現   職   

研究会離委貝長  情報セン  土 屋  麒 業務室長   

～般廃棄物処理三拝業等専門委貝全委員  （祉）全回都7い古村会議  稲 葉 賢二郎 屯発憤管理室長   

環境管理言†画策定検討委月金環墳憎報分科会委員 神奈川県   松 本 幸 雄 情報調査室主任研究員   

リモートセンシングによる環境情報澗附こ関環境庁  宇郡琶陽二朗情報調査室研究月   
する専門別ノ険討会委員  

測定値の地域代表性検討会委員  環境庁   
「占Ⅰ定発出原対策最適化検討会委員  同 上   
海外医療協力委只会委月  匡慨協力事業団   
共同研究貝  香川大学   

総合解析部  
環境指標研究会委員  環境庁   内藤正明針グループ主任研究官  
衛生工学委月全広域処分小委貝全委員  （祉）土木学会   

水質管理計画検討会委月  環境庁   
環境影響評価技術等門家会議委員  同 1二   

水道施設にムける安定供給システムに関する厚生省 う開基：委員会委貝   

廃棄物リサイクルシステム開発賓月余処理シ 
ステム評価部会雇雄   大阪苗  
日本機搬学会環囁工学委員会委貝  （祉川本機械学会   

有効剰用分科学委項  （杜）仝馴柿沼揃全課   

資源再利用技術システムの評価研究調査専門委貝（財）日本産業技術振興協会   後藤典弘第ニグループ主旺研究官  
廃棄物地政利用計画調査委民会委員  （財）クリーンジャパン   

虔貴腐乗物処理及び再資源化推進専門委月全廃嵐委月 撒将領紆擢科学センター   
環境影響評価コミュニケーション技法研究会研究委貝 （株）電通   

環境情報科学編集委員  （址）環境情報科学センター   

水素燃料利甘航空機システムに関するテクノ（財）臼柏葉閥掘難会 ロジ ーアセスメント委員会委月   
7了炭転換に伴う環境睾き響検討会委員  環境け   西岡秀三第四グループ主任研究官  
総合一交過公害対策モデル検討会委員  l詣」上   

電気自動申検討会委貝  同 上   

ン 
）   

原村幸彦第三グループ主†上研究員  
． 

川崎市合成洗剤審議会委月  川崎祁   
環境管理計画策定検討委員会環境目標分村会委員 神奈川県   
廃棄物収集運搬システム評価調速委員  厚生省   中杉修身第一グループ主任研究員  
資源酎l川用瀾システムの評価研究調査専門委貝（即日本産菜技術振興協会   

即日iの環境保全計画手法の肺究に供する馴－1環境庁  
別検討会議委員   

）   

北畠能房第ニグル」プ主任研究員  
鵬十醐査委員交通吉画協会   

水道施設における安定供給システムに関する 
調査委貝全委員   厚生省  乙閃末に第一グループ研究員  
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委  月  会  名   依 頼 先   氏  名   現   職   
筑波研究草間郡市における都11J貢卜観構成に関  
する調査卵瑚  

水質環境基準検討調速全委員  

計画アセスメント調査イ肝究香貝  

環喘指層と環境センサスに関する基礎調速研究委月     青木陽二  

環境影響評価調査研究会委員  森田恒幸  
環境影響評価コミュニケーション技法研究会研究委貝  

非特定汚染源による汚染防止対策調査検討会委月  囁  
安部署也  

計副技術部  
水質管理計碑j検討委月全委員  大気計測研究室長   

水質分析方法検討会妾貝   環境け  大槻晃   

環堵測定分析検討会統一精度管理調査専門部全委只  環境庁   主任研究官  
相馬光之  

（底質土壌計iRl上押′当）  

窒素酸化物測定方法検討会委員  
常時監視物質測定等検討会委月  湾口次夫  
廃棄物処理安全審議委員会委員  

リモートセンンングによる環境憫瀾の収兼に  環境庁  関する専門別検討会香買  大京環域瀾  竹内延夫  
大気物理研究室長  

光化学大気汚娘子渕システム設定調速機討全委員  
移動用スモッグチャンパー調査検討会  

）   

秋元 ≦笹  
フロンガス問題の租学的事項に係る検討打合愛妻貝   

環境放射能研究委舅会専門委員   植田洋巨  

大気汚染対策調査委月  

）  

地熱発電大気汚染防止基礎調査検討会委員  靖  
大気環境計画研究室  小川  

環囁影響評価技術専門家会議委月  主任研究月  

同上  
光化学大気汚染予測システム設定調査検討会委1弓   大気環境計画研究室  
広域大気汚染対策調韮にかかる調査委月  

若松伸司  
三E任研究月  

富栄養化防止下水道整備基本調査委月会委月  （財）日本下水道協会   

「小規模でト悌処理浄化槽の英刷ヒに関する研究」委貝  （材）日本環堵空値教育センター   

底質汚濁改善対策検討会委員   環境庁   
水質環境基準（大腸菌群数）調査検討会委員  同 ＿1二   

石炭利用と大1t環境保全ヌ寸策検討会（環境貴之  
準分科会）委員   同 」二   
各種洗剤影響；調査委月全委員   

水質土壌環境部  
須藤隆一  

削ヒ掛二よるし尿処理システム改善調査研究会委貝  J渠巨省   
陸水環境研究室長  

廃棄物処理システム検討会委員   同 1∴   

尾瀬見時北【璽排水処理対策検討会委明   環境庁   
茨城県水質審議会臨時委1雫   茨城♭l，も   

農薬残留対策調速技術検討会委ユ≡i   環境庁   
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委  月  会  名   依 頼 先   氏  名   現   職   

窒素■燐排水処理技術指針策定調基検討会委皇＝i  環境庁   

工場非業場等削減詣嘗胡丑偲討全委月   l司 l：   水質土壌Ⅶ境闇  
≠J■i藤隆一  

1SO国J勺委月全委員   （社）産業公害防止協会  陸水環境研究爺長  
「】光園二立公【射毛ヶ底泥原緊急保全対策ジミ証調   （桐■）国立公園協会   
楽検討会委明  

水質管理（計画）検討会委員  

論文編集委員会委貝   
）   

相聞浩媚  
棉全   

土壌汚染環墳基準設定調査検討会委員   環囁庁   
汚泥等土壌還元影響調査検討会委員   同 11   

カドミウム尊貴金偏自然音最儲庸雄討会葛城  同 ＿l   藤井団博  
前局利用と大気環境保全対策換言寸会（環境尉  
響分村会）重層   同 上   
l司際シンポジウム開催準惰委員会委月   （社）日本下水道協会   

海洋汚染調査検討会委員   環囁r1！   洩辺正孝  

ノーl崎市介成洗剤審議会蜜月   矢木修身  陸水環境漸究当i   川崎市  
主任イ肝究貝   

論文集編集委員会委員   相全 
）  

水質環境計画研究＃   
海老瀬潜－  

非特定汚染源による汚染防止対策調速検討会委員  三巨圧研究員   

環境生理郡   
払出 与鞋  

環境生理研究寮長   

東京都棲や大気汚染健康影響調査検討委月会委月  

）  

環境保健部   
大京汚染健康影響調査検討会委ii  安達史朗  環境渡ギ朝究義長   

健康影響間軌こ関する打合全委員  ■   環触手  斎藤寛  

淡水赤潮研究会委月   環境庁   安野正之  

石炭利用と大気環噸保全対策検討会   環囁庁   
大気汚独質に関する判定条件設定調査編集委員全委員  円本‡博捜柿惰執センター   
郡吊の環境保全計画手法の†肝究にl昭する糾’■】 別検討会譲巻貝  環境け   戸塚絹   

環境影鷹評価予測技術検討調査研究委員   （肘）H本公衆衛生協会   
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6．研 究 所 日 誌  

新規特研（光化学・水（ⅠⅠ）・リモートセ  

ンシング・モニタリング）研究活動開始  
日本機械学会全月－・行米所  

環境庁新採用者一行来所  
科学技術週間一般公開  
「大気小エアロゾールの充学的特性の総  
合観潮」に係か肝究全  
会計失地検査（－25）  

北ラiい†i近代病院専門委闇雲一行来所  

韓国環境庁長来所  
台湾王周裕公衆衛生院反米所  
会計検査院水越調査官来所  
人事院ホ務相中監査  
大蔵省主計局佐藤：巨計官米所  

中【軋産業防止協会－一行米所  

フォートラン入門講習会（～5）  

環境週間所内一般公開  
研究発表会（－10）  

「環境汚染の遠隔計測・評価手法のl椙発」  

に係る研究会  
日本開発銀行渡辺総裁来所  
中匡l科学院化学物理肺究所一行来所  

環境庁藤森企画調整ノ云〕長束所  
韓日情報センターーー行米所  
筑南消防署による消防立入検査（－30）  

台湾薯金陽一・行来所  
願岡環境け長官視察  
行政管理庁相島管理官来所  
東南アジア・ボーイスカウト40名乗祈  

起研連処遇対轟委貝会  
火歳省主計周北村主査来所  
環境相半紙（ナ研究所満目所長来所  

小匡け斗学院環境化学研究所一行来所  
雷栄養化間項シンポジウム ト20）  

東南アジア技術研帽月10名米所  

中ほl農薬農民交流協会代表団来所  

科学博覧会田脛ホ務局ソル・ロラン団長  
他28名訳並団栗祈  

公害等銅盤委員会青木委員長他24名米所  

動物炎験棟（ⅠⅠ）竣工式  

石油連盟技術相先金貝11名来所  

建設省筑波研究草廊郁雄松井骨相建設本  
部長米所  
巾【重け木葉技術一交流団一行来所  

環項再＝金子ゼii務次官米所  

同有財産関東地方審議会委員一行米所  
環境庁三原或官秘器官来所  
U．S．EPA研究者米所  

所内年次発表会（～14）  

小国環蟻川学研究院王副院長他8名研究  

活動のため米所  
中日友好学・苫（第2次）訪日代表団来所  

経済団体連合会環境安全委員会委iミ26名  

乗所  
危険物倉庫・7クアブl）－スペース・有  

害固形廃棄物処理装置竣工  
消防訓練実施  
電気事業連合会環境専「7委月全「一行米所  

中央公害対兼審議会総合部会委員17名乗  

耕  
地万公告研究所担皇1官一行来所  

評議委月会  

「尉菟モニタリング指標」に関するシン  
ポジウム  
評議委員会専門委眉会  
直研趨補佐官会i範  

科学と社会研究会一行米所 ト31）  

東京都23区公害課長束析  

未聞ロスララモス研究所火気富来所  
環鞄庁小野水雲保食牒成東所  
HITAC M180コンビュ【ターンステム  

の言巳憶装置増強  
台湾衛ご巨署月一行米所  
大京環境情報システム研究会（～18）  

大気境界屑研究会  
北京市科学凝灘委員会一行来所  
評議委月全軍門番眉仝  
航空機観iRIHrタ検討会（－7）  

当所発足7周年記念式典  
ブラジルパラナ農業試験場郡長来所  
共同研究棟・ワークショツ7態築弟工  

野外調査用移動尖験蓋（モービルラボ）  

完成  
実験動物慰霊祭  
週†ホ2日制施行   
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8．国立公害研究所研究発表会  

期日こ昭和55年6月9日、10日  

会場：国立公害朝究所火山記念ホール  

湖沼の富栄養化状態の指標について  大槻 鬼（計測技術部）  

海域における富栄養化と赤潮の発生機構に関する基礎的研究＝・…渡辺正孝（水質土壌環境部）  

水生生物におよぼす毒性物質の影響評価法について・・……………■安野正之（生物環境部）  

生活排水の特徴とその  須藤降－（水質土壌環境部）  

レーザーレーダーによる広域汚染遠隔計測について‥…・  …竹内延夫（大気環境部）  

臨海地域の大気汚  植机洋匡（大気環境部）  

小川 靖（大気環境部）  郡市光化学汚染気塊の挙動について  

真空排気型スモッグチャンバーによるオレフィン窒素酸化物系  

光照射実験に基づく炭化水素光化学反応性の再検討………………秋元 箪（大気環境部）  

9 植物による大気汚染ガス吸収速度推定のための薬師混度  

パターンの計測法について  相賀－・郎（技 術 部）  

戸塚 横（生物環境部）  

河Ⅲ明治（環境生理部）  

唐崎昭大（環境情報部）  

後藤典弘（総合解析部）  

藤井敏博（計測技術部）  

10 植物の生長に及ぼす大気汚染ガスの影響  

11NO2長期暴露のラットに及ばす影響  

12 環境情報の収集とその解析に関する  

13 地域における生摘環境質の把握について－その予備調査を  

小心として  
14 環境計跡＝こおける新しい質屋分析法一員イオンの  

スペクトロスコピィー  

15 農薬散布に伴う環境中の浪度と人体影響について…・・■   ＝‥‥安藤 満（環境保健部）  

一211－   



9．所 内 研 究 会  

年月日   題  目   所  属   発 表 者   

那16匝【  環境生理部  竹中参二  
①トレランス（耐性）との関連に  

ついて  

（∋各棟実験動物の感受性の比較  

第17回   7．15   技術部  佐治健治郎   

第18回  9．16  宇都宮 陽二朗  

（∋LANDSATデータによる環境解析  唐崎昭太  
②判別解析プログラムの解説  

2．訪［f］雑感  水質土壌環境部             合田  健  

第19回  12．23   西岡秀三  
について  

2．アメリカ見聞録   生物環境部  古川昭雄   

▲
ノ
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l机】昭和55年度公害研セミナー記録  

年月日   題  目   所  属   発 表 者   

節32回  

byNegativeIonizationMass  Brandenberger  

Spectrornetry  

第33匝】   5．26   名古屋大学   仰藤森昭   

那34回  6．5  Univ．or  SidneyW．  

SouthernCalif．  

第35回  7．1   岐阜大学  吉川  博   
第36回  8．18  G．R．Moore  

andFunctionOfMeta′lloproteins：  

Cytchromes C 

第37恒】  9，8  

ーサヴァンナ河川生態研究所の研究  
について  

第38匝Ⅰ  9．22  KansasState  

UI】iv．  

第39恒】  10．1   東京大学   竹内 啓   

第40回  10．21  Univ．ofCalif．  

Strataspheric Ozone 

第41回  10．23  松田佳久  
学に関して－  

第42同  11．20  森 忠洋  
スト化とミミズによる処理の可能悼  
について  

第43回  12．1  水油 敦  
縮  

耶44回  12．10   経団連   内田公三   

第45回  12．18  兼光秀郎  
ち窺  

第46回   56．1．16   東京大学  辻村  明   
齢47回   1．21  高血圧の疫学   筑波大学   小 町 富 男   

第48回  3．2  Univ．ofGuelph  

EnvironmentalPollljtion  

第49回  3．16   和田秀徳   

第50回   3．17  都市と自然   文化庁   品 田  橡   

第51匝】   3．25  公害問題の現状と課題   東京都公害研究所  田 尻 宗 昭   
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‖．施設の整備状況一覧  

（昭和56年3甘現在）  

施  設  名   構  造   面  積   竣 工 時 期   

研  究  本  館   RC－3   il，436m2   l卿離朗9年3月竣工  
Il卿日印52年5月竣］二   

共 同 利 用 棟   RC－3   4，136mZ   昭和54年11月竣工   

理  棟   RC2   1，144m2   Ⅰ卿酎口49年5月竣工  
Il卿召利54年2月竣工   

エネルギーセンター、厚生棟   RC－2   3，101m2  
昭和49年10月竣工  
昭和51年一部増築   

廃棄物処理施設Ⅰ  特殊実験排水 処理能力100m3／臼  昭抽9年10月竣工   

一般実験排水  
廃棄物処】型施設ⅠⅠ   処理能力500m3／臼  昭和洪年2月竣工   

大気化学実験棟  
（スモッグチャンバー）   RC－1  723m2  昭和52年1月竣工   

大京拡散実験棚（風洞）  RC－2、地下1   2，329m2   昭和53年3月竣工   

大気汚草葉質実験棟  
（エアロド【ム）   

SRC－8   1，321∫I12   昭和54年8月竣工   

大 京 モ ニ タ ー 棟   RC1   81m2   昭和53年3月竣工   

ラジオアイソトープ実験棟   
（Rl枚）   

RC－3   1，564m2   昭恥3年3月竣工   

水生生物・水質実験棟  
（アクアトロンⅠ）   

RC－3   2，198m2   昭和51年10月竣工   

アクアフリースペース   RC2   337m2   昭和55年11月竣工   

水 理 失 験 棟   
S－ ユ   1，1671－－2   

1期昭和51年10月竣工   

（アクアトロンIl）  ⅠⅠ期昭和55年11月竣工   

土壌環境実験棟  
（ペドトロン）   RC－3   1，931m2   昭和53年2月竣工   

動 物 実 験 棟Ⅰ   
SRC7   5，185m2   Ⅰ期昭和51年3月竣工   

（ズートロンⅠ）  ⅠⅠ期昭和51年11月竣工仲動物棟を含む）   

動物実験棟ⅠⅠ  
（ズートロンJり   

RC－3   1，862m2   昭相55年5月竣工   

植物実験棟Ⅰ  
（ファイトトロンⅠ）  

RC－3   3，348m2   昭和5〔件12月竣工  

背戸鰹棟   414m2  
実験ほ場（本橋内）  滝に邑1三宅  194m2  Ⅰ‡卯召利52年11月竣工  

ほ場4而  500m2  II期昭和54年1月竣工   

実 験 ほ 楊（別間地）   
管理棟  214m2  
ほ甥9而  4，500mZ   昭細52年11月竣工   

生 物 生 態 園  1．5h且   昭和54年10月竣工   

RC4、地一ト1                  植物実験棟ⅠⅠ  
騒音影響実験棟  3，722m2   昭和5帥8月竣工予定   

危 険 物 倉 庫   B－1   86m2   昭和55年1川竣工   

共 同 研 究 棟   RC－4   1，548m2   昭和57年2月竣工予定   

ワーク シ ョ ッ 70棟   RC2   189m2   昭和56年9月竣工予定   

－2ユ4一   
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